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持ち運びしやすくなりました。
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平成7年度歯科保健に関する図画・ポスターコンクール

　［本学校歯科医会では，次の世代をになう小学校・中学校の児童生徒に対して，口腔保

健に関する理解と認識を深めるたあに　歯科保健に関する図画・ポスターコンクール　を

始めて19年目になる。

　応募および審査方法は，小学校低学年（1～3年）による図画，小学校高学年（4～6

年）によるポスター，中学校によるポスターの3部門を設けて，加盟各団体から各部門1

点ずつ日本学校歯科医会へ送付して頂き，小学生・中学生ともに各学年3点ずっを最優秀

作品に選出することとした。

　本年度は’1え成7年8月31日に応募を締め切り，応募作品139点の中から，近岡善次郎画

伯（一水会会員）を中心とする審査委員による厳正な審査が行われ，後述のように15作品

を最優秀とし，他の作品を優秀とした。

　最優秀には賞状と楯，各作品をテレフォンカードにしたもの，優秀賞には賞状，また応

募者全員に副賞の図書券が贈られた。

　応募された各学校・児童生徒はじめ審査にあたられた都道府県学校歯科医会あるいは歯

科医師会の審査員の方々に心から謝意を表します。
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最優秀入選作品

1年生　畠山　咲さん
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1年生　森島史穂さん
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2年生　堀田奈織美さん
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2年生　高城瑠伊くん
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3年生　田中亜友美さん 4年生　小笠原光二くん

4年生　武内沙絵里さん

5年生　星野奈々子さん
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5年生　工藤恵子さん



6年生　籾木マミさん 6年生　村井いつきさん

中学2年生　岡野妃佐子さん
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　中学3年生　山田奈都紀さん



総 評
審査委員　近岡　善次郎
　　　　（一・水会会員）

　色が明るくなってのびのびした絵が多く，昨年より絵が大きく見えたのが今年

の最も良いところです。今年はポスターが多く，ポスターに関心が多いのが昨年

と違うところでしょう。とても良い絵が多かった。

最優秀作品についての画評

1年生　畠山　　咲さん（北海道）

可愛い熊の親子が色や形も気持ち良く描けて

いてとても良い

5年生　星野　奈々子さん（栃木県）

1年生　森島　史穂さん（京都府）

おばあちゃんと僕が元気良く並んでいる感じ

を良く描いている。色もはっきりして絵を強

　くしているところが良い。

5年生　工藤　恵子さん（山形県）

画に強い動きがあり色も新鮮でとても良い。 鏡に写っている感じが良く出ている。色も淡

くて優しい感じを出している。

2年生　堀田　奈織美さん（東京都）

少女2人の動きがとても良く出ている。色も

良い。可愛い感じがして良い絵です。

2年生　高城　瑠伊くん（群馬県〉

兄弟がそろって歯をみがいている姿が良く表

されている。色もやさしく美しい。

6年生　籾木　マミさん（宮崎県）

色がとても美しい。筆の走りも優しく全体を

優しく仕上げている。人物の描き方がうま

　い。

6年生　村井　いつきさん（富山県）

色も形も線の強さもみんな良く力強い。ボス

ターの良い面を出している。

3年生　神園　一隆くん（鹿児島県）

歯みがきをしている姿とそれが鏡に写ってい

　るところを画の構図に取り入れたところが良

い。色も明るい。

3年生　田中　亜友美さん（徳島県）

歯をみがいている子供達がみんな優しく可愛

い。色が淡く温かいのがこの絵を・∫愛くして

　いる。

4年生　武内　沙絵里さん（神奈川県）

動物をうまく取り入れて構図も元気良い感じ

をうまく出している。

中学1年生　坂本　阿須奈さん（岡山県）

　色がすっきりしてとても美しい。物の並べ方

　も強弱，．遠近をうまく取り入れて気持ちの良

　いポスターです。

中学2年生　岡野　妃佐子さん（千葉県）

　色を優しく美しく配置したところが良い。構

　図も色も斜線をうまく使った絵に動きを出し

　ている。

中学3年生　山田　奈都紀さん（和歌山県）

文字の配置，絵の中の物体の配置みんな良

い。色も優しく絵の広がりを助けている。

4年生　小笠原　光二くん（青森県）

全体の色の調和が絵をきれいにしている。人

物の動きも良く出ている。
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巻頭言■

巻
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社団法人日本学校歯科医会会長

　　　西連寺愛　憲

　昨年の3月に開催された第46回総会にお

いてこの執行部が選任され，4月から日本

学校歯科医会をお預かり致し早1年の歳月
奥田幹生文部大臣と懇談される日本学校歯科医会西連寺愛憲会長

が過ぎました。加盟団体長の先生方ならびに会員の諸先生のご協力によりまして，平成7年度の事

業も計画通りに推移しております。

　度々申しヒげることになりますが，阪神地区の先生方には今迄に大変なご苦労があったと拝察い

たしますが，それでも最近大分復興して来たということでございます。私達日本学校歯科医会とし

ましても出来る限りのことをしたいと思っており，先の総会において阪神地区への対応についてご

承認を頂いたということで，大変嬉しく思っているところでございます。

　2月に加盟団体長会を開催いたしましたところ，全国の会長から，熱意あるご要望，ご提言を頂

きました。貴重な会務執行のためのご助言として真正面から受けとめて参りたいと思っておりま

す。学校歯科保健の重要さにっきましても，責任の重大さをひしひしと身に感じている昨今でござ

います。

　また，昨年4月から学校健康診断の改正がなされましたが，それにっきましては加盟団体長の先

生方のご協力で大過なく乗り越えたと思っております。

　しかしながら，毎々申し上げるようにいろいろな問題，課題がでてきております。それらを・つ

ひとつ，CO・GO，顎関節の問題などにつきましても学校現場で学校歯科医の先生方がスムーズ

に健康診断が行えますように配慮致して参ります。

　こどもたちの歯と口の健康っくりのためにその健康診断が役立っような方策を立てていきたいと

考えております。

　本年11月には第60回全国学校歯科保健研究大会が東京で開催されます。この人会の席上では，60

回を記念して学校歯科保健に功績のある多くの先生方に対して文部大臣より表彰していただく折衝

を現在進めております。全国的にみますと組織的に格差の大変大きい地区もございまして，　律に

はいきませんが，出来るだけ全国の熱心な学校歯科医の先生方に授章して頂けるように努力してま

いりたいと考えております。

　これらを含めて今後も組織の充実，会員の増強など会務の執行に懸命にはげんでいきたいと考え

ておりますので，会員各位の倍旧のご協力をお願い申しヒげます。

日本学校歯科医会会誌　75号　1996年3月／　　7
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開催要項

⑦　趣　　　旨

　　歯及び口腔に関する保健活動について研究協議を行い，学校保健における歯科保健活動の充実

　を図る。

②　主　　　催

　　文部省，群馬県教育委員会，日本学校歯科医会，群馬県歯科医師会

　　群馬県学校歯科医会，群馬県学校保健会，前橋市教育委員会，前橋市歯科医師会

③　期　　　日

　　平成7年11月1日（水）～2日（木）

④　会　　　場

第1日l l1月旧（水）i　全体会 前橋市民文化会館大ホール
第2日111月2日（木）畿雛暴語翁崖部会）　　　1　　　　　　　　　　　1

前橋テルサホール

前橋市民文化会館小ホール

前橋市民文化会館　　〒371前橋市南町三丁目32－6　　答027221－4321

前橋テルサ　　　　〒371前橋市千代田町二r目5－1倉0272－31－3211

⑤　対　　　象

　q〕国公私立学校の教職員

　｛2）学校歯科医及び都道府県・市町村教育委員会の担当者

　（3）上記以外の学校歯科保健担当者

⑥日程及び内容

　　1　　9：00　9：30　10：10　　　　　　　　1］：2011：30　　　　　　　　12：40

第　I　l　r　　　　　1
13：40　　　　　　　　14：5015：00　　　　　　　　16：10

自；識篇踏瓢　　　　　l　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　闘

昼食

休憩

講義3

赤坂守人

休
息

講義4　　閉

平山宗宏　1会　　　　［

第
2
日
目

9：00　9：25　　　9：30 10：5011：00

　r

12：20

1第1　受　　あい　　講義5

1部会副さつ森律子

第2図あい騰義7
部会1付1さつ1吉田螢一郎

休

感

休
息

講義6

中尾俊

　講義8

1岡田昭五郎

閉
　
会

閉
　
会
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●オリエンテーション

1．開式のことば　　　群馬県学校歯科医会副会長 片 野 光 一郎

2．あ　い　さ　っ　　　文部省体育局学校健康教育課長 北 見 耕 一
群馬県教育委員会教育長 唐 澤 太 市

日本学校歯科医会会長 西連寺 愛 憲

群馬県歯科医師会会長 今 成 虎 夫

2．歓迎のことば　　　前橋市長 藤 嶋 清 多

第 4．次期開催地挨拶　　東京都教育庁体育部保健給食課長 清 水 裕 幸

5．来賓紹介
6．閉式のことば　　　前橋市歯科医師会会長 矢 内 脩 策

●講義1F学校歯科保健の現状と課題一

講獅　文部省体育局学校健康教育課 教科調査官 戸 田 芳 雄

日 ●講義2一これからの学校歯科保健活動一

一児童生徒の健康診断の改正を中心として一

講師　日本大学松戸歯学部 教　　　授 森 本 基

目
昼食・休憩（60分）

●講義3「児童生徒の咀囎など口腔機能に関する諸問題」

講師　日本大学歯学部 教　　　授 赤 坂 守 人

●講義4「口腔及び食事と児童生徒の健康」

講師　日本総合愛育研究所（日本小児保健会会長） 所　　　長 平 山 宗 宏

閉　　会

第1部会（教員部会） 第2部会（学校歯科医部会）

前橋テルサホール 前橋市民文化会館小ホール

●あいさつ ●あいさつ

群馬県教育委員会事務局 群馬県歯科医師会

第 保健体育課長　　宗　行　　　彪 会　　　長 今 成 虎 夫

●講義5「学校歯科保健の考え方・ ●講義7
一学校歯科医の職務と

2 進め方一 期待される役割．

一障害児の歯科保健を含めて一

日 講師　東京都教育庁体育部保健給食課 講師　日本体育大学

歯科保健担当係長　　森　　　律　子 教　　　授 吉 田 榮一郎

目 ●講義6一学校，家庭，地域の連携で ●講義8
一児童生徒の歯及び口腔の

進める歯・口の健康つくり」 健康診断と事後措置

講師明海大学歯学部 講師東京医科歯科大学

教　　授　　中　尾　俊　一 教　　　授 岡 田 昭五郎

閉　　会 閉 会
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11・1（水）

●前橋市民文化会館大ホール

　●開式のことば　　群馬県学校歯科医会副会長　　　　　片野光一郎

　●あ　い　さ　つ　　文部省体育局学校健康教育課長　　　　北見　耕一一

　　　　　　　　　　　群馬県教育委員会教育長　　　　　　唐澤　太市

　　　　　　　　　　　日本学校歯科医会会長　　　　　　　西連寺愛憲

　　　　　　　　　　　群馬県歯科医師会会長　　　　　　　今成虎夫

　●歓迎のことば　　前橋市長　　　　　　　　　　　　　藤嶋　清多

　●次期開催地挨拶　　東京都教育庁体育部保健給食課長　　　清水　裕幸

　●来賓　紹　介

　●閉式のことば　　前橋市歯科医師会会長　　　　　　　矢内　脩策

匡麺］「学校歯科保健の現状と課題」

　　　●講師　　文部省体育局学校健康教育課　教科調査官

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸田　芳雄

薩］　「これからの学校歯科保健活動」　　　　　一児童生徒の健康診断の改正を中心として一

　　　●講師　日本大学松戸歯学部　　　　　　教　授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森本　　基

唾壷］「児童生徒の咀噌などロ腔機能に関する諸問題」

　　　●講師　日本大学歯学部　　　　　　　教　授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤坂　守人

巨壷塾］　「ロ腔及び食事と児童生徒の健康」

　　　●講師　日本総合愛育研究所　　　　　　所　長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平山　宗宏
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◇はじめに

　「子どもの口から生活が見える。この言葉を

聞いて私は，大変感銘を受けたものである。これ

は，あるむし歯予防推進指定校に伺い，研究会に

参加した際に，ある学級担任がふと漏らした「操i

で，むし歯予防の教育上の特質をみごとに表現し

ていると思ったからである。

　むし歯予防（学校歯科保健）のねらいは，自分

の歯や口の健康状態に関心を持ち，歯や口の健康

Eの問題を自分で考え，処理できるような態度や

習慣を身に付けることにある。つまり，学習に

よって，健康の大切さに気付き，歯みがきや食生

活などの生活行動を主体的に改善し，健康な生活

を実現していくことにある。

　したがって，むし歯予防に熱心にとりくんでい

る先生には，口の中から子供の生活が見えること

になり，先の言葉となったのだろうと推察でき，

その学校の研究活動の確かさを感じて感銘を受け

たというわけである。

　このようなことから，子供の口から生活の見え

る先生をたくさん増やすことが，学校歯科保健の

課題のひとっであるような気がする。

　また，むし歯予防（歯・口の健康つくり）に積

極的に取り組まれた推進指定校（地域）からは，

その成果が，むし歯予防のみにとどまらず学校教

育活動全般に及ぶことが報告されている。

　例えば，

　二　子供が生き生きと主体的に学習に取り組む

　　ようになる。（課題解決の楽しさがわかる。）

　’　子供が自己の健康管理に関心を持つように

　　なる。

　　　了供の生活リズムが確立してくる。

　こ　親子，子供同十，先生と子供，先生と保護

　　者等とのコミュニケーションが密になり，信

　　頼関係が築かれ，生徒指導の機能が強化され

　　る。

　：　教師の共通理解や協力体制が緊密になる。
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　　　学校保健委員会が活性化し，保護者や地域

　　社会との連携が円滑となり，開かれた学校づ

　　くりが促進される。このことが，児童生徒の

　　心の健康や青少年の健全育成などの円滑な実

　　践にっながる。

　等々である。

　そして，もちろんのことであるが，

　　　むし歯や歯肉炎が減少する。

　　　正しい歯みがきの仕方や食生活など歯・口

　　腔や全身の健康によい生活行動が身に付いて

　　くる。

　これらは，全て生涯を通じて健康な生活を送る

ための基礎を培うことにっながっている。

¢〉学校歯科保健の現状とこれまで

　　の成果

（1）児童生徒の健康状況

　　文部省は，毎年学校保健統計調査を報告書

　として公表しているが，各学年種類ごとの健

　康診断結果にっいて確率比例抽出法により抽

　出した学校での調査結果から，全国の児童生

　徒の形態的発育状態，健康状態が推察できる

　貴重な資料となっている。表1は，平成5年

　度の疾病・異常の被患率であるが，むし歯

　（う歯）が，幼稚園20～30％，小学校80～90

　％，中学校80～90％，高等学校90％以上と全

　ての項目で最高となっており，引きつづき児

　童生徒の重要な健康課題である。

　　また，むし歯以外でも，歯周疾患，不正こ

　う合，要注意乳歯などを含む一その他の歯

疾」も，小学校10～20％，中学校8～10％，

高等学校6～8％と増加し，視力異常に次ぐ

第3位の被患率となっている。この詳細な資

料はないが，小学校低・中学年は要注意乳歯

が多く，高学年以降は歯周疾患が主なものと

なっているということが推測できる。

　　また，表2の主な疾病・異常の推移（学校

保健統計），それをグラフ化した図1～4
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　　（学校保健の動向：財団法人日本学校保健

　会）及び表3，4をみると，むし歯（う歯）

　は，着実に減少していることがわかる。これ

　は，長年にわたる学校における歯科保健への

　取り組みの成果であり，貢献していただいて

　いる学校歯科医，校長，教頭，保健主事，養

　護教諭等の学校の教職員並びに地域の歯科医

　師会・学校歯科医会の皆様方のおかげと感謝

　している。

（2）国民の健康状況等

　　昭和32年から6年間隔で実施されている厚

　生省歯科疾患実態調査等から，国民の歯科保

　健の現状を見ると，－8020一の目標に到達す

　るにはかなり厳しい現状が浮き彫りにされて

　いる。例えば，表5を見ると，歯の平均寿命

　は年々延びてはいるものの，寿命の長い中切

　歯側切歯や犬歯でさえも約60年で，人生75

　～80年時代としてはかなり短いことがわか

　る。

　　また，表6から，その原因として歯肉炎・

　歯周炎などの歯周疾患が，小学校から中学校

　の年齢でも40％近くみられ，25歳を越えるこ

　ろから歯のない者が出現し，55歳を越えるこ

　ろから多くなっていることがわかる。このこ

　とから，学校歯科保健の重要な課題として，

　むし歯f防と併せて歯周疾患の予防に力を入

　れて行かなければならないものと考える。

（3）学校歯科保健教育の現状から

　　歯科保健教育の状況にっいては，全国的な

　統計はないが，社団法人日本学校歯科医会主

　催による「全日本よい歯の学校表彰最優秀

　（文部大臣表彰）校．の活動概要をみると，

　表7のようになっている。これは応募書類と

　実地調査による聞き取りを加えた結果である

　が，学級活動が着実に行われ，歯垢染め出し

　及び学校行事などが実施されていることがわ

　かる。このような積み重ねが，児童生徒の歯

　科保健の向上にっながっていることが伺え



全体会■

表1　疾病・異常の被患率

区 分 幼稚園 小学校 中学校 高等学校

90％ 以上 むし歯（う歯）

80％以上～90％未満 むし歯（う歯） むし歯（う歯）

70　～ 80 むし歯（う歯）

60　～ 70 裸眼視力1，0未満の者

40　～ 50 裸眼視力1．0未満の者

20　～ 30 裸眼視力1．0未満の者 裸眼視力1，0未満の者

10　～ 20 その他の歯疾

8　～　10 その他の歯疾

6　～　8 その他の歯疾

4　～　6
へんとう肥大 鼻・いん頭炎，その他の

鼻・いん頭疾患・異常

その他の疾病・異常 その他の眼疾・異常，そ 色覚異常，鼻・いん頭 鼻・いん頭炎，その他の

の他の耳疾・異常，へん 炎，その他の鼻・いん頭 鼻・いん頭疾患・異常

1　～　10 2　～　4 とう肥大，寄生虫卵保有 疾患・異常

者，肥満傾向，その他の

疾病・異常

鼻・いん頭炎，その他の 色覚異常結膜炎，ぜん 結膜炎，その他の眼疾・ 色覚異常，その他の眼疾

歯疾，寄生虫卵1賄者 息 異常，その他の耳疾・異 ・異常，蛋白検出の者，

1　～　2 常，蛋白検出の者，肥満 肥満傾向，その他の疾病

傾向，ぜん息，その他の ・異常

疾病・異常

結膜炎その他の眼疾・ 難聴中耳炎，慢性副鼻 難聴へんとう肥大，口 難聴結膜炎，その他の

異常，中耳炎，その他の 腔炎，口腔の疾病・異 腔の疾病・異常，せき柱 耳疾・異常，へんとう肥

0．5～0．1
耳疾・異常，その他の鼻・いん頭疾患・異常，蛋 常，蛋白検出の者，心臓

疾病・異常

・胸郭毛臓疾病・異常 大，口腔の疾病・異常

’已臓疾病・異常ぜん息

白検出の者，肥満傾向，

0．1～壌
ぜん息

慢性冨噂腔炎，口腔の疾 栄養不良，せき柱・胸 中耳炎，慢1生畠1騨腔炎， 慢性畠1屏腔炎，尿糖検出

病・異常，栄養不良，せ 部伝染性皮膚疾患，腎 尿糖検出の者，栄養不 の者，栄養不良，せき柱

0．1～0．5 き柱・胸郭伝染1生皮膚 臓疾患 良，腎臓疾患 ・ 胸郭腎臓疾患
疾患，’L臓疾病・異常，

言語障書

トラコーマ，アデノイ トラコーマ，アデノイ トラコーマ，アデノイ1 トラコーマ，中耳炎ア

0．1％未満
ド，腎臓疾患，寄生虫病 ド，結核，尿糖検出の

者，寄生虫病，言語障害

ド，結核，伝染性皮膚疾

患，寄生虫病，言語障害

デノイド，結核，伝染性

皮膚疾嵐寄生虫病，言
1語障害

1
2
3
4
只
U

）臼（ 一その他の眼疾・異常一とは，疑似トラコーマ，眼炎，麦粒腫，斜視，片目失明等である。

「その他の耳疾・異常」とは，内耳炎，外耳炎，メニエール病，耳かいの欠損，耳垢栓塞等である。
’その他の鼻・いん頭疾患・異常一とは，鼻ポリープ，へんとう炎等である。

「その他の歯疾、とは，歯周疾患（歯肉炎，歯そうのう漏等），不正こう合，班状歯，要注意乳歯等である。
「その他の疾病・異常」とは，いずれの調査項目にも該当しない疾病・異常である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成6年度学校保健統計文部省）

る。

　また，表8は，A県の学校歯科保健活動

（平成6年度）の状況であるが，小学校にお

いては昼食後の歯磨きがよく行われ，中学校

においては未実施の割合が60％を超えている

ことがわかる。歯垢の染め出しについても同

様の傾向がみえる。これは，各都道府県に

よって異なると思われるが，学校における歯

科保健の一・定の傾向を示しているように思わ

れる。前述の歯科保健の実態などからみて，
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表2　主な疾病・異常の推移 （％）
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（注）小数点以ド第2位を四捨五入している。以ド同じ。 （’lz成6年度学校保健統計文部省）

生涯にわたる歯科保健の実践にとって極めて

重要な基礎を培う学校期の教育と実践が非常

に大切な課題であることを改めて強調し，小

学校だけでなく中学校，高等学校などにおい

ても歯科保健活動の充実が望まれる現状と言

える。

◇学校歯科保健の課題

（1）児童生徒の健康状況や生活行動等から

　　先に述べた児童生徒の健康状況や生活行動

　等から，微視的にみると次のような課題があ

　る。

①むし歯（う歯）を予防する。

②歯肉炎等歯周疾患を予防する。

③咀囑（そしゃく）など口腔機能の健全な

　発達を期する。

　また，やや視点を広く据え，歯科保健を窓

口にして，一人一人が健康な生活の実現に向

けて実践するためには，次のような課題があ

る。

①健康によい食生活を実践する。

②健康によい運動生活を実践する。

③健康によい生活リズムを確立する。

④健康によい生活行動を習慣化する。
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（2）国民の健康状況から

　　人生80年時代を迎え，生涯を通じて健康な

　生活を送るため，ライフステージに応じた重

　点的で計画的な歯科保健活動を充実するとと

　もに，総合的な健康っくりをする。そのよう

　な視点から，学校期におけるそれらの基礎を

　培うために発育発達に応じた計画的な健康教

　育の充実を図る。

（3）学習指導要領における健康教育の位置付け

　から

　　学習指導要領では，第1章総則　第1教育

　課程編成の般方針一の中で健康教育に関し

　ては，体育に関する指導一の中で，次のよ

　うに示している。

　　3　学校における体育に関する指導は，

　　　学校の教育活動全体を通じて適切に行

　　　うものとする。特に体力の向L及び健

　　　康の保持増進に関する指導について

　　　は，保健体育科の時間はもとより，特1

　　　別活動などにおいても十分行うよう努

　めることとし，それらの指導を通して，

　　日常生活における適切な体育的活動の実

　践が促されるとともに，生涯を通じた健

　康で安全な生活を送るための基礎が培わ

　れるよう配慮しなければならない。

　このことから，各学校においては，教育活

動全体を通じて健康教育が実践できるよう教

育課程を編成し，実施できるようL夫しなけ

ればならない。

　具体的には，保健体育等の教科，道徳及び

学級活動，学校行事，児童（生徒）会活動等

の特別活動，さらには課外での個別指導など

を総合的に検討し，指導内容の精選，指導時

間の確保等に務め，指導計画を作成し，実施

しなければならない。

　また，学級担任，教科担任，養護教諭など

による教師間の連携による協力授業や学校栄

養職員，学校医，学校歯科医，学校薬剤師等

との連携による指導などの工夫が必要であ

る。

　さらには，地域や学校の実情等に応じ，家

表3　むし歯（う歯）の処置完了状況等の推移 （％）

区　　分 昭和2gi 3gl 4gl 59 1平成21 31 41 51 6
幼

計 81．6 90．5 940 83．9 80．4 80．8 78．7 75．7 77．0

稚 処置完了者
［　3．2

6．2 9．1 23．6 28．0 29．1 28．4 28．0 28．2
園
未処置歯のある者 i7＆4 84．4 84．9 60．3 52．4 51．8 50．3 47．7 48．8

計 59．8 87．9 943 91．5 89．5 89．3 89．1 88．4 88．0
雀
処置完了者 2．4 8．0 14．3 3α0 36．3 37．2 37．6 38．3 39．3

校
未処置歯のある者 57．4 79．9 80．0 61．5 53．3 52．2 51．5 50．1 48．7

計 Il42．9
84．2 93．1 92．2 90．0 89．6 88．9 87．8 87．7

睾
処置完了者 隔o 16．2 27．7 40．8 41．3 41．4 42．7 42．2 42．5校
未処置歯のある者 37．9 68．0 65．3 51．4 48．6 48．3 46．3 45．6 45．3

高 計 52．6 85．2 94．5 94．3 93．7 93．0 92．6 91．3 92．0

攣 処置完了者 ］1．1 21．8 28．8 41．3 45．8 45．9 46．3 46．6 47．5

校 未処置歯のある者 41．5 63．4 65．7 53．0 47．8 47．2 46．2 44．7 44．5

（注）　。欄の数他と内訳の合。1の数値とは，四捨11入しているため致しない場合がある一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い1’成6年度学校保健統，1文部省）
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表4　12歳の永久歯の一人当たり平均むし歯（う歯）等数 （本）

区　　　分 陣秘9 平成2i　3　1　4　1　5　1　6
計

喪　　失　　歯　　数 0．05，

計

むし歯
（う歯）

　計
処置歯数
未処置歯数

　4．75

1－：lllll，351

4，30　　　　　　4。29　　　　　　4．17　　　　　　4．09　　　　　　4．00

0．04　　　　　　0，04　　　　　　0．04　　　　　　0．04　　　　　　0．04

4．26　　　　　　4．25　　　　　　4．13　　　　　　4．05　　　　　　3．95

3．04　　　　　　3．03　　　　　　3．00　　　　　　2．86　　　　　　2．82

1．22　　　　　　1．22　　　　　　1．13　　　　　　1．19　　　　　　1．14

計

喪　　失　　歯　　数

433匝9139138・375a690．05　1　　　　0．04　　　　　　0．03　　　　　　0．04　　　　　　0．04　　　　　　0．04　　14．28　　　　　　3．87　　　　　　3．87　　　　　　3．76　　　　　　3．71　　　　　　3．653．00　1　　　　2．73　　　　　　2．71　　　　　　2．69　　　　　　2．56　　　　　　2．56

舅

むし歯
（う歯）

　計
処置歯数
未処置歯数

ll　　l．28

1．15　　　　　　1．16　　　　　　1．06　　　　　　1．ユ5　　　　　　1．09

計

喪　　失　　歯　　数
1　0。051

　4．71　　　　　4．69　　　　　　4．56　　　　　　4．46　　　　　　4．32

1　0．05　　　　　　0，04　　　　　　0．04　　　　　　0，05　　　　　　0．05

女

むし歯
（う歯）

　計
桀議難1

　5．19

1ε13　3．71　　1．42

3．36　　　　　　3．37　　　　　　3．32　　　　　　3．18　　　　　　3．09

1．30　　　　　　1．27　　　　　　1．20　　　　　　1．23　　　　　　1．18

（注）　。欄の数li肖と内訳の合言iの数値とは．四捨1i入しているため　致しない場合がある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いヒ成6｛i度　学校保健統。｛　文部省）

庭や地域社会との連携を深めるとともに，学

校相互の連携や交流を図ることも重要であ

る。このことは学校歯科保健の実践に当たっ

ても全く同様である。

　したがって，学校における歯の保健指導

は，そのような趣旨を踏まえ，口腔の環境悪

化を防ぐたあ歯や口の清掃や望ましい間食の

とり方を主な内容とした，むし歯や歯肉の病

気の予防及び健康診断などの結果に基づく歯

や口の健康状態の理解と事後措置に関する事

項を中心とした指導を行う。ヂ供の意識や行

動の変容を促し，歯やlIの健康ひいては心身

の健康っくりを自ら実践する態度，能力を身

に付けることができるような指導を，計画的

かっ組織的に実践する必要がある。

　その具体的な目標や内容については，小学

校に限らず中学校，高等学校においても，昭

和53年に作成され，平成4年2月に改訂され

た一小学校歯の保健指導の手引（改訂版）さ

らには，日本学校保健会で作成した指導資料

　発達段階に即した歯みがき指導のしおり

　（平成4年3月），「歯・口の健康っくりをめ

　ざして　学校における歯の保健指導の進め方

　一　（平成7年3月）等を参考としていただ

　きたい。

　　また，実践事例については，日本学校保健

　会で実施している歯・日の健康つくり推進事

　業の実践事例集なども参考にされたい。

　　なお，第五次の歯・llの健康っくり推進事

　業が8県・各8地区（第四次は5地区）で今

　年度より3か年にわたって実施され，（宮城

　県，岐阜県，滋賀県，佐賀県，大分県，宮崎

　県，鹿児島県，沖縄県）文部省のむし歯予防

　推進校も各都道府県1校で，今年度より2か

　年の指定を行っている。これらの実践の成果

　に期待している。関係の方々の特段のご協力

　とご支援をお願いしたい。

（4＞生涯学習の視点に立った新しい学力観から

　　現行の学習指導要領は，生涯学習の視点に

　立って編成されている。これからの教育にお

　いては，激しい変化が予想される社会に生き

　る子供たちが，自分の課題を見付け，主体的
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表5　歯の平均寿命の年次推移，性・歯種別（永久歯） （単位：年）

年次 中切歯 捌切歯 犬歯
小臼歯 大臼歯

第」第二 第一 第二

昭和56年 54．9 53．6 54．7 1　　52．2　　　49．5 50．7 44．8

一
左 62 56．6 55．6 55．4 5all　5α7 52．0 1　46．4

平成5年 59．6 58．0 58．5 　　155，4　　　53．1 54．8 47．9

一 上顎一
昭和56年 54．4 53．5 1　54．6 52．11　49．7 51．8 45．2

一 右 62 56．4 55．7 …　56．0 　　152。8　　　50．9 51．9 47．0

男一
平成5年 58．9 58．1 58．1 55．4　　　53．6 55．0 48．8

昭和56年 59．7

1
　
5
9
9
ト

59．9 15ε71494 1　445 42．3

一 左 62 61．0 61．4 62．0 57．2　　　50．9 46．0 43．3

平成5年 63．3 163．81
　　164．7

59．5　　　53．0 49．7 45．51
一 下顎一 1

昭和56年 59．6 60．2 61．1 ［559　5α4 45．2 42．1

一
右 62 60．8

1　　61．3
1　61．7 5τ4　1　51．4

　　i46．9

43．7

平成5年 63．8 63．7 64．4
1　　60．0　　　53．6

50．3 46．7

昭和56年 52．4 50．4

　
　
5
ユ
．
O
i

　　149．0　　　45．8

　　147．0 40．4

一 左 62 54．0 52．4 1　　52．8 49．9　　　46．8 49．1 41．5

平成5年 56．9 55．4
　　1

55．7 52．61　49．61　　1

52．4

　
　
4
5
．
2
1

一 上顎一

　　　一右

　昭和56年

1
　
　
6
2
1

1　52．5

　　53．8

51．0

52．3

51．6

53．2　、

　　　　一　　：48．8　　　46，0

50．5　　　47．1

40．5

42．2

女一
平成5年 56．7 55．3 55．9　1 　　153．1　　　50．3 53．5 45．3

昭和56年 57．6 57．7 57．3 51．9　　　45．3 39．3

　
　
3
8
．
9
」

一 左 62 58．9 58．7 58．5 52．9　　　47．1 42．6 40．9

平成5年 62．2 61．7 61．8 5a71　5α6 46．5 44．7
一 下顎一

昭和56年 57．8 57．2　1 57．9　1 52．5　　　45．9 40．8 39．3

一
右 62 59．0 58．6 59．1 53．9　　　47．3 42．6 41．8

平成5年　　　　［ 62．2i 61．9
61．21　　1

56．2　1　50．1　　1　　　　　　　　　　1 4a7i 44．4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成5年歯科疾患実態調査　厚ノi省）

表6　歯肉の所見の有無，年齢階級別（5歳以上・永久歯）　　　　（単位二％）
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　　に判断したり，表現したりして，よりよく解

　　決することができる資質や能力の育成を重視
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する必要がある。

　そのためには，f供たちの内発的な学習意



全体会■

表7　平成7年度全日本よい歯の学校表彰最優秀（文部大臣表彰）候補校の活動等概要

6　年　　生 学級 染　　学校歯科医の活動

学校名

学
校
保
委

被

験

者

数

計

う
歯
数
計

未
処
置
う
歯
数

処
置
完
了
歯
数

畠
早
指
数

C者

0の
を
も
人
つ
数

Gあ
0る
の者
所の
見人
の数

単 短

め

だ

し

健

診

相
談

学
校
保
委

学
校
行
事

保
健
指
導

そ
の
他

備　　考

香川類羅校 2 189 410 77 333 2．17 13 39 3 9
10～
　12 10 6 2 3 2 2

岐阜畢講峯校
3 32 46 11 35 1．40 6 17 3 3 14 4 10 3 5 50 5

L2年フッ化ゲル塗
布（第1大臼歯）

長野県岡谷市立
　　岡谷小学校 2 70 60 12 48 0．86 0 0 1 】0 12 5 5 1 2 2 2

群馬器酪脇 2 40 78 2 76 1．95 13 0 3 0 3 ］ 3 2 2 1 0

東京都練馬区立
　　旭丘小学校 1 46 26 7 19 0．60 11 2 1

ラ
6
等

3 3 1 3 3 1

神型鷺鎌 1 111 109 10 99
　　！

0．98　1 18
1
ラ
2惹　3 215 1 2 110

（調査票等よりf／r成）

表8　学校歯科保健活動の状況（平成6年度A県の例）

健康診断の実施 歯科保健活動（抄）

学校数 昼食後のはみがき 歯垢の染めだし

定期 臨　時 健康相談
全　員 一部学年 未実施 全則一部学年 未実施

小学校 349

　　349－一一一一一一一一

　　　100

＿一一雛

　　62．2

　　　75－一一一一一一

　　21，5

　236－一一一一

67．6

一一一一§q－

　17．2

凱
14．6

一　23曼

　　68．2

一　8字一

　　23，5

一一　29－

　　　8。3

中学校 144

　　　144－一一一一一一

　　　100

　　　62－一一　一一

　　43．1

．．一一一毘

　15．3

　31－一一一一

21．5

　20－一一一一一

13．9

一一　撃

　　64．6

一　4圭

　　28．5

一一　⑳一

　　13．9

一一　雛

　　57．6

1段…学校数
卜段…百分率（Uo）

欲を喚起し，自ら学ぶ意欲や，思考力，判断

力，表現力などを学力を基本とする学力観に

立って教育を進めることが求められている。

このことは，教科の指導だけでなく，歯科保

健教育を含む健康教育を進める際にも重要な

観点で，子供達が健康に関する事柄に関心を

もち，進んで課題を見付け，自ら考え，主体

的に判断したり，表現したりして，課題（問

題）を解決する場面や機会をより多く取り入

れ，それらの資質や能力の育成を重視する指

導に努めなければならない。

　また，各都道府県教育委員会や市区町村教

育委員会においては，①健康教育・歯科保健

教育のための教職員の研修の充実，②教材の

整備，活用への支援，③歯科保健管理に必要

な施設設備等の層の充実，等についてご配

慮くださるようお願いしたい。

　また，学校歯科医の先生方にあっては，専

門的な立場から学校での歯科保健教育に当

たっては，健康診断の円滑な実施や事後措置

・ 保健指導等に当たっていただくとともに，

サポーター的な立場で保健主事や養護教諭に

助言や支援をいただいたり，校長，学級担任

等への助言，さらに，場合によってはパート

ナーとして学級担任等との協力授業の実施な

ど期待する役割は大きいものがある。
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●●はじめに●●

　学校歯科保健活動の目的達成は保健領域として

存在するだけでなく学校教育全体の中に位置付け

られ，それぞれの分野がお互いの領域と調和して

活動して初あて到達可能となるものである。そこ

で，これらの分野がどの様な順序の組み合せで活

動しようとも全体の向上が図らればそれでよいの

であるが，わが国が長く行ってきた方法によれ

ば，先ず，健康診断がなされ，この成績をもと

に，いかに保健活動を進めるか計画し，実施され

ていくのが最も一一般的な方法である。学校保健法

の成立した時代は，正にこの方法が原則としてと

られてきた。しかし，世の中が疾病志向の時代か

ら健康志向の時代に推移してくるに従って，これ

ら進め方の方法も変化を示してきている。学校保

健活動においても大きな変革を示してきた。その

時は，文部省が昭和53年　小学校歯の保健指導の

手引き　を出し，学級において歯科保健指導に積

極的に取組み，知的理解を進めながら，自らの行

動変容を適切に進めていく方向がとられ大きな

ターニングポイントとなったことは確かである。

そして，世の中の保健活動全体がこの方向を示す

ようになってきた意義は大きい。

　文部省は，その年昭和53年から全国的に　むし

歯予防推進指定校一として研究活動を学校におい

て展開して歯科保健活動を通じて，カリキュラム

研究，そして，これをその実践活動として進めて

きた。これらの成果は予想を遙かに越える質，量

ともに大きなものであった。学校歯科保健の変革

を大きく示すことになった。

　その上，小学校5・6年生で保健の教科書が使

用されるようになり，保健の意義はますます重要

となってきた。その中に，病気のF防の単元があ

り，日常生活にかかわる病気として一むし歯1が

とりあげられ，これが，教育の課題として位置ず

けられるようになったことから歯科保健に関して

の意識はいやが上にも高まることとなった。
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　昭和53年以来，20年にも近ずきっっある「むし

歯予防推進指定校　の積み上げられた成果を少し

でも多くの小学校での実践に応用して歯科保健活

動が向上することを切に願っている。このこと

は，歯科の立場の人間が我が田に水を引くのでは

なく，多くの小学校が歯科保健活動の実践の結果

として，只，歯科保健の改善・向上だけでなく，

夫々の学校が掲げている学校の教育目標の達成に

大いに役立つことが証明されてきており，是非，

学校歯科保健活動から取り組んで貰いたいと期待

している次第である。

●●学校における健康診断の意義●●

　学校における健康診断には，児童生徒等を対象

に行う健康診断，教職員を対象とする健康診断及

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全体会■

び就学時の健康診断がある。

　今回の健康診断の改正の中心は児童生徒等に関

するものであるから，児童生徒等の健康診断につ

いて説明し，特に，新しく改正された内容の部分

について説明を加えるので健康診断にっいての理

解を深めてほしいと願っている。

　ところで，学校で行なわれる健康診断は，児童

生徒の発育・発達の評価及び疾病・異常の有無を

診て，事後の保健指導や疾病治療の受診等を指導

することを目的としている。このことは学校保健

法第7条の規定で理解することができる。

　さらに，第1条に「学校における保健管理及び

安全管理に関して必要な事項を定あ，児童，生

徒，学生及び幼児並びに職員の健康の保持増進を

図り，もって学校教育の円滑な実施とその成果の

資料1　学校における健康診断の法的位置づけ
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確保に資することを目的とする一としている。こ

れが学校保健の目的であり，活動の大前提であり

常にこの規定されている内容を思いだしながら学

校保健の実践と取り組んでいくことが必要である

と考える。

●●今回の改正の主旨●●

　学校保健法によって定められている健康診断の

今回の見直しは，昭和33年に法律が制定されてか

ら35年以上を経過して始めてのこととも言える改

正である。この間の児童生徒の身体発育や健康度

の向上を考えても，また，日本における保健医療

技術の改善進歩の発達度合いからみても，その

ヒ，地域での保健医療を取り囲む条件もすっかり

変化しており，健康診断の技術的改善だけでなく

健康診断そのものも新しい時代に適合するように

して，学校保健全体の見直しを必要とする時代に

入ってきている。

　ここに，文部省から委嘱をうけて（財）日本学校保

健会で新しい時代に即した方向で検討され，審議

された健康診断にっいて解説を試みたい。

●●昭和33年以来の
　　　　　歯・ロ腔の状態の変化●●

　むし歯の有病状況も，学校保健統計で言う被罹

率も，時代と共に変化を示し，特に，昭和53年に

文部省から「小学校　歯の健康保健の手びき　が

出された年から，若干ではあるが有病率で減少の

傾向が示されてきている。児童生徒の全体にわ

たって一人平均のむし歯数（DMF歯数）は学校

保健統計には示されていないが，12歳児について

統計数値は示されており，この数値をみても，ま

だ期待値よりはやや高い，とは言え減少の傾向を

明らかに示してきている。このことは私どもの学

生が全国から収集した資料から分析した小学校3

年生と6年生の一人平均むし歯数を見ても，有病

率が示している減少率より明確に減少の傾向を示

している。
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　ここに平均むし歯数が減ったことは，単に，む

し歯の問題だけでなく歯垢の付着も少なくなった

であろうし，当然の結果として歯肉の状態も改善

されてきて，［腔の環境改善が大いに進んだこと

は確かである。口腔保健状態は昭和50年あたりを

ピークとしてかなりひどい状態となり，その後，

努力することによって見違えるほど進んできたこ

とからこのような状況の確保がなされるように

なったのであろう。

●●文部省「小学校・歯の
　　　　　　健康指導の手引き」●●

　昭和53年に文部省から』小学校　歯の健康指導

の手引き　が発行された。このような手引きが文

部省から発行されたということは学校歯科保健に

かかわる者として，勇気百倍やる気をますます大

きくかきたてられたものであった。

　しかも，平成4年には，昭和53年以来の歯の保

健指導を中心とした学級活動の効果が大きく評価

されることとなり，学習指導要領の改定も取り入

れられることとなり，生涯にわたり健康で充実し

た生活を送るための健康教育がより一層重視され

るようになった。そのことから　小学校　歯の健

康指導の手引ぎも10年以Lにわたって積み上げ

られた成果を踏まえて大改定されることになっ

た。この改定は，全国の小学校が実践してきた成

果を基に改定作業が進められたものであり，より

現場に適して実践しやすい内容のものとなったの

である。実は，今回の健康診断の改定も基本的に

はこれら実践活動の成果を基に編成されたと言っ

ても過言ではないのである。その意味で実施にあ

たっての問題は，少なくとも今まで学校歯科保健

活動と積極的に取り組んできた学校においては何

も起こってはいない。より現実に則した改正であ

るということができるものと信じている。



●●改正された
　　　　　　歯・ロ腔診断の特徴●●

（1）改正された健康診断票

　　先に述べたことであるが，改正の作業は，

　学校保健関係者が長く馴染んできた3号様式

　を基本として，新しい時代に要求される内容

　を組み立てることを狙いとして作成されたも

　のである。

　　歯・口腔の健康診断に関しては，従来は

　「3号様式の歯の検査票1によって記載する

　よう学校保健法施行規則で定められていた。

　今回の改正では一健康診断を行ったときに

　は，健康診断票を作成しなければならない」

　となり，健康診断票の様式については各設置

　者において適切に定めることになった。しか

　　　　　　　　　　　　　　　　　全体会■

　し，健康診断票は全国的に共通性が保たれ，

　児童生徒が転校したような場合にも保健指導

　の一貫性を確保することができるように参考

　までに様式例（A4版縦位置）が示されてい

　るだけとなった。この点に関しては，できる

　限り様式例に従って現場での混乱を来さぬよ

　う，同じ内容，同じサイズの健康診断票が用

　いられることを切望するものである。

（2）歯・ロ腔の健康診断票の特徴

　　考え方としては，学校における健康診断は

　以前から健康の度合いを診断するのが目的で

　あったはずであるが実際の場面では，口腔内

　の疾病や異常の状況を診て治療勧告書を出す

　ことに力点がおかれてしまった傾向があっ

　た。本来，健康診断は疾病治療を前提にした

　ものではなく，健康の保持増進をいかに確実

資料2　児童生徒健康診断票（歯・ロ腔）
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資料3　児童生徒健康診断票（歯・ロ腔）記入上の注意

様　　式 記　入　上　の　注　意

歯列・咬合・顎関節 　歯列の状態，咬合の状態，それに伴って生ずる顎関節の状態について，異常なし，

定期的観察が必要，専門医（歯科医師）による診断が必要，の3区分について，それ

ぞれ0，1，2で記入する。

歯垢の状態 　歯垢の付着状態について，ほとんど付着なし，若干の付着あり，相当の付着があ

る，の3区分について，それぞれ0，1，2で記入する。

歯肉の状態 　歯肉炎の発症は歯垢の付着とも関連深いものであるが，ここでは歯肉の炎症状態に

ついてのみ診査して，異常なし，定期的観察が必要，専門医（歯科医師）による診断

が必要，の3区分について，それぞれ0，1，2で記入する。

歯式 イ　現在歯，う歯，喪失歯，要注意乳歯及び要観察歯は，記号を用いて，歯式の該当

　歯の該当記号を附する。

ロ　現在歯は乳歯，永久歯とも該当歯を斜線又は連続横線で消す。

ハ　喪失歯は永久歯の喪失歯のみとする。

二　要注意乳歯は，保存の適否を慎重に考慮する必要があると認められる乳歯とす

　る。

ホ　う歯は，乳歯，永久歯ともに処置歯（C）又は未処置歯（C）に区分する。

へ　処置（○）とは，充填（ゴム充填を除く），補綴（金属冠，継続歯，架工義歯の

　支台等）によって歯の機能を営むことができると認められるものとする。ただし，

　う歯の治療中のものおよび処置がしてあるが，う歯の再発等によって処置を要する

　ものは未処置とする。

ト　永久歯の未処置歯（C）は，ただちに処置を必要とするものとする。

チ　要観察歯（CO）とは，探針を用いての触診ではう歯とは判定しにくいが初期病

　変の疑いのあるもの，小窩裂溝の着色や粘性が触知され，又は，平滑面における脱

　灰を疑わせる白濁や褐色斑が認められるが，エナメル質の軟化，実質欠損が確認で

　きないものである。

歯の状態 　歯式の欄に記入された当該事項にっいて上下左右の歯数を集計した数を当該欄に記

入する。

その他の疾病及び異常 病名及び異常名を記入する。

学校歯科医所見 　規則第7条の規定によって，学校においてとるべき事後措置に関連して学校歯科医

が必要と認める所見を記入押印し，押印した月日を記入する。要観察歯がある場合に

は，歯式欄に加えこの欄にも（CO）と記入する。また，歯垢と歯肉の状態が総合的

に判断して，歯周疾患要観察者の場合には（GO），歯科医による診断と治療か必要

な場合は（G）と記入する。歯周疾患要観察者（GO）とは，歯肉に軽度の炎症症候

が認められているが，歯石沈着は認められず，注意深くブラッシングを行うことに

よって炎症症候が消退するような歯肉の保有者をいう。

事後措置 規則第7条の規定によって学校においてとるべき事後措置を具体的に記入する。
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　に児童生徒に図り，児童生徒の学習をより効

　果的に支援するかのスクリーニング検査であ

　ると考えている。

　　もともと歯・口腔の健康診断は，歯の状態

　だけを診るものではなく，歯並び，上下の歯の

　噛み合わせも診査して，その基本にある顎の

　運動が正常に行われているかどうかを含めて

　歯・口腔の機能が正常であるかどうかも確か

　める必要がある。そして，歯垢や歯石の沈着

　状態にっいても診査した上で，歯肉の炎症，

　口腔の粘膜の状態，軟組織の状態についても

　診査して，保健指導に役立てる必要がある。

（3）健康診断の方法と技術的水準

　　学校における健康診断については学校保健

　法の施行規則に定められている。そして，こ

　の基準以外のことにっいては一児童，生徒，

　学生，幼児および職員の健康診断の方法及び

　技術的基準の補則的事項について．によって

　実施されることになっている。

　　表1に，改正された技術的基準の内，歯・

　口腔の部分について示しておく。

　　学校における健康診断はそれぞれ医師・歯

　科医師が自由にそれぞれの医師の判断で医学

　的見地から行っているのではなく，あくまで

　も教育的立場から児童生徒の健康の状態を医

　学的に調べるものであることを常に確認して

　おく必要がある。

（4）歯・ロ腔の健康診断票への記載

　　歯・口腔の健康診断票への記載は，基本的

　には従来の内容と変わっていない。しかし，

　診査する項目が，従来の疾病を診たのとは違

　い，健康状態，機能の状態を診る部分が増え

　たので，雰囲気は若干ではあるが変わったよ

　うに感ずるかもしれない。

　　歯科検診の方法と判定にあたっての留意点

　を挙げると次の通りである。

　　被検査者と正面から向かい合い，顔全体を

　観察し，左右のバランスの状態がどうである

表1

全体会■

歯

及

び
口
腔
の
疾
病
及
び
異
常

Oう歯，歯周疾
患，不正咬合

その他疾病及

　び異常につい
て検査する。

U）口腔の検査に当たっては，

　顎，顔面の全体を診てから，

　口唇，口角，舌，舌小帯，口
　蓋，その他口腔粘膜等の異常
　についても注意すること。

（2＞歯の検査は下記に留意して

　実施すること。

　ア　歯の疾病及び異常の有無

　　の検査は，処置及び指導を
　　要する者の選定に重点を置
　　くこと。

　イ　咬合の状態，歯の沈着
　　物，歯周疾患，過剰歯，エ

　　ナメル質形成不全などの疾
　　病及び異常については，特
　　に処置又は矯正を要する程

　　度のものを具体的に所定欄
　　に記入すること。

　ウ　補てっを要する欠如歯，

　　処置を要する不適当な義歯

　　などのあるときは，その旨

　　一学校歯科医所見一欄に記
　　入すること。

　エ　はん状歯のある者が多発
　　発見された場合には，その

　　者を家族における飲料水に
　　ついても注意すること。

（3）その他，顎顔面全体のバラ

　ンスを観察し，咬合の状態，

　開口障害，顎関節雑音，瘍痛

　の有無，発音障害等にっいて
　も注意すること。

かを診て，次いで，閉口状態と開口状態にお

ける顔面変化を観察する。この時に，被検査

者の姿勢にっいても異常の有無を観察してお

くことが必要である。具体的な歯科検診は表

2の手順で進ある。

　現在歯数を記入することになった，ここで

言う現在歯とは口腔に萌出する乳歯および永

久歯の全て〔健全歯，う歯，要観察歯（C

O）及び要注意乳歯〕をいう。

　F現在歯数一は，幼児・児童生徒・学生の

歯を管理し発達段階に応じて萌出する歯の状

況を捉えて，現在の児童生徒等がどのような

状況にあるのかにっいて口腔内の全体像を具

体的に把握しておくことが重要であるので設

定されている。

　また，「発育期における正常歯数になって
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表2

歯 歯列の状態が正常か否か，そして，この歯列
製 のヒ顎と下顎との噛み合わせ，咬合状態が正常
咬
合
、
であるかどうかを判断して，併せて，この咬合

状態に由来する顎関節の状態に異常があるかど
麗 うかを検査して，一異常なし一，門定期的に観察
節 が必要一，一歯科医師による診断が必要．を判断

霧 し，それぞれ一〇．，F1」及び　2　の記号で
態 示す、

歯 前歯唇面の歯垢の付着状態を観察し，一ほと
垢
の
状
態

んど付着なし．，「若干の付着あり．，1一相当の付

着あり1と3区分して，それぞれ「0」，「1」
及び「2」の記号で示す。

歯肉の炎症状態を検査して，「異常なし」，

歯
1定期的な観察が必要」及び「歯科医師による

診断が必要一と3区分して，それぞれ「0－，
肉 一

L及び一2一の記号で示す。
の 軽度の歯肉炎があるが，定期的な観察と保健

状 指導（適切な歯みがき指導）で症状が消失する

態 と思われるものについては　1　として，GO
歯周疾患要観察者（注，GOは，　Gingivitis

under　Observationの略）とする。

歯

の

状
態

・現在歯，要観察歯，う歯，喪失歯，要注意乳

歯は記号を用いて，歯式の該当歯に該当記号
を付する。

・ 現在歯は乳歯，永久歯とも該当歯を斜線又は
連続横線で消す。

・ 要観察歯は該当歯にCOと記入する。
　（注：COはQuestionable　Caries　unde「
　Observationの略）
・う歯は，乳歯，永久歯とも，未処置歯又は処

置歯に区分し，未処置歯はC，処置歯はOに
区分し記入する。

・ 喪失歯は，永久歯の喪失のみとして△を該当
歯に記入する。

・ 要注意乳歯は，歯科治療実施にあたって慎重

に処置する必要があると認められた乳歯で
あって，該当歯に記号×を記人する。

そ
の
他
の
疾
病
及
び
異
常

　う歯及び歯周疾患以外に認められた歯及び口

腔疾患については処置及び指導を要するものに
重点をおいて診る。例えば，口角炎，口唇炎，

唇裂・口蓋裂，舌小帯異常，舌の異常，唾石，

過剰歯，円錐歯，癒合歯，先天性欠如歯，エナ

メル質形成不全等にっいて具体的に所定の欄に
記入する。

いるか　あるいは一疾患を持つ歯が全体に占ある

割合はどれくらいなのか、を知る上で大きな手掛

かりとなるものである。

◆　歯及びロ腔にあたっての基本的な用語

　についての解説を示しておく。

　（1）う歯（むし歯）

　　　う歯の原因は，口腔常在菌の1種である
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　ミュータンス菌が摂取した砂糖と作用して粘

　着性のデキストランを生成し，歯垢を作り出

　し，糖を分解して乳酸を作る。この酸がエナ

　メル質表層に作用しエナメル質の脱灰（カル

　シウムをとかし出す）を始め，う蝕が発生す

　る。これが，う歯の初発である。その後，歯

　の硬組織の脱灰と破壊を繰り返し，歯の実質

　欠損が進行する。これが「う歯（う蝕）」で

　ある。

　　歯は，胎児の頃から顎の骨の中で長い時間

　をかけて形成され，＝応，出来上がってから

　萌出してくる。しかし，この時点では，歯を

　構成しているカルシウムの結晶は未完成であ

　る。っまり，歯が萌出した時は形は完成して

　いるが質的には未完成ということである。そ

　の後，数年かけて歯の結晶が完成して初めて

　丈夫な歯となるのである。したがって，歯が

　萌出してから数年間が歯をむし歯から守るた

　あに最も重要な時期である。この間のブラッ

　シングやフッ化物の歯面塗布などがむし歯予

　防に最も有効な時期となる。この時期に，う

　歯ハイリスクの幼児や児童をできるだけ見っ

　け出し対処することが大切である。

（2）歯周疾患

　　学童期に見られる歯周疾患の大部分は，歯

　垢が原因で起きる単純性歯肉炎であって，炎

　症が辺縁歯肉にのみ生ずるものである。ブ

　ラッシングを適切に行うことによって，歯肉

　の発赤，腫れ出血などの症状は軽くなるが，

　時には歯肉ポケット（歯肉が腫れて歯肉と歯

　の間がポケットのようになる）が形成される

　ことがある。

　　また，歯周疾患の代表的なものに辺縁性歯

　周炎があって，一一般的に歯槽膿漏と呼ばれて

　いる。これは歯肉炎と異なって，炎症と破壊

　が歯根膜や歯槽骨にまで及んでいる歯周組織

　の慢性炎症性病変を示すものである。

　　辺縁性歯周炎は，小・中学校の児童生徒に



　発症することは少ない。しかし，中学生頃

　に，原因が分からず，重篤な症状を示す若年

　性歯周炎と呼ばれる歯周疾患に罹ることがあ

　る。この場合は，直ちに歯科医に診てもら

　い，治療を開始しなくてはならない。

（3）歯列の状態

　　上顎と下顎では同時に発育をしないが上下

　の調和をとりながら顎の形成は進む。第汰

　臼歯の萌出の時期となる小学校6年生から中

　学校1年生頃，顎の発育も一段落して，上ド

　顎の歯列も調和がとれた正常の咬合状態を示

　すようになる。この時には，永久歯として一

　番早く萌出する第一一・一大臼歯が永久歯列の基準

　となって歯列が形成される。したがって，第

　　i大臼歯の位置関係から歯列の適否を判定す

　ることになる。

　　顎の成長発育の不良，顎の大きさと歯の大

　きさとが調和されていない場合には，咬合関

　係，上下歯列の対咬合関係の不適切が生じ，

　不正咬合と呼ばれる状態となる。

　　歯列に異常があると，顎，顔，歯歯周組

　織の異常から，発育，形態機能に異常をき

　たし，また，咬合にも異常をきたして，咀噌

　機能の障害を起こすこともある。

（4＞顎関節の状態

　　最近では，軟食傾向に伴って小・中学生の

　顎関節の発育の問題も注目されている。

　　顎関節症とは，顎関節痛，顎関節音，異常

　顎運動などの症状を訴えるものの総称であ

　る。原因は，過度の開口，硬いものの咀囎，

　異常な顎運動，不適切な歯科処置（充墳物や

　補綴物），咀囑筋の異常緊張，精神的ストレ

　ス等，原因は様々である。主として成人に見

　られた症状であるが小・中学生にも見られる

　ようになっている。

（5）要観察歯（CO）

　　　般的に学校における健康診断のような，

　歯科集団検診の場で，初期のう歯の病変を

　　　　　　　　　　　　　　　　　全体会■

　病気の活動性を含めて確実に診断することは

　困難なことが多い。そこで経過観察が必要と

　判断されるう蝕の初期病変が疑わしい所見

　の歯に対して要観察歯CO（Questionable

　Caries　under　Observation）と称すること

　になった。

　　要観察歯の定義はrう歯性変化と思われる

　が実質欠損は存在せず，窩底，窩壁にも軟化

　が認められないが，探針がひっかかったり，

　表面が粗惜になった斑点などを認ある場合

　は，う歯とはせず要観察歯COと判定する。

　また，小窩裂溝の場合，探針の陥入だけでな

　く，除去にあたって僅かに抵抗感のある場合

　は，う歯とはせず要観察歯と判定する。．と

　なっている。

⑥　歯周疾患要観察歯者（GO）

　　歯周疾患，特に，歯周炎は小学校の5，6

　年生頃から中学生にかけて発生が多くなって

　くる。これらの多くは適切なブラッシングで

　十分に炎症症状が消失する。歯垢の付着が異

　常に多く，歯石も沈着している炎症症状は，

　歯肉炎Gと診断されるが，適切な歯みがき指

　導で症状が消失するような例では，定期的な

　観察と保健指導が必要であるということか

　ら，歯周疾患要観察歯者GO（Gingivitis

　under　Observation）と記入することに

　なった。

（7）その他の疾病及び異常

　（7）口唇，舌小帯の疾病及び異常

　　　口唇ヘルペス，剥離性口唇炎，湿疹性口

　　唇炎，口角口唇炎などの口唇炎及び舌小帯

　　の異常がある。

　（i）歯牙の疾病及び異常

　　　歯の石灰化時期に過剰のフッ素を長時間

　　塗布したことによって発生する歯牙フッ素

　　症（斑状歯）や円錐歯，癒合歯，過剰歯，

　　先天（性）欠如歯，着色歯，変色歯などが

　　ある。
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「「はじめに

　歯科保健医療目標として8020運動が提唱されて

いるが，健全な歯を残すことは，咀囑をはじあと

する口腔の機能が豊かに営み得ることにある。

方，この8020運動を達成するには，疾病治療を中

心にした現在の保険医療制度での対応では困難で

あって，口腔疾患の大半の発病時期であり，また

歯列・咬合の育成時期でもある小児期に，care

を含む口腔の管理が行われることが重要である。

この点からも，現在学校歯科保健など地域の公衆

衛生活動が果たす役割は大きい、

「7咀囑と全身の健康への影響

　咀囎運動が全身の健康や機能にどのような関わ

りがあるのか，様々な分野で検討が行われてい

る。小児の肥満が増え，成人病の発病時期が低年

齢化していることが指摘されている。肥満あるい

は過食と咀囎は関係が深い。満腹中枢を刺激し満
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腹感を形成する神経性の伝達物質に神経性ヒスタ

ミンがあるが，固い食物を噛むと神経性ヒスタミ

ンが分泌され満腹中枢を刺激する。また，咀囎活

動が行われると交感神経系が活動しノルアドレナ

リンが分泌され，食餌誘発性体熱産生が起きる。

咀囎しないとこのエネルギー代謝が上昇せず，血

中の脂肪が組織に取り込まれやすくなり肥満の誘

因となる。最近の脳血流分布を測定するポジトン

CTの研究によると，ガム咀囑により局所脳血流

量が30％の増加がみられるとの報告があり，こ

のようなことから咀囎することが，機能的な発達

や回復への影響が考えられている。また，固い食

物を咀囑すると反射的に唾液が分泌されることは

よく知られている。そして，唾液には疾病を予防

し老化を阻ILする様々な機能を有することも知ら

れている。

願「咀囑とロ腔・歯の健康への影響

咀囎と日腔・歯の病気，あるいは口腔の衛生状



態とは関係が深い。咀囑機能の低下が顎骨の劣成

長を起こし，それが叢生（乱ぐい）型の歯列不正

の原因となっていると指摘するものがいるが，こ

れを個成長的影響として捉えることにはやや問題

がある。しかし，咀囎の低下は，歯・歯列を取り

囲む口腔の軟組織の筋圧のバランスの影響を相対

的に強くし，歯・歯列を動きやすくしていること

は考えられ，それによって歯列不正が多くみられ

るようになったことも予測される。また，食物の

軟食化，咀囎の低下は，食物の固さの刺激による

歯肉へのマッサージ効果や歯面の汚れを清掃する

効果が弱まるため，特に，第一大臼歯，第二大臼

歯が萌える時期に歯肉が長期間歯冠部を覆ってい

るため，歯の汚れが沈着しやすくなって歯の萌出

直後にう蝕が発生しやすくなる。その他，歯面の

汚れ，歯垢・歯石沈着が増加して学童・生徒の歯

肉炎が憎悪化し，歯周炎の発病時期の低年齢化の

誘因となっている。

「「歯・咬合の発育と咀囎の発達

　咀ロ爵の発達にとって，歯が萌出し，歯根膜感覚

受容器からの食物の情報が入力されることが重要

である。この点からあらためて健全な歯あるいは

正しい咬合関係を持っことが大切である。乳歯列

完成期から第一一大臼歯萌出期までは咀囑機能がさ

らに習熟し，強化される時期である。

　（1）乳歯列完成前後

　　　金子は咀囑の発達上，基本的機能の獲得期

　　は，離乳期に相当するとしており，二木も咀

　　囎の発達にとっての臨界期は乳臼歯が萌えそ

　　ろう11～24ヶ月頃であるとしている。この時

　　期は乳歯が逐次萌出する時期にあたり，乳歯

　　の萌出により口腔の容積が増大し形態的変化

　　が起こると，歯根膜受容器からの感覚刺激に

　　対応した筋群の協調運動が可能になることな

　　どが，咀囑の発達に関連している。咀囎機能

　　の発達上重要な離乳期を順調に進めていくに

　　は，個人差のある歯の萌出状態に合わせた調

　　　　　　　　　　　　　　　　全体会■

理形態を進めていくことが必要である。

　上下顎乳切歯の萌出による咬合接触は顎間

距離を増加させたり，前方に位置していた舌

を後退させて口腔容積を増大させる。このよ

うな口腔内の構造的変化が関係して，哺乳の

ための吸畷運動から固形食の咀噌運動への準

備状態がっくられている。っついて上下顎第

一乳臼歯が萌出し咬合接触すると，次第に下

顎運動を調節する反射が形成され，下顎の前

方運動が抑制され下顎の位置が決定される。

この時期の乳幼児の食べ方の順序は手に持っ

た食物を初めは口に押し込み，つづいて前歯

により食物を引きちぎり，乳臼歯の萌出に

よって頭を横に向けるようにして食物を口の

横の方から噛み込むようにする。

　現在わが国で広く普及している厚生省離乳

基本案（1980年発表）は月齢11カ月が離乳の

最終段階となっている。咀囎機能の発達は歯

の萌出に強く影響されることが明らかとなっ

た現在，離乳食指導の完了期は第一乳臼歯が

萌出し，咬合接触にする1歳6カ月から2歳

頃までとし，歯の萌出時期の個人差を十分考

慮した指導を行うべきであろう。

　乳歯列完成期から第一大臼歯萌出開始まで

は，さらに咀囎機能は習熟され発達する時期

である。それは，乳歯の萌出による咬合接触

面積が増加するだけでなく，筋・神経機構が

成熟し，顎関節形態も変化して下顎窩のくぼ

みが深さを増すことにより下顎の位置が相対

的に決定されるようになる。それによって側

方運動も限定されるようになる。一般に，幼

児期の咀噌運動の経路は不安定であって変異

が大きい。この時期に下顎位が安定性を増し

ていくことは，咬合関係にも影響を及ぼす。

幼児前半にみられた機能性の反対咬合が，乳

歯が完成する頃には自然に正常咬合推移して

いくのは，このような間接窩の変化や咀囎筋

の成熟が関係している。

日本学校歯科医会会誌　75号　1996年3月／33



（2）第一大臼歯，永久切歯の萌出期

　　第一一一大臼歯は咬合の鍵とも言われるほどそ

　の咬合関係は永久歯列の咬合に影響を及ぼ

　す。それと同時に第一大臼歯の萌出は咀噌機

　能の発達にも大きな影響を及ぼす。

　　西川は咬合力計を用いて学童の第一大臼歯

　の最大咬合力を測定している。男子では小学

　校一一年生で約25kg，女子では約23kgを示し，

　20歳で約60kgのピークに達し以降減少すると

　している。また約30年前の吉松らの値と比較

　した結果，ほとんど変化していないが，小学

　校1～4年生の女子では現在の方が高い値を

　示したが，20歳代になると逆に低い値を示し

　たと述べている。緒方はオクルーザルプレス

　ケール法により第一大臼歯の咬合力を測定

　し，増加率は永久切歯萌出完了期（皿A）か

　ら側方歯群交換期（HIB）にかけて最大を示

　し，田Bでは同じ測定法による田口の成人

　（26歳）値とほぼ近い値を示したと述べてい

　る。さらに第一一一乳臼歯，第二乳臼歯，第一大

　臼歯のそれぞれの咬合力の総和を100とした

　場合，田Bでは第一大臼歯の咬合力が70％を

　占めるようになり，第一二乳臼歯が中心に機能

　した時期から第一一大臼歯へと移行していると

　報告している。しかし，永久歯が萌出する皿

　A期では歯列全体の咬合力は一時的に低下す

　るとし，その原因は乳臼歯の歯根吸収による

　ものとしている。そして再び皿Bでは咬合力

　は増加する。この時期は一般には増齢と共に

　咬合力，咀囑能力が増加するが，この増加に

　関連する因Fとしては，咀囑筋などの筋力の

　増大，歯の咬合接触面積の増加，咬合小面の

　変化，歯根発育による歯根表面積の増加，歯

　根膜受容器及び咀噌筋筋紡錘の成熟顎関節

　の発育による形態変化など，さまざまな因子

　が複雑に関係している。成長変化に伴う咀囎

　能力の変化は，咀囎筋活動や下顎運動により

　知ることができる。咀囎筋の発達は筋付着部
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の上下顎骨の発育の影響を受けて変化し，小

児での側頭筋優勢から成人の咬筋優勢に移行

する。このような咀塒筋の使い方が乳歯列期

と永久歯列期で明らかに違いがみられ，皿A

期から皿B期が転換期があって，田村は最大

咬合力もこのとき増加することを報告してい

る。

　上顎切歯の交換期にう蝕などの原因で乳前

歯が早期に喪失したり，後継永久切歯が萌出

遅延になると，前歯の咬合がみられない時期

が学童期にしばしばみられる。このような時

期に食物を咬断出来ないばかりか，食物を前

歯でくわえ食物の大きさ，物性を識別する能

力に欠けることがある。このようなことは，

最近の子どもたちに多く見られるよく咀噌し

ないで飲物で食物を流し込む傾向や，食器類

の持ち方，使い方によって犬食いする食べ方

などとも関係している。咀噌の発達の面から

もこのような食事を摂る時の姿勢は，食器類

の選択，食器・箸の持ち方などの指導が必要

である。

「「咀囑機能の評価法

　学童・生徒への咀囎に対する保健教育，保健指

導を行う際，何らかの咀囎評価を行うことは興

味，動機づけ，指導目標の設定などの面で重要で

ある。各種の咀囎評価方法には利点，欠点があり

熟知した上で用いるべきである。

　（1）器具類を用いての評価

　　　咀囎機能を総合的に評価する方法として咀

　　噌能力（率）測定がある。従来，食べ物の切

　　断粉砕などを評価する方法としてピーナッツ

　　を用いた飾分法が咀噛能率測定として用いら

　　れてきた。咀噛運動は口腔内で食物を送り込

　　み唾液との混和を行うものである。そこで，

　　粉砕と混和の両機能を評価する方法として近

　　年チューインガム法が用いられている。この

　　方法はとくに小児は違和感も少なく簡便で



　あって，集団的なフィールドにも適してい

　る。長澤らは無う蝕で正常咬合歯列の各咬合

　発育段階別の咀囑能力値を測定し，基準値を

　報告している。乳歯列では成人の値の68％で

　あったと報告している。

　　乳歯列期の咀囎評価としてよく用いられる

　方法に咬合力の測定がある。従来報告されて

　いる咬合力の値は，測定装置，測定方法がそ

　れぞれ異なることがあり，簡単に比較するこ

　とはできない。西川は咬合力計（MPM－

　2401型，円本光電）を用いて4～5歳児の最

　大咬合力を測定したところ20．7kgであった

　が，30年前の林の値は25．2kgであって，現代

　は約5kg程低下しているとしており，また15

　kg以ドの低値を示す幼児が増加していること

　を報告している。

　　近年，臨床，研究面でオクルーザルプレス

　ケール法が用いられている。測定は簡単で

　フィルム様のスケールを咬ませ，分析器で測

　定する。咬合力，咬合圧，咬合接触面積が測

　定できる。分析器であるオクルーザーが高価

　であるという難点がある。

（2）食物による評価

　　咀囎運動を最も反映するのは，咀囎筋活動

　でありド顎運動である。食物の様々な物性と

　筋電図による咀囎筋活動との関係についてを

　検討した報告は多くみられる。著者らの教室

　では前述したテクスチュロメーターによる物

　性値がヒトの咀囑筋活動とどのような関係に

　あるかを検討するため，物性特性の異なる代

　表的食物11種を選び筋電図による咀塒筋活動

　を測定した。その結果，食品のかたさ，弾力

　性，ひずみの積によって求あられる値が咀囎

　筋活動量と良好に対応することが明らかとな

　り，この値を“噛みこたえ”と称して，テク

　スチュロメータにより測定した144種の食物

　　　　　　　　　　　　　　　　全体会■

について咀囑筋活動量の大きさによって食品

群別に10段階に分類した。塩野らは，咀囑機

能量の測定用に開発されたゼラチンゼリーの

物性を検討するため4段階の硬さと5種類の

大きさと形を変えたゼラチンゼリーについて

筋活動量を測定している。これによると体

積，咀囎回数などの因子と筋活動量との相関

係数が高いことがわかる。このように咀囎筋

活動量が既知のゼラチンゼリーを用いること

により簡便に咀噌機能量が測定可能となった

としている。

1“6「現代の食生活における食物選択

　　　の多様性

　現代は，食品の加工技術の進歩，食品流通機構

の関係など，食品は益々軟食化が進んでおり咀囑

を必要としなくなっている。現代人，特に児童生

徒の生活スタイルは，日常の食事を手軽に済ます

ことを要求するようになり，家庭での食習慣，食

事内容を根本的に変えようとしている。また，現

代食は高脂肪食でもあるなど，豊富な食品に囲ま

れた現代人は食物の選択を誤るとむしろ栄養的に

も多くの問題を生じやすくなっている。

　外食の機会が多く，加工食品の摂取量が多く

なった現代人は健康維持のためにも食物の選択を

自己評価することが大切であり，そのたあに加工

食品を含む食物にっいての栄養学的な情報が必要

である。

　咀囑の様相は食物の物性，大きさに強く影響を

受け異なる。近年，食物と咀囎との関係を科学的

に検討を加え，咀囑面からの食物の分類が行われ

ている。その他，調理科学の分野でも過熱調理に

よる物性変化と咀囎との関係が検討されている。

このような情報をもとに咀囎機能の発達時期であ

る幼児，学童期に咀囎の育成を考慮した食物選

択，調理法の指導が必要である。
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①はじめに

　標記の演題のご指示をいただいたが，私は小児

科医の出であるので，子どもの健康全体について

の問題点を学校保健の立場から整理して，先生方

のご参考に供する事でお許しを頂きたい。口腔と

食事といえば，歯科の先生方は咀囑，顎骨の発

達，歯列などの関係をイメージされると思うが，

小児内科の、k場で頭に浮かぶのは，口腔から咽頭

・扁桃にかけての感染症及び感染病巣と全身的疾

患であり，食事といえば食生活全般が関係するf

どもの心身の健康問題ということになる。これら

は学校保健の今日的課題でもあるので，とりまと

めてみることにしよう。

②ロ腔・口唇の疾患

　多く見られる感染症は，各種口内炎，咽頭炎，

扁桃炎などである。小児に多い口内炎の例は単純

ヘルペスウイルスによる急性感染性歯肉口内炎

で，有痛性水庖性発疹で，歯肉や上顎などにでき

る。頬粘膜にできる有痛性潰瘍のアフタ性口内炎

は原因不明で別物とされる。ヘルペスウイルスは

口内炎治癒後も口唇付近の細胞内に潜伏し，時に

口唇ヘルペスとして再発する。ヘルペスウイルス
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群にはこのように血中抗体ができて症状が治癒し

た後も細胞内に潜伏感染を続け，症状の再発をく

り返したり，癌の原因となったりする特徴があ

る。口角炎はビタミンB群の不足などが原因とさ

れる。E気道炎には多くの微生物がその病原にな

る。

③全身性疾患の起因病巣としての
　　　ロ腔内感染

　扁桃炎や，歯肉炎，鯖歯などが全身性疾患の起

因病巣となりうることは古くから知られている。

全身性疾患としては，急性腎炎，リュウマチ熱

（いずれも溶連菌），敗血症（各種細菌）などが

占くから知られている。

④食生活

　現在児童生徒をめぐる食の関わる健康問題とし

ては，食生活そのものの問題と，食の関わるアレ

ルギー疾患と，成人病予防の問題とがある。それ

ぞれについて要点を述べよう。

　（1＞食生活そのものの問題

　　ア．朝食抜き

　　　　日本学校保健会によれば児童生徒のサー

　　　ベランス事業の調査（小学3年～高校生，



　3年間で統計約27，000例）によれば，常習

的に朝食抜きの子どもは，小学生では1％

以ドだが，中学生になると3～5％，高校

　生では男子で5～10％，女子で3～6％と

　なっていた。朝食を食べない理由は，起床

が遅いので食べる暇がない，あるいは食欲

がないというものが大部分である。朝食抜

　きは健康上好ましくないのは当然だが，小

学生では少ないのが救いである。

イ．好き嫌い（偏食）

　　嫌いな食物のある子は，学年，性別にあ

　まり関わりなく40％弱である。栄養学的に

　は，代償のきく好き嫌いは心配はないとい

　うものの，しつけや咀囎の面からの問題は

　個々に考えなくてはならない。

ウ．おやつ

　　普段よく食べるおやっは，スナック菓f

　が60～65％で最も多いが，各種お菓子，飲

　み物を合わせれば，甘い物は相変わらず多

　い。スナック菓子は塩分の取りすぎに注意

　を要するし，甘い物は当然歯と肥満のヒ

　で気をっけたい。ただし，発育期の小児，

　とくに低年齢児にとっておやつは必要であ

　り，一日の食事トータルとして考える必要

　がある。1おやっなしデー」という発想は

　して欲しくない。また，砂糖が骨まで弱く

　するという事実はないので，砂糖を制限す

　る理由は医学の常識の範囲にとどあたい。

エ．楽しい食事

　　子どもが家で一人で食事をする（孤食）

　ことは極力避けて欲しいのも当然だが，学

　校での給食もかつてのように厳しい食事の

　躾の場というより，楽しい食事という面が

　強調されてきており，これもよいことと考

　える。楽しく，早食いになりすぎない食事

　は，消化をよくし，食べ過ぎによる肥満の

　防ILに役立っ。早食いは満腹感を感じる前

　に食べすぎてしまうからである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　全体会■

（2）アレルギーと食物

　　アレルゲンになるのはたんぱく質であり，

　　般にたんぱく質は消化管でアミノ酸まで分

　解されて吸収されるので，アレルゲンにはな

　らない。従って，消化・吸収機能に未熟な場

　合のある乳児期は食物アレルギーが時として

　起こるが，幼児期以降は頻度が減ってくる。

　もちろんまれには激しいアレルギー症状を呈

　するケースもあるので注意は必要だが，特定

　の食物除去は医療行為なので，素人判断で食

　物制限はしないで欲しい。卵や牛乳は了ども

　にとって有益な栄養食品だからである。アレ

　ルゲンとしての特定は，摂取と症状の間に明

　らかな因果関係が証明された場合に限ると考

　える。難治性のアトピー性皮膚炎にはダニア

　レルギーが多く，環境整備で治癒するとの報

　告もある。

（3）成人病のリスクファクターと食生活

　　小児成人病が増えている，という表現がよ

　く使われるが，小児成人病という病気がある

　わけではない。小児期から成人病の予防を心

　がけた生活をしよう，という意味がまず第一・

　で，まれながら遺伝性の素因で小児期から糖

　尿病や高血圧，高コレステロール血症などが

　発症してくる人があるので注意しようという

　ねらいも込められている。

　　遺伝性素因を見っけるためには，家族歴の

　調査が有効だが，実際に行う時はプライバ

　シー保護への配慮が重要である。青年期から

　動脈硬化が進んでいるとの警鐘は米国でまず

　取りヒげられ，わが国でも欧米型の食事が増

　えていることから問題になりはじめた。成人

　病へのリスクファクターとしては，前述の遺

　伝性素因の他に，食べ過ぎによる肥満，動物

　性脂肪の取り過ぎ，塩分の取り過ぎ，といっ

　た食事の内容と，運動不足がヒげられる。対

　策としては，食生活ヒの注意と運動のすすあ

　が重要である。
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11・2（木）

●前橋テルサホール　　　　　（第1部会）

●前橋市民文化会館小ホール（第2部会）

第1部会（教員部会） 第2部会（学校歯科医部会）

●前橋テルサホール ●前橋市民文化会館小ホール

●開会のあいさつ

　　　　群馬県教育委員会事務局

　　　　　　保健体育課長宗行彪

「学校歯科保健の考え方・進め方」

　　一障害児の歯科保健を含めて一

　　　講師　東京都教育庁体育部保健
　　　　　　給食課歯科保健担当

　　　　　　　　係長　森　　律子

「学校，家庭，地域の

連携で進める歯・口の健康つくり」

　　　講師　明海大学歯学部

　　　　　　　　教授　中尾　俊一

●開会のあいさつ

群馬県歯科医師会

　　会長　今成　虎夫

「学校歯科医の職務と

　　　　　　期待される役割j

講師　日本体育大学

　　教授　吉田螢一郎

「児童生徒の歯および口腔の

　　　　　　健康診断と事後措置」

　　　　　　講師　東京医科歯科大学

　　　　　　　　教授　岡田昭五郎
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一障害児の歯科保健を含めて一

●東京都教育庁体育部保健給食課　歯科保健担当係長
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はじめに

　以前は学校歯科保健活動といえば，児童生徒の

むし歯への対応として，健康診断，健康診断終r

後の治療勧告や食後の歯みがきの一斉指導など，

管理中心型の指導が行われていた。しかし，近

年，歯科疾患の実態も変化し，学校の自己管理能

力を培うことができるような健康教育を中心に捉

えた歯科保健活動が求められているといえよう。

【）〉学校における健康教育

（1）新しい健康のとらえ方

　　WHO（世界保健機関）は，1946年に一健

　康とは，身体的，精神的，そして社会的にあ

　まねく安泰な状態にあることであって，単に

　病気がなく虚弱でないということではな

　い。　という健康についての定義を提唱し

　た。これは，からだだけでなく，心や社会的

　な要素も加えた積極的な健康観（ポジティブ

　ヘルス）として評価された。最近はさらに積

　極的な健康観である「健康を，それ自体が目

　的なのではなく，各自の自己実現のための基

　礎的資源としてとらえ，その人それぞれの健

　康一というとらえ方がされてきている。

（2）新しい健康教育と学校における健康教育

　　新しい健康観を受けて健康教育の理念も少

　しずっ変化してきた。従来の指示的な一方向

　への指導ではなく，健康教育を受ける人の主

　体性を考えること，また，教える者・教えら

　れる者という位置付けではなく，相互に学習
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していくことの重要性が認識されてきた。

　学習指導要領総則には，教育課程編成の一般方

針として，一自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的

に対応できる能力の育成，基礎的・基本的な内容

の指導の徹底，個性を生かす教育の充実」がうた

われているが，この学校教育のねらいには，新し

い健康教育の理念に通じるものがある。

陰〉児童生徒の歯科疾患の

　　実態と課題

　歯科保健活動を進めるには，まず児竜生徒の健

康課題を明らかにする必要がある。

　従来，児童生徒の歯科疾患としてはむし歯が大

きく取り上げられてきたが，近年は，歯周疾患

（歯肉炎や歯周炎）も課題となってきている。ま

た，口腔機能の健全な発育の重要性が改めて認識

されてきており，咬合や咀囎等に関することも重

要な課題である。

　最近一むし歯f防一ではなく，一歯・［の健康

づくり一ということばが学校保健でも使われるよ

うになったのは，歯科保健の課題がむし歯以外の

歯周疾患，さらには噛むことなどの口腔機能へと

拡がり，それを新しい健康観でとらえられるよう

になったからであろう。

陰〉学校歯科保健活動の領域

　学校における歯科保健活動は，教育活動全体を

通じて様々な場面で実践されることが肝要であ

り，歯科保健教育，歯科保健管理及び歯科保健に

関する組織活動のそれぞれが計画的に行われる必

要がある。

　そのたあには，教育活動のどの場面で，どのよ

うな指導を行うかなどにっいて示した総合的な基

本計画としての　全体計画一の作成が不可欠であ

り，さらに，全体計画に基づいて編成される歯科

保健指導の一年間指導計画一の作成も重要であ

る。
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（1）歯科保健教育

　　歯科保健教育は，保健学習と保健指導に分

　けられるが，その中心である学級活動におけ

　る保健指導の果たす役割は大きい。しかしな

　がら，児童生徒の課題等それぞれの学校の実

　情によっては，歯の保健指導の授業を全学年

　で実施することは必ずしも容易でないと思わ

　れる。体育科や関連教科の理科，生活科，家

　庭科，及び道徳の学習の機会を活用したり，

　児童・生徒会活動や日常の指導（朝や帰りの

　話し合い，給食後の歯みがき等）などでも積

　極的に取り組む工夫が必要であろう。そし

　て，それぞれの活動を関連づけて進あること

　も大切である。

（2）歯科保健管理

　　保健管理は，保健教育と車の両輪をなすも

　のである。

　　学校における健康診断では，結果をその後

　の保健指導にどのように生かしていくのかと

　いう視点が大切である。学校歯科保健活動で

　は，児童生徒の健康診断の結果から浮かび上

　がってくる問題点が課題として捉えられて，

　その課題の解決が教育活動となる。また，健

　康診断は，保健教育の成果の評価の機会とも

　なる。

　　したがって，保健管理と保健教育は相互に

　連携しながら展開していく必要がある。

（3）歯科保健に関する組織活動

　　学校における歯科保健活動を効果的に進め

　るためには，校内の協力体制を確立し，家庭

　・地域との連携を図ることが必要である。

　　また，組織的に学校歯科保健の課題解決を

　図るためにも，学校保健委員会を十分活用す

　ることが大切である。



吟「小学校　歯の保健指導の手引
　　　（改訂版）」について

　歯科保健活動を実際に学校で推進するときの拠

り所となるのが，新しい学習指導要領の趣旨を踏

まえて平成4年に改訂された一小学校　歯の保健

指導の手引」である。

　手引きには歯の保健指導の目標が次のように示

されている。

　　1．歯・口腔の発育や疾病・異常など，自分

　　　の歯や口の健康状態を理解させ，それらの

　　　健康を保持増進できる態度や習慣を身に付

　　　ける。

　　2．むし歯や歯肉の病気のf防に必要な歯の

　　　みがき方や望ましい食生活などを理解し，

　　　歯や口の健康を保つのに必要な態度や習慣

　　　を身に付ける。

　そして，主な内容としては次のことがあげられ

る。

　〔主な内容〕

　　1．学級活動における授業としての歯の保健

　　　指導のあり方・進め方が示されている。

　　2．歯周疾患にっいての項目が，歯の保健指

　　　導に大きな柱として位置付けられている。

　　　・歯周炎は児童が自分で見っけられ，歯み

　　　　がきで自ら改善できることを生かして，

　　　　適切な自己管理能力の育成を図れること

　　　　が示されている。

　　3．歯みがきを問題解決学習としてとらえて

　　　いる。

　　　・画一的なみがき方を指導するのではな

　　　　く，児童自身が基本的な方法を理解した

　　　　うえで，自分の歯ならびにあった1みが

　　　　き残しのないみがき方1を工夫し，発見

　　　　し，自己評価して解決していく過程が重

　　　　視されている。

　　4．新しくはえた永久歯を教材にして歯みが

　　　きを学ぶように，一発達段階に即した歯み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　分科会■

　　　がきの到達目標、が示されている。

　　5．家庭・地域と連携した歯の保健指導にお

　　　ける組織活動のあり方が示されている。

　この手引の趣旨や基本的な内容は，中学校・高

等学校においても十分応用できると思われる。学

校歯科保健を推進していくうえで，r小学校　保

健指導の手引（改訂版）、とともにf分な活用が

望まれる。

陰〉障害児の歯科保健について

　最後に，障害のある児童生徒の歯科保健につい

て若干ふれる。

　心身障害者教育における健康教育は，基本的な

生活能力の向上を図るとともに，豊かな社会生活

を営めるようにするという大きな意味を持ってい

る。障害のある児童生徒は，学校における歯科保

健活動を通して，むし歯などの歯科疾患の予防に

とどまらず，食生活を中心とした基本的生活習慣

の改善，さらには生涯を通じての自主的な健康づ

くりへと，社会生活を営むための基礎を培ってい

くことができると考えられる。

　心身障害者にとって，咀噛能力等口腔機能の向

Eを図り健康な口腔を保持することは，必要な栄

養を摂取して全身状態の改善を促すためにも，ま

た，食事を楽しみ，より快適な生活を営み，積極

的に社会参加していくたあにも大切なことであ

る。そのためには，歯科医療体制を整備して治療

に努あるだけでなく，歯科疾患の予防・再発防止

などにっいての歯科健康教育や相談が極めて重要

であり，学齢期における対応はその要となる。

　近年，盲・ろう・養護学校に在籍する児童生徒

の疾病や障害は，年々重度・重複化する傾向にあ

り，歯科保健上の問題も学校歯科医や教諭のみで

は対応しきれない面も多くなってきた感がある。

歯みがき指導にっいても，障害児の発達段階に応

じた歯科医学的な対応が必要であり，摂食指導や

食生活を中心とした生活習慣の育成などを含あた

総合的，継続的，計画的な取り組が不可欠であ
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る。これからは，地域の医療機関，保健所や福祉

施設，福祉作業所等との連携をより強化し，地域

と体となって児童生徒の歯科保健課題に取り組

み，効果的な健康教育と健康管理が行われる体制

をっくることが求められているといえる。その中

で学校の果たす役割の重要性を再確認し，連携を

拡げていく必要があると思われる。

おわりに

学齢期は健康の自己管理能力育成に最も重要な

時期であり，学校歯科保健は8020運動の原点とも

いわれている。

　学校における歯科保健活動1よ教育活動のひと

っであり，学校の教育目標の達成に機能するもの

でなければならないが，多くの学校での実践がこ

の成果を示しているのではないだろうか。

　それぞれの学校で，学校の教育目標を見据えた

歯科保健活動が，学校の実情にあった形で，組織

的，継続的に推進されることに期待したい。
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学校，家庭，地域の

歯・口の健康つくり
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◎1　はじめに

　日本学校保健会では，学校保健センター的事業

の健康増進事業として，幼児，児童，生徒等歯・

口の健康つくり推進事業として　歯・Iiの健康っ

くり推進委員会　を設置した。

　児童生徒等歯・ロの健康つくり推進委員会の事

業の目的

　本事業の目的は，幼児，児竜，生徒の時期にお

いて歯・口の健康つくりを実践することであり，

生涯を通じての健康っくりの基盤となるものであ

る。乳歯から永久歯への転換期，永久歯の形成期

において，特に家庭と学校が連携して児暇生徒等

の歯・口の健康っくりに不可欠な生活習慣を確立

させなければならない。

　児竜生徒等及びその保護者を対象として，これ

ら転換期，形成期の歯・口の自律的・他律的管理

のあり方，食生活の工夫，プラークコントロール

方法の実践，う歯の早期治療の徹底など歯・口の

健康増進・健康管理に必要な資料の作成・配布，

講習会の開催等啓発活動，実践活動などの事業を

行いその成果を全国的に普及して学校歯科保健活

動の充実に資することにある。

　本委員会は，幼稚園と小学校，小学校と中学校

という各学校段階の・貫性の問題ならびに学校と

家庭・地域社会との連携の問題などを重要な課題

として生涯を通して健康な生活を送る基礎を歯・

口の健康つくりの推進により達成することをねら

いとしている。児童生徒等歯・rIの健康つくり推

進事業委託県と実施地区ならびに推進中心校は次

のとおりである。

熊本県

一
重県

徳島県

栃木県

広島県

上益郡矢部町
御岳小学校，矢部中学校，御岳保育園

安芸郡美里村
辰水小学校，美里中学校，美里保育園

徳島市鴨島町
鴨島小学校，鴨島中学校，牛島幼稚園

那須郡小川町
小川小学校，小川中学校，小川幼稚園

三原市・を崎町

幸崎ノドγ校，幸崎中学校，幸崎幼稚園
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　これらの5実施地区においては，幼稚園，小学

校及び中学校の一貫した歯・口の健康つくりに関

する指導計画等を作成し，その計画に基づき推進

中心校又は推進校は学校保健活動を展開し，さら

に保護者に対し次の事業を行った。

ご家庭における歯・口の健康つくりに資する啓発

　資料の作成と活用

　保護者等の本事業に対する啓発活動の実施，学

　期懇談会，講習会の開催等

2　歯・ロの健康つくりをめざした
　　学校における歯の保健指導の進
　　め方

　学校における歯の保健指導を進めるにあたり，

学校歯科保健活動の領域とそれらの特質をどのよ

うにとらえるかである。学校歯科保健の領域を図

1に示すが一学校，家庭，地域の連携で進める歯

・口の健康つくり　は，歯科保健教育，歯科保健

管理及び歯科保健に関する組織活動でとらえる。

　歯・口の健康つくりを学校，家庭，地域の連携

で進めるには組織活動をいかに円滑に進めていく

かである。これには次のような事項を考慮に入れ

なければならない。

こ教職員の役割と校内研修体制

：学校保健委員会の活用

ご家庭との連携

こ学校間の連携，地域関係機関・団体との連携

　r歯・口の健康つくり推進委員会．で事業の指導

指針について討論された内容は次のとおりである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1●「小学校歯の保健指導の手引き（改訂1

　版）一の普及と実践の徹底を図る　　　1

●歯肉炎予防の保健指導の重点化

●自己観察の勧め，学校における指導法；

　の研究（自分で問題発見できる様に）

●学校における健康教育の体制づくり

　（全教職員の協働を重視し，それを共

図1　学校歯科保健の領域

i

繹

　保　健　学　習
（health　instruction）

　　保健指導
（health　guidance）

体育科6年「病気の｝防」

生活科，理科，家庭など

学級活動・ホームルーム活動

児童会活動，生徒会活動

学校行事（健康安全・体育的行事）

日常の学校生活での指導

個別指導…一一一一一一一一一一一一一一一一　一一一一一一

歯・口腔の健康診断と事後措置

歯・L1腔の健康相談…一…LL’一’．　’m－一一

理解・態度・実践状況の把握

洗口設備の整備・拡充

教材・教具の整備

教職員の協力体制

家庭との協力体制

地域の医療機関・団体などとの協力体制

学校保健委員会

（注）歯科保健教育については，’1孔成元年31】1畳1’J・の！J・・中・高等学校学習指導要領による。

　　占田埜・郎・西連寺愛憲一歯の保健指導の授業と展開一P3引用
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分科会■

…　通の課題とする）　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1●歯の健康づくりを通した生涯の健康づ［
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1　くりの方向性を示す　　　　　　　　1

●家庭啓発，家庭や地域との連携，学校1

　保健委員会の活性化

●食生活のあり方と正しいライフスタイ1
…　ルの確立（栄養，運動，休養）

i例：歯，口の保健指導（自己管理できる；

1　　生徒の育成）　　　　　　　　　　　1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
「●カラーテスター使用による良くみがけ：

　ない箇所の自己把握（親子で実施）

●視聴覚教材の自作スライドによる全体

　指導　　　　　　　　　　　　　　：

：●健康な歯と歯肉を守るための刷掃指導I

I●むし歯の多い生徒，歯肉炎の生徒の個：

1別指導　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1●全身の保健指導（全身の健康から歯・

　　口を見直す）

　●食生活指導　　バランスのよい食事

1　（野菜，小魚を多く摂取させる工夫）

1●生活指導　　生活点検の結果から生
1　活改善を図る。　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

：●健康度，疲労度測定により自分の健康l

l状態を把握

3　家庭・地域社会との
　　連携のポイント

家族・地域社会との連携のポイントは，表1の

とおりである。

4　第2次国民健康づくり対策と
　　歯・ロの健康つくり

　わが国においては生涯を通じての健康っくりが

推進され，現在第2次国民健康づくり対策が実施

されている。（図2）これはrアクティブ80ヘル

スプランーと称され，　・人一人が80歳になっても

身のまわりのことができるような生き生きした生

活を送ることにより，明るく生き生きした社会を

形成しましょうというものである。

　一方，国民の歯科衛生思想を高揚させるため

　8020（ハチマル・ニイマル）運動一を推進して

いる。これは80歳で20本以一Eの歯を保っことを目

標としている。このような健康っくり運動は生涯

を通じた歯科保健対策等の推進が必要であり学校

歯科保健領域の占める位置は重要である。口腔領

域の疾病は生活の仕方にかかわってくる疾病であ

る。歯科保健指導は，生活習慣を変える指導であ

健康管理体系

の整備

基礎整備

　施設・設備

　マンパワー

　　　　　　　　第1次予防

鋼懇コー第2次予防

リハビリテーション　　第3次予防

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国民衛生の動向　1994より引用

図2　アクティブ80ヘルスプラン（第2次国民健康づくり対策）の背景と意義
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表1　家庭・地域社会との連携のポイント

家庭・地域社会との連携のポイントはどのようなことでしょうか

歯・口の健康っくりは，学校・家庭・地域社会が一体となってこそ，その成果が現れ

てきます。次に示した家庭・地域社会との連携活動例や基本的な考えを踏まえて実践

活動をしていきましょう。

〈具体的な連携活動例〉

学級PTA・保護者会等で話
し合いをします。

講演会，講習会等を開催しま
す。

健康相談などを実施します。

家庭健康会議など健康を考え
る日を設定します。

広報活動を充実します。

〔－一

な2
二
3
一

理
⑤
6
）
（
7
）

健康診断の結果を元にした話し合い

（う歯・歯肉炎・不正咬合のf防と早期対応）

家庭会議のもちかた（歯・口の健康つくりについて）

基本的生活習慣の確立（睡眠・栄養・運動）

（食生活に関する自己評価と話し合い）

栄養バランスとかみこたえのある食品の調理の工夫
おやつの取り方（種類と量と時間）

食後の歯みがきの仕方と歯ブラシの選択及び点検について
8020運動を通しての生活の1士方

工　歯科医による講演・歯科衛牛trによる歯みがき指導

②　歯・日の健康教室（歯みがきしらべ・歯垢染め出し検査）

⑤　親子料理教室（歯によいおやっづくり）

④　親子スポーツ教室（日曜参観）での親r一歯みがき

⑤　祖父母に学ぶ健康教室

⑥　実践家庭に学ぶ健康教室

f！学校歯科医による健康相談，・1・級担任護灘諭による相談や岬

包　家庭みんなで健康を考える日の設定

　　（家庭としてのライフスタイルの磁の
②　8020運動の理解と実践　重点の日　の設定 」

Ty　保健だより・学校だより・学校保健委員会だより・学級だより・

　PTAだより等の充実，活用

地域の関係機関・団体との協

力で健康つくりを進めます。

　　歯科保健センターや地域の諸団体等と連携し，学校・家庭及び地1
　域での生涯を通じた歯・口の健康っくりの推進

　　学校保健委員会に地域の諸団体等の代表の参加を考慮し，幅広い互

　研究協議や実践活動を展開

　　歯・Uの健康つくり推進事業の成果を生かし，中学校区等を単位1⑤

　に幼・保・小，中，高の一貫した指導を実施　　　　　　　　　　　：

　児童生徒等の歯・口の健康っくりは，地域の関係機関・団体と連携
を図ることによって効果的に進めることができます。

　具体的には，次のようなことが考えられます。

〔〔　歯科医師会・学校歯科医会，保健所，市町村等の主催する研修会

　や事業への積極的な参加

②　地域に共通する課題解決のため，地区学校保健会，地域学校保健

　委員会等の活動への積極的な参加
②

捌　
1

歯・目の健康っくりをめざして、学校における歯の保健指導の進め方一［本学校保健会より引川
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る。すなわち生活の変容を動機づける指導がなさ

れなくてはならない。これには全身の健康づくり

と連動したものが必要で今こそ学校，家庭，地域

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分科会■

の連携で進める歯・口の健康つくりでなければな

らない。

表2　生涯を通じた歯科保健対策の概要

対　　象 歯科的特徴 歯科的問題点 歯科保健対策
主な異体策 ね　ら　い

胎　　児　　期 歯の形成期 バランスのとれた栄

養摂取が必要

母親教室における歯科保健

指導

丈夫な歯をつくるための食

生活指導

乳　　児　　期 乳前歯の萌出期 「1乳児歯科健康診査，歯科保

1健指導

乳歯むし歯のア防，歯口清

掃の動機づけ

乳齢し歯の発生し ／1歳6カ月脳斗懸診査

一一一一一一一一一一一一
一

幼　　児　　期

1　～　　3歳

一　一一一一　酬一一｝一一一一皿

4　～　5歳

13歳児歯科健康診査1

乳臼歯の萌出時
期一一一一一一一一一一

乳歯列の完成期

　一一一
永久歯の萌出開

始時期（第一大
臼歯）

やすい時期（甘味の
不規則摂取等）　一一一一一一一一

乳歯むし歯の急増期

　　　一
永久歯むし歯の発生

しやすくなる時期

幼児に対する歯科保健指導

　　　　　　　　　　　　i処置
保育所．幼繍、おける歯1むし歯辛虜と鴨擁科健康診査

乳歯むし歯の予防，歯口清

掃の確認，指導，間食等に
対する食生活指導　　　　一一一一　　　一一

乳歯むしは，不正咬合等の

早期発見，早期治療，予防

　　　　　　　　　　　　1

（特に永久歯）

心身障害（児）者 歯の形成不全及

び唇顎口蓋裂等

広範性のむし歯発生
等
1

歯科保健指導の推進，治療
i
鞭
の
紹
介
1

早期治療，歯科保健状況の

改善，形態及び機能の早期

回復乳＿諜囑゜糖
就学期歯科健康診査学童期（小学校）

6歳　　　　～

　　　　　　　　　久歯むし歯の多発
交換期　　　　1期　　　　　　　1

（中　学　校）

12歳　　　　～

永久歯列完成期

歯周組織の過敏
期

歯ぐきの炎症が始ま

る時期

定期歯科健康診査及び歯科

保健教育

永久歯むし歯の予防と早期

治療の推進

歯科衛生思想の普及啓発

不正咬合の予防

（高等学校）

15歳　　　　～

第3大臼歯萌出1むし歯が放置されや

　　　　　　　　すく歯周疾患の発生
　　　　　　　1が始まる時期

歯科衛生思想の普及啓発

歯周疾患の予防

成　　人　　期

20歳　　　　～

一一一一一一一一一一一一一一

　「妊産　婦」

40歳　　　　～

　歯周組織の脆弱

　期

一一一一一一一一一一
　生理的変化

歯周疾患の急増

　一一一一一一一一一
永久歯むし歯の増加

歯周疾患の急増

歯周疾患の予防及び早期
健康診査
歯科保健指導　一一一一一一一一一一一一

妊産婦歯科健康診査及び歯

科保健指導

歯科治療の推奨及び歯L1清

掃の徹底

老人保健事業における歯の歯の喪失開始時

期

咀囑機能の低ドが始

まる時期 健康教育，健康相談

歯周疾患の早期治療推進

歯の喪失予防

ト

事業所等における歯科健康

診査

老　　年　　期

65歳　　　　～

「寝たきり」

歯の喪失急増期囎機能の低下　　　　　　　　（義歯装着者急増）

　　　　　　　ト

義歯等に対する歯科保健指
導一一一一一一一一一一一冒一一一一一一　一　一

歯科保健に関する訪問指導

咀囑機能の回復，歯口清掃

の徹底（義歯の手入れ等）

資料　厚生省　保健所における歯科保健業務指釘」
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学校歯科医部会

学校歯科医の職務と

期待される役割

●日本体育大学　教授

吉　田　er－一郎
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国はじめに

　学校歯科医は，学校保健法第16条の規定によっ

て　大学以外の学校には，学校歯科医及び学校薬

剤師を置くものとする。」（第2項）とされ，一学

校歯科医は，学校における保健管理に関する専門

的事項に関し，技術及び指導に従事する。、（第3

項）とされている。そして同法施行規則において

職務執行の準則を規定している。そこで，この準

則の趣旨に沿って職務を振り返り，学校歯科保健

活動において期待される役割を提言しようとす

る。

48／日本学校歯科医会会誌　75号　1996年3月

匡コ学校保健法施行規則に見られる

　　学校歯科医の職務（第24条）

（1）学校保健安全計画の立案に参与する。

（2）定期及び臨時の健康診断（学校保健法第6

　条の規定）のうち，口腔及び歯の検査を行

　う。

（3）健康診断の結果に基づく予防措置（法第7

　条の規定）のうち，う歯その他の歯疾の予防

　措置及び保健指導を行う。

q）児童・生徒の健康相談（法第11条の規定）

　のうち，歯及び口腔の相談に従事する。

（5）市町村の教育委員会の依頼に応じ，就学時

　の健康診断（法第4条の規定）のうち，歯及

　び口腔の検査に従事する。



（6）以上に掲げるほか，必要に応じ学校におけ

　る保健管理に関する専門的事項の指導を実施

　する。

（7）学校歯科医は以上に掲げる事項について職

　務に従事したときには，その状況の概要を学

　校歯科医執務記録簿に記入し，校長に提出す

　ること。

国昭和29（1954）年1月文部省初
　　　等中等教育局長通達に見られる

　　　学校歯科医の職務

　（1）学校保健計画の企画，実施評価に参与する。

　（2）学校歯科衛生に関し，校長の諮問に応じて

　　意見を述べる。

　（3）学校保健委員会に出席し，必要な指導助言

　　を行う。

　（4）児童・生徒保健委員会及び職員保健委員会

　　の運営について指導と助言を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　分科会■

（5）教職員の口腔衛生に関する保健活動に指導

　と助言を行う。

（6）教職員の口腔衛生に関する現職教育につい

　て指導助言を行う。

（7）学校身体検査規程により口腔検査を行う。

（8）児童・生徒のう歯その他の歯疾の予防上必

　要な処置を行う。

（9）児童・生徒の口腔衛生に関する健康相談を

　行う。

（10）児童・生徒に対して健康指導を行う。

（11）健康教育の教育課程に関し必要な指導と助

　言を行う。

（12）学校歯科医は歯科の予防処置その他特別な

　場合を除くほか，月2回以上出勤するものと

　する。

（13）学校歯科医は学校歯科衛生に関する職務に

　従事したときはそのっど，その状況を学校歯

　科医職務日誌に記載し，校長に提出する。

図1　学校歯科保健の領域

一
（保　健　学　習health　instruction）｛

　歯
　科
　保一　健

　教
　育

一

一
　（教　科）

（主として特別活動） 一

一

一
　保健指導
（health　guidance）

一学
校

歯　｝

科　　　一
保　　　歯
健　　　　科

＿
　　　保　　一

　　　健
　　　管
　　　理

　　一
　　一　　　組

工
コ　人的管瑠

一匝的管理H：

：
一
一
一
一　織一

　活
　動
　一

一

一

体育科6年「病気の予防」

生活科，理科，家庭など

学級活動・ホームルーム活動

児童会活動，生徒会活動

学校行事（健康安全・体育的行事）

日常の学校生活での指導

個別指導一一…一一……一一一一一一一一一一

歯・口腔の健康診断と事後措置

歯・口腔の健康相談一一一LL－一　一一一一一

理解・態度・実践状況の把握

洗口設備の整備・拡充

教材・教具の整備

教職員の協力体制

家庭との協力体制

地域の医療機関・団体などとの協力体制

学校保健委員会
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表1　学校歯科保健活動と学校歯科医の役割

事 項 活動の基本・とらえ方 学校歯科医の役割・活動

学校保健法第2条の規定に基づいて作成 ●歯科保健の立場から年度の方針，重点を

学校保健安全計画
される学校における学校保健及び学校安全

の年間を見通した総合的な基本計画であ
　具申する。

●原案作成委員会，学校保健委員会などに
る。 出席して意見を述べる。

ノ」学校は体育科の保健領域，中学校は保 小学校6学年に歯科保健に関する内容が
保 健　学　習 健体育科の保健分野，高等学校は，保健体 あるが教師からの求めによって，専門的な

育科の科目保健で行われる。 指導助言を行う（病気の予防一）。

ノ」〉学校，中学校は学級活動で，高等学校 歯科保健が最も多く扱われる場面なの
歯 学級活動・ホー はホームルーム活動で，学級担任による保 で，指導計画や指導法などについて，必要

科 ムルーム活動 健指導が計画的，継続的に行われる。 に応じ指導助言を行う。特に授業に参加を

歯 求められる場合には積極的に対応する。

保
科 学年単位以Lの全校的な規模の集団で行 学校歯科医が，直接指導を行う機会が多

健 保 学　校行事 われる教育活動で，健康診断や病気の予防 い教育活動である。健康診断のとき，歯の
に関する行事が含まれている。 衛生週間のときに講話などを行う。

教

育

健

指

導

児童会活動・

生徒会活動

　児童生徒の自発的・自治的活動を通して
保健に関する活動が行われる。

　歯科保健に直接結びつく活動に保健委員
会の活動がある。求めがあれば，必要な指
導と助言を行う。

心身の健康や健康生活の実践に問題を持 学級担任や養護教諭に対して必要に応じ
個　別　指　導 つ児童生徒に対する指導で，学級担任，養 指導助言を行うこと　小学校歯の保健指導

護教諭がこれに当たる。 の手引き（改訂版）参照一

学校保健法第6条の規定に基づき毎学年 定期健康診断は，6月までに行われるこ

対

健康診断と
事後措　置

行われるものである。事後措置は，同法第
7条の規定に基づいて行われる。

とになるが，その実施計画及び事後措置に

ついて，卜分意見を述べるとともに，C
O，GOの者の指導の徹底について指導助
言を行う。

歯
人 学校保健法第11条の規定に基づいて学校 歯科保健にっいて問題を持っ児童生徒に

管 健康相　談 医・学校歯科医によって行われるものであ 対して年間を通じて計画的に相談・指導を
科 る。 ！　　．　　，

臼’つ○

保
理

健康生活の実践
　学校が年間を通じて定期的に行うもの
で，保健指導の有力な手がかりが得られ 1保麟鵬駕灘麟簾縫型

健 状況の把握 る。 うにする。染め出しなどの方法による検査

管
1も緬的に行うことが考えられる・

理

対

洗　ロ　場　の

整備　拡　充
　学級当たり6個以上（水栓数）であるこ
とが望ましいとされている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　学校施設設計指針一（文部省53．10）で「　学校で計画を練る段階で，指導・助言を　　　　　　　　　　　　　　　　　　1行う。新設の場合には必ず意見を述べる。1　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

物
管 保健指導や保健学習を効果的にすすめる 歯・口腔の模型，スライド，OHP用の
理 教具・教材 ためのスライド，模型，OHP用のTP等 TP等の整備について指導・助言を行う。
の　　整　　備 の整備である（教材備品で購入可能となっ

ている）

学校保健安全計画の運営に当たって，で 必要に応じて，職員保健委員会に出席す
きるだけ，全職員が役割を分担し，相互に る。

職員の協力体制 協力しあって推進できるようにする。 ●学校保健安全計画については，年間の活

動がどうなっているかをよく理解してお
組

　
く
よ
う
に
す
る
。
1

織 学校における保健の問題を研究協議し， 1必要なときに出席し，専門的立場から，

活 学校保健委員会
推進するための組織である。 積極的に発言し，家庭を含めた地域ぐるみ

1の歯科保健活動が展開されるように推進す

動
ることが望まれる。

健康診断とその事後措置を効果的かっ適 ●歯科領域においては，治療を効果的に推
地域医療機関・団体 切に行うためには，地域医療機関，学校医 進するための体制を確立することが大切

等との協力体制 会，歯科歯科医会等との協力体制を確立す1 で，これに積極的に協力する必要があ
」ることが極めて重要である。 る。

（【予f田榮　・郎）
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分科会■

匡］学校歯科保健活動の特質

q》学校歯科保健活動は，歯，U腔の健康づく

　りを通して学校教育の目的・目標の達成に貞

　献するものであること。

　・工　教育基本法第1条（教育の目標）：～自

　　主的精神に充ちた心身ともに健康な国民の

　　育成～。

　②学校教育法第18条7号：健康安全で幸

　　福な生活のために必要な習慣を養い，心身

　　の調和的発達を図ること。

　⑥　学習指導要項総則教育課程編成の般方

　　針

　　3　体育に関する指導

3　学校における体育に関する指導は，

学校の教育活動の全体を通じて適切に

行うものとする。特に，体力の向ヒ及E

び鹸の保持増進に関する指導1こつい 1
ては，体育科・保健体育科の時間はも1

とより，特別活動などにおいてもf分

行うよう努めることとし，それらの指

導を通して，日常生活における体育的

活動の実践が促されるとともに，生涯1

を通じて健康で安全な生活を送るためl
　　　　　　　　　　　　　　　　　I
の基礎が培われるよう配慮しなければ

ならない。
　　　　　　　　　　　一一一＿　　　　」

（2）学校歯科保健活動は，学校保健活動の環

　として一歯科保健教育一　歯科保健管理．及

　びそれらを円滑，効果的に進めるための　歯

　科保健組織活動　を領域として，教職員全員

　によって計画的，組織的に進められるもので

　あること（図1）。

（3）学校における歯科保健管理は，歯・［腔の

　疾病・異常を発見するだけでなく，その結果

　が歯科保健教育教材として生かされ，児童生

　徒のライフスタライルの改善向ヒに役立てら

　れるものであること。

q）学校における歯科保健教育は，むし歯や歯

　肉炎の予防，咀囑などの指導を通して児童生

　徒が一自分の健康に責任をもつ独立心と能力

　の育或を目指していること。このたあ，単

　なる知識の注入や技能の方的な押しつけで

　はなく，児童生徒自らが問題に気づき，問題

　解決の方法を考え，行動するといった　問題

　解決的学習一が必要になってきていること。

（5）学校歯科保健活動は，家庭の教育力の向上

　にも役割を果たしていること。

国学校歯科医に期待される役割

（1）学校歯科医の役割は，歯・口腔の健康診断

　や健康相談に当たるだけでなく，学校の教育

　課題にも目を向け，学校歯科保健活動の特質

　をよく理解し，広い視野に、kった役割を遂行

表2　平成6年度全日本よい歯の学校最優秀校における学校歯科医の出校状況

　　　　　　事項

学校名
在職年数 歯の検査

歯科健康

相　　談

学校保健
委員会
出　　席

学校行事

への参加

歯科保健

指　　導
その他

山形県大江町立本郷東小 14 2 2 2 1 3 2（12）

横浜市立千秀小 23 4 2 1 1 2 6（16）

長野市立鍋屋田小 41 一一　　5 5 1 2 2 2（17）

愛知県常滑市立大野小 34一 3 3 2 3 3 0（14）

富山市立安野屋小 20 一一　－　　　2 0 1 0 2 0（5）

福井県立福井南養護学校 21
　
　
2
1

2 1 0 2 0（7）

（注）Φ　その他の（　）内の数字は出校iiil数の合。1である、

　　②　㈹日本学校歯科医府巾会1催による　調査表　より占田が伯成、
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表3　歯の保健指導全体計画（例）

項鼠・学年 指導内容・活動内容 位置づけ 時期
4月下旬 1　　6　月 9　月 11月

1　年
第・大臼歯を見つけよう

第
一
一
大
臼
歯
を
磨
こ
う

おやつをヒ手に
食べよう

むし歯の原因を
知ろう

2　年
永久歯を調べよ
う

前歯をきれいに
磨こう

よくかんで食べ
よう

むし歯の原因を
知ろう

3　年
いろいろな歯の
役割を調べよう　　　　　　　1

前歯の内側をき
れいに磨こう

おやっのとり方
を考えよう

むし歯の進み方
を知ろう

歯
の
健
康
の
意
識
を
高
め
る

4　年 顯璽普びを慶雪きれいに おやっのとり方　歯肉炎の原因を
を考えよう　　！知ろう

学級活動

※　体育

5　年

歯肉の様子を観1歯と歯肉の境目

察しよう　　　　をきれいに磨こ
　　　　　　　1う

潔難考い1響の予防を

1　　　　　　　　　　　　i i
l
1

一　

6　年

「
自分の歯を検診　自分の歯にあっ
しよう 　、轡方をし噌関係を考えよi弩る病気を知彙

　　　　　　　　1そしゃくと肥満1むし歯が原因と

l　　　　　　　　　　　　　　　I

ヨ

1　年 ●第一大臼歯のかみ合わせ面がきれいに磨ける

2　年 ●前歯の外側がきれいに磨ける

3　年 ●前歯の内側がきれいに磨ける

欝
き
技
の
術
意
を
識
高
゜
碧

歯
垢
染
め
出
し
検
査

4　年 ●磨きにくい歯（交換期の歯）も，きれいに磨ける
七小タイム 1学期1回

I
l

5　年 ●歯と歯肉の境目をきれいに磨ける

6　年 ●すべての歯をきれいに磨ける

健康診　断 ●むし歯の早期発見・治療・健康な歯づくりの態度育成 学校行事
学校歯科医

4月
10月

歯肉の健康状態
歯のよごれ検査

●今までの歯磨きの成果を確かめ，よりよい歯磨きの仕方を考える態度の育成

学校行事
学校歯科医

7月・10月
2月

治療の勧め
●むし歯は自然に治らないので早く治療を受ける。●歯肉炎は歯磨きで治ることの指導。

個別脂導
担任養護教論

4月・7月
10月・工2月

給食後の歯磨き
●一 食べたら磨く一という習慣形成……給食後5分間歯磨きタイムを設定。〔手洗い→残さず食べる→きれいに磨く二を一・連の行動をと

　して習慣づける。

1保健指導　、1　　　　　　　　　　　「

年間

かみかみ給食
゜騒鴇携灘糊識犠ゑる汐’みかみ給食日の献1給食指導陣月7日

1年間

歯ブラシ点検 ゜甑獺論鰭9方の曝保管舷取り替え糊について1個別指導1毎月27日
委
員
会
活
動
1
年
間
1

歯　　磨　　き
がんばりカード

●カードをっけて， 自らの歯磨きの反省とL夫をする・　　製婁藩動、年間

歯の保健行事
（むし歯予防集会） ●保健委員会児童による劇やクイズ。歯科衛生士から歯磨きの方法を教えてもらう。

●学校歯科医の講話を開く。むし歯のない子，歯磨き状態の良い子の　　　　　　1表彰をする。

学校行事
委員会活動

l
I
6
月

食べ物集会
●保健委員会児童による紙芝居・クイズなどで，飲み物・おやっのと
　り方について啓蒙する。 児童集会 7月

個々の指導
●歯の磨き方個別指導（養護）●歯科健康相談（個々の問題解決）……児童と保護者

保健指導 6月・7月
10月・2月

学校だより
保健だより
きれいな歯

●児童の実態報告●家庭での歯の健康づくりの促進

月2回

広
報
・
啓
発

保護者会
新　1　年
保護者会

家庭との連
携 4月・7月110月・11月

3月

学校保健
委員　会

●歯の健康づくりの実践報告と協力要請　　　　　　　　　　　　　1学校歯科医

1
　　　　　5家庭との連携一2月

7・10

PTA講習会 ●歯のみがき方とおやっの作り方・とり方講習会 」PTA活動17月・10月
親子染め
出し検査

・家庭ぐるみで歯磨き状態を諏よりよ・、歯磨きを考える・　義庭との連1夏休紳
1 1調査統計1・おやつ調べ，

生活調査・親子染め出し記録・自己歯科検診記録 1家庭との連携38月・10月
（、乞川iii立．第’了ノト”）’：昏交）

52／日本学校歯科医会会誌　75号　1996年3月



　できるようにする（表1）。

（2）学校保健安全計画とは何かをよく理解し，

　関心をもち，少なくとも次のような事柄が盛

　り込まれるよう留意する。

　①歯・口腔の健康診断及び健康相談

　②洗口設備の整備・拡充

　③　学級活動・ホームルーム活動における歯

　　科保健指導の充実（題材，内容，指導回

　　数）

　④学校行事における歯科保健指導の充実

　　（活動内容，実施時期と回数）

　⑤児童会活動・生徒会活動における歯科保

　　健活動の充実（歯の健康集会と開催期日

　　等）

　⑥教師の歯科保健に関する校内研修の充実

　　（歯科保健指導の授業研究を含む，それら

　　の実施時期と回数）

　⑦学校保健委員会の開催（時期と回数）

　⑧　父母の歯科に関する研修会の開催（学校

　　参観日その他の社会と開催時期・回数）

　⑨　その他

（3）歯・口腔の健康診断の後には，学年ごとに

　指導ヒの課題を明らかにし，歯科保健指導に

　生かされるようにする。その場合，なるべく

　　　　　　　　　　　　　　　　　分科会■

　教職員全員に対して口頭で一歯科保健懇談

　会」のような形で分かりやすく課題について

　説明し，理解が得られるようにする。

q）CO，　GOの児童生徒の個別指導の徹底が

　図られるようにするとともに，発達段階に応

　じた学級を単位とした歯科保健指導の授業が

　できるようにし，そのための指導助、ζを行う

　とともに，学校歯科医もゲストティーチャー

　として参加するようにする。

　　検診と講話の先生としてだけでなく，児童

　生徒や保護者にとって　わたしたちの歯科校

　医の先生一1であって欲しい。

（5）保健主事や養護教諭とは，平素から交流を

　深めるようにしたい。

（6）保護者の啓発にも積極的に協力する。特

　に，学校と家庭と地域とを結ぶ一かけ橋　と

　しての学校保健委員会の議題に歯科保健の内

　容が取り上げられるようにし，指導助，liを行

　うようにする。

｛7）教育委員会や校長会との連携が必要な場合

　があるものと考えられるが，地区の学校歯科

　医会・歯科医師会として働きかけるように

　し，十分な共通理解が図られていくように配

　慮する。
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児童生徒の

歯及びロ腔の

健康診断と事後措置

●東京医科歯科大学歯学部　教授

岡　田　昭五郎
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（1）学校における

　　　健康診断のねらい

　学校における保健管理は学校教育の円滑な実施

とその成果を高めることを目的として行われる。

保健管理の一環として行う健康診断は，個々の児

童生徒の健康状態の把握のみならず，全校児童生

徒の健康状態の把握の上でも必要なもので，保健

管理の中核となるものである。

　平成6年12月8日に改正され，平成7年度から

施行されるようになった学校保健法施行規則で

は，具体的疾病名の例示が解除され，疾病の類型

を示すように改められた。健康診断における疾病

・異常の有無の検査は適切な事後措置を行うこと

を前提としてr精密検査あるいは医療を受ける必

要のある者　や　指導を要する者　を的確に選び

だすことをねらいとして実施する。また，学校で

健康診断を行う日的には児童生徒自身が自分の健

康状態や発育状態を知り，それを自分の健康の保
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持増進に役甑てるという教育的な目的も含まれて

いる。

（2）定期健康診断における

　　　歯・ロ腔の健康診断

　歯・口腔の健康診断の結果は文部省体育局長通

知（平成6年12月8日）によって児童生徒健康診

断票（歯・口腔）［高等学校では生徒学生健康診

断票（歯・口腔）：に記入することになった。こ

れらの書式は従来使用されていた　児竜（生徒，

学生）歯の検査票（第3号様式）一から改められ

た。

（3）事後措置

　事後処置は，学校保健法施行規則第7条に9項

Hにわたって挙げられているが，歯・11腔の健康

診断の事後措置としては次のような事項が挙げら

れる。それぞれの事項の次に示す疾病や異常のあ

る者がその該当者となる。



（1）疾病の予防処置を行うこと。

　　［腔が不潔で，このまま放置するとう蝕に

　なる可能性が極めて高く，う蝕予防処置が必

　要と認められる者。

　　現在歯肉の炎症はないが，歯石の沈着が

　あって歯周疾患へと進展する恐れが強い者。

（2）必要な医療を受けるよう指示すること。

　　う蝕等があって，診療所や病院の歯科で診

　断を確定し，処置を受ける必要がある者

（3）必要な検査を受けるよう指示すること。

　　進行した歯周疾患，埋伏歯等が疑われ，

　エックス線検査等によって診断を確定する必

　要のある者

（4＞その他発育，健康状態等に応じて適当な保

　健指導を行うこと。

　　定期的観察が必要な者のうち要観察歯のあ

　る者，歯周疾患要観察者，歯垢の付着のある

　者については後日学校で適切に指導する。

　　不正咬合のある者については，専門医とよ

　く相談するよう指導するとよい。

　　顎関節の異常で定期的観察が必要な者やそ

　の他の歯疾，異常のある者について，保健指

　導を要する場合は実施する。

（4）歯列・咬合・顎関節の検査と

　　　事後措置

（1）検査と健康診断票（歯・ロ腔）への記入

　　歯・口腔の検査では，顎，顔面の検査から

　はじめる。－L顎前突，下顎前突を疑わせる顔

　貌の者，左右非対称の顔貌の者は注意して診

　査する。問診，視診，触診によって次の基準

　に基づいて開閉，顎関節の状態，咬合，歯列

　を検査し，結果を3段階のいずれかで判断し

　て記入する。

　　0（異常なし）：視診による顔の観察，顎関

　　　　　　　　　節部の触診によって異常を

　　　　　　　　　認めず，口の開閉に障害が

　　　　　　　　　なく，また本人から異常の

1（要観察）

2（要精検）

　　歯列不正，不正咬合にっいては，

　自身，不正咬合をかなり心理的負担に感じて

　いる場合はr2　とする。多少不d；．咬合が

　あっても心理的負担を感じていないような場

　合は　1．として次回の健康診断の際に注意

　深く検査するとよい。

②　事後措置

　〈顎関節に異常が認められる者〉

　　　－2－、（要精検）の者：適当な医療機関

　　（必要に応じて大学病院口腔外科，專門医

　　等）で精密検査を受け，必要な医療を受け

　　るよう指示する。

　　　　－1」（要観察）の者：適当な間隔

　　（2，3カ月～6カ月）後に再度診査し，

　　症状の改善が認められない場合や症状が進

　　行しているようならば適当な医療機関で精

　　密検査を受けるよう指示する。

　　　　　　　　分科会■

訴えもない者

開口時の顎の偏位等，顎関

節になんらかの異常が認め

られたり，軽度の不正咬合

が認められる者。又口の開

閉時に痛みはないが顎関節

に軽度の異常を訴えるよう

な場合等で，定期的観察が

必要な者

顎関節の雑音，顎の偏位，

開口制限等を伴う開口・閉

11時の障害のある者。本人

が日の開閉時に痛みを訴え

る者。かなり重度な不正咬

合があって，矯1［治療を要

すると判断される者。本人

や保護者から矯正治療の相

談の申し出のある者等で歯

科医師による精密検査と診

断が必要な者

　　　　　　　　児童生徒
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〈歯列や咬合に異常が認められる者＞

　　12　（要精検）の者：矯正歯科を標榜

する歯科医療機関があれば，そこで相談す

るよう指示する。

　　11」（要観察）の者：以後の定期健康

診断の際に注意深く観察し，治療を要する

と判断されれば，健康相談等の機会に保護

者に精密検査または矯正治療について歯科

医療機関で相談するよう指示する。

（5）歯垢の状態の検査と事後措置

（1）検査と健康診断票（歯・ロ腔）への記入

　　主として上下顎前歯部唇面に付着している

　歯垢を診査する。歯垢の染めだしは行わな

　い。主に視診によって次の基準により歯垢の

　付着状態を判断し，結果は3段階のいずれか

　で記入する。

　萌出途上の第一大臼歯，

にある歯では，咬合面に多量に歯垢が付着し

ていることがある。う蝕予防の見地からこの

部位の清掃が大切であるので，このような児

童生徒（幼児）にっいては特に十分に指導す

るよう取り計らうとよい。C2　と記入す

る。）

0（良好）　　　ほとんど歯垢の付着を認

　　　　　　　　めない者

1（若丁二の付着）：歯面のY3以下に歯垢の付

　　　　　　　着を認める者で，刷掃指

　　　　　　　導を要すると判断される

　　　　　　　　者

2（相当の付着）：歯面の％を超えて歯垢の

　　　　　　　付着が認あられる者で，

　　　　　　　刷掃指導は行わなければ

　　　　　　　　ならないが，場合によっ

　　　　　　　ては生活習慣に問題が

　　　　　　　あって生活指導や健康相

　　　　　　　談を行う必要のある者。

　　　　　　　　　　第二大臼歯で低位
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（2）事後措置

　　歯垢の状態の欄に一1　または「2　．，と記

　入されている者は刷掃指導を必要とする。

　　保健指導後はいつもきれいにみがくことが

　身についているかどうか時々注意するとよ

　い。

（6）歯肉の状態の検査と事後措置

（1）検査と健康診断票（歯・口腔）への記入

　　前歯部を主に視診によって観察し，結果は

　次の3段階のいずれかで記入する。

　　0（異常なし）：歯肉に炎症のない者。

　　1（要観察）　：歯肉に軽度の炎症症候が認

　　　　　　　　　められる者で定期的な観察

　　　　　　　　　が必要な者。　（注意深い歯

　　　　　　　　　の清掃を行うことによっ

　　　　　　　　　て，炎症症候が消退する程

　　　　　　　　　度の歯肉炎の者）

　　2（要精検）　：歯科医師による診断が必要

　　　　　　　　　な歯周疾患の認あられる

　　　　　　　　　者。　（歯石沈着があって歯

　　　　　　　　　肉に炎症のある者，相当範

　　　　　　　　　囲にわたって歯肉乳頭，歯

　　　　　　　　　肉縁に著明な炎症のある

　　　　　　　　　者，歯周炎の者やその疑い

　　　　　　　　　のある者，歯肉肥大症（歯

　　　　　　　　　肉増殖症）が疑われる者等

　　　　　　　　　で，歯周疾患の診断と，そ

　　　　　　　　　の処置が必要と思われる者

　　歯肉の状態が1または2の者については，

　歯垢と歯肉の状態を総合的に判断してGO

　（歯周疾病要観察者）またはG（歯科医師に

　よる診断と治療を要する者）のいずれかを学

　校歯科医所見の欄に記入する。

　　その判断の基準は次のとおりである。

　　GO：歯肉に軽度の炎症症候が認められる

　が，歯石沈着は認められず，歯の清掃指導を

　受け，注意深いブラッシングを続けることに



　よって炎症症候が消退するような歯肉の状態

　の者。

　　G：歯科医師による診断と治療が必要な歯

　周疾患の者。具体的には，歯石沈着を伴う歯

　肉炎の者や，歯周炎，歯肉肥大症（歯肉増殖

　症）が疑われ，精密検査と処置を必要とする

　者がこれに該当する。

（2）事後措置

　　一1」（要観察）の者：直ちに処置勧告の

　対象とはしない。学校において保健指導（歯

　の清掃方法や生活指導等）を行い，定期健康

　診断後，適当な間隔（2，3カ月～6カ月）

　をおいて再審査する。歯肉の状態の改善が見

　られず，医療機関で処置を要すると判断され

　たならばその時点で処置を受けるように勧告

　する。

　　－2．　（要精検）の者：歯科医療機関にお

　いて歯周疾患の診断と治療が必要であるの

　で，受診するよう処置勧告を行なう。

　　学校歯科医は歯垢付着状態や清掃ができそ

　うか否か等を勘案した最終判断で，歯肉の状

　態が｝1一の者でも「G一にしたり，－2一

　の者でも一GO、と学校歯科医所見欄に記入

　してもよい。事後措置は学校歯科医の所見を

　尊重して行うように取り計らう。

q7b未処置う蝕のある歯の検査と
　　　事後措置

（1＞検査と健康診断票（歯・口腔）への記入

　　未処置歯として検出する歯は，探針を用い

　た触診で，エナメル質に軟化した物質欠損の

　認められる歯，あるいはう窩の認められる歯

　である。

　　う蝕の検査は視診と触診によって行なう。

　とくに初期う蝕を疑う部位の診査では，軟化

　した歯質を確認するたあに触診を併用する必

　要がある。

　　t歯式一の欄の該当歯には，乳歯，永久歯

　　　　　　　　　　　　　　　　　分科会■

　ともlC　と記入する。

（2）事後措置

　　歯科医療機関で処置を受けるように勧告す

　る。

（8）要観察歯（COの歯）の検査
　　　と事後措置

（1）検査と健康診断票（歯・ロ腔）への記入

　　要観察歯：探針を用いた触診でう歯とは判

　定できないが，初期病変の疑いのある歯であ

　る。小窩裂溝の着色や粘性が触知されるが，

　明らかな軟化底や軟化壁が確認できない歯。

　平滑面で脱灰を疑わせる白濁や褐色班が認め

　られるが，エナメル質の軟化や実質欠損が確

　認できない歯が該当する。

　　rr歯式一の欄や該当歯には　CO一と記入

　し，　一学校歯科医所見一の欄にも　CO．と

　記入する。

（2）事後措置

　　この歯は処置勧告の対象とはしない。う蝕

　への進展にっいて1～2年間観察を続ける。

　定期健康診断後適当な間隔（2，3カ月～6

　カ月）をおいて再検査し，う蝕への進展がな

　いかどうかを確認する。軟化歯質が認めら

　れ，処置を要すると判断されたらその時点で

　処置勧告を行なう。

qg）その他の歯疾および異常の検

　　　査，健康診断票（歯・ロ腔）

　　　への記入と事後措置

　歯や歯肉だけでなく，口唇，口角，舌，舌小

帯，口蓋，口腔粘膜についても診査し，処置や精

密検査を必要とする場合にはその他の歯疾及び異

常の欄に病名又は異常名を記入する。

　精密検査や処置が必要と認められる者であるの

で，その旨勧告する。
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児童生徒健康診断票（歯・口腔）
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児童生徒健康診断票（歯・口腔）〔生徒学生健康診断5翼（歯・li腔）、

（図は2学年分の記入欄を示してある、小中学校用は9年分の欄，高等学校用は5年分の欄がある。）

　　　　　　　　児童，生徒，学生および幼児の健康診断の方法及び技術的基準

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成6年12月8日

〈歯及び口腔の疾病及び異常〉

歯及び口腔の検査に当たっては，下記に留意して実施すること。

（1）口腔の検査に当たっては，顎，顔面の全体を診てから，口唇，

　口腔粘膜等の異常にっいても注意すること。

（2）歯の検査は下記に留意して実施すること。

　ア

　イ

文部省体育局長通達）

口角，舌，舌小帯，［蓋，その他

　　　歯の疾病及び異常の有無の検査は，処置及び指導を要する者の選定に重点を置くこと。

　　　咬合の状態，歯の沈着物，歯周疾患，過剰歯，エナメル質形成不全などの疾病及び異常にっい

　　ては，特に処置または矯正を要する程度のものを具体的に所定欄に記入すること。

　ウ　補綴を要する欠如歯処置を要する不適当な義歯などのあるときは，その旨　学校歯科医所

　　見」欄に記入すること。

　エ　はん状歯のある者が多数発見された場合には，その者の家庭における飲料水についても注意す

　　ること。

（3）その他，顎顔全体のバランスを観察し，咬合の状態，開口障害，顎関節雑音，癒痛の有無，発音

　障害等にっいても注意すること。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分科会■

　　　　　　　　　　　児童生徒健康診断票（歯・「1腔）記人Lの注意

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成6年12月8日　文部省体育局長通達）

各欄の記入については，次によること。

1　一歯列・咬合・顎関節一tの欄　歯列の状態，咬合の状態，それに伴って生ずる顎関節の状態にっ

　いて，異常なし，定期的観察が必要，専門医（歯科医師）による診断が必要，の3区分について，

　それぞれ0，1，2で記入する。

2　一歯垢の状態一の欄　歯垢の付着状態について，ほとんど付着なし，若干の付着あり，相当の付

　着がある，の3区分について，それぞれ0，1，2で記入する。

3　一歯肉の状態一の欄　歯肉炎の発症は歯垢の付着とも関連深いものであるが，ここでは歯肉の炎

　症状態にっいてのみ診査して，異常なし，定期的観察が必要，専門医（歯科医師）により診断が必

　要，の3区分について，それぞれ0，1，2で記入する。

4　一歯式」の欄　次による。

　イ　現在歯，う歯，喪失歯，要注意乳歯及び要観察歯は，記号を用いて，歯式の該当記号を附す

　　る。

　ロ　現在歯は，乳歯，永久歯とも該当歯を斜線又は連続線で消す。

　ハ　喪失歯は，永久歯の喪失歯のみとする。

　二　要注意乳歯は，保存の適否を慎重に考慮する必要があると認められる乳歯とする。

　ホ　う歯は，乳歯，永久歯とも処置歯（C）又は未処置歯（C）に区分する。

　へ　処置歯（○）とは，充墳（ゴム充填を除く），補綴（金属冠，継続歯，架工義歯の支台等）に

　　よって歯の機能を営むことができると認められるものとする。ただし，う歯の治療中のもの及びi

　　処置がしてあるがう歯の再発等によって処置をするものは未処置とする。

　ト　永久歯の未処置歯（C）は，ただちに処置を必要とするものとする。　　　　　　　　　　1

　チ　要観察歯（CO）とは，探針を用いての触診ではう歯とは判定しにくいが初期病変の疑いのあ1

　　るもの。小窩列溝の着色や粘性が触知され，又は，平滑面における脱灰を疑わせる白濁や褐色斑

　　が認められるが，エナメル質の軟化，実質欠損が確認できないものである。

5　「歯の状態．の欄　歯式の欄に記入された当該事項にっいてkド左右の歯数を集計した数を該当

　欄に記入する。

6　　その他の疾病及び異常一の欄　病名及び異常名を記入する。

7　r学校歯科医一の欄　規則（註：学校保健法施行規則を指す。）第7条の規定によって，学校に

　おいてとるべき事後措置に関連して学校歯科医が必要と認める所見を記入し押印し，押印した月日

　を記入する。

　　要観察歯がある場合には，歯式欄に加えこの欄にも（CO）と記入する。また，歯垢と歯肉の状

　態を総合的に判断して，歯周疾患要観察者の場合は（GO），歯科医による診断と治療が必要な場

　合は（G）と記入する。歯周疾患要観察者（GO）と1よ歯肉に軽度の炎症症候が認められている

　が，歯石沈着は認められず，注意深いブラッシングを行うことによって炎症症候が消退するような

　歯肉の保有者をいう。

8　「事後措置」の欄　規則第7条の規定によって，学校においてとるべき事後措置を具体的に記入

する。
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（io）補綴を要する欠如歯不適当な義歯

　　　の検査健康診断票（歯・ロ腔）へ

　　　の記入と事後措置

　補綴を要する者については　学校歯科医所見一

の欄にその旨記入する。

　補綴を要する者の事後措置としては，歯科医療

機関で相談するよう指導する。

（ii）保健調査の活用

　歯口腔の健康診断を行なうに先立って，児童生

徒の発音・発達段階に即した質問による保健調査

を行い，その結果を踏まえて視診触診による診査

を行なうと，より適切な健康診断を行うことがで

き，その後の保健指導にも役立てることができ

る。保健調査は学校保健法施行規則第5条の10に

示すように「学校歯科医による診断の前に実施す

る．ことになっているので，質問の内容にいて

は，事前に学校歯科医，保健主事，養護教諭等が

よく相談してから実施するとよい。

Ci2）定期健康診断後の再検査（臨

　　　時健康診断）について

　定期健康診断は毎学年6月30日までに行うよう

に定められており，夏季休業日の直後に処置勧告

をした者の状況や新たなう歯の発生，う蝕の進行

状態等について再診査することは保健管理のうえ

で意義が深い。この再診査は法令に定められたも

のではないが，これを実施することによって処置

を受けねばならない者が放置している場合には早

期にその事態を把握することができ，処置率の向

上，ひいては歯科疾患の進行の防止に結びつく。

また，臨時の健康診断は必ずしも全員の検査を行

う必要はない。

（13）健康相談について

　健康相談は健康診断の結果，必要な治療や予防

処置，保健上問題ある事項に関して，学校歯科

医，学校医，教職員，保護者，児童生徒（幼児）

の将来を考えて最善の策を講ずることである。
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平成7年度

平成7年　10・31（火）



開催要項

0　趣　　旨

　　むし歯旨防推進指定校の運営にっいて研究協議を行い，研究・実践活動の充実を図る。

②　主　　催

　　文部省，群馬県教育委員会，日本学校歯科医会，群馬県歯科医師会，群馬県学校歯科医会，

　群馬県学校保健会，藤岡市教育委員会，藤岡多野歯科医師会

③　期　　日

　　’F成7年10月31H（火）

④　会　　場

　　藤岡市、γ藤岡第一小学校（午前）　〒375藤岡市藤岡1848－2

　　群馬県みかぼみらい館（午後）　　〒375藤岡市藤岡2728

⑤　対　　象

　q）平成7・8年度むし歯予防推進指定校の研究担当者，学校歯科医及び都道府県・市町村教育

　　委員会の担当者

　②　上記以外の学校歯科保健担当者

⑥　日程及び内容

9：00 9：30

～ 9：55

受付オリエン

10：00

～ 10：30

　　　　　　　　休　　　　公開授業1
テーション（児童会活動）息

10：45　　　　　11：30

～ 11：30　　　～13：00
13：00　　　13：30

～ 13：30　　～15：10

15：20

～ 15：40

公開授業III移

（12学級）　昼食休憩

15：40

～ 16：00

16：0

動1開会式1実践発表旨休研究協議　指導助言閉会

　　　　　　　　　息

d）公開授業　藤岡市立藤岡第一小学校

　工オリエンテーション

　②公開授業1（児童会活動）

　3公開授業II（学級活動）

（2）実践発表・研究協議

　　　　　　　　　　　　　　塚本章こ校長　山田雅美研修1｛任

　　　　　　　　　　　　　　小林幸子養護教諭　木村保美教諭

　　　　　　　　　　　　　　12学級

発　　表　平成7・8年度むし歯予防推進指定校（5校）

　　　　　　　福島県田島町立荒海小学校

　　　　　　　千葉県成田市立本城小学校

　　　　　　　滋賀県びわ町立びわ北小学校

　　　　　　　愛媛県城川町立魚成小学校

　　　　　　　宮城県都農町、Z都農小学校

座　　長　群馬県小学校長会会長　　　　　　　　　関口　宗男

指導助言　文部省体育局学校健康教育課教科調査官　戸田　芳雄

　　　　　日本学校歯科医会会長　　　　　　　　　西連寺愛憲
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開催要項■

●オリエンテーション

1．学校長あいさつ 塚 本 章 三

2，平成5・6年度研究の概要について lll 田 雅 美

●公開授業1

児童会活動一むし歯予防の取り紐みと保健委員の活動 小 林 幸 子

木 村 保 美

●公開授業2

学級活動（12学級）

昼食・休憩

移動

●開会行事

1．開会のことば 藤岡多野歯科医師会会長 飯 島 弘

2．あいさっ 文部省体育局学校健康教育課課長 北 見 耕 一一

群馬県教育委員会教育長 唐 澤 太 市

日本学校歯科医会会長 西連寺 愛 憲

群馬県歯科医師会会長 今 成 虎 夫

3．歓迎のことば 藤岡市教育委員会教育長 岡 田 要

4．来賓紹介 次期開催地等

5．閉会のことば 藤岡多野歯科医師会副会長 守 谷 正

●実践報告・研究協議

（1）実践発表　平成7・ 8年度むし歯f防推進指定校

福島県田島町立荒海小学校 愛媛県城川町立魚成小学室交

千葉県成田市立本城小学校 宮城県都農町立都農小学校

滋賀県びわ町立びわ北小学校

（2）研究協議

座　　　長 群馬県小学校長会会長 関 口 宗 男

（3）指導助言

指導助言者 文部省体育局学校健康教育課教科調査官 戸 田 芳 雄

日本学校歯科医会会長 西連寺 愛 憲

閉　　会
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命く多⇔〈疹

自分の体を知りすすんで

健康づくりに取り組む

　　子どもの育成

●報　lfl

　藤岡市立藤岡第一小学校



あいさつ■

あいさつ
藤岡市立藤岡第一小学校

　　校長　塚　本　章　三

　本校は，平成5年度・6年度，文部省からむし歯予防推進指定校の指定を受け，一自分の体を知

り，すすんで健康づくりに取り組む子どもの育成　　むし歯・歯肉炎予防の取り組みを通して

　　」の研究主題のもとに研究を推進し，去る平成6年11月に研究発表を行いました。その後，さ

らに県教育委員会の依頼を受け，本研究を継続的に行い実践を積み重ねて，今日に至っておりま

す。

　これからの社会は，ますます高齢化が進むことが予測され，子どもたちに生涯を通して健康で安

全な生活を送るための基礎を培うことは，きわめて重要なことと考えております。本校の研究も，

ただ単に「むし歯をなくす一ことのみにとどまらず，自分の一健康に留意する態度を養う．ことを

通して，　望ましい基本的な生活習慣を育成すること．を目指しながら実践を進めてきました。

　ご家庭・地域の方々や関係機関との連携を図り，ご協力をいただきながら，全教職員が一丸と

なって研究を進めてきております。日々の子どもたちの姿から，少しずっではありますが，実践推

進の成果が定着しっつあることが感じられます。

　最後になりましたが本研究を進める中で，いっも適切なご指導をいただきました群馬県教育委員

会，西部教育事務所，藤岡市教育委員会の先生方，並びに県・市の歯科医師会・学校歯科医会，歯

科衛生士会の皆様をはじめとする多くの方々に深く感謝申し上げて，ごあいさっといたします。
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はじめに
藤岡市立藤岡第一小学校

　前校長五十嵐甫

　人間が自分以外のたくさんの他人とかかわりあって社会生活を営んでいくたあには，一人とし

て，しなくてはならないこと　と「人として，してはならないこと一がIEしく理解でき，しかもき

ちんと実践できることが絶対に必要であり，児童をそのように導いていくのは，地域と家庭と私た

ち教師のっとめであります。

　学校において児童を導くということは，心がけや知識や技能や習慣をIEしく身につけさせるとい

うことであり，これはいたずらに目先を変えたり，小手先で処理しようとしたり，いわゆる指示を

何度繰り返したりしても効果のあがるものでは決してありません。確かな理念と優れた技術に裏付

けられた教師のたゆまぬ指導によってはじめて能力として“定着する”ものであると思います。

　平成5年5月，文部省から「むし歯予防推進の指定を受けて開始した本校の研究は，ただ単に

“むし歯をなくす”ことにのみとどまらず，自らの“健康に留意する心がけと態度を養う”ことを

通して，他の“基本的な生活習慣の育成”にまで発展することを目指しながら実践が進められてき

ました。

　児童たちの日常の姿を見ていると，実践推進の成果がまちがいなく，“定着しつっ”あることが

感じられます。これは児童の学力を向上させるために日々研修に励んでいる本校職員の指導の結晶

にほかなりません。そして，その姿は，当然のこととはいいながらとても嬉しいことであり，それ

が現在の藤岡第一一小学校を支えているのであります。

　最後になりましたが，本研究をすすめるなかで，いっも適切に御指導くださった群馬県教育委員

会，西部教育事務所，藤岡市教育委員会の先生，並びに県・市の歯科医師会，歯科衛生士会の皆様

をはじめとする多くの方々に深く感謝申し上げて，はじめの言葉といたします。
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研究報告■

研究の概要

1．研究主題

自分の体を知り，すすんで健康づくりに

取り組む子どもの育成

　一むし歯・歯肉炎の予防の

　　　　　　　取り組みを通して一

2．主題設定の理由

【フ7本校の児童，保護者の実態から

　　本校の児童は，明るく活動的で，ものごと

　を素直にとらえるよい特性をもっている。ま

　た，決まったことや指示されたことを真面目

　に実行でき，学級や学校の集団生活を伸び伸

　びと営んでいる。しかし，学習や諸活動を粘

　り強く最後までやり遂げようとする態度や，

　自分の生活を改善しようとすすんで取り組む

姿勢に弱さがみられる。

　　本校の健康上の問題としては，むし歯，視

力低下，肥満増加等があげられる。なかで

　も，むし歯罹患者率は，他の疾病に比べて高

い数字を示している。この原因としては，生

活様式，食生活が豊かになり多様化している

反面，むし歯を病気としてとらえていないた

　め，歯や口の健康に関する意識が低く，むし

　歯予防を重要視していなかったことに起因し

　ているものと考える。さらに，歯みがきの仕

　方が十分身に付いていないことや，バランス

　を崩した食生活で，翌年，再びむし歯になっ

　てしまうという悪循環をくり返す児童のいる

　ことも一因となっている。

　　保護者の学校教育に対する期待は大きく，

　教育活動に対して非常に協力的である。昨年

　からの啓発活動により，むし歯予防に関する

　取り組みに関心をしあす家庭が増えっっあ

　る。しかし，具体的な手だてや取り組みが見

　いだせない家庭や，継続の難しい家庭もあ

　り，児童のむし歯予防や食生活改善の定着化

　は十分とはいえない。

Pt社会的な要請から

　　WHOは，21世紀までに12歳児のむし歯を

　三歯以下にしようと呼びかけている。日本歯

　科医師会でも「8020運動」がすすめられてい

　る。このように，むし歯予防は本校だけの問

　題ではなく全国的，全世界的な問題でもあ

　る。平成4年度より完全実施された学習指導

　要領では，児童一人一人が，21世紀に主体的

　に生きるための資質や能力の育成を目指して

　いる。なかでも生涯を通して，健康で安全な
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　生活をおくるための基礎を培うことは，小学

　校教育の重要な課題である。

匡7教育目標の具現化から

　　本校では，新しい時代に対応する人間性豊

　かな児童の育成をめざし，ひろい心，すこや

　かな身体，正しい判断力と調和のとれた能力

　や意志・態度の伸長を図っている。そのたあ

　教育目標に

　　工　豊かな特性を育む

　　2　たくましい気力，体力を練る

　　③　高い知性を磨く

　の三っを揚げ，教育活動を進めている。本研

　究をすすめるにあたり，家庭と連携を図りな

　がら，むし歯・歯肉炎f防を通して，健康の

　保持増進に関する知識だけでなく，児童が自

　分の健康状態に関心をもち，すすんで病気の

　f防や健康な生活実践ができるよう計画的，

　組織的，継続的な指導を行い，教育目標の具

　現化を図っている。

匹7本主題の考え方

　　本主題の「自分の体を知る　ということ

　は，歯のっくりや働き，間食のとり方，むし

　歯・歯肉炎の恐ろしさ等を，学習を通して科

　学的に理解し，むし歯ア防の大切さ，早期発

　見，早期治療の必要性に気づくことである。

　　また，’すすんで健康づくりに取り組む子

　ども　とは，自分自身の健康づくりの課題解

　決のため，

　　①　自分の歯の様子がわかる

　　②自分から歯をきれいにみがける

　　3　健康を考えた食生活ができる

　の三点から自分なりのめあてをもって取り組

　み，生涯に通じる健康の基礎づくりを自らの

　判断と意志決定により行動できる力を身に付

　けた子どもと捉えた。

　　以一ヒのことから，本主題を設定した。
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3．研究のねらい

　児童一人一一人が自分の体を知り，すすんで健康

づくりに取り組めるようにするにはどうすればよ

いか。学級活動の授業，日常の歯みがき指導，保

護者との連携を通して実践的に明らかにする。

4．研究の仮説および研究内容，

　　検証計画

一
仮説1

　学級活動の授業で，むし歯・歯肉炎予防に関

する自分の課題をすすんで解決できるような学

習過程を工夫するとともに，教師の支援を大事

にしながら計画的に指導すれば，日常生活にお

ける健康づくりに対する実践意欲が高まるであ

ろう。

レ内　容

　7学校保健年間計画の見なおし

　　　学校保健目標，月別生活目標，学校行事，

　　保健管理，学級活動，教科（保健体育，社

　　会，理科，生活，家庭）道徳，個別指導，児

　　竜活動，PTA保健活動，学校保健委員会な

　　どを見なおし，各活動が有機的に関連した活

　　動となるようにする。

　7学級活動年間計画の見なおし

　　　学校保健年間計画等を考慮しながら，新し

　　い学年で再度学級活動年間計画を見なおして

　　いく。

　傍7指導案の形式，指導過程の工夫

　　・1単位時間のなかで児童の興味・関心を高

　　　めていく

　　・児童の活動を中心とした学習を展開する

　　・　新しい学力観一1に立った支援をおこなっ

　　　ていく

　　・実践意欲を高める評価をしていく

　　・事前，事後指導を効果的におこなっていく



レ検　証

目　　標 検証資料 収集場面 処　　理

実践意欲が高 評価カード 授業 検証資料の

まったかを調 事前・事後 分析考察
べる。 ワークシー 給食後の歯

卜 みがき

観察 1

個別面談 ［面談

仮説2

　日常の歯みがき指導で，むし歯・歯肉炎予防

に関する自分の課題にすすんで取り組める方法

を工夫するとともに，児童会活動との連携を図

りながら組織的に指導すれば，日常生活におけ

る健康づくりへの実践態度が身に付くであろ

う。

レ内　容

　7児童活動を中心とした計画と指導

　　・むし歯予防ポスター作成・掲示

　　・むし歯予防　標語　作成・掲示

　　・むし歯予防カルタ，むし歯予防カレンダー

　　　等

　　・歯みがき集会等の集会活動

　Pt歯みがきカレンダー作成・分析，まとめ

　　・児童保健委員会作成

　　・各学年印刷

　匝7カラーテスト計画・分析，まとめ

　or給食後の「歯みがきタイム」の指導

　　・高学年，低学年用のブラッシングビデオの

　　　作成

　　・ビデオの使い方統一

　医7児童保健新聞の発行

レ検　証

研究報告■

目　　標 検証資料 収集場面 処　　理

態度や習慣が ・ 歯みがき ・毎月の歯 ・分析・考

身にっいたか カ　レ　ン みがき状 察

を調べる。 ダー集計 況

・カラーテ ・6月，1 ・集計の分
スト 1月，3 析・考察

月の判定

状況

・歯みがき ・ 児童活動 ・ 意識・意

1集会 状況 欲の分析

仮説3

　保護者との密接な連携で，むし歯・歯肉炎予

防に関する家庭生活における習慣形成を目指す

とともに，児童をとりまく校内の保健環境を整

備・活用しながら継続的に指導すれば，日常生

活における健康づくりへの定着が図れるであろ

う。

レ内　容

　7児童・保護者の実態調査，分析のまとめ

　　・昨年度実施した実態調査と同じもので，児

　　　童・保護者の意識取り組みの変容をみ

　　　る。

　　　第1回　6月4日　第2回11月8日
　匹7歯の資料展示室の準備，廊下等の掲示物・

　　　資料の作成，展示，保管

　　・資料展示室……各学年で整備

　　・廊下等への掲示物……1歯のものしり博士

　　　になろう．コーナーを学年掲示板につく

　　　り，年間計画に沿った関連内容を掲示

　E，，『ピカピカくんだより』の発行

　　・保護者の意見を反映させた啓発だよりづく

　　　り（月2回）

　7学校保健委員会，講演会，その他PTA保

　　　健・社教委員会行事への協力
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レ検証

目　　標 検証資料 収集場面 処　　理

関心・意欲が高ま ・ むし歯治療勧告 ・ 回収時集計 ・ 回収率数量化

り，むし歯・歯肉 ・ 意識調査 ・実施の前後 ・アンケート集計

炎予防の定着化が （6月，11月） の分析，考察

図れたかを調べる ・ 啓発資料 ・ 月2回 ・ 保護者の意識

（ピカピカくん アンケート回収 意見の回収

だより） 分析，考察

5．研究組織

図1のとおり。

全体会

研　究　推　進　委　員　会

学　習　部 実　践　部 啓　発　部

各　　学　　年　　部　　会

ブ　ロ　ッ　ク　部　会

図1　研究組織
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研究報告■

6．研究の全体構想
表1のとおり。

表1　全　体　構　想

教育目標
O
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●

・ 県，

教育関係法規

　　市教育方針
学校教育指導の重点

の豊かな徳性を育む
体力を練る

CIたくましい気力・ O高い知性を磨く ：
●家庭

児竜の実態　　●

教師の理念

地域の願い

● 第四次学力向 L対策 ● 社会の要請

・いきいき体験活動 じょうぶな体で すすんで学び

一
きまりを守り

一仲よくする子 がんばりぬく r よく考えるチ

1 1
〈教育家庭外の活動〉

〈他教科等との関連〉 ■ 事前活動
● 体育， 理科， 家庭， 健康教育推進目標 ・朝， 帰りの会の指導

：道徳との関連
学校行事，

動との関連

生活等との関連

クラブ活

心身と

る。

康の問題を自分で判断し，

　　　　もに健康で，

学校の教育活動全体を通じて，

人間性豊かな児童の育成を目指し，

　　身近な日常生活における健
処理できる能力や態度を育成す

1

：
：

給食時間の指導
当番の指導

学校裁量時間の指導
部活動

1

研 究 主 題 児 自分の歯の様子がわかる r

自分の体を知り， すすんで健康つく りに取り組む児童の育成 童 ・1 自分から歯をきれいにみがける チ

一 むし歯・歯肉炎P防の取り組みを通して一
像 ・．健康を考えた食生活ができる f

〈仮説1＞ ＜仮説2＞ ＜仮説3＞

学級活動の授業で，むし歯・歯肉炎 P防 円常の歯みがき指導で， むし歯・歯肉 保護者との密接な連携で， むし歯・歯

に関する自分の課題をすすんで解決でき 炎予防に関する自分の課題にすすんで取 肉炎予防に関する家庭生活における習慣

るような学習過程を工夫するとと もに， り組める方法を L夫するとともに児竜会 形成を目指すとともに， 児竜を取り巻く

教師の支援を大事にしながら計画的に指 活動との連携を図りながら組織的に指導 校内の保健環境を整備 ・ 活用 しながら継

導すれば， 日常生活における健康つく り すれば， 日常生活における健康つく りへ 続的に指導すれば， 日常生活における健

に対する実践意欲が高まるであろう。
軸

の実践態度が身に付く であろう。 康つく りへの定着が図れるであろう。

● 学校保健年間計画の見直し， 改善 ● 給食後の歯みがき指導ビデオの作成 ・ 児竜， 保護者の意識調査と分析
● 歯の保健指導要素表の作成 ・染めだしテス トの実施 ○ 歯の資料展示室の整備
● 歯の保健指導年間計画一一覧表の作成 ■ 正しい歯のみがき方の指導講習実施 ● 廊下の掲示コーナー掲示 r定作成
● 学年指導計画の作成 系統図の作成 ● 歯みがきカ レンダーの作成 ● 「ピカピカくんだより」の発行
● 学級活動年間指導計画一覧の作成 ● 洗口場の整備 ● 学校保健委員会への協力
● 歯の保健指導指導略案野作成 o 児童会活動との連携 ● 講習会， 教養講座との連携
● 学級活動（2）の指導過程の工夫， 改善
● 児童の自己評価， 相互評価の L夫

学 習 部 実 践 部 啓 発 部

1 1 1

学年 ■ 学級経営 校内研修の推進 家庭 o 地域との連携

こ児童の 「よさ」 を生かし， 自己表現 ご計画的， 組織的， 実践的な校内研修 二保護者と学年 ● 学級相圧の情報交換
を支援する学年 ● 学級経営の充実 の推進 の工夫・改善

⊃学年｝モ任リーダーシップと連携を重 ・：研究構想の樹立と生きてはたらく研 、、 家庭での指導のための資料提供と P

視した学年 ● 学級経営の推進 究組織の構成 TA組織を生かした啓発の改善

o第 4 次学力向上対策の趣旨を生かし こむし歯予防から健康つく りへの発展 ⊃地域の人材開発と地域施設の活用，

た身に付く 授業の展開 研究と研究発表会の実施 講演会等による略発
1 1 1

1

⊥ ⊥ ⊥ ⊥
1 1

⊥ ⊥ ⊥ ⊥ ⊥
1

⊥ ⊥ ⊥ ⊥
1
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7．研究経過（2年次）
表2のとおり。

表2　研　究　経　過

月 研修推進 学習郁 実践部 啓発部 学年・ブ回ック

研究一k題， 全 ・ ものしり博Lコーナー ・ 給食後の歯みがき指導
4 体構想，組織 資＊斗展！云　（4　・　5月ラ｝）

再編成，研修 ・ 年間活動計画立案

計画、z案 ・ 指導案形式提案 ・ 歯みがきカレンダー ・ ピカピカくんだより ・よい歯の図面・ボス

5月号 第1号 夕一作成
・ むし歯ア防ポスター ・ピカピカくんだより ・ 計画訪問準備

5 計画訪問準備 ・歯の保健指導要素表 第2号 指導案検討
・ 歯の保健指導系統図 教材教具準備

年度始訪問 ・ 歯の保健指導学年指導計 ・歯みがきカレンダー ・ ものしり博bコーナー
研究紀要構想 画 6月号 資料展示（6・7月分） 団・励問

6 ・ 学校保健年間計画 ・ カラーテスト ・児童・保護者実態調査

匿蘭問 i ・ 学級活動年間指導計1由i ・ むし歯ア防標語募集 集計，分析 ・ 歯科衛生Lによる歯の
・ 学習指導検討 掲示発表，表彰 ・PTA講演会協力 みがき方講習
・ 歯の保健指導活動内容一 ・ ピカピカくんだより 対象1，3年生

研究紀要 覧表 第3・4号 保護者

執筆分担 ・歯の保健指導における支

要請訪問準備 援のあり方

研究紀要 ・ 学年別評価の観点・覧表 ・ 要請訪問準備
7 原稿づくり ・ 学習指導検討 ・ 歯みがきカレンダー ・ ピカピカくんだより

・ 学年別用語配当表 7月号 第5号
要請訪問 1 ・歯みがきカレンダー ・ ピカピカくんだより

8月号 第6号
・洗口場，保健室の整備 ・学校保健委員会への協力 要請訪問

研究紀要 ・ 指導略案 ・「歯みがきタイム，ビデ ・ 研究紀要作成
8 内容検討 オ作成

原稿締切

研究発表会 ・ ものしり博【：コーナー

9 名簿作成発送 ・ 教材研究 ・ 歯みがきカレンダー 資料展示（9・10月分） ・ 歯科衛生1：による歯の

9月号 ・ピカピカくんだより みがき方講習会対象
・ 授業研究 第7号 2，6年生

研究紀要完成 ・ピカピカくんだより
10 ・ 指導案修正 ・ 歯みがきカレンダー 第8号
配布資料完成 10月号 ・ ピカピカくんだより

第9号 ・ 研究発表会準備

環境整備開始 ・ ピカピカくんだより 指導案作成

第10号 教材教具作成

教室環境整備

会場準備

・ 歯みがきカレンダー ・ ものしり博Lコーナー

研　究 ・ 研究発表会 11月号 資料展示（11・12月分） 公開研究授業
11 発　表 ・カラーテスト ・ 児童・保護者実態調査

大　会 集計・分析

・歯みがきカレンダー ・ ピカピカくんだより

12月号 第11・12号

12 研究のまとめ ・研究のまとめと反省 ・ 歯みがきカレンダー ・ 学校保健委員会への協力

1月号 ・ ものしり博Lコーナー 学年のまとめと反省
～ ・ 次年度の取り組み ・ 歯みがきカレンダー 資＊斗展，パ　（1　・　2　・　3月

来年度の研究 2月号 分）

3 の進め方 ・ 2年間の研究のまとめ ・ 歯みがきカレンダー ・ 研究のまとめ

3月号 ・ 資料展示室整理

まとめ
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研究部会の

取り組み

◇　本年度の取り組み

　　昨年一年間の取り組みの結果，一貫した歯

　の保健指導ができるようになったが，次のよ

　うな課題が残された。

　①歯の保健指導と教科，道徳特別活動と

　　の関連を図れるようにする必要がある。

　②児童の活動を中心とした学習指導の工夫

　　・改善やティームティーチング・合同学習

　　を取り入れた指導体制の一［夫・改善をして

　　いく必要がある。

　③授業で身に付いた意欲や技能，知識をど

　　のように評価して，自己実現を支援する評

　　価にしていくかを明らかにする必要があ

　　る。

　　これらの課題を解決するためには，より児

　童の学習活動に密着した研究を進ある必要が

　あると考え，名称を「計画指導部会」から

　「学習部」と変え，次のような仮説を立て

　た。

仮説1

　学級活動の授業で，むし歯・歯肉炎予防に関

する自分の課題を進んで解決できるような学習

過程を工夫するとともに，教師の支援を大切に

しながら計画的に指導すれば，日常生活におけ

る健康づくりに対する実践意欲が高まるであろ

う。

　上記の仮説に基づいて，学習部では本年度

次のような取り組みをしてきた。

①学校保健年間計画の改善

　　学校保健目標を「自ら心と体の健康づく

　りにがんばる子」と定あ，歯の保健指導と

　月別生活目標，学校行事，学級活動，各教

　科，道徳　PTA保健活動との関連が図ら

　れるようにし，歯の保健指導がより効果的

　に行われるようにした。

②学級活動年間計画の改善

　　昨年一年間の実践を通じて，他教科や道

　徳との関連がうまく図られていない部分や

　歯の保健指導の順番が適切でないものが

　あった。そこで，他教科や道徳との関連を

　図りながら歯の保健指導の順番を入れ替え

　た。

③歯の保健指導要素表の改善
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　　昨年度は，ちりょう学級が歯の保健指導

　要素表に位置付けられていなかった。そこ

　で，本年度はちりょう学級の歯の保健指導

　も考慮し，歯の保健指導要素表に位置付け

　た。

④歯の保健指導年間計画一・覧表の改善

　　歯の保健指導要素表と同様にちりょう学

　級の位置付けが普通学級との違いからなさ

　れていなかった。そこで，歯の保健指導年

　間計画一覧表に位置付けをし，…年間計画

　的に取り組んでみることにした。

⑤　歯の保健指導系統図の見直し

　　歯の保健指導年間計画の見直しに伴い，

　歯の保健指導系統図も見直しをした。

⑥歯の保健指導学年指導計画の改善

　　昨年…年間の実践をふまえ，各学年の指

　導内容や学年間の指導内容を検討し，改善

　を図った。さらに，ちりょう学級の指導計

　画を作成した。

⑦　歯の保健指導活動内容一覧表の作成

　　歯の保健指導の要素ごとの指導内容をさ

　らに具体的に検討し，活動内容まで明らか

　にした。各学年でどこまで学習してきてい

　るのかを明らかにすることにより，指導の

　重複や欠落がないようにした。

⑧歯の保健指導における支援のあり方の作

　成

　　歯の保健指導において”自ら学ぶ意欲1，

　”一学び方一，一基礎的・基本的な内容　を身

　に付けさせるためには教師はどのように支

　援していけばよいのかを授業研究会を通し

　て明らかにしてきた。

⑨指導案形式の検討

　　授業に向けての意欲を高め，効率的に授

　業が行えるようにしたり，授業後の実践意

　欲を継続させ実践力の定着を図ったりする

　たあ，事前・事後の学習と本時の展開とが

　密接に関連をもって指導ができるような指
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　　導案とした。

　⑩学年別評価の観点一覧表の作成

　　　各学年の学習活動の内容ごとに四観点

　　（関心・意欲・態度，思考・判断，表現・

　　技能，知識・理解）で評価できるようにし

　　た。これにより，児童一人一人をより正確

　　に理解することができ，個を大切にした指

　　導ができるようにした。さらに，次の学年

　　に申し送りをすることにより継続した指導

　　ができるようにした。

　⑪　学年別用語配当表の作成

　　　歯の保健指導では日常あまり使用しない

　　特別な用語があるため，用語の解説と取り

　　扱う学年の一覧表を作成した。

　⑫指導略案の作成

　　　歯の保健指導年間計画に基づき，すべて

　　の授業の指導略案を作成した。作成にあ

　　たっては，　新しい学力観に立っ教肯，

　　一子どものよさや可能性を生かす教育一と

　　なるよう配慮した。

◎〉まとめと今後の課題

　　昨年度・年間の実践をふまえ，学年会や実

　践部，啓発部と連携を図りながら上記のよう

　な取り組みを行ってきた。その中で得られた

　成果と課題は次の通りである。

　①　まとめ

　　⑦指導計画の作成を通しての成果

　　・歯の保健指導と各教科，道徳，特別活動

　　　等との関連が図られ，一自分の体を知

　　　り，すすんで健康づくりに取り組む子ど

　　　も　の育成が効果的に行われるように

　　　なった。

　　　　歯の保健指導だけの取り組みではな

　　　く，各教科，道徳，児童会活動などと有

　　　機的に関連づけて取り組めるようになっ

　　　た。そのため児童の健康に対する関心が

　　　高まり，むし歯予防だけでなく，ハンカ

　　　チや爪など身の回りの衛生にっいても注
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意を払える児童が増えてきた。

・ 歯の保健指導年間計画や歯の保健指導学

年指導計画の見直しにより無理なく指導

が行えるようになった。

　児童の発達段階より指導内容が難しす

ぎたものや指導内容が多すぎて指導しき

れない面があったが，歯の保健指導年間

計画や歯の保健指導学年計画の見直しに

より無理なく指導が行えるようになって

　きた。

・ 指導内容に重複や欠落がなくなった。

　　各学年での指導内容が具体的に検討さ

れ，活動内容が明らかになったたあ指導

に重複や欠落がなくなった。

・ ちりょう学級の取り組みが計画的に行え

　るようになってきた。

　　ちりょう学級の活動内容を明らかにす

　ることにより，より計画的に指導が行え

　るようになってきた。

○学習過程の工夫を通しての成果

・ 児童主体の授業が展開されるようにな

　り，児童が生き生きしてきた。

　　自ら学ぶ意欲と学び方，基礎的・基本

　的な内容を身に付けさせるたあに，児童

　一人一人の主体的な活動にどのように支

　　援していったらよいかが明らかになって

　　きたため，授業のなかで児童が生き生き

　　と活動する姿が多くなってきた。特に資

　　料や用具の工夫により授業に関心をもっ

　　て取り組んだり，活動に対する賞賛や励

　　まし，共感により嬉々として活動する児

　　童が多くなってきた。

②　今後の課題

　　二年間の研究を通して得られた成果を今

　後いかに継承，発展させていくかがこれか

　らの大きな課題となっている。そのために

　は次のような取り組みが必要であると考え

　られる。

　・主体的な学習の場の設定や体験的な活動

　　・問題解決的な学習の導入を進めるな

　　ど，学習指導の工夫・改善をさらに進あ

　　る必要がある。

　・グループ学習，個別学習などの学習形態

　　やティームティーチング，合同授業など

　　の指導体制の工夫を図るなどして，個に

　　応じた指導を進める必要がある。

　・評価の方法をさらに具体化させ，自己実

　　現を支援する評価にしていく必要があ

　　る。
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表1　歯の保健指導要素表
平成6年度

《研究主題》　　　《基本内容》

要素 指導内容 ちりょう 1年 2年 3年 4年 5年 6年

自分の口の中のよう
す

● ● ● ○ ○ ○ ○
自
分
の
口
の
の
健
中
康
　
状
　
態

歯垢染め出しテスト ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

歯科検診の大切さ ● ● ● ● ● ● ●

歯の種類とはたらき ◎ ○ ◎ ○ ● ● ●

一

歯口
やの
口中のの

中
健
の
康
病
状
気
態
を
を
知
理
り
解
　
す
　
る

歯
9
く
り
と
は
た
ら
き

乳歯と永久歯 ● ● ○ ◎ ●

一
6歳臼歯，12歳臼歯 ◎ ○ ○ ◎

歯の3っの役割 ● ◎ ○

むし歯の原因（4要
素）と予防

○ ○ ○ ◎ ○

自
分
の
体
を
知
り
す
す
ん
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
子
ど
も
の
育
成

むし歯の進行と症状 ● ● ● ○ ○ ◎ ●

一

む
し
申
歯
肉
炎
の
予
防
の
取
り
組
み
を
通
し
て

一

歯
や
男
中
の
病
気

むし歯の早期治療の
大切さ

● ■ ● o o ● ●

口の中の病気 ○ ○

歯ブラシの選び方・
保管の仕方

○ ○ ● ● ●

歯
象
が
き
方

歯みがきの仕方 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

一

歯み・が

歯き肉
方
の
や
病
食
気
生
の
活
予
を
防
身
に
に
必
つ
要
け
な
さ
　
せ
　
る

◎

プクプクうがいの仕
方

○ ● ●

むし歯とおやっ ◎ ◎ ● ◎ ○ ◎ ●

かむことと歯の発達 ● ● ◎ ○

望

ま
と
食
生
活
歯によい食べ物 ● ● ◎ ○ ◎

栄養のバランス ○ ◎

◎は重点的に，○は普通に，・随時に扱う。
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表5　歯の保健指導における支援のあり方

実態及びねがい

1

年

2

年

3

年

1．歯の生えかわりにっいての関心を生かし，liの中全体
の観察への意欲へとっなげたい。

2，技術的に未熟な面があるので，みがき残しの多い部分
に焦点を当て，みがく技術を高めたい。

3．おやつに対する関心が高いので，歯の健康を考えたお
やつのとり方を考えさせたい。

1．歯の生えかわりにっいての関心を，しくみについてま
で発展させたい。

2．正しくていねいにみがけるよう，みがき方をIl夫させ
　たい。

3．食べ物に好き嫌いがないようにさせたい。

1．歯の生えかわる仕組みにっいての知識を生かし，永久
歯を大切にしようとする態度を身につけさせたい。
2．自分から進んでみがく意欲を，形に応じたみがき方へ
　と発展させたい。

3．歯をっくる食べ物や，歯によい食べ物の知識を，生活
の中で生かせるようにさせたい。

4

年

1　歯が生えかわった時や，むし歯になった時以外も自分
の歯の“X　r・に気を配らせたい。

2　どのr一にも，進んで歯をきれいにみがけるようにさせ
　たい。

3　好き嫌いをなくし，歯を丈夫にする食べ物をとるよう
　にさせたい。

5

年

1　自分の歯に対する関心を生かし．自分の歯の様子を正
　しくとらえさせたい。

2　形式的なみがき方から，すみずみまでみがくみがき方
へと発展させたい。

3　おやっのとり方に対する知識のみにとどまらず，実践
へとっなげさせたい。

6

年

1　ブラッシングの時の体験を生かし，歯肉まで気をっけ
　ようとする態度を身につけさせたい。

2　12歳臼歯の萌出状況に個人差があるので，自分の歯に
あったみがき方を考えさせたい。

3　偏食の児竜が多いので，栄養のバランスを考えた食事
のとり方を11夫させたい。

「一一一一資料・用具等の工夫一一一「

・児童の発達段階にあった資料・用具

・ 児童が課題解決の必要感を持っことのできる
資料・用具

・ 児童が追求の見通しを持っことのできる資料
　・用具

・ 児童が健康づくりを進めるうえでの課題を共
通に認識できる資料・用具

・ 追求方法が多様に考えられる資料・用具
・ 多様な施行活動を伴う資料・用具
・ 提示方法の工夫など

1「一一一学習形態等の工夫一一一「

・個別学習

・ペア学習

・ グループ学習

・ 課題別グループ学習

　斉学習
・ 養護教諭とのティーム・ティーチング
・ 実験・観察等による体験学習

・児童会・委員会による活動　など

つ

か

む

つ

き
と
め
る

「一一支援のための評価一一一「
・ 課題解決のための活動に積極的に参加しよう
とする意欲はどうだったか

・ 課題の意義や目標を理解していたか
・ 自分の考えをはっきり表明できたか

・集団の秩序や規律が守れたかなど

活

か

す

「一一一支　援　の　方　法一一一「

　　　　　一人一人の良さや

　　　　　可能性を

　　　　　　　生かすために

助

　・問題点に気づけるような助言を行う。
　・追求の見通しが持てるような助言を行う。

　・課題を明確にしていけるような助言を行
　　つ。
　・話し合いを進めていくための活動計画の例
　　示や助言を行う。　　　　　　　　　など

　　感
　・児童の反応を，肯定的・共感的に受け止め
　　る。　　　　　　　　　　　　　　　など

賞　賛
　・司会者・発表者・，量芋記などの活躍に対して

　　は労をねぎらい，賞賛し自信を持たせる。
　・児竜が作成した資料の有効性等を評価す
　　る。　　　　　　　　　　　　　　　など

励まし

　・児童が自分なりに考えた解決方法の良さを
　　見取り，励ましていく。
　・解決方法の見っからない児竜に対しては，

　　励ましながら援助を行う。　　　　など

働きかけ

　・日常生活の中であまり秘極的でない児童で
　　も題材によって興味・関心をいだいている
　　ような場合その児童の意見を意図的に取り
　　ヒげる。

　・話し合い等に積極的な取り組みを見せる児
　　竜に対しては，実行可能か，他の意見の良
　　さを取り入れていける余地はないか等の助
　　言を行い児童の積極性を活かす。　　など

め　ざ　す児童像
1．自分の歯の様子がわかる子
2．自分から歯をきれいにみがける子
3．健康を考えた食生活ができる子
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◇　本年度の取り組み

仮説2
　日常の歯みがき指導で，むし歯・歯肉炎予防

に関する自分の課題にすすんで取り組める方法

を工夫するとともに，児童会活動との連携を図

りながら組織的に指導すれば，日常生活におけ

る健康づくりへの実践態度が身に付くであろ

う。

　上記の仮説に基づき，次のような取り組み

をしてきた。

①給食後の歯みがき活動の工夫

　匡〉歯みがきカレンダー

　　　保健委員会の児童が，毎月作成する歯

　　みがきカレンダーに1日3回（朝・昼・

　　夜）の結果を記入し，児童一人一人がす

　　すんで歯みがきに取り組むようにした。

　　集計結果は次の通りである。

　・割合の出し方

　　　　　　クラス全員のみがいた日数
　　　割合＝一
　　　　　　　日数×クラスの児童数

（％）全体の様子

100

2月　3月　4月　5月

口朝■昼［コ夜

　昨年6月より実施した「歯みがきカレン

ダー一’aの集計結果では，児童自身がカレン

ダーを付けることにより，歯みがきを頑張ろ

うという意欲が湧き定着の様子が見られた。

　「朝の様子1では，昨年度よりよくみが
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いている傾向が見える。ただ「昼の様子」

がグラフで低い傾向にあるのは，家庭での

土・日曜日の歯みがきがまだ定着していな

いためと考えられる。

　今後の課題として，家庭での昼の歯みが

きが定着するよう，啓発部とも連係し，継

続して働きかけていくようにしたい。

D＞歯みがきビデオ

　　学級活動等を通して歯みがきの大切さ

　を児童に考えさせてきたが，歯みがきの

　方法にっいては，校医や歯科衛生士等に

　よる正しいブラッシング指導を参考にし

　て，本校独自の歯みがきビデオを保健委

　員会の6年生を中心として作成し，実践

　してきた。

　　ていねいなブラッシング指導となると

　最低10分程度の時間が必要となるが，昼

　食後の休み時間との兼ね合いを考え約5

　分程度に編集した。みがき方の順番はみ

　がきにくい所を優先した。ブラッシング

　の方法は，歯ブラシを歯に当て，出来る

　だけ小刻みに動かすようにし，一ケ所に

　つき10回程度みがくようにした。また，

　歯みがきビデオは各クラスー本ずっ用意

　し，昼食後クラスごとに使用した。主な

　ビデオの内容は下記の通りである。

　①下顎左奥歯の内側から前歯そして

　　右奥歯の内側

　②上顎右奥歯の内側から前歯そして

　　左奥歯の内側

　③下顎左奥歯の上面，右奥歯の上面

　④　上顎右奥歯の下面，左奥歯の下面

　⑤　下顎左奥歯の外側から前歯，そして

　　右奥歯の外側

　⑥上顎右奥歯の外側から前歯そして

　　左奥歯の外側

　　歯みがきビデオを使用しての長所は，

　　ビデオを見ながら児童が歯のいろいろな
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　　部位を意識的にていねいにみがくことが

　　出来るということ，クラスー斉にみがく

　　ことで一人ひとりの歯みがきの様子を担

　　任が把握できるということである。課題

　　としては，歯みがきビデオによる歯みが

　　きがマンネリ化してしまうということ，

　　また，児竜一人ひとりのみがき方に一つ

　　の癖が出来，染めだしテストを実施する

　　と，特定の場所でのみがき残しが意外に

　　多かったことである。歯みがきビデオを

　　見て，ただ単に歯をきれいにするという

　　ことだけでなく，歯肉のブラッシングや

　　歯垢の除去にまで意識を向けさせて，歯

　　のすみずみまできれいにしようという意

　　識を育てることが大事である。

　　　歯みがきビデオを使用することで，歯

　　全体をみがくことは出来るようになって

　　きたが，今後は，歯みがきビデオに頼ら

　　ず児童が手鏡を使用して，一一人ひとりに

　　あったていねいなみがき方ができるよう

　　になることであろう。

　匝〉歯みがきタイム

　　　全校一斉の歯みがきタイムは，設けな

　　いが，給食時間を5分間延長し，給食を

　　ゆっくり食べる時間を確保した。給食が

　　終わり次第，各クラスごとに歯みがきを

　　開始する。

　匡〉歯ブラシの保管方法

　　　歯ブラシは，ランチセットに入れ，持

　　ち運びさせる。この方法のよいところ

　　は，家庭において保護者が，歯ブラシの

　　状態を点検できる点である。

②染め出しテストの実施

　匡〉染め出しテストの方法

　　　自分の歯の汚れ・みがき方の足りない

　　部分を知るため，全校一一斉に6月に行っ

　　た。1・2年生は，養護教諭に検査液を

　　塗布してもらい，担任が，判定を行っ
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　た。3年生以上は，錠剤を用いて行っ

　た。児童が用意するものとしては，歯ブ

　ラシ，コップ，タオル，手鏡半分に

　切った牛乳パック，色鉛筆，洗濯ばさみ

　などがある。

匡〉染め出しテスト記入用紙

　　今年度は，　〈低学年用〉　〈中・高学年

　用〉の2種類作った。前年度と比較し工

　夫した点は，前歯の裏・奥歯の表，裏が

　記入できるようにした点である。

［））〉染め出しテストの判定

　　歯の汚れの判定は，下の表に従い担任

　が行う。

　　表6－1　歯の汚れの判定

汚
れ
の
程
度

1
轟
　
垂
　
　
…
　
欄
一

判
定
A　きれいにみ

がいている

B　少しよご
れている

C　よごれて
いる

　結果は，次の通りである。

表6－2　染め出しテスト集計結果表

1年
辱　2年

3年 4年 5年 6年1

A 30 22 13 28 22 31

B 44 58 61 39　「 63 57

C 26120　26 33巨5 12

表6－3　カラーテスト結果集計グラフ

1年：：

2年：



③児童会活動

　彦〉むし歯予防標語

　　　児童の自発的，自治的な実践活動を通

　　して，歯や体の健康を保持増進する態度

　　や能力を育てるために，むし歯予防標語

　　の募集を児童会活動として行った。全校

　　児童を対象に作品を募り，代表委員会で

　　審査し，その後実践部で最終的に審議し

　　た。作品の内容としては，歯みがきの習

　　慣化を訴えるものが多く，保健指導の成

　　果がうかがえる。また，低学年では，親

　　子で標語に取り組み，家庭での意欲的な

　　実践に結び付いたようである。最優秀作

　　品については，全校の児童が合い言葉と

　　して生活していけるように，校舎ベラン

　　ダの壁に掲示することにした。

　匡〉むし歯予防ポスター

　　　毎年行われている「よい歯のfLコン

　　クール実施に伴い，図工部との連携によ

　　り，むし歯予防ポスターを全校児童から

　　募集した。1～3年は図画，4～6年は

　　ポスターとした。全体に，歯みがきの習

　　慣の大切さを訴えるものが多かったよう

　　である。審査は，学級1点を持ちよって

　　各学年2点にしぼった。その中から，1

　　～3年で2点，4～6年で2点にしぼっ

　　たものを　よい歯の子一コンクールに出

　　品した。校内には学年で集まった残りの

　　8点を掲示し，むし歯予防や歯を大切に

　　する気持ちを高める環境を整備した。

　匝〉保健委員会の活動

　　　・歯みがき集会

　　　　むし歯予防デーに関連させて，6月

　　　2日の事前活動の時間に，体育館でむ

　　　し歯ゼロを目指して歯みがき集会を実

　　　施した。初めに「むし歯となかよし

　　　だあれ　という劇を行った。この劇で

　　　は，食べたら，すぐに歯をみがく習慣
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を身に付けることをねらいとした。次

に第一小の実態を報告した。500名も

の児童にむし歯があったことに驚いて

いたようである。その後，むし歯のな

い6年生3名に歯のみがき方や食事な

どで気を付けていることを発表しても

らった。最後に集会のまとあとして，

歯のみがき方や歯によい食べ物などに

ついての説明を行った。集会後，児童

から一食べたら，早く歯をみがくとい

いんだな。」’ もっと，歯をていねいに

みがこう。」などといった声が聞かれ

た。

・ 歯みがきカレンダーの発行

　保健委員会担当の教師と相談しなが

　ら，毎月歯みがきカレンダーの発行を

行った。楽しみながらカレンダーの絵

をかいたり，集計の部分を工夫したり

　してより良い物を作り上げようとし

た。児童は，楽しんで記入し，歯みが

　きにすすんで取り組んだ。

・ 歯ブラシの検査

　毎週月曜日に行う「せいけっ検査、

の1項目にはブラシの有無・毛先がは

み出していないかなどの歯ブラシの状

態を入れ，調べた。その結果を保健室

前の廊下に掲示し，歯ブラシへの関心

　を高あるのに役立った。

・「保健新聞」の発行

　　保健委員会で発行する「保健新聞

　に歯に関する内容を多く載せて児童の

　啓発に努めた。主な内容は，次の通り

　である。

　　5月号……一むし歯について」で全

　　　　　　　校のむし歯の様子を知ら

　　　　　　　せる。

　　6月号……　歯をじょうぶにする食

　　　　　　　べ物　一歯ぐきのみがき
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　　　　　　　　　　方一で歯をじょうぶにす

　　　　　　　　　　る食べ物を食べて健康な

　　　　　　　　　　歯にしましょうと呼び掛

　　　　　　　　　　ける。

　　　　　7月号……むし歯の治療のすすあ。

　　　　　夏休み号…　むし歯にならない3っ

　　　　　　　　　　の約束一一むし歯の治療

　　　　　　　　　　の様子．として各クラス

　　　　　　　　　　の治療率を知らせ，再度

　　　　　　　　　　治療のすすめをした。

◎〉まとめと今後の課題

　①　まとめ

　　匡〉食後の歯みがき活動の工夫

　　　・日常の歯みがき指導においては，全体

　　　　的には，よくみがけるようになり，食

　　　　後の歯みがきは，ほぼ定着したと言え

　　　　る。

　　　・歯みがきカレンダーを作り，記入させ

　　　　たことは，児童に歯みがきへの意欲を

　　　　持たせるとともに意欲を継続させるこ

　　　　とにも大いに役立った。

　　　・一歯みがきビデオーの使用について

　　　　は，形式的になりがちな毎日の歯みが

　　　　きを振り返るよい機会となり，大変有

　　　　意義であった。

　　　・今年度は，給食時間を5分間延長した

　　　　ことにより，給食をゆっくりとること

　　　ができ，歯みがきも落ち着いてきちん

　　　　とできるようになった。

　　　・歯ブラシをランチセットに入れて持ち

　　　帰ることにより，保護者の歯ブラシへ

　　　の関心も高まり，衛生状態や形状にっ

　　　いて注意を払うようになった。

　匡〉染め出しテスト

　　　・染め出しテストにっいては，用紙を

　　　　〈低学年用〉〈中・高学年用〉とわけ

　　　たり歯の全面が記録できるように1二夫

　　　　したので記入しやすくなり，iE確な記

84／日本学校歯科医会会誌　75号　1996年3月

　　　録が残せるようになった。

　　・全体的によくみがけていて正しいみが

　　　き方がほぼ身に付いてきたと言える。

D＞児童会活動

　　・児童会を中心に　むし歯予防標語．・

　　　　むし歯予防のポスター一の募集に取

　　　り組んだことは，児竜のむし歯予防へ

　　　の意識を高めるばかりでなく，保護者

　　　の意識向上にもつながった。最優秀作

　　　を掲示することで意識の継続を図っ

　　　た。

　　・全児童対象に行った歯みがき集会で

　　　は，全校のむし歯の様子や歯によい食

　　　べ物などを知らせ，児童への啓発の一

　　　っとなった。

　　・　歯ブラシ．の検査を行うことによ

　　　り，常に児童が自分自身の歯ブラシに

　　　注意を払うようになった。

　　・保健委員会発行の　保健新聞．は，児

　　　竜にとって身近に感じられよく読まれ

　　　ているので，この中でむし歯に関する

　　　記事を多く載せたことは，児童へのよ

　　　い啓発となった。

2　今後の課題

　・昼食後の歯みがきが，朝食・夕食後に比

　　較してみがけている割合が少なくなって

　　いる。土・日の家庭での歯みがきが，ま

　　だ定着していないのではないかと考えら

　　れるので，今後は啓発部との連携をより

　　図りながら定着を目指していきたい。

　・おやっ後の歯みがきについては，授業な

　　どで扱うだけだが，おやっは，むし歯の

　　原因になるあまいものを多くとる機会で

　　もあるので』歯みがきカレンダー一に項

　　目を設けて歯みがきをさせていきたい。

　・染め出しテストの判定にっいては，基準

　があるが，各担任により見方が異なるた

　めに他との比較が難しい。より分かりや



すい統一的な基準作りをする必要があ

る。

・今後も児童会活動をたくさん取り入れて

いきたい。

◇　本年度の取り組み

　　研究主題達成のための仮説

仮説3

　保護者との密接な連携で，むし歯・歯肉炎予

防に関する家庭生活における習慣形成を目指す

とともに，校内の保健環境を整備・活用しなが

ら継続的に指導すれば，日常生活における健康

づくりへの定着が図れるであろう。

　昨年度成果として，児童や保護者の歯に対

する関心が予想以Lに高まってきている。そ

こで，本年度は，昨年度の実績を踏まえ，保

護者同士での情報交換や意見の吸い上げ，お

よび児童を取り巻く歯の保健環境の整備・活

用等をも行い，日常生活における健康づくり

への定着を図りたいと考え，上記の仮説を設

定した。仮説に基づいて，啓発部では次のよ

うなことを実践した。

①児童保護者の意識調査と分析

　　本指導を進めるにあたり，児童および家

　庭の歯みがきや歯の健康に関する関心，基

　本的生活習慣について再調査し，結果を昨

　年6月実施した結果と比較分析した。分析

　結果は，日常の授業や歯みがき指導に生か

　し，調査結果を児童への指導に結び付け

　た。また，昨年度と比較しての本年度の児

　童の変容の様子は，9月のピカピカくんだ

　よりに載せ家庭に知らせた。

②歯の資料展示室の整備

　　児童をとりまく歯の環境を考えるため，

　資料展示室の整備を行った。各学年の「歯

　　　　　　　　　　　　　　　研究報告■

　の保健指導一年間計画にそって資料展示内

　容を決定し，資料が重複したり，系統性が

　薄くならないよう配慮した。また，各学年

　別のコーナーを「歯のっくりとはたらき」

　「歯や口の中の病気」「歯のみがき方」

　「望ましい食生活」の4要素に分け，系統

　的に指導内容を見ることができるようにし

　た。

③廊下の掲示コーナーの活用

　　常設されている歯の資料展示室とは別

　に，各学年にその月に応じた指導内容を掲

　示する一歯の博士コーナー一を設けた。歯

　に対する関心を高めるたあ，児童が毎日使

　用する段階の踊り場や，児童の目につきや

　すい廊下の壁に資料掲示を行った。内容

　も，即実践に結び付く内容，児童に問い掛

　ける内容，歯の情報を伝える内容等を取り

　上げ，児童の視覚に訴える掲示を工夫し，

　関心が高まるようにした。

④一ピカピカくんだより一の発行

　　本年度は保護者の意見を吸いLげそれを

　生かすために，取り上げてほしい内容や現

　在歯の健康づくりで悩んでいる内容をアン

　ケート調査し発行内容を決め，月2回の発

　行を行った。さらに，保護者同上での情報

　交換を図るため，たよりの中に保護者の実

　践例を載せ紹介した。実践例としては，

　「歯ブラシの選び方に関するもの」1歯の

　みがき方・みがかせ方の工夫に関するも

　の一一おやつの選び方・あたえ方に関する

　もの一の3項目につき，親からの意見を集

　め，たよりの中で紹介した。

⑤　学校保健委員会への協力

　　平成6年7月8日学校保健委員会を開催

　した。その場で，平成6年健康教育につい

　て提案した。提案内容として，平成6年度

　本校における研究主題と研究概要および各

　部会，各学年の取り組みの現状を掲示し保
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　　護者の理解と協力を依頼した。また，保護

　　者からの問い合わせの多かった「不正咬合

　　と歯並びの矯正方法，および時期につい

　　て1学校医坂井先生の話をうかがい，情報

　　提供を受けた。

　⑥　講演会，教養講座との連携

　　彦〉親と子のブラッシング教室の開催

　　　　平成6年6月22日，1年生・3年生の

　　　親と子を対象に歯科衛生士を4名招い

　　　て，親と子のブラッシング教室を開催し

　　　た。「歯ブラシの選び方一「歯ブラシの持

　　　ち方　「むし歯になりやすい歯とみがき

　　　方」一はみがき剤にっいで等を実際の

　　　ブラッシングを通して学習した。この活

　　　動により，家庭における正しいブラッシ

　　　ングの仕方の啓発を行った。

　　匡〉講演会”“kの健康．の開催

　　　　一しっかりかんで健康づくり一の副題

　　　で歯科衛生士・相馬ますみ先生の講演会

　　　を開催した。噛む効用とむし歯・歯周病

　　　の予防の関係や顎の成長・発達と歯の関

　　　係，食生活の見直し（清涼飲料の糖分）

　　　など，家庭での実践に役立つ内容の話を

　　　うかがった。あわせて，一調理法による

　　　かむ回数の違い一一調理形態による違い

　　　　加熱時間とかむ回数の違い一食材料

　　　とかみこたえ一の資料提供があった。

◇資　料
　◎　実態調査の結果と考察

対象：藤岡第一小学校児童及び保護者全員

実施期間：平成5年度，6年度ともに6月4日

匡〉歯の健康づくりの実態について

　　　　　　　　　　　　　（児童対象）

　　　　　　　・グラフの数字は全て％
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0　あなたは，1日に何回歯をみがきますか。

②あなたは，いっ歯をみがきますか。

2024

朝起きてすぐ　　給食の後　　　夕食後

　　　朝食後　　　おやつの後　　　ねる前

①　あなたは1回の歯みがきに何分くらいかけ

　ますか。

分
分
分
分
馴

　
ヨ
　
リ
フ
コ
　

囮
口
口
目
懸

　
ワ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
ワ
の

”
o
。
嘉



④あなたは人に言われないで歯みがきをして

　いますか。

⑤あなたは自分の歯がきれいにみがかれてい

　ると思いますか。

0　10　20　30　40　50　60　70　80　90100
I　　　　l　　　　l　　　　g　　　　　I　　　　l　　　　｝　　　　I　　　　l

77 10・

し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l　　　　　　　　　l

笏 77 7

⑥　あなたは歯ブラシのようすに気をつけてい

　ますか。

舳1え

成

0　10　20　30　40　50　60　70　80　90100

囮はい
口いいえ

⑦なぜ歯みがきをするのだと思いますか。

　　ともに一むし歯にならないように　という

　回答が最も多かったが，今年度の調査では次

　のような記述も見られた。

　・口の中が汚れていると気持ち悪いから

　　　　　　　　　　　　　　　　　（1年）

　・歯についた歯垢や砂糖を落とすため

　　　　　　　　　　　　　　　　　（3年）

　・声が出なくなったり，顔の形が変になった

　　り，よくかめなくなる　　　　　（4年）

　・一生使う大事な歯だから　　　　（5年）

　　　　　　　　　　　　　　　　研究報告■

　・歯周病にならないように　　（2・6年）

⑧　むし歯は病気だと思いますか。

囮思う

口思わない
［：コわからない

⑨歯の受診票をもらったらどうしますか。

23脅輪て
li〔：：］痛くなった

llE§ヨ行けない

考察
　問1，3の結果を見ると，1日3回歯みがき

をするという回答が26ポイント，3分くらいか

けてみがくという回答が18ポイントと大きく増

えてきている。また，問2の結果をみると，給

食後の歯みがきが23ポイント増えるなど顕著な

伸びを見せている。給食後の歯みがきタイムや

歯みがきカレンダーなどの指導を通して，1日

3回食後に時間をかけてみがく習慣が身につい

てきているといえるだろう。

　また，問8についてもむし歯は病気であると

いう児童が増えている。指導の結果，むし歯に

対する認識は深まってきているといえる。

　問4，6を見ると自主的に歯をみがき，歯ブ

ラシの管理に気をつけている児竜がふえてい

る。しかし，上記の内容と比較すると変容の度

合は顕著ではない。また，問5でも一はい一と

いう回答は増加しているが，依然として’ふつ

う」がほとんどを占めている。より一・層自主的

に歯みがきに取り組めるようにするとともに，

その質を高めるよう指導していく必要がある。
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　問9では　すぐ行く」がやや減少し，一時期

を見て行く　r行けない一という回答が増えて

いる。むし歯の治療に関しては家庭の協力が不

可欠であり，今後も早期治療を呼びかけていく

必要がある。

　以ヒのことから，これまでの指導の結果歯み

がきが習慣化され，意識的に取り組めるように

なってきているといえる。しかし，変容が十分

でない部分もあり，今後，より一層の指導が必

要であるといえる。

　　巨〉歯の健康づくりの実態について

　　　　　　　　　　　　　　（保護者対象）

0　お子さんの口の中を見ることがありますか。

平
成

5
年
度
　
平
成
6
年
度

0　10　20　30　40　50　60　70　80　90100
I　　　　I　　　　5　　　　1　　　　1　　　　1　　　　1　　　　｝　　　　r

髪 62　　　　　10

多笏　62 6

囮はい
口ときどき

口いいえ

②お子さんが歯みがきをきちんとするように

　気をっけていますか。

平
成

5
年
度
平
成
6
年
度

0 10　20　30　40　50　60　70　80　90100

目

1

囮はい
［：］ときどき

口いいえ

⑧むし歯予防のために食べ物に気をっけてい

　ますか。

平
成

5
年
度
平
成
6
年
度

0　10　20　30　40　50　60　70　80　90100

　　　　　　　　　　　　　囮はい
　　　　　　　　　　　　　口いいえ

，　　I　　　l　　l　　l　　I　　l　　I　　　I

笏霧 56

セ
」
L
l

53
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④むし歯予防にっいて家庭で行なっているこ

　とがありますか。　　（食べ物以外の場合）

　　匝〉生活のようすにっいて（児童対象）

0　朝，自分で起きることができますか。

0　102030405060708090100

囮できる
口ときどきできる

［コ起こしてもらう

②毎朝，きちんと朝食をとりますか。

一菱

　皐

　度

護
　6
1崖

0 10　20　30　40　50　60　70　80　90100
l　　l　　l　　　l　　r　　l　　l　　l　　l

1

／i

1

囮毎朝
〔コときどき

口とらない

③毎軌顔を洗いますか。

　　　10　20　30　40　50　60　70　80　90100

　護　　　　　　　　囮繍洗う
　　　　　　74　　　　　　　221　4〔：：］ときどき

　度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［コ洗わない

護
　　　　　　73　　　　　　23
　度



研究報告■

④朝起きてから登校するまでゆっくりと時間

　がもてますか。

囮はい
口ときどき

口もてない

⑤家に帰ってから夕食までの間におやっをた

　べますか。

⑧　ねる時間は何時ごろですか。

O　lO　2030405060708090100

囮毎日食べる
［：］ときどき食べる

口食べない

⑥どんなものをたべますか。（複数回答）

353336394338

口平成5年度

口bF成6年度

くだもの　　　牛乳　　　スナソク菓了　手作りおやつ

　　菓｝バン　　　ジュースなど　　　甘い菓子

考　察

　全般的には大きな変化は見られないが，食生

活，特におやっのとり方にっいては昨年度と比

べて変容が見られる。

　おやっを食べる度合いにっいては’ときどき

食べる一が9ポイント増え，　毎日食べる．が

10ポイント減ってきている。おやっの種類につ

いてもスナック菓子が依然として最も多いが，

昨年度に比べ，15ポイントも減少している。

　ピカピカくんだより等の啓発資料や学級活動

を通して，おやっのあり方等にっいて情報を提

供したり，具体的に指導してきた結果が表れて

きているといえる。

⑦　体をじょうぶにするために何か運動をして

　いますか。

O　　lO　20　30　40　50　60　70　80　90100

平

成

5
年
度
平
成
6
年
度

　l lI：1　
笏笏 32 29

、
」
、

笏笏 35 25

囮はい
［コときどき

口いいえ
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②歯科検診結果と考察

　陰〉平成6年度歯科検診結果（表7－1）

　・乳歯のう歯保有者は，低，中学年に多く

　　その割合は80％以上にのぼる。歯が生え

　　変わるために高学年になるにしたがって

　　低ドしている。乳歯のう歯保有者は昨年

　　度と比較すると減少している。

　・永久歯う歯保有者は3年生で急に増加し

　　ている。学年が進むにっれて増加してい

　　　　　　　　　　　　　　　　表7－1　歯科検診結果

　る。永久歯う歯保有者は処置完了者，未

処置者ともに昨年度より減少している。

・ 不正こう合は昨年度よりやや減少傾向に

ある。

・ 歯周疾患は昨年度2．3％（19人）から今

年度は0．2％（2人）となり減少してい

る。

・ う歯なしは今年度全校で6．7％（54人）

となり昨年度より増加した。

乳　　　歯 永久歯学
　
　
　
　
年

検
査
人
員

人

数

割
合

処
置
完
了
者

未
処
置
者

　う
歯
保

陪

処
置
完
了
者

未
処
置
者

う
歯
保
有
者

不

正

こ
う
合

歯

周
疾
患

う
歯
な
し

人　数 46 58 1104 11 25 36 5 0　　　　14
1　年 130 割

　
合
1

35．4 44．6 8α0 8．5 19．2 27．7 3．8 0 10．8

2　年
F人　数 28 86 114 161　　33 49 3 0 9

129 1
割　合　　2L7 66．7 88．4 12．4 25．6 38．0 2．3 0 7．0

人　数　　　20 74 94 26 51 77　　　4　　　　0 7

3　年 113・
割　合　　17．7 65．5 83．2 23．0 45．1 68．1　　　　　　3．5　　　　　　0　　　　　　　　　6．2

1人　数 40 88 128 53 58 1111　1 O　i　　12
4　年 157

割　合 25．5 56．1　　81．5 33．8 36．9
7α7「

0．6 0
1　7．6

人　数 69 22 91 55 70 125 3 1 5
5　年　　140

　1
割　合 49．3

　
1
5
。
7
1

65．0 39．3 50．0　　88。0 2．1 0．7 3．6

人　数 361　　16 52 57 76　　　133 5　　　　1　　　　7
6　年　　142

割　合 2翫3 1
11．3 36．6 40．1 53．5 93．7 3．5　　　0．7 4．9

人　数 239　　　344 583 218 313 531 21 2 54
合　計 811

割　合1 29．5 42．4 71．9 26．9 38．6 65．5 2．6　　　0．2 6．7

人　数　　　416 2231 639 209 362」 571　　　331　　191　　　　　　　　　　　　　1 49参考資料
平成5年度

827

割合1鵬　2τ・　7τ3 25．3 43．8　　　　　69．1　　　　　　4．0　　　　　　2．3　　　　　　5．9

表7－2　う歯治療状況

ぼ〉平成6年度う歯治療状況（表7－2）

　まだ治療をしていない児童の個別指導

と，家庭への協力をよびかける必要があ

る。

学年 在籍 旛矯勧告率 8月18日までに治療を完了した児童数
治療率

1年 130 71
5
4
．
6
1

65 91．5

2年 129 92　　71．3　　　1 68 73．9

3年 113 85　　75．2 58 68．2

4年 157 103
165．6 　　　　」79　　　　76．7

5年 140 80 57．1 56　　　　70．0

6年 142 82 57．7 64 78．0

合計 811　　513　　1

63．3 390 76．0
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研究報告■

匝〉平成6年度う歯罹患状況（表7－3）

　永久歯のう歯はC1がほとんどでC2，

　　　　　　　　　　　　　　　表7－3

C3はわずかしかみられない。

う歯罹患状況

乳　　歯 永久歯学
　
　
　
　
年

検

査

人

数

未処　置

総時定
処数永期＋　久健

未歯康＋　う診

喪歯断

D歯一
Mう人
写
輔
指
本
永
数
数
久

処時定
襲永期久健1
慧

置永
完久
墨嘗

畷

処

置

未
処
置

乳要

注

歯意

処

置 C1 C2 C3 C4 計

1年 130 710 160 10 24 32 2 34 58 0．4 24 41．4

2年 129 518 296 11 55 63 63 ユ18 0．9 55 46．6

3年 ］13 483 223 7 108 95 95 203 1．8 108 53．2

4年 157 393 217 8 251 119 2 2 123 374 2．3 251 67．1

5年 140 292 39 8 361 141 3 144 505 3．6 361 71．5

6年 142 103 23 10 465 212 6 218 683 4．8 465 68．1

合計 811 2，499 958 54 1264 662 13 2 677 1941 2．4 1264　1 65．1

匡〉平成6年度DMFT指数県平均との比

　　較（表7－4）

　県’ド均と比較するとやや高い指数であ

る。5，6年で急に高い指数となってい

る。

表7－4　DMFT指数比較

1年 2年 3年 4年 5年 6年
全体の

平均
第一小 0．4　ヒ 0．9 1．8 2．3 3．6 4．8 2．4本

県平均1α31．0 1．5　2．2 2．8 3．41．9本

（県平均は5年度）

表7－5　（資料）第一小過去3年間のDMFT指数

1年
2年i3年

4隼 5年 6年
全体の

平均
3年度 0．3 　10．9　1．5 2．8 2．4 3．6 2．0本

4年度 0．6 1．1 2．1 2．4 3．4 3．4 2．2本

5年度 0．4 1．1 1．9 3．1 3．8 4．3 2．4本

巨〉男女別むし歯罹患者率（表7－6）

　男子より女子の方が永久歯の未処置者率

が高い。

　男女とも永久歯未処置者率，要注意乳歯

保有者率，その他歯疾患患者率は平成6年

度に減少した。

　その他歯疾患者……不IEこう合・歯石・

歯肉炎

　表7－6　男女別むし歯罹患者率
　　　　　　　　　年度項目

平成5年度 平成6年度

乳歯未処置者率 30．5 43．6

永久歯未処置者率 42．0 34．8男
　
子 要注意乳歯保有者率 12．9 7．3

その他歯疾患者率 11．5 4．5

乳歯未処置者率 23．7 4工．4

永久歯未処置者率 44．0 42．4女
　
子 要注意乳歯保有者率 11．1 4．8

その他歯疾患者率 11・6［ 3．4
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［）〉う歯保有者年度別比較

　　　　　　　　　　　（図2－1，2－2）

　6年生を除いては各学年ともに減少傾向

にある。

　4年度から比較すると6年度は減少して

いる。

者置処未十者了完置処渚斜渕癖。
耐

「
－

計合年6年5年4年3年2年1
0

［コ

4年度
一 Ezzz

5年度

口6年度

図2－1　乳歯う歯保有者年度別比較

　90100

L’t ［：コ

ー4年度

囮　5年度

畷　6年度

0

　1＃　2年3年4年5年6年合計

図2－2　永久歯う歯保有者年度別比較
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匡〉歯周疾患罹患率年度別比較

　3年生以上の学年に歯周疾患がみられ

る。

　4，5年度と比較すると6年度はわずか

しかみられない。

隻
　
斐
　
隻

罧
舞
羅

十毒口＼署
／
匡卜｛6

ご
の耳5年4r｛3年2年1

0

図3　歯周疾患罹患率年度別比較
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学

取

年　の

り組み

〈》ちりょう学級の取り組みく＜〉

　本学級は，4年生の男子4名，女子2名で構成

している。児童は，言語に不明瞭な点はあるが，

全員簡単な会話ができ，簡単な指示も分かる。身

体的には，発作を持っている児童と心臓病の児童

がそれぞれ1名ずっいるが，動く活動には，ほと

んど支障がない。

璽．学級の児童の実態，重点目標

児　　童 の　　実　　態

日常の観察から アンケート結果から

◆基本的な生活習慣 ①　歯の健康づくり（保護者の取り組み）

・ 着替え，排泄，食事等は，ほぼ自立している。 ・ 歯みがきや食事には，気を配っている。

明るく元気で素直。 ②　健康な歯づくり（児童の取り組み）

・ 自分でするという意欲が弱い。 ・歯みがきの時間が短く，丁寧にみがけていない。

◆学習面 ③生活のようす（児童）

・好奇心が旺盛である。 ・ おやっは，食べなかったり，時間や量を決めて食べ
・ 集中力が長続きせず，最後まで頑張れないことが多 ていたりしている。

い。 ・ 朝起きてから登校するまでの時間にゆとりがない。

◆健康・安全面

・大きなけがをする児童は少ない。

・ 自分の健康管理ができない。

畢

重 点 目 標

・ 自分の歯の種類や働きを知るとともに，歯の大切さに気づき，ていねいにみがこうとする態度を身につける。

・ 上手なおやつの取り方を知ったり，好き嫌いしないで食べることが大切であることを理解する。

J

歯の健康つくりに関する実態 めさす児童像 指導の手立て
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・自分の歯の様fに関心がない（むし歯への

意識力く薄い○）

・ 歯医者に行きたがらない。

・歯の名前や働きにっいて知識がない。

・ 歯の大切さを認識していない。

自分の歯の様子

が分かる子

階雰騒際織欝巻わ
　せる。

　・染め出しテストにより，みがき残しがある

　ことを確認させる。

　・歯にはいろいろな種類や働きがあることを

　確認させる。

1　・正しいみがき方を知らない。
・染め出しテストにより，みがき残しがある

・みがき残しが多い。 ことを確認させる。

・歯みがきの時間が，1分程度で短い。 ・ 正しい歯ブラシの使い方で順序よくみがく

・ 自分から進んで歯みがきができない。

・歯ブラシの状態に気を配れない。

　

自分から歯をき

れいにみがける

方法を身にっけさせる。

・汚れの残りやすい所のみがき方を身につけ

させる。
子

・ 歯みがきカレンダーに記入させ，食後の歯

みがきを習慣化させる。
1

・ 自分に合った，よい歯ブラシを使うように

させる。

・ だらだら食べていて，食事時間が，長い。

・ 偏食をする児童が多い。

・ よくかむ習慣がない。

健康を考えた食

生活ができる子

・給食指導の中で，何でも食べることやかむ

ことの大切さを理解させ，実践させる。

・ むし歯になりやすいおやっの種類を理解す

る。

2．研究の経過

月 研究の内容
4　・本学級は，単独に研修を勧めることになる。
　1　　一研究方向・研修計画の決定。

5　・⑦毎週の学級だよりに，歯の健康に関することを載

　　せる。②2週間ごとに染め出しテストを行うことを

　　決定。

　　・学級独自に，保護者に“歯の健康づくり”について

　　の意識調査を行う。

6　・歯の健康づくりへの児童の関心・意欲を高めるた
1め，歌を作る．

　i・全校規模の，　“歯の健康づくり”についての意識・

71　生活実態調査を行う。

8　・親子染め出しテストを実施。

　　・研究紀要，指導案検討。

児童への取り組み

・ 歯みがきの指導，歯みがきカレンダーへの記入の開
始。

・染め出しテストを開始。

・「元気な歯を作ろう』の歌。

・意識・生活実態調査を実施。

・ 親子染め出しテストを実施
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研究報告■

3．　「日常生活の指導」における

　　歯の保健指導の進め方

　　　　　　　特設した指導時間

毎月，2回設定する。

（1回の指導時間は，60分。）

1回の指導時間の流れは，以下のようである。

　　①歯垢染め出しテスト

　・歯を赤く染める。

　・結果を歯列図に記入する。

　・歯列図と歯の赤く染まった部分を照らし合わ

　　せ，どこに汚れが残っていたか確認する。

　・赤く染まった部分をみがく。

2各月の指導内容

↓

⇒

毎日の指 導一一『一「

歯の保健指導の指導計画に取りLげている内容

を指導する。

例えば

1］月ならば，

「ブクブクうがい　という題材で

・ ぶくぶくうがいの上手な仕方

・ブクブクうがいと歯みがきの違い

⇒

　給食後の歯みがき
・ ビデオを見て，一斉に歯みがきをする。

・歯垢染め出しテストの結果を記入した歯列図

を見ながら，汚れが残りやすい部分を，てい

ねいにみがく。

朝の会での指導

↓

・各月の指導内容が，児童に定着するまで，毎

日繰り返して指導する。

・ 歯の保健指導の指導計画にある随時の指導内

容を指導する。

・ 歯の健康づくりに関係した絵本を読む。

・学級の歌r元気な歯を作ろう」を歌い，歯の

健康づくりに意欲を持たせる。

　今年度は，上の図で示したように，特設した指

導時間の中で取り扱った，歯の健康づくりに関す

る態度，知識，技能を，毎日の指導（朝の会，給

食後の歯みがき）の中で，定着化・実践化してい

きたいと考えた。

4．実践例

（1＞歯みがき指導

　①　歯みがき指導の工夫

　　　昨年度の給食後の歯みがき指導では，全

　　部の歯を一通りみがけることをねらって，

　　ビデオを見ての一斉歯みがきを行った。歯

　　みがきの順序は覚えたが，通り遍の歯み

　　がきになってしまい，歯垢染め出しテスト

　　の結果を見ると，いつも同じような部分に

汚れが残っていた。

　そこで，本年度は，昨年度の反省を受

け，児童の理解力も大分高まってきている

ことから，給食後の歯みがき指導を，3

　日常生活の指導」における歯の保健指導

の進め方で述べたような流れで行い，一人

一一人に自分の汚れの残りやすい部分を確認

させ，みがき残しのない歯みがきができる

ように指導を進めていくことにした。

　具体的には，以下のように行った。2週

間ごとに歯垢染め出しテストを行い，一人

…人に汚れが残っている部分を確認させ

た。そして，給食後の歯みがき指導で，ビ

デオを見ての一斉歯みがきの後，歯垢染め

出しテストで確認した汚れが残りやすい部

分をていねいにみがかせた。
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②指導の経過

〈5月〉

歯垢染め出しテストの様子

　歯垢染め出しテストを2回実施する。

◎赤く染め出した部分が汚れの残っている部

分であることが分かる。

　　先ず，教師が，児童一人一人に，染め方

　を説明しながら，テスターの液をふくませ

　た綿棒で歯を染めてやった。口をすすがせ

　た後，児童に鏡を見て歯に赤く染め出た部

分があるか確認させた。そして，赤く染め

　出た部分があるならば，その部分が汚れの

　残っている部分であり，よくみがけていな

　い部分であることを説明した。一汚れの

残っている部分を，指でさしてみましょ

　う。」というと児童全員が，鏡を見て赤く

　染め出た部分を指で示した。その後，教師

　が，児童一人一人に，赤く染め出た部分は

　どこかと話し掛けながら，赤く染め出た部

　分を歯列図に赤くぬった。

◎赤く染め出た部分をみがく。

　　赤く染め出た部分を，赤い色が落ちる

ように，ていねいにやさしくみがきましょ

う。1と説明し，児童に鏡を見ながら歯を

みがかせた。はた目には，児童一人一人

が，赤く染め出た部分に歯ブラシをあてて

みがいているように見えたが，実際には，

なかなか赤い色が落ちなかった。歯ブラシ

が，赤く染め出た部分をしっかりとらえな

かったようだ。

　　　　　　　　　1

給食後の歯みがきの様子

　歯垢染め出しテストの結果を見て，汚れの

残っている部分の中から，児童にとって，み

がきやすい部分を一ヶ所選んだ。ビデオを見

ての一一斉歯みがきの後，児童一・人一人に，そ

の部分のみがき方を教え，みがかせた。回数

を重ねるごとに，自分で，どの部分をみがけ
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ばよいのか分かってきたようだ。しかし，児

童の様子を見ていると，一生懸命になればな

るほど，みがき方が，強く激しくなってしま

うことがうかがわれた。歯ブラシを一緒に

持って，児童の歯をみがき，1一やさしく，そ

おっとみがこう。一と話し掛け，歯ブラシを

動かす加減を教えた。

〈6月・7月〉

歯垢染め出しテストの様子

　歯垢染め出しテストを3回実施する。

　第3回は，親子歯垢染め出しテスト。

　（2）保護者への啓発を参照。

◎鏡を見ながら，自分で歯を染める。

　　児童全員が，楽しそうに口の回りを真っ

　赤に汚しながら歯を染めることに取り組ん

　だ。最後に，教師が，全部の歯を染めるこ

　とができたか確認した。回を重ねるうち

　に，奥歯の外側や上下の前歯の内側まで，

　一人で染められるようになった児童もいた

　が，上下の前歯の外側程度しか染められな

　かった児童もいた。しかし，児童全員，自

　分でやってみようという気持ちで取り組め

　たようだ。

◎テストの結果を赤くぬった歯列図を見て，

　自分の歯のどの辺りに，汚れが残っている

　のか分かる。

　　児童一人一人に，歯列図の赤くぬった部

　分を指して，それが自分の歯のどの部分で

　あるか，鏡で歯を見せて教えた。歯列図と

　自分の歯との，歯・本一本の対応はまだ難

　しいが，　“上の前歯の辺り”，“下の前歯の

　辺り”，“左下の奥歯のかみ合わせの辺り”，

　“上の犬歯の辺り”等大まかな部分の対応

　はできるようになってきた。

　　　　　　　　　　1

給食後の歯みがきの様子

ビデオを見て一斉歯みがきの後，児童一人

・人に，歯垢染め出しテストの結果を赤く



　塗った歯列図を見せて，汚れの残りやすい部

　分をみがかせた。児童一人一人に，それぞれ

　の歯列図を指して，「この赤くぬった所はど

　こかな。　と話し掛けながら，その部分を教

　え，みがかせることから始めた。どの部分か

　らみがくか順番を決めてやると，自分で，赤

　く塗った部分の辺りの歯をみがける児童も出

　てきた。また，歯ブラシの動かし方が，少し

　ずっ上手になってきた。力加減が分かってき

　たようで，ていねいにやさしくみがける児童

　も出てきた。

（2）保護者への啓発

　　児童の実態から，本学級で，“健康な歯づ

　くり”を推進していくには，保護者の理解や

　協力が不可欠であると考えた。

　　そこで，学校全体で取り組んでいる保護者

　への啓発運動一7ピカピカくんだより』の発

　行，講演会，実態調査等の他に，学級独自の

　保護者への啓発活動を行った。

　①学級だよりでの取り組み

　　　本学級では，週に一回，学級だより：き

　　ずな」を発行している。その「きずな』

　　に，一歯の保健指導．の授業での児童の取

　　り組みや歯みがきの様子，児童にとって今

　　必要な歯に関する情報，“健康な歯づく

　　り”を推進していくうえで今直面している

　　児童の課題等を載せた。

　　　発行の回数が重なるにっれて，保護者

　　は，連絡帳に感想や課題解決に向けた家庭

　　での取り組みの様子を寄せてくるようにな

　　り，“歯の健康づくり”への関心が高まっ

　　てきた。

　②“歯の健康づくり”についての調査の実

　　施

　　　食事，歯みがき，おやっの三点につい

　　て，家庭での児童の様子や保護者が課題と

　　して考えていることを，記述してもらっ

　　た。

　　　　　　　　　　　　　　　研究報告■

　　学級全体として，以ドのような結果が出

　た。

　　食事については，偏食が取り上げられて

　いる。給食では，嫌いな食べ物も一口は口

　にするが，家庭ではなかなか食べられない

　という回答や，少しずっ嫌いな食べ物を食

　べられるようになったという回答が寄せら

　れた。歯みがきにっいては，食後促せば，

　嫌がらず歯みがきをするようになってきた

　ようである。今は，食後の歯みがきの習慣

　化をはかったり，ていねいにしっかりみが

　くことを教えていたりするそうである。お

　やつについては，量や時間や種類について

　考えているそうである。

　　これらの結果から，それぞれの家庭で，

　児童の実態や家庭の事情に即した取り組み

　を始めたことが分かった。

③授業参観rおやこ歯垢染め出しテストtt

　の実施

　　先ず，保護者に，給食後の歯みがきを見

　てもらい，その後，児童が歯垢染め出しテ

　ストをするのを手伝ってもらった。保護者

　は，自分の子どもが歯を全部テスターで赤

　く染められたか確認したり，赤く染あ出し

　た汚れの残っている部分を歯列図に記入し

　たり，子どもに汚れの残っている部分のみ

　がき方を教えたりした。

　　保護者からは，授業参観後の学級懇談会

　で，以下のような感想や意見が出た。

　・家庭での歯みがきの様子と比べて，大分

　　ていねいにみがけている。しかし，結果

　　を見て，がっかりした。この結果から推

　　し量ると，家庭での歯みがきではもっと

　　汚れが残っているのではないだろうか。

　・家庭でも，ビデオを見ながら歯みがきを

　　させたい。

　・歯をきれいにみがくことは，思っていた

　　より難しいことだった。家族全員で頑張
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りたい。

・ 歯のみがき方とみがき残しの部分とを照

らし合わせて見ることができた。

5．まとめと今後の課題

（1）まとめ

　①特設した指導時間の指導を通して

　　・“歯垢染め出しテスト”で，児竜全員

　　　が，赤く染まった部分は，汚れが残って

　　　いる部分であると分かるようになった。

　　・昨年度は，教師が“歯垢染あ出しテス

　　　ト”のテスターを児童の歯にぬってやっ

　　　ていたが，今年度は，児童が自分でテス

　　　ターをぬれるように指導を進めてきた。

　　　まだ，ぬり残しがあったり，部分的にし

　　　かぬれなかったりするが，どの児童も，

　　　テスターをぬることに興味を示し，テス

　　　トを実施するたびに，自分でするという

　　　気持ちを持ち意欲的に取り組めるように

　　　なってきた。

　　・本学級の児童に，新しい指導内容を身に

　　　っけさせようとする場合，一度指導した

　　　だけではなかなか身にっかないという実

　　　態がある。繰り返しの指導が大切な児童

　　　にとって，特設した指導時間の中で取り

　　　扱った指導内容を，毎日の指導（朝の

　　　会，給食後の歯みがき）の中で定着化・

　　　実践化していくという方法は，いろいろ

　　　なことが少しずっ身にっいてきているこ

　　　とから，効果があったと考えている。

　②毎日の指導を通して

　　・今年度の給食後の歯みがき指導では，ビ

　　　デオを見ての一斉歯みがきの後，再度汚

　　　れが残りやすい部分をみがかせるように

　　　した。昨年度からの今学期の7月までの

　　　“歯垢染め出しテスト”の結果を見る

　　　と，汚れの残っている部分を表す赤く染
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　　まった部分が，少なくなってきているこ

　　とから，この方法は，歯をきれいにみが

　　くことに少なからず効果をあげていると

　　いえる。

　・給食後，歯みがきをすることが習慣化し

　　てきた。

③家庭との連携を通して

　・保護者への啓発活動（学級だより，授業

　　参観r親子歯垢染め出しテスト』等）の

　　結果，保護者から，それぞれの児童や家

　　庭の実態に合わせた取り組みを始あたこ

　　とや，　一このような時はどうしたらよい

　　のか」というような質問を聞くように

　　なってきた。保護者が，わが子の歯の健

　　康づくりに，積極的に取り組み始めたの

　　ではないだろうか。

②　今後の課題

　こ先ず，歯みがきをしっかりできるように

　　したいと考え，1学期は，歯ブラシの持

　　ち方や動かし方，汚れが残りやすい所の

　　みがき方等を指導してきた。

　　　2学期以降は，歯みがきの仕方を指導

　　するだけでなく，むし歯のでき方やおや

　　っの取り方等の歯の健康づくりに関する

　　知識も，徐々に授けていきたいと考えて

　　いる。これらの知識を理解させることに

　　より，歯を大切にしようという気持ちを

　　より高めていくことができると考える。

　○“歯垢染め出しテスト”の結果から，汚

　　れが残っている部分が少なくなってきて

　　いることは分かる。しかし，給食後の歯

　　みがきの様子を見ていると，まだ，歯の

　　どの部分にも同じ歯ブラシの当て方やみ

　　がき方をしている等の問題点がある。今

　　後は，歯のそれぞれの部分を効果的にみ

　　がけるようなみがき方を，身にっけさせ

　　ていきたいと考える。



研究報告■

〈〉＞璽年の取り組みく◇

1．学年の児童の実態，重点目標

児　　童　　の　　実　　態

日常の観察から

◆基本的な生活習慣

　・明るく，素直である。

　・決められた仕事はしっかりできる。

　・忘れ物が目立ち，姿勢が悪い。

　・人に頼ることが多い。

◆学習面

　・与えられた課題に，まじめにきちんと取り組む。

　・思考を練る力に欠け，すぐあきらめる。

◆健康・安全面

　・廊下の歩き方は比較的よくでき，歯みがきもよくし

　　ている。

　・気候に応じての衣服の調節ができない。

　・登下校に際しての安全に対する意識がうすい。

アンケート結果から

①歯の健康づくり（保護者の取り組み）

　・食後の歯みがきには気をっけているが，まだまだみ

　　がき残しが多い。

②健康な歯づくり（児童の取り組み）

　・みがく時間が短く，あまり丁寧にみがけていない。

　・自分の歯を大切にしようとする意識がうすい。
1③生活の様子（児童）

・ 朝起きてから登校するまで，ゆっくり時間がもてな

い。

・おやつにスナック菓子が目立っ。

1

重 点 目 標

・ 自分の歯の様子を知るとともに，歯の働きや大切さに気付き，丁寧にみがいていこうとする態度を身につける。

・ むし歯になりやすい種類のおやっを知り，好き嫌いなく何でも食べることが大切であることを理解する。

↓

歯の健康づくりに関する実態 めさす児童像 指導の手立て

・むし歯の有無への意識がうすい。 ・ 鏡を使い，自分の口の中の様子を確認させ

・むし歯があっても，なかなか歯医者にいか る。

ない。 ・歯の個人カードを作成し，自分の歯の様子
・ 歯のはたらきを知らない。 を確認させる。

・ 歯の大切さがわからない。 ・ クラス全体のみがき残しの多い部分の歯列

図を作り，どこがむし歯になりやすいかを

確認させる。

自分の歯の様子 ・ 歯みがきチェックカードでみがき残しの多
一 一がわかる子 い部分に焦点をあててみがく技術の向上を

図る。

・染め出しテストにより，みがき残しがある

ことを確認させる。

・ 歯にはいろいろな形やはたらきがあること

を理解させる。

・ 6歳臼歯（第一大臼歯）の特徴を理解させ

［
る。
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・ 歯みがきの時間が1分程度で短い。

・みがき方がわからない。

・自分ではきちんとみがいているつもりだ

が，みがき残しが多い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［・おしゃべりしながらみがく児童が多い。　t

・一 日，三回歯みがきをしない児童が多い。

自分から歯をき

れいにみがける

子

・染め出しテストにより，みがき残しがある

ことを確認させる。

・正しい歯ブラシの使い方を身に付けさせ

る。

・自分の歯の形に合わせて，ていねいにみが

ける。

・ 順序よくみがく方法を，身に付けさせる。

・ 歯みがきカレンダーを記入させ，一日三回

の歯みがきを習慣化させる。

　・おやっにスナック菓子を毎日食べている。

・ 健康を考えた食物への関心が低い。

健康を考えた食

生活ができる子

・ むし歯になりやすい種類のおやっを理解さ

せる。

・日常生活の中で，歯によい食物をすすんで

とるようにさせる。

・ 食べたら，すぐ，みがくことの大切さを理

解させる。

・給食指導の中で，健康を考えた食事が大切

であることを理解させ，実践させる。

2．研究の経過

月

4

5

研究の内容 児童への取り組み

・研究組織（学習部，実践部，啓発部）配属

・懇談会での保護者に対しての啓発

・「歯のはかせコーナー」への掲示物の検討および作

成

・ 給食後の歯みがき指導の開始

・歯科定期検診の集計および結果分析

・学級だより配布

・ 歯みがきカレンダーによる指導

・学級活動「歯の汚れとむし歯．指導

・むし歯予防週間への取り組み検討

・学年だよりの発行

・6，7月分「歯のはかせコーナー」への掲示物の検

討および作成

・歯みがきカレンダーの集計，考察

・入学時に歯ブラシの配布

・ ぶくぶくうがいの指導

・　歯みがきの勧め」一よい歯ブラシ，わるい歯ブラ

シ∫はやくむし歯をなおしましょう一についての

掲示

・歯ブラシはランチセットとともに毎日，コップは週

末にもちかえりを指導

・むし歯のない児童への賞状配布

・ むし歯治療の勧告書配布

・ むし歯治療の済んだ児童の賞賛と保護者に対し早期

治療の啓発

・ カレンダーは教室保管，学校で記録することを指導

・ 歯みがきの大切さの指導

・空の牛乳パックの使い方の指導

・　むし歯0学級をめざそう一掲示による治療意欲の

喚起

・歯みがきの絵制作，作品掲示

・ よい歯の標語作成

・保護者に対し早期治療の啓発

・ むし歯治療の勧告書配布2回目

・「プラークとむし歯」「歯みがきじょうずの3っの

ポイント、にっいて掲示

・ 取り組みのよい児童への賞賛
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6

7

8

・ビデオによる歯みがき指導の開始

・ 歯みがきカレンダーによる指導

・ 児童の実態調査の集計，考察

・ 染め出しテストの実施

・ 計画訪問指導案作成

・ 事後指導への取り組ませ方の手だてと考察

・ 鏡で口の中を見させながら歯みがき指導開始

・ 歯科衛生士による歯みがき指導の実施

・歯みがきカレンダーの集計，考察

・ 歯みがきカレンダーによる指導

・ポイントを決めた歯みがき指導の開始と染め出しテ

ストの実施

・ 保護者への啓発と家での取り組みのアンケート調査

・ 未治療家庭への働きかけ

・「6歳臼歯のみがき方」指導案作成と検討

・ 紀要原稿素案作成

・ 要請訪問

・「歯の健康とおやつ一指導案作成と検討

・ 実践授業に向けての資料収集と教材の作成

・ 紀要原稿の中間検討と仕hげ

・みがくll頂序と力の入れ方の指導

・ 歯みがきカレンダーの記録は登校後記入し提出する

よう指導

・歯に関するアンケート実施

・ チェックカードの記入

・学級指導一歯みがきのチャンピオンになろう一授業

実践

・ 実践カードへの記入

・口の中がよく見える鏡の見方の指導

・ 歯ブラシの点検

・親への参加の呼び掛けと家庭における歯みがき指導

の見直し

・ 取り組みのよい児童への賞賛

・ 歯みがきカレンダーの記録は家庭で行うよう指導

・ チェックカードへの記入とみがき残しのないみがき

方への取り組みへの意欲化

・ むし歯治療の勧告書配布3回目

3。実践例

◇授業
　（1）指導案

　　　学級活動（保健指導）指導案

授業の視点

　実際に歯をみがかせることにより，問題点に気付

かせ歯ブラシの持ち方・みがき方を理解させれば，

一っ一っの歯をていねいに磨きむし歯を防こうとす

る意欲を高めることができるであろう。

（工＝題璽）　歯みがきチャンピオンになろう

　　　　　　　　（歯ブラシの選び方・使い方と歯

　　　　　　　　のみがき方）

①　題材に関わる価値

　　　平成5年度・群馬県学校保健調査の健

　　康面での県内の子どものむし歯の多さが

　　指摘された。特に幼児は処理完了と未処

　　理を含めて，85．4％と全国平均よりも

　　6．7ポイント高かった。一方，処理完了

　　者の割合は全国平均より上で，むし歯の

　　発生は多いものの処理は全般的に行き届

　　いていると報告されている。

　　　当学級においては処理完了児40．6％未

　　処理児56．3％むし歯のない児童6．3％と

　　なっており県内平均よりも処理完了と未

　　処理者の割合のポイントが高く，処理も

　　行き届いているとはいえない。一年生の

　　むし歯予防の取り組みは，入学以前は保

　　護者の指導で行われてきており，家庭で
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　の歯みがき指導の不徹底にその原因の一

　端があったと考えられる。日常の歯みが

　きの様子からも，そのみがき方は，ただ

　口のなかで歯ブラシをくわえているだけ

　の児童が数多く見受けられる。

　　歯みがきの目的は，歯の表面に付着し

　たプラーク（歯垢）を取り除くことであ

　る。みがいてもプラークが取れていなけ

　ればみがいたことにならない。母親との

　会話の中に「毎日みがいているのにむし

　歯になってしまう。一という内容がよく

　でてくるが，これは家庭では正しくみが

　けていない。っまりみがいていないに等

　しいと推察される。日頃からよく歯みが

　きをしているのに，むし歯や歯周疾患に

　なってしまう場合が多くみられるのは，

　それはみがき残しがあったからである。

　みがき残しのないみがき方ができれば生

　涯健康な歯と歯ぐきを保っことが可能で

　あると考えられる。

　　そこで，一年生に入学して間もないこ

　の時期に，口の中を見ながら，みがき残

　しのないみがき方を身に付けさせること

　は，むし歯予防にっながることであると

　考えこの題材を設定した。また，児童の

　歯みがきに対する関心と技能を高めるこ

　とで親の歯みがきに対する関心をも高め

　家庭との連携まで繋いでいきたいと考え

　る。

　　あわせて，この授業をっのきっかけ

　として歯を観察する習慣を身に付けさ

　せ，　自分の体を知り積極的に健康つく

　りに取り組む児童の育成　を図りたいと

　考える。

②　系統（略）

③児童の実態

　　（男子14名　女子18名　計32名）

　　5月の歯科健診を基に，児童の処置
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歯，未処置歯の状況を調査した。（表1）

表1　児童の処置歯，未処置歯の状況

6 5 4 3 2 1 1 2 3 4 5 6

永 総本数（本） 19 0 0 0 0 9 9 0 0 0 0 19

久 処理歯（本） 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

歯 未処理歯（本） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
上

E D C B A A B C D E
乳 総本数（本） 31 31 32 28 16 16 27 31 30 32

処理歯（本） 13 16 9 9 8 8 8 9 17 16

歯 未処理歯（本） 7 5 1 1 0 1 1 2 4 5

E D C B A A B C D E
乳 総本数（本） 31 3ユ 32 16 8 8 15 30 31 30

処理歯（本） 20 23 3 2 1 1 1 5 21 21

歯 未処理歯（本） 4 ユ 2 0 0 0 0 1 1 2

下 　 一

6 5 4 3 2 1 1 2 3 4 5 6

永 総本数（本） 24 0 0 0 11 22 20 9 0 0 0 25

久 処理歯（％） 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7

歯 未処理歯（％） 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　乳歯の処置歯未処置歯の状況はどの歯

もむし歯になっているといえる。特に上

・ ド・右・左ともE・D歯が多い。乳歯

全部がむし歯の児童も2名いるが治療は

済んでいる。全般的に治療はよくしてあ

るが，治療後また新しいむし歯をっく

り，むし歯になりやすい上・下・右・左

のD・E歯に未処理のむし歯が多く見ら

れる。

　永久歯の処置歯未処置歯の状況は，上

・ ド・右・左とも第一大臼歯に処置歯未

処置歯があり，特に，下の第一大臼歯は

左46％右44％が罹患していて，治療済み

の割合も低い。

　以上の結果から，乳歯・永久歯とも

に，手前の見やすくみがきやすい前歯に

比べ，みがきにくい奥歯のむし歯が多い

ことがわかる。このことから，歯ブラシ

の選び方・使い方と歯のみがき方の指導

が必要である。



○歯みがきに関する調査

　　　　平成6年5月23日調査対象保護者

く朝〉　　　　　　　　　　　　　　（人）

朝食前にみがく 0

朝食後にみがく 31

朝食前と後両方みがく 0

みがかない 1

一一一一一一一一一一 　みがかない理由
食後にうがい

くみがく時の鏡の使用〉

見ている 8

見ていない 24

くおやつの時〉

みがく 1

時々みがく 13

みがかない 16

　　　　　みがかない理由

習慣化していない

うがいをさせている

みがかなくてもよい

と思った

そのまま遊んでしまう

〈歯みがきの様子から〉

よくみがけていると思う 15

みがけていないと思う 17

〈夜〉

夕食後にみがく 7

ねる前にみがく 24

みがかない 1

　　　　　みがかない理由
めんどうくさがる

仕上げは親がする　　　　　　　　　　9名

　　　みがけていないと思う理由

歯ブラシの使い方がわからない

奥歯や歯の間に汚れが残っている

本人まかせだから

歯みがきしているのにむし歯が多い

時間をかけない

みがき方にむらがある

　　　　　　　　　　　　　　　研究報告■

　　食べたらみがくという習慣はまだ身に

ついていない。特に，おやつの後の歯み

がきはきちんとみがいている児童は1名

で，ほとんどの児童が食べたまま遊んで

　いる。朝食後31名がみがいていると答

えたが，登校後の歯みがきカレンダーの

記入を見るとみがいていない児童が数名

　いて，親が確かめをしていない状況が感

　じられる。また，鏡を見てみがいている

割合は低い。みがき方については，歯ブ

　ラシの使い方，みがき方，歯みがきにか

　ける時間等に問題があることがうかがえ

　る。

こ児童の歯みがきは給食後については徹底

　してきている。ビデオを見たり鏡を見た

　りしてみがいており歯みがきにかける時

　間は確保されているといえる。歯みがき

　が正しくできているかどうかの視点で観

　察すると0歯ブラシの持ち方②歯ブラシ

　の動かし方③歯ブラシの力のいれ方④み

　がいている場所の4点が特に出来ていな

　い。しかし，児童は「きちんとみがけて

　いるか。．の問いに8名を除いて全員が

　「みがけている。」と答えており，児童

　の意識と歯みがきの実態には，ずれがあ

　るといえる。

④　指導方針

〈事前の学習〉

　⑦事前学習として，染め出しテストを

　　行い，どこが染まったかを一歯みがき

　　チェックカード．に記入させ，みがき

　　残しに対する意識を高あたい。

〈本時〉

　④　っかむ段階では，歯みがきの必要な

　　わけを劇化することにより，歯の汚れ

　　を落とすことがむし歯を防ぐには大切

　　であることを気付かせる。まか，よい

　　歯ブラシ，悪い歯ブラシを提示して，
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　自分のっかっている歯ブラシへの関心

　を高める。

◎　っきっめる段階では，歯みがきに対

　し楽しいゲーム感覚で取り組めるよう

　に，「歯みがきのチャンピオンになろ

　う」という課題を与え意欲付けを行

　う。

㊤歯ブラシの持ち方を考える場面で

　は，いろいろな持ち方を体験させ実際

　にみがかせて，自分にあった持ち方を

　自分で考え判断させる。その時，持ち

　方の違いをわかりやすくするたあ

　「グーの持ち方、「こんにちは・さよ

　うならの持ち方」一えんぴっの持ち

　左などど児童にわかりやすい名称を

　示し行わせる。持ち方にっいて話し合

　わせ教えたり教えてもらったりしなが

　ら学習を進めさせる。

㊥　汚れがっきやすい場所に気づかせる

　学習では，ビスケットを食べさせ鏡で

　実際に口の中を見させ話し合わせる。

　発表をもとに，汚れがっきやすい場所

　を歯列図に示し，一っ一っみがくこと

　の大切さに気づかせる。また，事前学

　習で行った染めだしテストの結果をビ

　スケットの残りかすがっく場所との関

　連性にふれ，汚れやすいところに気を

　付けてみがこうとする意欲を高ある。

㊧活かす段階ではどの場所を気を付け

　てみがいたらよいか考えさせ，「きれ

　いにみがく一一ていねいにみがく一と

　いうような漠然とした目標にならない

　ようにする。〈事前学習〉

㊥事後の学習として，一ぼく（わた

　し）は　はみがきチャンピオン」に目

　標達成の状況を毎日記入させ実践への

　取り組みを促す。

②家庭への協力を呼び掛ける。
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　　〈同和教育上の配慮〉

　　㊧　染め出しテストの結果みがき残しの

　　　多かった児童をからかわないよう配慮

　　　し，みんなで励まし合いながら直して

　　　いこうとする態度を育てる。

　　◎　友達の発表をよく聞き，友達の考え

　　　のよさを認め一緒に考えることができ

　　　るようにする。

　　〈学校教育目標との関連〉

学校教育目標　　　　学級教育目標　　指導力針との関連

きまりを守り

　仲よくするチ
なかよくしよう

④⑨⑩

じょうぶな体で

　がんはりぬく子
さいごまで

　がんはろう ③⑥⑦⑧

すすんで学び

　よく考える子
しっかりきいて

　はっきりいおう ①②④⑤

3．活動の経過

①事前の活動

　　染め出しテストを行い，汚れがついて

　いる場所を「はみがきチェックカード」

　に記入する。

②本時の活動

　⑦　ねらい

　　・自分にあった歯ブラシの持ち方がわ

　　　かる。

　　・汚れのっきやすい場所がわかり，一

　　　つ一つていねいに磨くことができ

　　　る。

　④準備
　　児童……手鏡・歯ブラシ・コップ・吐

　　　　　　き出し用パック・タオル・は

　　　　　　みがきチェックカード・むし

　　　　　　歯くんのお面と槍

　　教師……むし歯くんのお面と槍・さと

　　　　　　うくんのお面

　　　　　　歯ブラシさんのお面と大きな

　　　　　　歯ブラシ

　　　　　　歯みがきチャンピオンの絵・

　　　　　　歯ブラシの持ち方の図



研究報告■

師範用の歯の模型と歯ブラシ

・ ビスケット

染め出しテストの結果
一

ぼく（わたし）ははみがき

チャンピオンーのカード

◎展　開

過程 学習活動 教師の支援および留意点 資料・用具

1．むし歯の進むようすがわ ・むし歯菌と糖分が結び付いて，むし歯にな ・むし歯くんのお面と槍

かり，歯みがきをすること ることを劇化することにより，学習に対す ・ さとうくんのお面

つ
でむし歯が防げることに気

付く。

る意欲を喚起する。 ・歯ブラシさんのお面と大き

な歯ブラシ

Cむし歯菌だけではむし歯
か

にならないことを知る。

Cむし歯菌とさとうが結び
む

付いてむし歯になること

7 を知る。
分
Oむし歯を防ぐには歯みが ・ よい歯ブラシと悪い歯ブラシがあることを ・よい歯ブラシと悪い歯ブラ

きが必要だと気付く。 劇の中でふれ，歯ブラシ選びへの注意を促 シ

す。

一一r鴫一一 一一一一一一一一一一｝　一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一｝｝　τ一一一一一一一一 一一一一一山一71一冒〒一一一一一一一一
2．歯をきれいに磨くため ・［はみがきのチャンピオンになろう、とい ・1はみがきのチャンピオ

に，歯ブラシの持ち方，磨 う課題を与え，意欲を喚起する。 ン」の絵

き方を考える。

こ色々な方法で磨いてみ ・ 色々な持ち方があるので指名しみんなの前 ・歯ブラシの持ち方の図

　　　　　　　　　　ヤて，自分にあった歯ブラ

シの持ち方を知る。

で実演させ違いに気づかせる。　　　　　1

・どれがいいと強調するのでなくいろいろな

　グーの持ち方1　こんにちは・さようならの

方法を試させて自分にあった方法に気づく 持ち方

つ よう援助する。 えんぴっの持ち方

き 児童

つ 歯ブラシ

め 「 コツプ

る
ト

空き牛乳パック

33

脚

教師

分 歯ブラシ

こ汚れがつきやすいところに ・ ビスケットを食べさせ，汚れがどこにつく ・ ビスケット

気付き発表する。 か鏡で口の中をみて調べるよう助言する。 ・ 鏡

歯とはぐき・歯と歯の間 ・染め出しテストの結果と照らし合わせ考え ・染め出しテストの結果

前歯の裏側 させる。 ・歯列図

奥歯のくぼみ

O汚れやすい所に気を付けて ・一・人・人の磨き方の良い点を見っけほめ

一っ一っていねいに磨く
る。

一一一一一一 　　　　　　　　一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一h一　一一一　一　一一一一一一一一一一一　一一一一一一　 　　　　一一＿一一一一一一一一一一一一一　一一一一｝一

3．これまでの歯みがきをふ

りかえり，これから直そう

とすることを考える。
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活

か

す
5
分

どこを特に気を付けてみ

がくか考え，カードに記

入する。

自分の考えを発表する。

・ 染め出しテストの結果や黒板に掲示されて1　ぼく（わたし）は　はみが
いる歯列図を見ながら具体的に書くよう助1きチャンピオン．のカード

言する。

・ なるべくたくさんの子に発表させ，どんな

小さいことでも励まし実践しようとする意

欲を高める。

・ 歯みがきチャンピオンのli冠をきれいな色

がぬれるよう，毎日の歯みがきをしようと

励ます。

　㊤評価の観点

　　・歯についた汚れを落としむし歯を防

　　　ぐために，歯みがきが必要だとわ

　　　かったか。

　　・自分にあっか歯ブラシの持ち方がで

　　　きたか。

　　・汚れやすい場所がわかり，一一っっ

　　　ていねいに磨こうとする態度が培わ

　　　れたか。

　　・友達の意見や発表をしっかり聞くこ

　　　とができたか。

③事後の活動

　・1ぼく（わたし）は　はみがきチャン

　　ピオン　のカードに目標達成の状況を

　　記入する。

　・学年だより，学級だよりを通して家庭

　　での協力を呼び掛ける。

②　事前の活動での児童の様子

　　6月3日第2校時に染め出しテストを実施

　した。歯みがきを学校ではしていない状況

　で，歯の汚れを調べた。始める前に　きょ

　う，朝，歯みがきをしてきた人　との問いに

　5名を除いて27名が「みがいてきた。1と答

　え，自信がある様r一が伺えた。染め出し液は

　養護教諭が塗り，結果の判定は担任が行っ

　た。はみがきチェックカードの歯列図に汚れ

　を記入させる学習は，児童にとってはじめて

　の経験であるため鏡を見ながらの記入には無

　理があると考えられた。そこで，担任が口の
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中を見ながら汚れを記入し一人ひとりに汚れ

ている場所を教えた。結果が「A二の児童は

　私きれいにみがいているよ。見て。一など

と満足そうに友達に自慢していた。結果が
『

C一の児童は一歯みがきをしてきたのに一

とか一毎日きれいにみがいているよ。，と意

外そうな答えが返ってきた。染めだしテスト

の結果はA（18％）B（44％）C（38％）と

汚れが落ちていない児童が多い結果となっ

た。この事前活動によって，毎日みがいてい

ても汚れが落ちていない事実に気付かせるこ

とができたとともに，これからは気を付けて

みがいていこうとする意欲を高めることがで

きた。

（3）授業反省

　　っかむ段階で，歯みがきの必要な訳を劇化

　したことで，むし歯菌と砂糖が結び付いて歯

　の汚れがっくことがわかり，汚れをおとすた

　めの歯みがきの必要性に関心を持って考える

　ことができた。劇の場面でX（男）の活動が

　意欲的であった。砂糖君役としての活動で

　あったが，むし歯と糖分との結び付きに気付

　き活動できた。その後の学習にも積極的に取

　り組あていた。

　　っきっめる段階では，体験的な活動をf分

　に取り入れた学習ができていた。歯ブラシの

　持ち方を考えさせる場面でいろいろな持ち方

　を実際にさせて考えさせたところ，ほとんど

　の児童が「えんぴつのもち方がよい。一と答



えた。えんぴつの持ち方の紹介をしたB

（女）は自分の持ち方が皆さんから認められ

たことに対し自信を高め，その後の授業でも

積極的に発言し，歯みがきの場面では鏡を見

ながら大きな口を開けてみがくなど，実践へ

の意欲が培われた。

　ビスケットを食べさせ汚れがどこにっくか

鏡で確かめさせた。チョコレート味のビス

ケットを用いたので，汚れが目で確認できた

が，歯と歯ぐきの間にはっかなかった。

　活かす場面で，歯みがきチャンピオンの土

冠にきれいな色をぬろうと働きかけたこと

は，目標にそって歯みがきしようとする意欲

を持たせるために効果的であった。

　劇の時に使用した歯の模型が汚れがついた

ままだったが活かす場面でその汚れを落とす

活動があったから，歯みがきしようとする意

欲がさらに高まったのではないかと考えられ

る。

（4）事後の活動での児童の変容と考察

　　事後の活動として，rぼく（わたし）はは

　みがきチャンピオン』に記入させ実践化に結

　びつけた。

　　「歯と歯の間に気をつけてみがく。」「一本

　一本気をっけてみがく。ゴ奥歯の溝に気をっ

　ける。1等自分の歯の汚れに応じた目標の実

　践が行われた。教室での歯みがきの実践で

　も，鏡を見ながら自分のめあてにあった場所

　を真剣にみがく姿がみられるようになった。

　また，家庭からの連絡で「今まではぶらぶら

　歩きながら，また，まわりの人と話をしなが

　らみがいていることがよくありましたが，こ

　こ一週間は，鏡を見ながらゆっくり丁寧に落

　ち着いてみがけるようになってきたと思いま

　す。」「姉が一生懸命みがくので妹もきちんと

　みがくようになりました。」等，家での取り

　組みにも変化が現れた。さらに家族の者の歯

　　　　　　　　　　　　　　　研究報告■

みがきに関する関心を高めることができた。

◇毎日の実践

　〈4月・5月〉

　歯みがきカレンダーの利用

　　歯みがきが習慣化し児童自ら進んで取り組

　あるよう歯みがきカレンダーを利用してい

　る。入学当初の4月は給食指導に時間がかか

　り，食後の歯みがきは行うのが困難だったた

　め，ブクブクうがいの指導を行った。5月の

　連休明けから歯みがき指導をとり入れそれと

　同時に歯みがきカレンダーへの記入で意欲化

　をはかった。5月中は給食後一斉に，前日の

　夜・当日の朝の分もまとめて記入させ，机間

　巡視を行いながら，よく取り組めている児童

　に対しては賞賛を与え，取り組みにっまづき

　の見られる児童へは励ましを行った。

　〈6月〉

　染め出しテストの実施

　　6月3日に染め出しテストを行い，　・人ひ

　とりの児童の染め出しの結果を歯みがき

　チェックカードに記入させ考えさせた。その

　結果，みがき残し「歯のうらがわ∫奥歯の

　みぞ　1歯と歯の間　「歯と歯ぐきの間、に多

　いことを明確に理解させることができた。

　歯みがきのビデオの利用と手鏡の活用

　　給食後の歯みがきは空の牛乳パックを準備

　し，コップに水を汲んできて自分の席で行わ

　せた。ブラッシングさせながら，歯ブラシの

　当て方・動かし方・力のいれ方の指導もあわ

　せて行った。また，歯みがきチェックカード

　の記入により，みがき残しの多い場所が分

　かったので，順序よく歯をみがき，みがき残

　しをなくすよう，保健委員会が作成した歯み

　がきのビデオを見ながらブラッシングさせ

　た。その結果，みがく順序が分かりみがき残

　しがないよう気を付けてみがけるようになっ

　た。ビデオを2習慣視聴させ，みがき方をマ
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スターさせた後，各自が手鏡を持って自分の

歯の様子に合ったみがき方でみがくよう工夫

させる指導を行った。

〈7月〉

歯みがきカレンダーの家庭での取り組み

　7月に入り，家庭との連携をはかり，歯み

がき実践をより高める目的で家庭ヘカレン

ダーを持ちかえらせ記入させた。「色をぬる

のが楽しみで家でも忘れずに歯をみがくよう

になりました。．　 目につく場所に貼って利用

しています。、等，家庭からの反響も人きく

歯みがきの習慣化に役立った。

ポイント染め出しテストの実施

　歯みがきのみがき方もていねいになり，取

り組みの意欲も高まってきたので7月に入り

ポイントを決め歯みがき指導を行った。第1

週目は「歯と歯のあいだ1’歯と歯ぐきのあ

いだ一のみがき方の指導を重点的に行い，家

庭へも協力依頼した。週末の金曜日にはポイ

ント染めだしテストを実施し，取り組みへの

評価を行った。｝ちいさくなってぼくのくち

にはいってむしばをころしたい。、　もうすこ

しきれいに。ばいきんをころしてそまんない

ようにしたい。一一もっときれいにみがきま

す。こんどAになるよ。」等意欲を持ってみ

がくようになった。チェックの結果もCの子

が少なくなり技術の向ヒがはかられた。第2

週目は歯のうらがわ　奥歯のみぞ」の指

導を行った。チェックの結果では，6歳臼歯

の歯の裏側がみがけていない児童がクラスの

半数近くいてAの児童が少なくなった。ポイ

ントみがきでも見落としてしまう場所がある

ことに児童も気づき，よりていねいにみがく

ようになった。

◎・保護者への啓発

　く学級通信・チェックカードの利用〉

　　ポイント染め出しチェックカードを利用し
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学校で取り組んでいるポイントおよび染め出

しの結果を家庭に連絡した。そして，家での

取り組みの様子や変わってきたところなどの

回答を書いてもらうことで児童の指導ととも

に親への啓発を行った。また，学級通信を利

用して，その週にするポイントを知らせた

り，染め出し結果の良かった児童の紹介や，

前回よりもみがき方の良くなった児童の紹介

を行った。チェックカードに対しては児童も

親も関心が高く親の返事の中にも一前にテス

トした時の結果と同じ部分がみがき残り，今

まで以上に注意してみがかせたいと思いま

す。」’1日3回みがいていますが，少しそ

そっかしい結果がBになっていると思いま

す。一等の意見があった。歯列図によってみ

がき残しの部分が親にもわかり，今後の家で

の歯みがきのポイントになったり，チェック

結果が毎回でるのでそれを見て今までの歯み

がきの反省を行ったりしている結果と考えら

れ，親への啓発の効果が高かった。

〈親と子のブラッシング教室〉

　一歯の染め出しテストー一歯みがきチャン

ピオンになろう」の家での取り組み，一ピヵ

ピカくんだより一による啓発などで親の歯に

対する関心が高まってきた時に，親と子のブ

ラッシング教室が1年生を対象に行われた。

保護者にとっては歯ブラシの持ち方から選び

方，みがき方などを実際のブラッシングを通

して学習でき大変参考になったようである。

親からの通信でも，学んだ技術を家庭で実践

している様子が伺えた。

4．まとめと今後の課題

（1）まとめ

　①学級活動の指導を通して

　　・「歯みがきチャンピオンになろう一．の授

　　　業実践を通して児童ばかりでなく親も家



　　庭における歯みがき指導に気を配るよう

　　になってきた。事前の染あ出しテスト，

　　事後の実践カード「ぼく（わたし）は歯

　　みがきチャンピオン」活動を含めて，み

　　がき残しの多い場所がわかりめあてを

　　持ってみがけるようになってきた。ま

　　た，実践カードの利用により，言われて

　　するのではなく自分からしようとする意

　　欲の高まりがみられるようになった。

②日常の実践を通して

　・ポイントをきめみがき方の指導をした

　　後，染め出しテストを実施したことによ

　　り，みがき方の技術が向上してきた。ま

　　た，親子ブラッシング教室を開催し児童

　　ばかりでなく親の技術の向上を図った。

　　その結果，「仕上げみがき」をする親が

　　増えてきている。染め出しテストは児童

　　の口の中に対する関心をも高める効果が

　　あり，歯の生えかわり，むし歯の有無等

　　を手鏡で調べ報告する児童もみうけられ

　　るようになってきた。

　・歯みがきカレンダーの利用，給食後の歯

　　みがき指導，ポイントチェックカードの

　　利用，家庭での実践により，児童は自分

　　の歯の様子を知るとともに，歯の働きや

　　大切さに気付き，ていねいにみがこうと

　　する態度が身に付いてきている。

③家庭との連携を通して

　・学級通信，チェックカードにより学校で

　　の取り組みの様子を家庭に知らせた。そ

　　れにより，家庭での取り組みがより具体

　　的になり歯に対する関心の高まりがみら

　　れるようになった。

　・「ピカピカくんだより」による啓発で親

　　の歯に対する関心が高まってきた時に，

　　ブラッシング教室が行われた。それによ

　　り，みがき方を具体的に保護者に知らせ

　　　　　　　　　　　　　研究報告■

ることができ，歯のみがき方の技術の向

上がはかられた。

（2＞今後の課題

　・みがき方の技術の向上のためポイントをき

　　め指導した。しかし，染め出しテストの結

　　果，歯と歯ぐきのあいだおよび6歳臼歯の

　　裏側のみがき残しはまだ多くの児童に見ら

　　れた。プラークを完全に除去できなければ

　　むし歯の原因となるので今後も引き続きポ

　　イントみがきの指導を行う必要がある。特

　　に6歳臼歯が萌出している児童の臼歯のみ

　　ぞや裏側のみがき残しがあるので6歳臼歯

　　に視点を当てた指導が必要と考えられる。

　・学習過程における資料のより有効的な活用

　　の仕方を考えるとともに，児童の興味関心

　　を呼び起こす資料の作成を今後も行う必要

　　がある。

　・歯みがき指導は給食後一斉に教室内で指導

　　しているが，ポイントの染あ出しテストを

　　するとなると時間確保が難しい。しかし，

　　染あ出しテストの結果には児童は大変興味

　　を示し，良い結果を得ようとして歯みがき

　　をよりていねいにし，それが実践力に結び

　　付いている。そこで，児童が自主的に自分

　　で染あ出しテストを行い，その結果を見て

　　みがき残しのない歯みがきの仕方をll夫で

　　きるよう，染め出し液の塗り方や汚れの見

　　分け方の指導が今後必要である。

　・むし歯のでき方や歯みがきの指導を主に

　　行ってきたが，むし歯と糖分の関係につい

　　ての学習は十分とは言えない。そこで，糖

　　分がとられやすいおやっに着目し，むし歯

　　になりやすい種類のおやっを理解させる必

　　要がある。あわせて，家庭との連携をはか

　　りながら好き嫌いなく何でも食べることの

　　大切さを教えていく必要である。
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＜）◇　2年の取り組みく◇

1．学年の児童の実態，重点目標

児　　童　　の　　実　　態

日常の観察から

◆基本的な生活習慣

　・明るく，元気がよい。

　・指示された仕事はしっかりできる。

　・整理整とんが上手にできない。

　・学用品などの忘れ物が多い。

◆学習面

　・与えられた課題には，熱心に取り組める。

　・集中力が持続せず，他のことに気を取られやすい。

◆健康・安全面

　・欠席しがちな児童はほとんど見られない。

　・食生活が偏りがちである。

アンケート結果から

①歯の健康づくり　（保護者の取り組み）

　・むしば予防のために，定期的に口の中を見たり，歯

　　みがきをきちんとさせたりする家庭が多い。

　・食生活に対する関心がやや減少ぎみ。

②健康な歯づくり（児童の取り組み）

　・食後歯みがきをする児童が増えた。

　・歯をみがく時間が長くなった。

　・むし歯があっても歯医者にいけない児童がいる。

③生活のようす（児童）

　・朝，自分で起きたり，顔を毎朝洗ったりできる児童

　　が増えた。

　・朝食をきちんと食べてこない児童が見られる。

畢

重 点 目 標

・ 自分の生え変わった歯に興味を持っとともに，乳歯と永久歯の違いを知り，歯の形に応じたていねいなみがき方

を身につける。

・歯によい食べ物を知り，好き嫌いなく何でも食べることが大切であることを理解する。

尋

歯の健康つくりに関する実態 めさす児童像 指導の手、Xて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・むし歯は病気だと思う児童が増えた。 」

・ 生え変わった永久歯を大切にしようといっ

た意識が薄い。

・う歯保有者の数が増加した。

・ 歯の汚れがむし歯のもとであることを十分
一

自分の歯の様子
　

に理解していない。
が分かる子

・ いろいろな歯の形がわかる。

ヒ
［

・ 食後の歯みがきは，だいぶ習慣化してき
た。

・歯ブラシの正しい持ち方や動かし方のでき

る児童は少ないようである。

・ ただ歯ブラシをくわえて無意識に動かして

いるだけといった児童が多い。

自分から歯をき

れいにみがける

子

・ 鏡を使い，自分のむし歯の数を確認させ
　る。

・ 乳歯と永久歯のちがいを知り，自分の乳歯

と永久歯を確認させる。

・ 6歳臼歯がどうなっているか調べさせる。

・ プラークとむし歯の関係について理解させ

る。

・ 切歯犬歯臼歯の形とはたらきを理解さ
せる。

・ 染め出しテストにより，みがき残しがある

ことを確認させる。

・ 歯ブラシの正しい当て方と動かし方を身に

付けさせる。

・ 歯の形に応じたていねいなみがき方を身に

付けさせる。
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研究報告■

・好き嫌いする児童が多い。 ・ 歯によい食べ物があることを知らせる。

・ 手作りおやっを食べたり牛乳を飲んだりす ・ 何でも好き嫌いなく食べることが大切であ

る児童が増えた。スナック菓子を食べる児 健康を考えた食 ることを理解させる。

一 一童も減少している。 生活ができる子 ・ 歯によいおやつにっいて理解させる。

・一一方甘いお菓子を食べる児童が増加してい

る。

2．研究の経過

月

4

5

6

7

8

研究の内容
・ 校内研修組織配属

・ 歯みがきカレンダー各月集計開始

・歯みがきタイムの検討

・ 公開授業者の決定

・ 研究紀要のまとめ方にっいての検討

・ 計画訪問における学級活動の授業者の決定

・ 計画訪問における質問事項の検討

・ 公開授業に向けての教材研究

・ むし歯予防ポスター学年審査

・ 学級活動年間計画の改善

・ 資料展示室の掲示物の検討

・ 歯の保健指導の年間計画の見直し

・歯の保健指導の要素表の検討

・ 歯の健康づくりの実態についてのアンケート実施，

集計，分析

・ 公開授業に向けての教材研究

・ 学力向上・いきいき体験活動校内推進組織配属

・いきいき体験活動年間計画の作成

・ 歯の健康づくり活動内容の一覧表の検討

・公開授業に向けての教材研究

・ 学年別評価の観点一一・覧表の検討

・歯の保健指導における支援のあり方について検討

・ 夏季休業中の研修計画について（話し合い）

・要請訪問の準備

・ 紀要内容の検討

・今後の研究の進め方について（話し合い）

・歯の保健指導の略案作成

児置への取り組み

・歯みがきカレンダーの記入開始

・ 歯みがきビデオの視聴

・ピカピカくんだよりの配布

・学級活動

　「子どもの歯と大人の歯

・むし歯予防ポスターの作成

・ 学級活動

　一歯ブラシの当て方と動かし方

・ 染め出しテスト実施

・ 歯の健康づくりの実態にっいてのアンケートを実施

・ むし歯予防標語の募集

・ 学年だより幽こんにちは，ピカピカくん一のコー

ナーを設置
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3．実践例

◇授業
　（1）指導案

　　　学級活動（保健指導）指導案

授業の視点

　「おしばい作り」の活動や視覚教材を工夫するこ

とにより，大人の歯と子どもの歯の違いがっかめた

ならば，歯を大切にしようとする意識が高まるであ

ろう。

　一大人の歯と子どもの歯一

①題材に関わる価値

　　　低学年の児童は6歳臼歯が生えそろ

　　い，上下の前歯（切歯）が生えかける乳

　歯と永久歯の混じった，混合歯列期であ

　　る。つまりあごの骨の成長に伴って乳歯

　　は抜け落ち，かわって永久歯が生えてく

　　る。

　　　しかし生えて2～3年の間は永久歯の

　エナメル質の結晶が十分完成していない

　ため酸に弱く，歯みがきを怠れば，すぐ

　　にむし歯になるのである。また初めの永

　久歯である6歳臼歯は1年かかって生え

　　るため，萌出を終えるまでに上の歯が28

　パーセント，下の歯が60パーセントもむ

　　し歯になっているという報告もある。ま

　た一般に「乳歯は永久歯に生えかわるの

　だから」と，乳歯のむし歯を安易に考

　え，歯医者に行かなかったりする傾向も

　見られる。しかし乳歯のむし歯を放って

　おくと，根元に膿がたまったり，出よう

　としている永久歯に，残っていたむし歯

　菌が付いてむし歯になるのである。

　　この大事な時期に，学級の児童のむし

　歯を防こうとする意識と理解は，まだま
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　だ不十分である。歯をみがいてはいて

　も，人に言われるからであったり義務で

　歯をみがいていたりすることが少なくな

　い。そのために6歳臼歯をすでにむし歯

　にしてしまった児童も見られる。

　　そこで乳歯と永久歯の違いを自ら考

　え，はっきりと理解し，乳歯の段階から

　歯を守ろうとする意識をもたせることが

　必要である。生え変わらない大人の歯を

　楽しみに待ち，ていねいにみがいて大切

　に守っていこうとする意識を育てていき

　たいと考える。そこで本題材を設定し

　た。

②　系統　略

③　児童の実態

　　本学級の児童は男子19名，女子13名，

　計32名である。春の健康診断では，むし

　歯の治療を要する児童は表のように，72

　パーセントに及んだ。昼食後ビデオを見

　ながらの歯みがきを続けているが，6月

　初旬実施の歯垢染め出しテストでは，歯

　と歯の間や奥歯にみがき残しがあり，ま

　だまだ丁寧にみがけていない児童も見ら

　れた。

う歯保有者最多本数 10本

要注意乳歯保有者 1名

治療勧告者 23名

う歯以外の病気の者 歯石1名

　次に大人の歯と子どもの歯の違いにつ

いて，知っている事をアンケートに書か

せたところ，次頁のような結果となっ

た。　　　　　　（人数は複数回答あり）



1．自分の歯のうち，大人の歯が何本ある

か知っていますか。

　　知っている23名知らない　9名
2．大人の歯と子どもの歯の違いについ

て，知っていることは何ですか。

　・大人の歯は，生え変わって出てくる。

　　　　　　　　　　　　　　　（1名）

　・大人の歯は，前歯の形が違う。

　　　　　　　　　　　　　　　（1名）

　・大人の歯はぎざぎさしてきる。

　　　　　　　　　　　　　　　（3名）

　・大きさが違う。　　　　　　（5名）

　・大人の歯は根が深く，子どもの歯は浅

い。

・ 大人の歯のほうが数多い。

・ 大人の歯は抜けない。

（2名）

（1名）

（1名）

3．大人の歯を大切にするためには，何を

したらよいですか。

・ しっかり歯をみがく。

・ 好き嫌いなく食べる。

・ 甘いものを食べたあとには，

がきをする。

（29名）

（5名）

よく歯み

（1名）

・甘いものをあまり食べないようにす

る。　　　　　　　　　　（2名）

・ 魚や小魚をよく食べる。　　（1名）

　　1の問に対して，「6歳臼歯も大人の

　歯ですか．という質問があり，どの歯が

　大人の歯か，はっきりとはかっていない

　様子であった。2の問に対しては無答も

　多く，大人の歯にっいての知識はまだま

　だ少ないようである。3に対しては，ほ

　とんどの児童が「歯みがきをすること」

　を挙げていた。

④指導方針〈事前の活動〉

　⑦自分の歯と父母の歯の観察を通して

　　乳歯と永久歯を比べ，その違い（大き

　　さ，色，形，根の深さ，数，丈夫さ，

　　　　　　　　　　　　　　　研究報告■

　　　生えかわるか）を調べさせたい。

　　⑦役割演技である短い「おしばい」を

　　　することを知らせ，グループで役割を

　　　決め，意欲化をはかりたい。〈本時〉

　　◎　目で訴える教材の工夫（ペープサー

　　　ト，歯の寿命テープ）により，児童に

　　　興味を持たせて，大人の歯と子どもの

　　　歯の違いを考えさせたい。

　　㊤児童が中心となって活動する場

　　　（’おしばい作り一として，役割演技

　　　をする）を設定することにより，児童

　　　自らの歯の気持ちになって，楽しく授

　　　業に参加し，健康の大切さを考えさせ

　　　たい。

　　〈事後の活動〉

　　㊥毎月歯の日を決めて，歯みがきの様

　　　子について話し合い，歯の健康を増進

　　　する意欲や実践力を高あたい。

　　〈同和教育上の配慮〉

　　㊧しっかり友達の発表を聞いたり，自

　　　分の考えが言えたりできるようにす

　　　る。

　　㊥仲良く協力しあって，グループで

　　　　「おしばい作り」ができるようにす

　　　る。

　　　〈教育目標との関連〉

学校教育目標　　　　学級教育目標　　指導方針との関連

きまりを守り

　仲良くする子
友鷲亨し引欲

じょうぶな体で

　がんばりぬく子
すすんで什事を

　するf
④6，

すすんで学び
　　よく考える子

しっかり聞いて

　考えるゴ
T　23）－

　　　1

3．活動の経過

①　事前の活動

　・児童は事前に父母の歯を観察し，乳歯

　　と永久歯の違いを見つけておく。

　・グループ内で，一　一以外を読む者，

　　大人の歯役，子どもの歯の役を話し合
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　　い，決めておく。

②　本時の活動

　⑦　ねらい

　　　歯には乳歯と永久歯がある事を理解

　　し，生えっっある大人の歯を大切にし

　　ようとする意欲が育っ。

⑦　準　備

　鏡，児童の抜けた乳歯，抜けた永久

歯，生えかわりの模型のペープサート

「おしばい作り」の脚本シート，大人

の歯と子どもの歯のお面，歯の寿命

テープ，乳歯とむし歯のむし歯罹患率

の関係図，歯の模型図

◎　展　開

過程 学習活動 教師の支援および留意点 資料・用具

↑ 1．家で父母の歯と自分の歯
・ アンケート2の問いに答えられなかった児

つ
の違いを見っけてきたこと 童を中心に意図的に指名する。同じ意見の

か を発表しあう。 者にも同意の挙手を促し，調べてきたこと
む

・ 鏡で観察したり抜けた歯 への満足感を持たせる。 鏡

7
分

を見たりする。 ・大人の歯がぎざぎざしていること，大きい

こと，根が深いことに気付くよう助言す

抜けた乳歯

永久歯
↓

る。

一一一 一一

　一一一一一
一 一一一一一一　　　　　一一一一一一
　　　　　　　　　　　　一一一一 一一一一一一一　　　　　　　一

↑ 2．生えかわりの仕組みを知 ・ペープサートを使って楽しく説明し，興味 生えかわる仕組みのペープ
る。 を持たせる。 サート
・ 永久歯は乳歯の下で，生 ・ 乳歯の根がだんだん小さくなって永久歯が

えかわるまで待機してい 出てくることに気づくようにする。

つ ることを知らせる。 ・大人の歯と子どもの歯になったつもりで脚 脚本シート
き
つ
3．大人の歯と子どもの歯の 本シートに吹き出しを書くよう伝える。

め 生えかわりの一おしばい ・ 仲良くグループで「おしばい」のセリフ
る をする。 （吹き出し）を話し合えるよう，机間巡視

33 ・ 吹き出しを書く。 をして励ます。

分 ・班で話し合う。 ・ 班ごとにお面をかぶって，大人の歯と子ど 大人の歯とrどもの歯のお面
・おしばいをする。 もの歯の生えかわりの時期の会話の「おし

4．永久歯は，一生使う歯で ばい　を発表できるよう援助する。

あることを知る。 ・ 歯の寿命テープを黒板に少しずつ貼り，時 歯の寿命テープ
↓

・ 歯の寿命を考える。 間の長さに共感させる。
一一一噌一一 一一一一一一　　　　一一一一一一 一

1－一一一一一一　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一一 一一一一一 一一一　

　　　　　　　一一一一↑ 5．大人の歯のために必要な ・「歯みがき」が必要なことはすぐに出てく むし歯罹患率関係図

活
ことを話し合う。 るが概念的であるため，「むし歯罹患関係

か ・ 歯みがきが大切 図　を見せ，なぜみがくことが必要なの 歯の模型図
す

・ 好き嫌いなく食べること か，詳しく補足説明する。

5 が大切 ・ むし歯のある児童を意図的に指名する。
分
6，自分はこれからどうすべ ・ 昼食後の歯みがきに進んで取り組むよう励

↓
きかを考える。 ます。

㊤　評価の視点

　・乳歯と永久歯の違いがわかったか。

　・進んで「おしばい作り」に取り組み，

　　歯を大切にする意欲が高まったか。

③　事後の活動

　　月に1回歯垢染め出しテストを行い，

　自分に合った歯みがきの仕方の工夫を考

　えるようにする。
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（2）事前の活動での児童の様子

　①自分の歯と父母の歯の観察を通して，乳

　　歯と永久歯を比べ，その違いを見付ける。

　　　家で父母の歯を見て，そのあと自分の歯

　　を鏡で見ながら違いを探してくるように

　　と，事前に課題を出した。その結果は下の

　　ようである。（31名中）

・ 大きさの違いに気付いた　　　　～26名

・数の違いに気付いた　　　　　　～21名

・ 生え代わるかの違い　　　　　～12名

・ 色の違い（永久歯は黄色っぽい）

～ 7名

・形の違い（乳歯はギザギザ・溝の深さ）

　　　　　　　　　　　　　　　～7名

・歯と歯の間にすき間があるか　　～5名

・ 永久歯のじょうぶさ（堅さ）に気付いた

　　　　　　　　　　　　　　　～3名

・ 歯の根が深いか，浅いか　　　　～2名

　　ほとんどの児童が，乳歯と永久歯の違い

　をおおまかにっかあたことがうかがえた。

　したがって授業では，違いを確認しあい理

　由まで話し合う必要を感じた。

②役割演技である短い「おしばい」をする

　ことを知らせ，グループで役割を決め，意

　欲化を図る。

　　席が近い者同志で5，6人のグループを

　6班作った。班ごとに「おとなのはと　r

　どものは一のプリントを配り，役を決め，

　1どんなお話しをしているかな　と投げ掛

　けてみた。国語で役割を決めて音読発表会

　をしているので，歯の役を決めるのはス

　ムーズにいったが，吹き出しに書き込むの

　は授業前ということもあり，難しかったよ

　うである。しかし一どんなおしばいか一と

　いう声も聞かれ，興味を持った様子がうか

　がえた。

研究報告■

③授業反省

　①題材名について

　　　「大人の歯と子どもの歯一という題材名

　　としたが，　大人の歯と子どもの歯の違い

　　をしらべよう1といった，活動に結びっく

　　ものはどうか，という提案があった。

　②’おしばい、の活動について

　　　子どもが楽しく，主体的に活動する場面

　　であった。低学年の児童ということもあ

　　り，6班が同じ内容の劇であったが，時間

　　をかけてそれぞれ違う内容のものを作らせ

　　ても，おもしろいであろうという意見が

　　あった。また班によっては，劇でなく紙芝

　　居にしたり，いろいろ一ll夫できるという意

　　見がでた。今回は劇の練習をやっていくう

　　ちに，班によっては机のドに隠れていた子

　　が現れて歯が生えた様r一を表したり，気持

　　ちをこめて演じているところも見られた。

　　これからもチどもが活躍する場面を授業の

　　中に取り入れたい。

　③特別活動において身に付けさせたい資質

　　・能力の育成について

　　・関心，意欲，態度の面から

　　　　児童が課題意識を持って取り組めるよ

　　　う，事前から歯を鏡で見て調べたり1一お

　　　しばい一の役割を決めたりしていたの

　　　で，興味・関心を持って取り組めた。ま

　　　た永久歯の寿命を紙の長さで表す場で

　　　は，真剣に考えていた。生え代わりの説

　　　明の場では，ペープサートの使用が効果

　　　的であった。

　　　・思考，判断の面から

　　　　グループの中で役割を考え，おしばい

　　　をすることによって，乳歯と永久歯を大

　　　事にしようと考えたり，判断したりでき

　　　たと考えられる。しかし永久歯と乳歯の

　　　違いについては事前に調べ，おおまかに

　　　わかっていたため，指名や発表の仕方に
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工夫が必要であった。

・技能，表現の面から

　話し合いの場において消極的な児童が

おり，自分の考えを的確に表現すること

が困難な場合も見られた。本時に限ら

ず，一人一人に目を向けた授業が大切で

ある。

・ 知識，理解の面から

　乳歯と永久歯に対する基礎的な知識は

身に付いたと思われる。しかし児童一人

一人のよさや可能性をどの場面で生かす

か，明確に考えておく必要がある。今後

事後の活動に一自己評価一の時間を加

え，健康づくりへの意欲が十分に発揮で

きるよう支援していきたい。

（4）事後の活動での児童の変容と考察

　①歯みがきの様子について話し合い，歯の

　　健康を増進する意欲や実践力を高める

　　　1カ月後に歯垢染め出しテストを予告な

　　しで行うことにした。はじめに鏡で自分の

　　歯を確認させ，歯列図の載ったプリントに

　　ドのことを記入させた。

・まだ生えかけの歯に◎

印を付ける。

・ 引っ込んでいる歯に△

印を付ける。

・大人の歯の数と場所を

調べる。

・赤く染まった所に色を

ぬりましょう。

・みがき残しの多いとこ

ろはどこか。

　上の表の左側を調べたうえで，みがき残

しの多そうな所を話し合った。その結果，

引っ込んでいる歯や奥歯歯の裏側にみが

き残しが多いのでは，という意見が多く見

られた。

　次に歯垢染め出しテストを行った。液を

綿棒に浸し，一人一人の歯に教師が塗って

いった。口の中を覗くと，赤く染まってい

て，朝みがいてこないと思われる児竜も見
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られた。染まった歯の場所は，児童の予想

通りの場所であるため，一人一一人工夫して

歯垢を落とすよう声をかけた。

（丁寧にみがけるようになった例）

・ A子～歯科健診で乳歯のむし歯の数がク

　　　　ラスで最も多かった。俗に言うみ

　　　　そっ歯である。そのため治療を呼

　　　び掛けていたが，なかなか通わな

　　　かった。2，3日前治療が終わっ

　　　たという報告があったばかりなの

　　　で，口の中を覗くと，何本もかぶ

　　　せてあった。また赤く染まった所

　　　がほとんどなく，よくみがけてい

　　　た。

（昼食時にみがくようになった例）

・ S夫～歯科健診ではむし歯が全くなく，

　　　要注意乳歯が1本あるのみであ

　　　る。しかし歯ブラシの忘れ物が多

　　　いので，歯みがきの大切さを呼び

　　　掛けてきた。今回の染め出しテス

　　　　トで，赤く染まった部分が多く，

　　　家でみがいてこないことがはっき

　　　りした。家庭に協力を呼び掛け，

　　　本人の意識を高めるよう励まし

　　　た。その後歯ブラシの忘れ物が減

　　　り，昼食後みがくようになった。

②　考察

　　歯垢染め出しテストの結果は家に持ち帰

　らせ，家庭で見てもらうことにした。むし

　歯治療に早あに通う児童が増え，「むし歯

　は治らない病気である．ことや，一乳歯の

　うちから，むし歯にならないようにした

　い　という気持ちが高まっている様子がう

　かがえる。むし歯を防ぐ，個に合ったみが

　き方のIl夫に，さらに目を向けたいと考え

　る。



◇毎日の実践

　（1）時間差歯みがきの工夫

　　・食後児童が自主的に自分にあった速度で

　　　じっくりと歯みがきができるよう，給食

　　　を食べ終わった児童から順に歯みがき指

　　　導を行っている。特に前歯と6歳臼歯の

　　　正しいみがき方が身に付くよう心掛けて

　　　いる。

　（2＞歯みがきビデオの利用

　　・食後の歯みがきは，だいぶ習慣化されて

　　　きているが，児童の給食後の歯みがきの

　　　様子を見てみると，ただ歯ブラシをくわ

　　　えて無意識に動かしているだけであった

　　　り，1分ぐらいしかみがかない子が多く

　　　みられる。そこで，3分間以一ヒ時間をか

　　　けて丁寧にみがけるようビデオを利用し

　　　て一斉歯みがきを行い，正しい歯みがき

　　　の指導を行っている。

　（3）歯ブラシの保管方法

　　・歯ブラシは衛生面を考え，毎日家庭で洗

　　　浄できるよう，ランチセットの中に入れ

　　　持ち帰るようにしている。また，この方

　　　法だと親の目にもふれやすいので，家庭

　　　で歯ブラシのチェックをし，傷んだ歯ブ

　　　ラシを交換するよう，協力を呼び掛けて

　　　いる。

　（4）歯みがきカレンダー，染め出しテスト等

　　の取組みの工夫

　　・歯みがきが習慣化し，児童自ら進んで取

　　　り組あるよう歯みがきカレンダーを利用

　　　している。カレンダーの記入は朝自習の

　　　時間を使って行っている。家に持ち帰る

　　　と紛失が多くなるため，学校でまとめて

　　　記入させたり，ファイルに綴じ込んだり

　　　させている。

　　・歯垢染色剤をっかって歯垢の様子を染め

　　　だし，歯のみがき残しがどこにあるか調

　　　べさせた。一人一・人の児童に自分の目で

　　　　　　　　　　　　　研究報告■

鏡やデンタルミラーを使って確認させ，

自分にあった正しいみがき方を身に付け

させるよう心掛けた。

〈〉　保護者への啓発

　（1）日常の実践から

　　　2年では，児童の毎日の実践が保護者に

　　もなるべく伝わるよう心がけてきた。例え

　　ば次のようなことが挙げられる。

　　・歯みがきファイルを持ち帰って，親の目

　　　に触れるようにしている。

　　・ピカピカくんだよりも歯みがきファイル

　　　に綴じ，なくさないようにした。

　　・・学期に行った染め出しテストもファイ

　　　ルし，保護者に見せた。

　　・ランチセットの中に歯ブラシを入れて，

　　　歯ブラシの状態が保護者にわかるように

　　　している。

　（2）保健カードや歯の治療カードの利用

　　　健康診断の結果を記入した保健カードを

　　保護者に見てもらい，歯の治療カードを出

　　して早めに治療することを呼びかけた。今

　　年度は治療に早めに行く児竜が多くなっ

　　た。

　（3）ピカピカくんだよりから

　　　ピカピカくんだよりは，ファイルに綴じ

　　て学校に保管させ必要に応じて家庭に持ち

　　帰らせ保護者への啓発に利用した。ぴかぴ

　　かくんだよりの下段のアンケートを見る

　　と，参考になった　という意見が多く，

　　家庭での実践に役立てようとしている姿が

　　伺える。また，「電動歯ブラシについて知

　　りたい．　歯みがき粉について知りたい

　　などの要望が書かれていることがあり，ピ

　　カピカくんだよりへの期待も感じられる。

　（4｝学年通信から

　　　ピカピカくんだよりと並行して，学年通

　　信に一こんにちは　ピカピカくんコー
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ナー一を設け，随時歯の話題を取り上げて

いる。

4．まとめと今後の課題

（1）まとめ

　　本学年では，研究主題を受け，児童一人一

　人が主体的に健康づくりに取り組むことを目

　指して研究を行ってきた。その結果，以下の

　ような成果が見られた。

　①　学級活動の指導を通して

　　・指導過程や指導方法を工夫・改善したこ

　　　とにより，乳歯や永久歯のちがいがわか

　　　り，自分の歯を大切にしようとする意欲

　　　を持っ児童が増えてきた。

　　　　また，給食指導などと関連させて指導

　　　した結果，健康に関する意識に深まりが

　　　見られるようになってきた。

　　・正しい歯のみがき方や歯ブラシの持ち方

　　　が定着してきており，自主的に歯をみが

　　　く児童が増えてきた。また，手作りのお

　　　やっを食べたり牛乳を飲んだりする児童

　　　が多くなってきた。

②日常の実践を通して

　　・給食後の歯みがきを工夫したり，歯みが

　　　きカレンダーの習慣化を図ったりしたこ

　　　とにより，むし歯や歯肉炎予防に対する

　　態度や習慣が定着しっっあるようであ

　　る。

　・歯垢染め出しテストの結果から，正しい

　　歯のみがき方ができるよう個別に指導を

　　行ってきた。少しずっではあるが，成果

　　が表れてきているようである。

③家庭との連携を通して

　・健康を考えた食生活ができる児童を増や

　　すために，家庭に向け，むし歯の治療勧

　　告書を配付したり，学級懇談会・学年だ

　　よりなどで保護者に理解や協力を呼びか

　　けたりした。その結果，むし歯予防のた

　　あに，定期的に口の中を見たり，歯みが

　　きをきらんとさせたりする家庭が多く

　　なってきた。

（2）今後の課題

　・指導過程や指導方法をさらに改善したり，

　　自己実現を支援する評価の工夫に努めたり

　　する。

　・児童・人一・人に望ましい基本的生活習慣が

　　身に付くよう個別指導に重点を置き指導し

　　ていく。

　・正しい歯のみがき方やおやっのとり方な

　　ど，今後も引き続き家庭に協力を呼びかけ

　　ていく。
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研究報告■

◇＞3年 の取 り 組みく◇

1．学年の児童の実態， 重点目標

児 童　　の 実 態

日常の観察から アンケート結果から

◆基本的な生活習慣 ① 歯の健康づくり（保護者の取り組み）

・ 明るく素直で，活動的な児童が多い。 ・ 昨年に比べて，子どもの口の中の点検をしたり，歯

・忘れ物や落とし物が多く，身の回りの整理整頓がで みがきや食べ物などに気を配ったりしている家庭が

きない。 増えてきた。

・ 返事や挨拶がはっきりできない。 ② 健康な歯づくり（児童の取り組み）

・ 自分から進んでみがかない児童がまだいる。

◆学習面 ・一 日2回， しかも夜みがかないで寝てしまう子がい

・出された作業的課題には喜んで取り組む。 る。

・ 人の話が聞けない。 ・ よい歯ブラシの選び方はわかってきたが，みがく時

・じっくり文章を読んで，考える力が足りない。 間は一分程度と相変わらず短い。

③ 生活の様子（児童）

◆健康・安全面 ・夜遅く寝る児童が多く， 早起きできず，登校するま

・大きなけががあまりない。 での時間にゆとりのある児童が少ない。

・廊下の歩行の仕方が悪い。 ・ おやっには， ジュース， スナック菓子が多いが，く

だもの， 牛乳などを選んでとる児童も増えてきた。

↓

重 点 目 標

・ 歯の生え代わる仕組みを理解し， 自分の生えかわる歯の様子に関心を持ちながら，形に応じたていねいなみがき

方を身にっける。

・歯によいおやっを知り， 食べ方を工夫することが大切であることを理解する。

■

歯の健康つく りに関する実態 めざす児童像 指導の手立て

・歯の数，名前，働きを知らない。 ● 自分のむし歯や抜けている歯，生えかけの

o むし歯があっても治療にいかない児童がい 歯，引っ込んでいる歯などを歯列図に記入

る。 させる。

・むし歯のこわさに対する意識がうすい。 ● 歯の生えかわる仕組み，時期，順序を理解

・ 言われないと歯みがきができない。 させる。

●

してしまった児童がいる。

生えたばかりの前歯や六歳臼歯をむし歯に

一 が分かる子

自分の歯の様子
一

●

いて理解させる。

o

生えかわることのない永久歯の大切さにつ

ミュータンスが出る酸のはたらきにっいて

理解させる。

● むし歯の原因（むし歯の4要素）と予防に

ついて理解させる。

● むし歯には早期治療が大切であることを理

解させる。
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・ 歯みがきの時間が短い。

・自分ではきちんとみがいているつもりだ

が，みがき残しが多い。

・一 目3回，歯みがきをしない児童がいる。

・ 自分にあった歯みがきの仕方を知らない。

・ 生えたばかりの前歯や6歳臼歯をむし歯に

　してしまった児童がいる。

自分から歯をき

れいにみがける

子

・鏡を見ながら，みがき残しをしないように

気をっける習慣を身にっけさせる。

・ 歯みがきカレンダーを記入させ，一日3回

の歯みがきを習慣化させる。

・ 歯ブラシの使い分けを知り，自分の歯に

あったみがき方を身につける。

・ 染め出しテストにより，みがき残しがある

ことを確認させる。

・歯ブラシの持ち方や当て方に気をつけてみ

がくようにさせる。

・おやっに，スナック菓子やジュースをとる

児童が多い。

・ 野菜を嫌い，偏食する児童が多い。

・ おやっのあと歯みがきをする児童が増えて

きているが，まだみがかない児童もいる。

・おやっの「ながら食べ一1をする児童が多

い。

健康を考えた食

生活ができる子

・ むし歯になりやすいおやつ（甘いもの，甘

　くなくても歯につきやすいもの）について

理解させる。

・ 歯によい食べ物を知り，好き嫌いしないで

食べられるようにさせる。

・ おやっの後の歯みがきの大切さを理解させ

る。

・時間を決めた食べ方が大切であることを理

解させる。

2．研究の経過

月

4

5

研究の内容
・研修組織（学習部，実践部，啓発部）配属

・ 歯みがきタイム実施方法検討

・　歯のはかせコーナー　への掲示物の検討

・ 歯科定期検診の集計及び結果分析

・ 歯みがきカレンダーによる指導及び集計，考察

・むし歯予防デーへの取り組み検討

・ 学級活動における指導方法の研究

　　・6，7月分の一歯のはかせコーナー．掲示物の検討

6　・歯みがきカレンダーによる指導及び集計，考察

　　・歯に関する児童の実態をっかむ

　　・計画訪問指導案作成

　　・計画訪問反省

一一

i°鷺難よる歯みがき講習）

児童への取り組み

　F

－

一⊥：一よし1轡1？樗語作成

・ 歯みがきタイム継続実施

・ 歯ブラシはランチセットとともに毎日，コップは週

末に持ち帰りを指導

・一 3年生の歯の様子一について掲示

・むし歯のない子への賞状配布

・ むし歯治療の勧告書配布

・歯みがきカレンダーの記録

・一むし歯0学級をめざそう一掲示による治療の意欲

の喚起

・歯みがきの絵制作

・ グループ活動，話し合いの活動を積極的に行わせ

　る。

・ むし歯治療の勧告書配布2回目

・一 カラーテストによる染め出しの様子．の写真掲示

・ 歯みがきカレンダーの記録

・ 歯に関するアンケート実施

・学級活動「生えかわる時の歯のみがき方」

・ 授業実践（3の1）

・1年と3年の児童参加
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7

8

・ 歯みがきカレンダーによる指導及び集計，考察

・紀要原稿素案作成（実態重点目標，指導の手だ

て，日常の実践，授業実践，まとめと課題）

資料展示室への掲示物の検討

・ 要請訪問

・資料展示室の作成

・一むし歯のできるわけ一指導案作成と検討

・ 実施授業に向けて資料収集と教材の作成

・紀要原稿の中間検討と仕上げ

3．実践例

◇授業
　（1）指導案

　　　学級活動（保健指導）指導案

　　授業の視点

　生えかわるときの歯がむし歯になりやすいことを

理解させ，そのみがき方を模型を使って考えさせた

上で，実際にみがかせれば，自分にあったみがき方

で歯みがきをしようとする意欲が高まるであろう。

①題材に関わる価値

　　　むし歯のできるわけやむし歯予防につ

　　いての学習を通して，児童の毎食後の歯

　　みがきは習慣化されてきている。しか

　　し，歯みがきは毎日のことであり，時に

　　は歯みがき本来の意義を忘れ，形だけの

　　ブラッシングになりがちな児童も少なく

　　ない。また，歯みがきを励行しているに

　　もかかわらず，みがき方が適切でないた

　　めに，みがき残しのある児童も見られ

　　る。

　　　特に，この時期の児童は，中切歯はほ

　　ぼ生えかわりが完了に近づき，側切歯も

　　下顎では生えかわりが完了している。さ

　　らに，犬歯・第一小臼歯・第二小臼歯も

・歯みがきカレンダー記録

・むし歯治療の勧告書配布3回目

　生えたかわりの時期にさしかかってい

　る。

　　したがって，喪失歯のある児童や歯と

　歯の問に隙間のある児童，生えかけの歯

　がある児童，歯に重なりのある児童が見

　られるのが特徴である。そのことから，

　この時期の児童の歯は，非常にみがきに

　くい状態にある。また，児童の歯列は一

　人一人異なり，個人差も大きい。

　　一生使う永久歯をむし歯から守るため

　にも，乳歯から永久歯へと生えかわるこ

　の時期，自分の歯列にあったみがき方を

　することがとても大切である。そこで，

　染め出しを行い，よごれが残っていると

　ころを確かめさせ，今までの歯みがきの

　仕方を見直させ，自分にあったみがき方

　ができるように本題材を設定した。

②　系統　略

③児童の実態（男子20名，女子17名，計

　37名）

　　4月の歯科検診の結果では，本学級の

　児童全員の現在の歯の総数は880本で，

　そのうちむし歯（処置歯，未処置歯を含

　む）が295本ある。すでに，34％の歯が

　健康でないことがわかる。中には，むし

　歯の1本もない児童が3名いるが，15本

　もむし歯になっている児童もおり，一・人

　平均8本もむし歯になっていることにな
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グラフ　処置歯を含むむし歯の保有状況

表　　　乳歯，永久歯の状況
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図1　児童の歯の状況

る。特に，奥歯の噛み合わせ部分に多

い。（図1参照）

　児童の歯みがきは，給食後にっいては

習慣化されているが，朝食後について

は，3名の児童が身につけていない。

　カラーテストの結果ではAの児童が7

名，Bの児童が18名，　Cの児童が12名で

あった。特にみがき残しの目立ったとこ

ろは，①大きい前歯に隠れた2番の歯，

②生えかけの小さい歯③奥歯の噛み合

わせの部分，④奥歯の内側であった。

　歯みがきにかける時間は，だいたい2

分から3分である。中には，1分程度の

児童もいる。

　本題材に関わって，歯みがきの意識調

査をしてみた結果は以下の通りである。

1．　「きれいにみがけていると思います

　か。一

きれいにみがけていると思う。 5名

だいたいきれいにみがけていると
思う。

27名

よごれが残っていると思う。 3名

2．一 気をつけてみがいているところが

ありますか。」

な　い　　12名
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3　「どんなところに気をっけています

か。」

奥歯 7名

奥歯の
噛み合わせ 6名

その他

・歯の裏側

・歯と歯の間

・
歯と歯ぐきの間・1本1本ていねい

　にみがく
前歯 4名

　・　題材に関わる歯を有している児童数

　　・生えかけの歯のある児童　　　16名

　　・ひっこんでいる歯のある児童　11名

　　・抜けている歯のある児童　　　13名

　　・抜けそうな歯のある児童　　　13名

④指導方針

〈事前の活動〉

　⑦　4月の歯科検診の結果から，自分の

　　歯がむし歯になっているところを確か

　　めさせ，歯列図に記入させる。さら

　　に，全体としてどの歯がむし歯になり

　　やすいかを気づかせる。

　⑦歯垢染め出しテストを行い，むし歯

　　になりやすい箇所とみがき残しの多い

　　箇所との関係をとらえさせ，みがき残

　　しのないように歯みがきを工夫してみ

　　ようという問題意識を持たせる。

　◎　学級活動の係には，放課後等を使

　　い，進行の仕方を指導しておく。

〈本時〉

　㊤生えかけの歯が，むし歯になりやす

　　いことを写真を提示してわからせる。

　㊥模型を用いて，生えかえの歯のみが

　　き方を理解させる。

　⑳　歯列図への記入を通して，自分に

　　あった歯みがきの仕方の実践意識を高

　　めさせる。

　〈事後の活動〉

　㊥自分にあった歯みがきの仕方を実践

　　しているか，給食後のブラッシング指

　　導でチェックする。

　　　　　　　　　　　　　　　研究報告■

　〈同和教育上の配慮〉

　　②友達の意見や発表は，しっかり聞く

　　　ようにさせる。

　　㊧　むし歯が多かったり，染め出しのよ

　　　ごれが多かったりする児童をからかっ

　　　たりすることのないように配慮する。

　〈教育目標との関連〉

学校教育目標　　　　　学級教育目標　　　指導ゐ釧との関連

きまりを守り

　仲よくする∫
lH友のがんはった姿を

　たたえられる子 ⑧⑨

じょうぶな体で

　がんばりぬくf
最後までねばり強く

　　がんばるf ⑥⑦

すすんで学び

　　よく考えるr
じっくりと考え，

　はっきりと意見の
　　　いえる子

¢②琶
④⑤

3．活動の経過

①事前の活動

　・歯列図の生えかけの歯や引っ込んでい

　　る歯，抜けている歯に色を塗る。（前

　　日，朝の短学活）

　・歯垢染め出しテストをして，歯みがき

　　の状態を確認する。（6月3日1校時）

　・学級活動の係は進行の準備をする。

　　（前前日，前日の放課後，当日業前）

②本時の活動

　⑦　ねらい

　　　生えかわる歯がみがきにくいたあに

　　むし歯になりやすいということを知

　　り，生えかわりの歯や引っ込んでいる

　　歯抜けている歯の横などのみがき方

　　を自分なりに工夫することができるよ

　　うにする。

　④準　備

　　教師：4月の歯科検診の結果の表，提

　　　　　示用写真，歯列模型，大型歯ブ

　　　　　ラシ，液状歯垢染め出し液，綿

　　　　　棒，ワークシート，デンタルミ

　　　　　ラー

　　児童：手鏡歯ブラシ，コップ，吐き

　　　　　出し用パック，タオル，洗濯ば
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　　　　さみ，歯の学習ファイル

◎　展　開

過程 学習活動 教師の支援および留意点 資料・用異

つ
1．クラス全体のむし歯り患 奥歯にむし歯が集中していることや6歳Eヨ クラス全体のむし歯り患の図

か
む
の図表から，どの歯がむし

歯になりやすいか考える。

歯がすでに半数以上むし歯になっているこ

とに気付かせたい。

表

5
．
なぜ奥歯にむし歯が多いのかという疑問が

分
あれば次へのステップに生かしたい。

一一一早一一 一一一｝一一一一一一　一　一一　一　－7－　一 －一一一一一一一一一一一一　　一一一一一　　一一一一一一幽一一一 一一一一一一一一一一一一　一一一一一　一一一一　一一

2．生えかけの歯がむし歯に 二生えかけの歯なのに，むし歯になってし 写真4枚（生えかけの歯がむ

なっていることについて考 まったという驚きを与え，なぜむし歯に し歯になる過程）

える。 なってしまったのか原因を考えさせたい。

・ やわらかい

・みがき方が悪い

・ すぐみがかない

3．歯みがきの時に，みがき 事前調査の設問になっていたので，意見は

にくい所を考える。 スムーズに出るだろうが，ここでは生えか

・奥歯の内側。 わるときの歯の状態を重点に考えさせた

つ

き
と
め
る

　・前歯の裏側

　・生えかけの歯

4．みがきにくい所のみがき

方を模型を使って考え，発

表し合う。

　・生えかけの歯

　い。

弊莫型の使い方（持ち方）にっいて注意を促

　す。

る児童から出されたみがき方について，模型

　とブラシを使って確認する。

歯の模型（生えかわり状態に

ある歯を含む）

大型歯ブラシ

ワークシート
30 ・抜けている歯の横 ・歯ブラシのっま先を使う。
分

・引っ込んでいる歯 ・ 歯ブラシのわきを使う。

・前歯の裏側 ・ 歯ブラシのかかとを使う。・歯ブラシの

かかとを使う。

5．歯垢染め出しテストで赤 二確認した歯ブラシの使い方を基本にして， 歯垢染め出し液，手鏡，綿

く染まった部分を染め出し 自分の歯の様子にあったみがき方を工夫さ 棒，コップ，歯ブラシ，デン

液で染め，みがき方を工夫 せたい。 タルミラー，吐き出し用コッ

する。 二男7と9については，工夫したみがき方が プ

できているか配慮し，うまくみがけていな タオル，洗濯バサミ

い時には歯ブラシのあて方や使い方につい

て援助する。

一一一一一一 一一一一一 一　一　一　一　一　　　　一　　一　一　一　一　　　　一　　　　一　　一　一　一　一　一　　－　一　一　　一　　　　　一　　一　一　一　　〒　一　一　一　一　一　　一　一　　一　一　＿　一　一　　一　一　一　一　＿　＿　＿　一　　一　一　一　＿　＿　＿　一　　　　一　　一　＿　＿　＿ －罰一一一一一一一一一一一曹一　一一一一”一一　一一一一

6．自分にあった歯みがきの 二汚れが残らない自分にあったみがき方を歯 ワークシート
活
か
仕方をまとめる。 列図にまとめさせ，実践の見通しを持たせ

す たい。

10

分

一
みがき方を工夫しようとしている児童に発

表させ，賞賛していくことにより意欲づけ

を図りたい。

㊤　評　価

　・生えかけの歯がむし歯になりやすい

　　ことがわかったか。

　・生えかけの歯のみがき方を工夫して

できたか。

・ 自分にあった歯みがきの仕方を継続

していこうとする意欲が持てたか。

・友達とともに良い歯をっくろうとい
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　　　う気持ちになれたか。

③事後の活動

　　給食後の歯みがきタイム時に，自分に

　合った歯みがきの仕方を実践する。

（2）事前の活動での児童の様子

　・前列図に色を塗る活動では，大きな口を開

　　けて自分の歯のすみずみまで観察する様子

　　が見られた。

　・歯垢染め出しテストでは，みがき残しのた

　　めに染まった箇所を的確にとらえられな

　　かったが，鏡を見ながら指摘してあげると

　　うなずく児童が多かった。

　・学級活動の係は班長を使ったが，資料作り

　　や進行の仕方などたいへん活発に行った。

（3）授業記録および反省

　ア　くっかむ段階〉

　司会：今日は生え変わるときの歯のみがき方

　　　　について勉強します。

　　　　はじあに，4月の歯の検査の結果を見

　　　　てもらいます。

　　　　　　　　　　　（説明）

この図から，どんなことが分かり

ますか。

児童．前歯の方はむし歯がないけど，奥歯の

　　　方はむし歯が多い。

イ　〈っきっめる段階〉

司会　次に，生えかけの歯がむし歯になって

　　　しまった写真を見てもらいます。

　　　　　　　　　　（説明）

　2年生の時になおしたはずなの

に，またむし歯になってしまった

り新しく出てきた歯がむし歯に

なってしまう理由を，班で話し

合ってください。

　　　　　　　　　　　　　　　研究報告■

　　　　　　　　　（話し合い）

児童　・生えてきたばっかりで，歯の質が弱

　　　　いから。

　　　・よくみがいていないから。

　　　・食べた後，すぐみがかないから。

司会：

　歯みがきをするとき，みがきに

くい所はどこですか。

児童　・前歯の裏側

　　　・奥歯の内側

　　　・6歳臼歯のみぞ

発表　・生えかけの歯

　　　・引っ込んでいる歯

司会　それでは，これから先生に，みがきに

　　　くい所のみがき方を説明してもらいま

　　　す。

教師　説明する前に，歯の模型と歯ブラシを

　　　使って，どうみがいたらきれいになる

　　　か，班でやってみてください。

　　　　　　　　　（操作活動）

教師　みがきにくい所のみがき方を，児童の

　　　発表からまとめる。その後，各自みが

　　　きにくい所を染め出させ，みがき方を

　　　一1二夫させる。

　　　　　　　　　（机間巡査）

　　・反省

　　　・まだ，学級活動の運営がスムーズに

　　　　進まず，説明の仕方や意見の取り上

　　　　げ方が不十分なところがみられた。

　　　　しかし，班での操作活動は活発に取

　　　　り組あた。

　　　・歯列模型を班で1っ使って，みがき

　　　　にくい歯のみがき方を班で考えさせ

　　　　たが，一人1っずっ持たせながら

　　　　行った方が効果的であったと思う。

　　　・留意児童も主体的に活動に取り組

　　　　み，赤く染まった部分を懸命に落と
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　していた。

・ 全体，班，個人と学習形態を変えな

がらっきっめていくことができ，児

竜が集中して活動に取り組めた。

・ 各自がみがきながら試行錯誤して，

自分の歯の状態に合わせたみがき方

を工夫する展開も考えられる。しか

し，ここでは，みがき方をわかって

からじっくりと自分の赤くなった所

をみがき落とせたので，事後の活動

への意欲も高まった。

（4）事後の活動での児童の変容と考察

　・ワークシートに書きこんだことを，ときど

　　き想起させて自分にあったみがき方を心掛

　　けさせたところ，自分から進んで，鏡を見

　　ながらJ’寧にみがいている児童が多くなっ

　　た。

　・歯こう染め出しテストを再度行った結果，

　　A13名，　B19名，　C5名となった。これら

　　のことから，生えかわるときの歯がむし歯

　　になりやすいことを理解することにより，

　　自分の歯を工夫してみがこうとする意欲が

　　高められ，授業の視点は検証されたといえ

　　る。

◇毎日の実践

　歯みがきへの意欲づけと継続化

〈4月〉歯みがき活動

　昨年度から引き続き給食後の歯みがきは

全員一斉にするのではなく給食を食べ終

わった児童から順に歯みがきを行った。そ

のためには，水道が混雑せず，食べ終わっ

てすぐ自分から進んでみがく児童がほとん

どで，学校の歯みがき活動がスムーズに始

まった。

　流しの鏡や自分の手鏡で口の中を見なが

ら丁寧にみがく子の姿があり，昨年度の研
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修の成果を感じる事ができた。しかし，昨

年度の本学年の課題にもあげられているよ

うに，歯みがきへの取り組みに個人差が見

られ，歯ブラシを忘れて給食後の歯みがき

をしない子や，ただ歯ブラシで口の中を一

様にみがけばよいという子もみられた。そ

のような個人差に対応して，歯ブラシを

持ってくるように指導したり，鏡を見て丁

寧にみがいている子を褒ある等して，毎日

丁寧にみがく事の大切さを意欲づけして

いった。

〈5月〉学級活動「自分の歯のようす1の実

　　　施

　4月に実施された歯科検診の結果から実

施した学級活動「自分の歯のようす一で，

ぬけている歯・自分のむし歯の位置と数・

これから生える歯などを知った3年生の子

どもたちは，より歯に対する関心が高まっ

てきた。

　学校から，むし歯が一本もなかった子に

賞状を渡した事により，子どもたち自身に

これ以上むし歯をふやしたくないという気

持ちが表れ，歯みがきを丁寧にする児童が

増えていった。丁寧にみがく事がむし歯を

防ぐ方法の・っである事を折にふれ指導

し，丁寧な歯みがきの継続化を図っていっ

た。

〈歯みがきカレンダー〉

　歯みがきカレンダーが軌道にのってきた

事によって，給食後歯ブラシを忘れてみが

かない子や家庭での歯みがきの様子を把握

できるようになり，歯みがきカレンダーの

色があまり塗れていない子を個人的に指導

していった。

〈6月〉歯垢染め出しテストの実施

　歯垢染め出しテストを実施，自分の歯が

どれだけ丁寧にみがけているか調べた。た

だ単にABCの評定をするだけでなく，歯



　のどこが赤く残ったかを手鏡を見ながら記

　録し，自分のみがき方の反省材料とした。

　また，赤く残った歯垢部分をきれいに落と

　すみがき方について，二年生の時の学習

　’．圧力・角度動かし方」を思い出させるよ

　うにし，それ以後のみがき方の意欲化にっ

　なげていった。

〈学級活動「生えかわる時の歯みがき方」の

　実施〉

　　学級活動一生えかわる時のみがき方一

　で，生えかわる歯のみがきにくいわけやぬ

　けている歯の横や生えかわる歯のみがき方

　を学習した事によって，今の自分の歯に

　あったみがき方を知った。この事によっ

　て，今まで丁寧にみがいていた子はより関

　心をもって生えかわる歯を意識しながらみ

　がくようになり，あまり丁寧にみがけてい

　なかった子の中には，どのようにみがけば

　よいかわかったので，それまでより丁寧に

　みがけるようになった子もいた。

〈7月〉むし歯の標語

　　児童会からのむし歯の標語を考える。

〈歯みがきカレンダー〉

　　歯みがきカレンダーの集計をして，学級

　全体や・人一人の歯みがきの様子を子ども

　たちに知らせることによって，歯みがきの

　継続化を図っていった。

〈7・8月〉夏休みの歯みがき

　　夏休み中も家庭で歯みがきカレンダーの

　色塗りを実施し，生活が乱れがちな，休み

　の中の歯みがきにっいても毎日実施するよ

　うに継続化を図った。

歯みがきカレンダーの取り組みの工夫

　カレンダーへの記入は，朝自習の時間

に，前日の給食後からその日の朝までの歯

みがきの様子を記入するようにしている。

個々にファイルを持ち，月々のカレンダー

は綴じておくようにしている。マンネリ化

　　　　　　　　　　　　　　研究報告■

しないように前月までの一月の集計と比べ

てどうだったか，クラス全体ではどうかな

どを話し合う時間を設け，賞賛励ましを行

い意欲化継続化を図っていった。

◇　保護者への啓発

　・「ピカピカくんだより」の利用

　　　啓発部で発行している「ピカピカくんだ

　　より」を中心に保護者への啓発を行った。

　　正しい知識がわかりやすく掲載されてい

　　て，保護者の質問に答えるような内容もあ

　　り，とても参考になったようである。

　・むし歯予防の絵に全員で取り組み，後半は

　　家庭で仕上げるようにした。親子で緒に

　　組んだ家庭もあったようだ。

　・親子ブラッシング講座と講演会の開催

　　　一年生と三年生の親子と全保護者を対象

　　に親子ブラッシング講座と講演会を行っ

　　た。三年生は乳歯と永久歯が生えかわる大

　　切な時期である。毎日の歯みがきの仕方を

　　親子で知り，家庭でも実践してほしいとい

　　う目的で開かれたものであったが，たくさ

　　んの保護者が参加し，関心の深さがわかっ

　　た。

　・むし歯治療の勧め

　　　5月から7月にかけて，3回にわたりむ

　　し歯治療の勧告書を配付し，むし歯のある

　　児童の家庭に治療を勧めた。

4．まとめと今後の課題

（1）まとめ

　①　学級活動の指導を通して

　　・「自分の歯のようす一の学習を通して，

　　　現在どの歯が抜けているのか，すでに永

　　　久歯となっているのはどの歯かなど，自

　　　分の歯に現れている成長のようすに関心

　　　をもっようになってきている。自分のむ
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　　し歯にっいても日ごろから鏡で見たり，

　　指でさわってみたりすることでよく把握

　　しており　こんなに大きな穴になってし

　　まった。一少し茶色になっているので気

　　をっけたい。　と教師に屈託なく話しか

　　けてくる児竜が多くなっている。

　・r生えかわる時の歯のみがき方　での学

　　習や，日常の歯みがきの指導を通して，

　　一人一一・人の歯の生え方や形状に応じたみ

　　がき方がわかり，鏡で確かめながらみが

　　き残しのないようにしようと努力する姿

　　が，多くの児童に見られるようになっ

　　た。このつみかさねにより，自分の体を

　　知り，すすんで良い状態を保とうとする

　　態度が培われっっある。

　・研究を継続して行ってきたことにより，

　　教材の開発，学習資料の収集，充実が図

　　られ，併せて資料展示室の設置もあっ

　　て，学年をこえて広く活用し合えるよう

　　になった。そのことが，指導の過程に工

　　夫をしたり，より身につく学習の手だて

　　を研究していくにあたっての助力となっ

　　た。

②　日常の実践を通して

　・今年度は校時表が工夫され，給食の後の

　　歯みがきの時間がとりやすくなり食べ終

　　わるのが遅い児童も自分のペースに合わ

　　せて歯みがきの時間をとることができ

　　た。食べ終わった児童から順に歯みがき

　　を行うという方法は水道の混雑が緩和さ

　　れる，食後，時間をおかずにすぐ歯みが

　　きができる，児童の自主性を育てる，な

　　どの点で効果があった。

　・一　fi分の歯のようすがわかる子　自分

　　から歯をきれいにみがける子．一健康を

　　考えた食生活ができる子一という児童像

　　をっきっめて考えると，自ら問題意識を

　　持って探究し，判断し，解決の方法を見
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　　っけ，実践していく，というすべての学

　　習にあてはまる児童の理想の姿がうかん

　　でくる。これは，私たちが学校教育で

　　日々めざしている児童像にほかならな

　　い。そこで，歯の保健指導に限らず，教

　　科の指導も含め，さまざまな場面で児童

　　の自主性や実践力を育てるよう心がけて

　　きた。また，自分の歯のようすを知り，

　　自分からきれいにみがけるようになって

　　きたことが教科の学習や日常生活の中

　　で，自分を知ること，やる気を持って取

　　り組むことへとっながってきており，今

　　後もこれらの芽生えを人切に育てていき

　　たいと考えている。

③家庭との連携を通して

　・ピカピカくんだより，保健だより，保健

　　新聞の配付，親子ブラッシング講座の開

　　催を前年度から継続して行ってきた。歯

　　の大切さやむし歯を放置しておくことの

　　こわさが十分理解され，みがき方にとど

　　まらず，食生活のあり方にも関心が高

　　まってきていることがアンケートやピカ

　　ピカくんだよりに寄せられた意見，感想

　　から読み取れる。

（2）今後の課題

　・給食の食べ終わった児童から順に歯みがき

　　を行うという方法は，短時間に全員の歯み

　　がきのようすをっかみ，適切に助言すると

　　いう能率の面でもどかしさを感じることが

　　あった。ときには学級で一斉に歯みがきを

　　する日を設けることにより，学級全体の歯

　　みがきのようすを定期的に確かめていける

　　ようにしたい。また，その際にみがき方の

　　ポイントを確認し，みがき方が雑になって

　　きている児童や意欲を持てない児童に助言

　　したり，歯みがきのじょうずな児童のみが

　　き方を紹介したりする場を作っていきた



い。

・ 児童は自分の歯の様子に関心を持ち，自ら

歯の健康を守ろうとする意識を持てるよう

になってきているが，そのことが早めに治

療に行くという処置に必ずしもつながって

いないようすがうかがえる。引き続き家庭

との連携をはかりっつ，早期治療の実践化

への手だてを考える必要がある。また家庭

によって歯の健康づくりに対する関心に大

きな差がでてきていることも否めない。む

し歯治療のすすめを受け取っても，なかな

か治療を始めない家庭が少なくないのが本

学年の特徴である。むし歯についての知識

は増えても，なかなか実践にうっせない家

　　　　　　　　　　　　　　研究報告■

庭，通院させる時間のゆとりを生活の中で

作りづらい家庭があるのが現状なので，今

後の課題としたい。

・ 家庭において保護者の手から少しずっはな

れ，身の回りのことが自分でできるように

なってくる時期ではあるが，まだ完全に自

立できているわけではないことが学級での

日常アンケート調査（6月実施）からうか

がえる。そのため低学年の時より忘れ物が

増えたり，生活のリズムが崩れがちだった

り，ということが目にっく。学んだことが

毎日の生活に生きるよう基本的な生活習慣

の定着化を図っていきたい。
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＜◇◇4年の取り組みく◇

1．学年の児童の実態，重点目標

児　　童　　の　　実　　態

日常の観察から アンケート結果から

◆基本的な生活習慣

　・明るく，外で元気に遊ぶ。

　・忘れ物などが多く，身のまわりの整理整頓ができな

　　い。

　・指示されたことはきちんとできるが，自主的に行動

　　できない。

◆学習面

　・与えられた課題にしっかりと取り組むことができ

　　る。

　・作業的な学習を好む。

　・人の話がよく聞けず，お互いの意見を出し合いなが

　　ら考えを深めていくことが苫手である。

◆健康・安全面

　・危険な遊びはしない。

　・物事に最後まで粘り強く取り組めない。

①　歯の健康づくり（保護者の取り組み）

　・歯みがきがきちんとできるよう気をっけている家庭

　　が多い。

　・食べ物以外でむし歯予防のための実践をしている家

　　庭は少ない。

②　健康な歯づくり（児童の取り組み）

　・歯みがきの時間や回数がふえてきている。

　・自分から進んで歯みがきができる児童が多くなって

　　きているが，言われないとできない児童もおり，個

　　人差が大きくなってきている。

③　生活のようす（児童）

　・就寝時間が遅い児童がいる。

　・朝，登校するまでの時間が忙しい。

　・おやっはスナック菓子が多い。

畢

重 点 目 標

・自分のむし歯を確認し，むし歯の原因と進行にっいて理解し，汚れが残りやすいところのみがき方を身にっけ

る。

・歯によい食べ物を知り，栄養バランスを考えて，好き嫌いなく食べることが大切であることを理解する。

‘

歯の健康っくりに関する実態 めさす児童像 指導の手立て

・ むし歯は病気であるととらえている児童は ・ 自分の口の中を観察させる。

多くなっている。 ・ 自分のむし歯，乳歯，永久歯の位置を歯列

・ 歯が生えかわったときやむし歯になったと

きは関心をもっが，ふだんはあまり関心を

もたない。

一

自分の歯の様子

が分かる子 一

図に記入させる。

・ 歯の三っの役割（そしゃく，発音，容姿）

について理解させる。

・むし歯があっても歯医者に行けない児童が ・ むし歯の進み方や症状，早期治療の大切さ

数人いる。 を理解させる。

・ 自分から進んで取り組める児童とそうでな ・ 食べたら必ずみがく習慣を身にっけさせ

い児童がおり，個人差が大きい。 自分から歯をき る。

・歯みがきの時間は3分くらいの児童が多 一 れいにみがける 一
・ カラーステターによりみがき残しがあるこ

い。 子 とを確認させる。
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研究報告■

・ 正しいみがき方が身にっいていない児童が

いる。

一

自分から歯をき

れいにみがける

子

・ 汚れの残りやすいところのみがき方を身に

つけさせる。

・ 自分に合った，よい歯ブラシを使うように

させる。

・食べ物の好き嫌いのある児童が多い。

・ おやつはスナック菓子類が多い。

・ よくかまずに食べている児童が多い。
一一

健康を考えた食

生活ができる子

一

一

・歯の健康を考え，歯によいおやつが取れる

ようにさせる。

・ 歯によい食べ物を知り，栄養のバランスを

考えて食べられるようにさせる。

・かむことの大切さを知り，よくかんで食べ

られるようにさせる。

2．研究の経過

月

4

5

6

7

8

研究の内容
C学年会

　・研修組織（学習・実践・啓発）配属

　・歯みがきの実態把握と歯みがきタイムの実施方法

　　について

　・4，5月の歯の博士コーナーの掲示内容について

○校内研修

c校内研修

C学年会

　・歯科検診の集計及び結果の参考

　・歯の健康ファイルについて

C学年会

　・むし歯予防デーの取り組みについて

　・6，7月の歯の博士コーナーの掲示内容について

　・指導案検討

　・授業研究

　　一むし歯の進行と予防」4年1組，4年4組
二校内研修

Z学年会

　・授業反省，今後の課題

C校内研修

こ学年会

　・紀要原稿作成

　・2学期の指導の重点について

c要請訪問

G校内研修

C学年会　紀要原稿作成・校正・完成

児童への取り組み

・4月の歯みがきカレンダー

・ 牛乳パックの使用，コップに水を汲んでおくこと等

を指導

・一歯の博士になろうコーナー　に資料を掲示

・むし歯のない子，保護者への賞状配布

・ 5月の歯みがきカレンダー

・むし歯健康ファイルの作成・保管

・ 児童のむし歯地図を作成

・ 歯みがきポスターの作成

・「歯の博士になろうコーナー一に資料を掲示

・健康な歯づくりアンケート

　（児童・保護者対象）

・ がんばりカードでむし歯予防の継続化を図る。

・ むし歯治療勧告書2回目配布

・学年通信でむし歯治療について呼びかけをする。

・ 6月の歯みがきカレンダー

・ むし歯治療勧告書3回目配布
・ 学年通信でむし歯治療について再度呼びかけをす
　る。

・夏季休業中の歯みがきカレンダー
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3．実践例

◇授業
　（1）指導案

　　　　　学級活動（保健指導）指導案

授業の視点

　むし歯の進行にっいて知り，むし歯予防の大切さ

を理解したならば，歯を大切にしようとする意欲が

高められるであろう。

　　　むし歯の進行とその予防

①題材に関わる価値

　　　本題材は学習指導要領の学級活動（2旧

　　常生活や学習への適応及び健康や安全に

　　関することの中の一健康で安全な生活態

　　度の形成　に位置づけられているもので

　　ある。

　　　むし歯は一一つの原因で起こるものでは

　　なく，様々な要因が複雑に影響しあって

　　おこる多因性の疾患である。最初は歯の

　　表面だけの小さなむし歯でも，放置して

　　おくと象牙質まですすみ，歯の中に通っ

　　ている神経まで炎症がすすむようになる

　　と激しい痛みが出てくる。そして，神経

　　を通って歯の周りの組織まで炎症が広が

　　ると，歯と歯がかみ合っただけでも痛み

　　が出て，ものをかむこともできなくな

　　る。さらに進行すると歯冠はほとんどな

　　くなり，根だけが残る状態になってしま

　　う。こうなると治療法は抜歯するしかな

　　く，むし歯が永久歯であれば大切な歯を

　　一生失うことになってしまう。しかも進

　　行したむし歯を長い間放置しておけば，

　　歯性病巣感染をおこすなど様々な影響も

　　でてくる。むし歯は風邪などのように自

　　然治癒することのない放置しておくと確
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　実に進行してしまう疾患である。このこ

　とから，その予防に努めるとともに早期

　治療が大切になってくる。

　　児童の様子をみると，昨年度からの歯

　みがき指導により，朝，昼，晩，歯をみ

　がくことは定着しっっある。しかし，給

　食後の歯みがきの様チを見ていると，た

　だ歯ブラシをくわえているだけであった

　り，私語が目立ったりと，自分の歯列に

　あわせて真剣に歯みがきにとりくんでい

　る児童は少ない。むし歯になれば治しに

　行くが，なる前から予防に努あ，進んで

　自分の健康を守ろうとする意識はまだ低

　いように思われる。これは，むし歯の進

　行とその症状について十分に理解してい

　ないからであると考える。

　　そこで，C1～C4までのむし歯の進

　行の様子を学習することを通して，一度

　むし歯になると徐々に進行してしまうこ

　とを知らせ，あらためてむし歯予防の大

　切さを理解させるとともに，常に歯や口

　を清潔に保とうする意欲を高あたいと思

　い，本主題を設定した。

②　系統（略）

③　児童の実態

　　（男子17名　女子22名　計39名）

〈4月の歯科検診の結果〉

乳歯 永　久　歯

処

置

　口
未
処
置

要
注
意

処
置
C1 C2 C3 C4 計

その他の疾患

男子 49 12 0 21 3 0 0 0 0 なし

女子 66 32 1 27 19 0 0 0 0 なし

処置歯・未処置歯のない者

　6名（男子4名　女子2名）

う歯保有者

　21名（男子8名　女子13名）

〈6月6日現在〉



　う歯治療済み

　　15名（男子4名　女子11名）

　う歯治療中

　　3名（男子1名　女子2名）

　未治療者

　　3名（男子3名）

　未治療者の3名は乳歯のむし歯が多

く，うち2名にはかなり大きなむし歯が

みられた。また，むし歯の経験やそのと

きの症状などにっいてアンケート調査を

行ったところ次のような結果になった。

⑦むし歯になったことが

　　　　　　ある34名　ない5名

④　その時の症状は

　　　　　　特にない19名　しみた5名

　　　　　　痛かった10名

◎　むし歯を放置しておくと

　　　　　　痛くなる30名

　　　　　　歯がだめになる4名

　（複数回答）　病気になる5名

㊤むし歯の原因は

　　　　　　甘いもの24名

　　　　　　歯をみがかない23名

　（複数回答）

　　　　　　偏食3名　食べかす3名

　　　　　　ミュータンス7名

　むし歯になったことがあると答えた児

童の半数近くが冷たいものを食べるとし

みた，ものを食べると痛みを感じたとい

う経験をもっていたが，未治療者も含

あ，はげしい痛みを経験している児童は

いなかった。

　むし歯を放置しておくと進行し痛みが

強くなることは知識としてもっており，

治療にも比較的早く行っているが，日常

の歯みがきのとりくみの様子を見ると，

むし歯予防の減員については前学年で四

要素（糖質・歯質・細菌・時間）にっい

　　　　　　　　　　　　　　研究報告■

　て学習してきているが，それらを十分に

　ふまえて回答できた児童はなく，復習す

　る必要がある。

④指導の方針

〈事前の活動〉

　⑦「歯のはかせになろう一コーナーで

　　初期のむし歯の図とそのままにしてお

　　くとどうなるかという問いかけを掲示

　　しておき，むし歯の進行について関心

　　をもたせておきたい。

　⑦　「自分の口の中のようす」の学習で

　　作った歯列図を使い，自分のむし歯の

　　位置と数を確認させ，あらためて自分

　　の口の様子を把握させておきたい。

〈本時〉

　◎　むし歯の進行を表す断面図を段階ご

　　とに掲示することにより，放置してお

　　くと取り返しのっかないことになるこ

　　とを具体的にっかませたい。また，C

　　1～C4の用語やその意味をしっかり

　　とおさえるようにしたい。

　㊤むし歯予防の方法について考える場

　　面では，むし歯の原因をもとにして予

　　防方法を考えさせていきたい。また，

　　グループでの話し合いをとりいれお互

　　いの意見を出し合うことで，考えを深

　　めさせていきたい。

　㊧　治療済みの歯が再びむし歯になった

　　写真を使って治療した歯でも再びむし

　　歯になることを知らせ，日頃の食生活

　　に気をっけるとともに，しっかりと歯

　　をみがく習慣を身につけるなどの予防

　　が大切であることを理解させたい。

　⑳　グループでの話し合いをもとに，個

　　人のめあてをたてさせる場面では，染

　　め出し結果等をもとに実践が可能で具

　　体的なめあてをたてさせるよう働きか

　　けたい。
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　　〈事後の活動〉

　　㊥現在むし歯になっている歯は，早い

　　　段階で治療するように児童だけでな

　　　く，連絡帳等を使って家庭にも働きか

　　　けていきたい。

　　②学習後は，一むし歯予防がんばり

　　　カードーをっかって，各自のああての

　　　実践化を図りたい。

　　〈同和教育上の配慮〉

　　㊧　友だちの発表をよく聞き，自分の意

　　　見をしっかり言えるようにする。

　　◎　グループで意見をまとめていくとき

　　　は，一人一人の意見を大切にしてまと

　　　めるようにする。

　　㊥　むし歯のある児童や治療していない

　　　児童の個人名を出さないようにする。

　　〈教育目標との関連〉

学校教育目標　　　　学級教育目標　　指導方針との関連

3．活動の経過

①事前の活動

　　6月14日までに，学級活動の時間を

　使って全員で「一自分の口の中のようす一

　の学習で作った歯列図を使い，自分のむ

　し歯の位置と数を確認しておく。

②　本時の活動

　⑦　ねらい

　　　むし歯の進み方や症状を知り，自分

　　の歯を大切にしようとする意欲をもっ

　　ことができる。

　⑦　準　備

　　　（児童）歯の健康ファイル

　　　（教師）むし歯の絵・断面図　写真

　　　　　　ポイントカード　記録用紙

　　　　　　むし歯予防がんばりカード

きまりを守り

　仲よくする子
だれとでも

　仲よくする了 ④⑨⑩⑪

じょうぶな体で

　がんばりぬくr
じょうぶな体で

最後までがんばる子 ⑤⑦⑧

すすんで学び
　　よく考える子

すすんで

　学習する子 ①②⑧⑥

◎　展　開

過程 学習活勤 教師の支擾および留意点 資料・用具

宗
1，今日の学習内容を知る。

2，むし歯の原因を理解す

・むし歯の図（むっC一くん）の掲示によ

り，学習意欲を喚起する。

むし歯の図考えるポイント

カード
む

る。 ・どうしてむし歯になるのか考えさせ，ポイ

10 ントカードで，むし歯のできる仕組みやむ
分 し歯になる条件をわかりやすく表す。

－一一一一一 一一一一一　一一　一一一一一一一一一一　　　一一一一一 　　　　　　　　　　一一一一一一一一一“一一一一一一一一一一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　一一一一　一　一一 一一一一一一一一一一
つ 3．むし歯が進行する様子と ・むし歯が悪化していく様子をとらえさせる むし歯の断面図

き
と
め

その状態を表す用語にっい

て理解する。

ため，C1～C4の歯の断面図を段階ごと

に掲示する。そのとき，C1～C4の用語
る とその意味もおさえるようにする。

30
分

一一一一一　 　　　　　　　一一一一一一一一㎡　　一一一一一一一一一 一一一一一一一一皿一　一一　一一一　一一一 囲一一一一一一一一　　一一一　一　　一　　

4．C1～C4ではどんな症 ・C1～C4でおこる症状について考える場
状があるか考える。 面では，歯が痛くなったことのある児童

yk，　kh．　wm．）を意図的に指名し，体験談

を話させることにより，児童が自分たちの
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研究報告■

問題としてとらえられるよう配慮する。

・ 冷たいものがしみた。

・ ものを食べると痛かった。

・ 氷でひやしたことがある。

5．むし歯予防についてグ ・ むし歯の原因からその予防について考える

つ ループで話し合い，発表す よう助言する。

き る。 ・ 円滑に話し合いが進められるよう，必要に

つ 応じてグループごとに助言する。

め ・各グループの意見を参考にして自分なりの 記録用紙

る 考えが持てるよう援助する。

30
・ 予防と同時に早期治療も大切であることに

分 触れる。

6．治療したあとどうしたら ・ 治療済みの歯が再びむし歯になった写真を 写真

いいか考える。 使って，治療した歯でも再びむし歯になる

ことを知らせ，予防には日頃の食生活に気

をっけることや歯みがきが大切であること

をおさえる。

一一一一一一 　　　　　一一一一一一一

一一一一一一一一一、一一一　一一一 囮一〔一一一一一
活
7．むし歯予防のめあてをも ・ グループの話し合いや染め出しの結果等を 歯の健康ファイル

か つ もとに，実践できる具体的なめあてをたて
す るよう助言する。

5 ・自分のめあてをカードに記入することで， むし歯予防
分 むし歯予防の意欲づけを図る。 がんばりカード

　㊤　評価の観点

　　・むし歯の原因がっかあたか。

　　・むし歯の進行の様子が理解できた

　　　か。

　　・むし歯の予防に対する自分の考えを

　　もち，実践への意欲がもてたか。

③　事後の活動

　①　学習後は一むし歯予防がんばりカー

　　ド　に記入しながら，めあてが実践で

　　きるようにする。

　②現在むし歯になっている歯を早い段

　　階で治療させるようにする。

（2）事前の活動での児童の様子

　　各自の口の中の様子をっかませるたあに，

　家の人と一緒に歯列図に乳歯，永久歯，むし

　歯，治療した歯を記入させた。しかし，担任

　が4月の歯科検診の結果と照らし合わせてみ

　ると，まちがいが多く，児童が以外に自分の

口の中の様子がっかめていない実態がうかび

あがってきた。

　前学年で学習したむし歯のできる原因につ

いても，歯みがきをしながら，甘いものを食

べるからなどの漠然とした回答が多く，むし

歯の四要素（歯質，糖，菌，時間）について

答えられた児童はほとんどいなかった。

　染め出しテストの結果やふだんのブラッシ

ングの様子からも歯を大切にし進んでむし歯

予防に努めているとは言いきれない。

　むし歯の進行と予防の学習にはいる前に，

「歯のはかせになろう」コーナーに初期のむ

し歯の絵を掲示し一このままにしているとど

うなるだろう一という呼びかけをした。ま

た，その愛称を募集したところ，沢山の応募

があり，キャラクターに親しみをもちなが

ら，今後むし歯がどうなっていくか関心を高

めることができた。
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（3）授業反省

　　事前にむし歯の絵に愛称をっけておいたこ

　とで，スムーズに学習にはいることができ

　た。むし歯の進行の様子をわかりやすく伝え

　ることができた。むし歯予防について考える

　場面では，グループでの話し合い活動を行

　い，意見を出し合うなかで一人・人が自分に

　あった具体的なめあてをもつことができた。

　治療したあとはどうしたらいいか考えさせる

　場面では，治療したあと新しいむし歯ができ

　ている写真が児童に衝撃をあたえ効果的だっ

　た。

　　しかし，次のような点が反省として残っ

　た。児童は，どうすればむし歯にならないの

　か，どんなふうに歯みがきをすればいいのか

　などの知識はもっているが，実践に結びつい

　ていない児童もいたので，なぜ児童の知識が

　実践に結びっかないのか分析し，子どもたち

　同士の相互評価を取り入れるなど励みになる

　ような活動を取り入れたり，自分から楽しく

　歯みがきに取り組めるような工夫をしたりす

　るなど，児童の主体的な活動をもう少し取り

　入れる方がよかった。

（4）事後の活動での児童の変容と考察

　　がんばりカードをみると，ほとんどの児童

　が自分のたてためあてを実践することができ

　た。なかでも，歯医者にいくことをいやがっ

　ていたYKは，むし歯をそのままにしておく

　とたいへんなことになることがわかり治療に

　通い始めた。同じように治療に積極的でな

　かったIRも通院を始めた。歯みがきの習慣

　があまり定着していなかったKHは6月朝，

　昼，夜一渡も忘れずに歯をみがくことができ

　た。配慮を要する児童に大きな変化がみられ

　た。今後もはげまし意欲の継続化を図ってい

　きたい。
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Q毎日の実践
　（1＞給食配膳の工夫

　　　昨年度に比べて給食時間が5分伸びたもの

　　の，配膳に時間がかかり，歯みがきの時間を

　　確保することは難しい面がある。したがっ

　　て，給食の配膳をセルフサービス方式にした

　　り，給食当番の分を仕事の早く終わった当番

　　が配ったりするなど，　一歯みがきの時間」が

　　確実にとれるように工夫している。

（2）時間差歯みがきの継続

　　　4年生4クラスは，階段，トイレによって

　　1・2組，3・4組に分けられている。水飲

　　み場はちょうどその中間にあるたあ，クラス

　　ごとの給食の進み具合や教室から水道までの

　　距離によって，水飲み場を使う時間差が保た

　　れている。したがって，歯みがきの流れは昨

　　年とほぼ同様である。

　　　　　　　　　　・ビデオを見ながら，3分

　　　　　　　　　　　間の歯みがきをする。

　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　・口の中にたまった唾を出

　　　　　　　　　　　す。

　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　・ぶくぶくうがいをする。

　歯みがきの流れ　　・うがいの水を捨てる。

　　　　　　　　　　・使った歯ブラシを洗う。

　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　・歯ブラシは，ランチセッ

　　　　　　　　　　　トにしまう。

　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　・牛乳パック・コップを洗

　　　　　　　　　　　う。

（3）歯みがきカレンダーの取り組みの工夫

　　歯をみがいても，まだカレンダーにっけ忘

　れてしまうことが多いので，1日の中で記入

　の時間を必ず確保できるようにするととも

　に，毎月の歯みがきカレンダーをファイルに

　綴じ込んで保管している。また，歯みがきカ

　レンダーのファイルにみがいた回数の一覧表



　をはり，個々の記入で自分の歯みがきの状況

　を把握することによって，歯みがきの意欲を

　高あるようにしている。

（4）歯の健康ファイルの活用について

　　歯の保健指導を効果的で充実したものにす

　るために，授業で使う資料や児童の意識付け

　のための［がんばりカードーを，授業のたび

　にファイルに綴じ込んでいる。綴じ込んだ

　ファイルで今までの学習を振り返ることがで

　きるようにしている。

（5）　「ピカピカくんだより」配布時の指導につ

　いて

　　「ピカピカくんだより」を配布する時に

　は，書かれている内容を簡単に説明して，児

　童の興味・関心を高あるとともに，その内容

　にっいての理解を図り，親子への啓発がス

　ムーズに図れるようにしている。

（6）歯垢染め出しテストについて

　　毎学期一一一回，定期的に歯垢染め出しテスト

　を行い，どこにみがき残しがあるのか確認さ

　せるとともに，みがき残しのないみがき方が

　できるように各自にめあてを持たせるように

　している。また，その結果鏡を用いながら歯

　列図に色塗りし，’歯の健康ファイル　に綴

　じ込むことによって，自分の歯みがき方の状

　態を把握できるようにしている。

（7）　「歯の博士コーナー」について

　　階段の踊り場に設置した，4学年の　歯の

　博士になろうコーナー一では，歯の保健指導

　年間計画に基づいて，4年生の学習に役立っ

　資料を計画的に掲示している。一むし歯の進

　行とその予防一の題材では，rぼくはこのま

　まで，どうなってしまうのだろう　という，

　初期のむし歯の絵の問いかけによって，児童

　の興味・関心を喚起できるようにした。次の

　資料への関心をっなぐたあ，むし歯の進度の

　絵を小出ししながら掲示するなど工夫して活

　用している。

　　　　　　　　　　　　　　　　研究報告■

（8）教室掲示について

　　教室掲示については，歯の保健指導のコー

　ナーを設け，ピカピカくんだよりやむし歯治

　療を促す表示やどの歯がむし歯か治療が多い

　かを示した歯列図などをまとあて掲示してい

　る。「歯の博士コーナー」だけでなく，教室

　の中でも環境作りを心がけている。

（9）むし歯ポスター・標語について

　　むし歯予防標語については，日頃の歯みが

　きの気持ちよさや大切さを訴えるものが多く

　歯についての意識を高めることにもっながっ

　た。

◇　保護者への啓発

　（1）学年だよりの利用

　　　毎月発行される学年だよりに，むし歯治

　　療のお願いを載せ，3号にわたって呼びか

　　けたところ，治療率の向ヒにっながった。

　（2）ピカピカくんだよりの意見・感想から

　　　ピカピカくんだよりのアンケートに寄せ

　　られる意見・感想から，歯にっいての知識

　　の定着とともに，歯みがき（みがき方）に

　　対して幅広く関心が高まっていることがわ

　　かる。

　　ピカピカくんだより2号の意見・感想から

　　　おやっを食べた後の歯みがきをきちんと

　　できる様にしたいと思います。前よりは，

　　みがき方がとってもていねいになり，とっ

　　ても良い事だと思います。

　　ピカピカくんだより5号の歯みがきの実践

　　例から

　　　末娘はまだ3歳です。食事後すぐみがけ

　　るように，コップの中に水を入れ歯ブラシ

　　も置いておきます。食事がすみしだい，そ

　　のまま歯をみがくようにしています。お兄

　　ちゃんたちは9時になると声をかけあいな

　　がら家族全員でゴシゴシとみがいていま

　　す。
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　しかし，このように関心が深まってきて

いる中，アンケートを寄せてくれない家庭

もあり，また，それらの家庭はむし歯治療

の遅れている家庭に多いことがわかる。

　このような家庭へ，別個に粘り強く働き

かけていくことが今後の課題である。

4．まとめと今後の課題

（1）まとめ

　①学級活動の指導を通して

　　・事前の活動や指導過程を工夫したことに

　　　より，むし歯の進行や症状について関心

　　　をもって学習に取り組むことができた。

　　・むし歯をそのまま放置しておくとたいへ

　　　んなことになることを具体的にっかませ

　　　たことにより，それまで治療を嫌がって

　　　いた児童の中からも進んで治療に通う児

　　　童もあらわれるなど意識の変容がみられ

　　　た。

　②日常の実践を通して

　　・昨年からの実践の積み重ねにより，進ん

　　　で歯みがきに取り組む児童が増えてい

　　　る。また，歯みがきの時間も長くていね

　　　いになってきている。

　　・給食後の歯みがきの時間をいかに確保す

　　　るかは，配膳をいかに効率よく行うかが

　　　課題となる。そこで，セルフサービス方

　　　式等を導入したが，それにより歯みがき

　　　タイムを確保できるようになってきた。

③家庭との協力を通して

　　・保健室からのむし歯治療勧告書の発行に

　　　合わせて，学年だよりでもむし歯の早期
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治療を3回にわたって呼びかけた。それ

により，むし歯治療が完rした児童が増

えている。

・ ピカピカくんだよりのアンケートをみる

と，昨年よりもさらに具体的な実践をし

ている家庭が増えている。また，ピカピ

カくんだよりについての要望も多様化，

具体化してきている。

（2）今後の課題

　・児童の取り組みにしても保護者の取り組み

　　にしても差が拡がりつっある。児童の歯み

　　がきの様子については，進んで取り組み，

　　ていねいにみがけている児童がいる・方

　　で，道具を忘れたり，簡単に歯みがきを済

　　ませてしまったりする児童も依然としてい

　　るのが現状である。また，むし歯予防や治

　　療に関して関心が低い家庭もある。取り組

　　みが十分ではない児童や家庭については，

　　今後も個別に粘り強く働きかけていくこと

　　が必要である。

　・実践例の学級活動では　むし歯を放置して

　　おくとたいへんなことになる一という意識

　　をもたせることで実践化を図った。しか

　　し，常にそのような方法だけでは，児童に

　　よっては知識だけにとどまり，必ずしも実

　　践に結びっかないということも生じてくる

　　であろう。自分からたのしく歯みがきに取

　　り組めるような工夫や発想の転換が必要で

　　ある。

　・児竜主体の学習になるよう，支援の仕方や

　　学習形態について，さらに［夫をしていき

　　たい。



研究報告■

〈》S年の取り組みく◇

1．学年の児童の実態，重点目標

児　　童　　の 実　　態

日常の観察から アンケート結果から

◆基本的な生活 ①　歯の健康づくり（保護者の取り組み）

・元気で明るい。 ・ 口の中の様子に対する関心は高まってきたが，むし

・指示されたことはできる。 歯予防のための食べ物に気をっけている家庭はやや

・自主的に行動できない。 少ない。

・ 自分に甘く，人に対して厳しい。 ②　健康な歯づくり（児童の取り組み）

◆学習面 ・ 歯に対する関心が高まり，毎食後歯をみがけている

・ 好奇心が旺盛である。 児童が増えてきた。

・ するべきことはきちんとする。 ・ 歯みがきの時間が長くなってきた。

・ 作業的学習を好む。 ③　生活のようす（児童）

・難しい課題に対しての諦めが早い。 ・ 生活習慣に自立の傾向が見られ，健康のために運動

◆健康・安全面 する児童が多くなってきた。

・危険度の高いことはしない。 ・おやつにスナック菓子，甘いものが多い。

1

重 点 目 標

・ 自分の歯の形や歯ならびの様子を確認し，歯ならびにあった歯みがきの仕方を身にっける。

・ 食品中に含まれる砂糖の量を知り，健康を考えた食生活を実践しようとする意欲をもっ。

1

歯の健康つくりに関する実態 めさす児童像 指導の手立て

・むし歯は病気であるととらえている児童は ・ むし歯は病気だと思って

多くなってきている。 ・ 自分の歯を歯列図に記入し，むし歯がない

・自分の歯に対する関心が高まってきた。 か確認させる。

・ むし歯があっても歯医者に行くことのでき ・染め出しテストで，みがき残しがあること

ない児童が何人かいる。 自分の歯の様子 を確認させる。

一 一
・ 歯肉炎・歯周炎について理解していない。 が分かる子 ・12歳臼歯の特徴を理解させる。

・ 歯にはそれぞれの特徴があることを確認さ

せる。

・ 歯肉炎・歯周炎の症状と予防について理解

させる。

・ 歯みがきの時間の大半が3分くらいであ ・染め出しテストによってみがき残しがある

る。

・ 歯みがきの意義は理解できている。

・ 自分の歯にあったみがき方ができていない

児童が多い。

｝

自分から歯をき

れいにみがける

子
一

ことを確認させる。

・自分の歯にあったみがき方があることを確

認させる。

・ 歯肉炎や歯周炎があることを確認させ，予

・毎食後に歯みがきができている児童は多い 防するためのみがき方を身に付けさせる。
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が， おやっの後の歯みがきを行っている児童
　

1 L

幽・ 1 「

● 毎朝，きちんと朝食をとることができてい ・食べ物には，それぞれ栄養があることを理
る。 解させバランスのとれた食事ができるよう

● おやっに，スナック菓子や甘いものを取る 健康を考えた食 実践意欲をもたせる。
一 　　

画

児竜が多い。 生活ができる子 ・ そしゃくの大切さを理解させふだんの食生
● 食べ物の好き嫌いのある児童が多い。 活の中でよく噛むための，実践意欲をもた

せる。

2
． 研究の経過

月 研究の内容 児童への取り組み

4 学年会 ● 歯みがきタイム継続実施
・ 研修組織（学習部・実践部・啓発部） 配属。

・歯みがきタイム実践方法検討。

・一歯の博士コーナー一への掲示物の検討。
一一一一 一一 一一一一一一　　　　　　　　　　　一一一一一 一一一一一一一 一 一一一一一一 一

一一一一一一一一 一一一一一一一一『一一一｝一　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一一一一一一一一5 校内研修

一． 校内研修

学年会

・ 歯科検診の集計及び結果分析。 ■ むし歯のない子への賞状配布。

・ 歯みがきカレンダーへの取り組み検討。 ● むし歯治療の勧告書配布。

・ むし歯予防デーへの取り組み。 ● 歯みがきカレンダーの記録指導。

・6，7月の1一歯の博士コーナー」掲示物の検討に ・ポスター作成。

関する児童の実態把握。 ・染め出しテストにより自分の歯みがき残りを確認。
一一一一 一一一一一一一一一一一一一　　　　　　　　　　一一一一一一一一 一一一一一一『　　一一一一’ 一 　　一一一　一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一　r－一一一一一一＿＿一一一＿
6 学年会 ● 歯みがきカレンダーの記録指導。

学年会 ● 授業実践。

・ 計画訪問反省。 ・ むし歯治療勧告書2回目配布
・ 歯みがきカレンダーの集計，考察。 ・指導案検討。

・ 親子ブラッシング講習会

校内研修
一 学年会

一一一一 　一一一一　　一一一 ＿＿＿一＿一 一一一一一一 一 一

一　－1　一一一一一一一　一一　　一一一一一7一＿＿＿＿＿＿＿一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一｝｝　一　　一了 校内研修 ● 歯みがきカレンダーの記録指導。

一
職員会議 ● むし歯治療勧告書3回目配布

：学年会

・ 歯みがきカレンダーの集計，考察。

校内研修・学年会

学年会

・紀要原稿作成。（実態，目標，指導の手だて， 日

常の実践，授業実践，まとめと今後の課題）

一
要請訪問

，一一一 一一一τ一　一一一一’一　一　一一｝　一一一一一一＿＿一＿一 一 幽一 一一　一一一一一一一　　　　　一一一一『　｝　一　　一一一一一一一一〒一一一一一一一一r
8 校内研修

学年会　紀要原稿検討。

140／日本学校歯科医会会誌　75号　1996年3月



3．実践例

◇授業
　（1）指導案

　　　　学級活動（保健指導）指導案

授業の視点

　自分の食事の内容，食事の仕方に気付き，固い食

べ物をよくかんで食べることが人間のからだにとっ

てよい影響をもたらすことを知ったならば，毎日の

食事の内容，食事の仕方を見直すであろう。

　「そしゃくの大切さ」

　①題材にかかわる価値

　　　昔は，一よくかむこと一は，子育て・

　　しっけの上でとても大切なこととされて

　　きた。しかし，最近は，かまない子，か

　　あない子が，増えている。そんな子供た

　　ちに共通に見られるのは，①歯ごたえの

　　ある物を嫌う，②スナック菓子・アイス

　　クリーム・プリンなどの口当たりの良い

　　ものが好き，③ごはんパンなどをよくか

　　まないで汁や飲み物で流し込む，④野菜

　　や肉を飲み込めない，⑤口を大きくあけ

　　られない，などである。よくかんでいな

　　いことが，①あごの発達が遅れて，歯並

　　びが悪くなる。②むし歯・歯周炎になり

　　やすい。③味覚が発達していない。④言

　　葉がはっきりしていない。⑤かむ力が弱

　　いなど，一生にかかわる重大な問題を作

　　り出している。

　　　現在，子供たちはすべてにおいて「早

　　く行うこと．を強制されていると言って

　　も過言ではないほどの状況におかれてい

　　る。食事についてもそれは言える。かむ

　　というよりは，飲み込むというような食

　　べ方をしている子も多い。また，子供た

研究報告■

　ちの好きな献立は，　「オカアサンヤス

　メ1と言われるもので，オーオムレッ，

　カーカレーライス，サンーサンドウィ

　チ，ヤーやきそば，スースパゲティ，メ

　ー目玉焼きといった比較的柔らかい物ば

　かりである。従ってかむ回数は，少ない

　のではないかと考えられる。

　　そこで，消化吸収という面からよくか

　むことの重要性に気付かせ，消化吸収を

　助けるためにも歯を守っていくことが大

　切であることを分からせる。自分の今ま

　での食事について振り返り，より良い食

　事内容，食事の仕方について考えていく

　とよい機会となるであろう。また，一か

　むこと　を通じて人間のからだの素晴ら

　しさにも目を向けさせたい。

②系統（略）

③児童の実態

　　（男子18名，女子17名，計35名）

　　給食の時間には，それぞれが自分の食

　べられる量に合わせて，たしたり減らし

　たりしていてクラス全体としては，残量

　も少なく，ほとんど残らないことが多

　い。しかし，その食べる1責の違いの他，

　好みもだいぶ違っているようである。肉

　類を食べない子，野菜を減らす子，全体

　的に少食な子といろいろである。たくさ

　ん食べた子は，かきこむようにして食

　べ，お代わりにでてくる。よくかむとい

　うことができない。

　　次のような質問をしてみた。結果は

　　（）の中の数字。

　・食事の時，「よくかみなさい」といわ

　　れるか？

　　　　　　　　　　　　ζま　　し、　　　（20）

　　　　　　　　　　　　いいえ　　（15）

　・食事の時，自分でよくかむように気を

　　付けているか？
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　　　　　　　　　　　　（よ　　L、　　　（15）

　　　　　　　　　　　　いいえ　　（20）

　・あなたは，さきいかやセロリなどの固

　　いものがすきか？

　　　　　　　　　　　　（ま　　し、　　　（33）

　　　　　　　　　　　　いいえ　　（2）

④指導方針

く事前の活動〉

　⑦　1週問の食事を調べ，食事の内容，

　　かんだ回数などの記録から気付いたこ

　　とをプリントに書き出し，自分の食事

　　のだいたいの様子をっかむ。

〈本時〉

④　現代人と古代人との頭蓋骨を比較す

　　るTPを見せ，ド顎の違いに気付か

　　せ，どうしてその違いがうまれたのか

　　を調べようという意欲を持たせる。

◎　っきっめる段階では，実際にかみこ

　　たえのある物，柔らかいものの一二種類

　　を用意し，食べさせ，噛みこたえの違

　　いを実感させる。

㊤かみこたえ表で自分の食事の内容を

　調べ，柔らかい物が多いが，固い物が

　多いか考えさせることにより，これか

　　らの食事内容について考える材料にし

　たい。

㊥iよくかむ」基準を「1日15回，一

　食900回．と示してやり，実践しやす

　いようにさせる。

〈事後の活動〉

㊧実践カードを一週間っけ，習慣化を
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　　　図る。

　　㊥歯みがきカードを利用して，食後の

　　　歯みがきを振り返り，EI分の歯を守る

　　　計画を立てる。

　　〈教育目標の関連〉

学校教育目標　　　　学級教育目糠　　指導力針との関連

きまりを守り，

　なかよくする∫

人の気持ちを考え，　　　　　　　　　⑥　行動する∫　　　　　　　　1

じょうぶな体で，

　がんばりぬくr

健康で　　　　　　　　　⑤7　頑張りぬく∫

すすんで学び，

　　よく考えるf
自分から学び，
　良く考える∫　　　　　　　　！

ユ234・　　　　一

　〈同和教育上の配慮〉

　②食事調べについては，食事の内容に

　　ついていろいろいうのではなく，使わ

　　れている材料について見ていき，お互

　　いの食事内容にっいて豪華とか粗末な

　　どという言葉が出ないようにさせる。

　㊧　食事調べが全部できていない子にも

　　できている所だけみて学習するように

　　言い，認めていきたい。

3．活動の経過

①　事前の活動

　・一週間の食事調べとかんだ回数調べを

　　行う。

②　本時の活動

　⑦　ねらい

　　　そしゃくと消化吸収の関係から，歯

　　の働きに気付かせ，よくかむことがか

　　らだにとって様々な良い効果を及ぼす

　　ことを知り，自分の食生活を見直そう

　　とする気持ちを持たせる。



研究報告■

⑦　展　開

過程 学習活動 教師の支援および留意点 資料・用異

宗
・ 占代人と現代人の頭蓋骨を

比較したTPを見て，違い

・ド顎の違いに気付かせる。

・ 自分の食事調べの結果表を参考にしなが

・ OHP
・TPシート

む の原因にっいて考える。 ら，食生活が関係していることに気付くよ

5 うに援助したい。

分
・ 噛む回数の違いに気付かせたい。

一　一一一一一 　　　　　　　　一一一一一一一一一一一一一一一 　　　　　　　　　　　一一一一一一一一一一一一一一一一一一
・固い食べ物と柔らかい食べ ・回数の違いに気付かせ，その理由を考えさ ・するめ

物をかんで，それを飲み込 せたい。 ・ 豆腐

むまでの回数を数える。 ・固い物は，かみ砕くのに時間がかかるか

　ら

・柔らかい物は，かみ砕くのに時間がかか

らないから

つ ・ よくかむのとかまないので ・自分達の経験から考えさせたい。 ・ かみこたえ表

き は，どちらの方がからだに ・食物を小さくし，消化しやすくすることに ・ 8大効用図

と よいか考えたり聞いたりす 気付かせたい。

め る。 ・かむことの「8大効用」を知らせ，かむこ

る との大切さを知るよう援助したい。

30
・一ひ一肥満防止

分 ・一み．味覚の発達

・　こ．言葉の発音

・「の」脳の発達

・「は」歯の病気予防

・一が一癌の予防

＊一 い一．胃腸快調

・一ぜ」全力投球
一　一一｝一 一一一一一一一一一一一一一一一 一＿＿＿一一一

　　　　　　　　　　一一一一一一一一一一一一 一一一一
つ

・ 自分の食事調べを見てかみ ・ 献立の部分に赤丸をっけさせ，自分の傾向 ・ かみこたえ表のプリント

き
つ
め

こたえのある食物をとって

いたか，かみこたえ表をみ

をっかめるよう援助する。 ・赤鉛筆

る ながら印をっけ，だいたい

30 の傾向を知る。

分

一一一一一一 一一一一一一 　　　　　　　　　　　　一一一一一一一　一一一　『『『一一一 一一一一一一一一一一一　一　一
・今後の自分たちの食生活に ・ 具体的な目標を持てるように机問巡視しな ・ ワークシート

活
ついて考え，ワークシート がら助言する。

か に記入し，発表する。 ・ よくかむことが実践できるように支援す

す
る。

・人間らしい健康なからだを保っていくため
10

分
には，常に生活に留意する必要があること

に気付かせたい。

◎　評価の視点

　・よくかむことが，人間のからだに

　　とって良い影響をもたらすことが分

　　力、ったカ、。

　・自分の食生活を見直そうという気持

　　　ちが持てたか。

③　事後の活動

　・実践カードをっけ，自分の目当てを

　　持って食事ができたか記入する。
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（2）事前の活動での児童の様子

　　ここで学習する「そしゃくの大切さ一の事

　前学習として，児童・人一人が自分の食事の

　内容について調べたり，その食事でどのくら

　いの回数のそしゃくが行われているかを調べ

　たりするために一週間の食事調べを行った。

　　その中での感想としては，一固いものの時

　は，よくかまないとのみこめない。一　うどん

　のようなやわらかい物より，お肉のような固

　いもののほうが，かむ回数が多くなる。一「か

　たいものを食べるとあごが強くなるから，

　いっぱい食べたい。　お肉とかたくさんかま

　ないと食べずらかった。一など食べ物のかた

　さとかむ回数にっいて気付いた児童も何人か

　いた。

　　かむ回数については，神奈川県下の小学生

　男女児童（1年生から3年生）114名の5日

間の給食の様子をビデオにとり，　・人一人の

　そしゃく回数と食事時間を測定したものと比

較してみると次の通りである。

　　　　　　　そしゃく平均回数

神奈淵県下 本学級

500回まで
　　（かめない子） 32％ 41％

500から900回まで
　　（かまない子） 43％ 52％

900回以上 25％　　　　　7％

　　食事調べに意欲的に取り組み，学習の課題

　をっかんでいた。

（3）授業研究会で話し合われた内容

　①実態のなかで一固い食べ物とは，どんな

　　物と考えているのか一をあげさせ，驚きや

　　発見をさせるようにしたらよいのではない

　　か。

②1かむことの8大効用．を全部知らせて

　　しまうのではなく，2っでも3っでも児童

　　に気付かせるようにするとよかった。

③今日の授業は，一顔形一からその原因を
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　　探っていったが，その反対に，こういう条

　　件が「顔形」を変えていくという授業も組

　　めるのではないか。

（4）事後の活動での児童の変容と考察

　　事後の活動では，1かみかみ実行カード」

　に自分の目当てがまもれたかどうか記入し

　た。結果は，ほとんどの児童が目当てを守る

　ことができ，その反省・感想には，　この5

　日間，目標が守れてよかったです。これから

　はなるべく，やわらかいものを少なくして食

　べたいです。－rすごいかんだ数だなと思

　う。」などよく意識して実行できたようであ

　る。

　　この学習を通し，毎日の食事の内容，食事

　の仕方を見直すことができたと言える。

◇毎日の実践

　（1）毎日の歯みがき

　　　学校での毎日の歯みがきは，給食後に実

　　施している。今年度は，少しでもゆとりを

　　持って歯みがきができるように，給食時間

　　を昨年度より5分延長して，12：20～13：

　　05と45分間としてある。

　　　新学期当初は，昨年度使用したビデオを

　　見ながら，もう一度歯のみがき方を確かめ

　　させながら行った。その後は，ビデオなし

　　でも児童は自主的に歯みがきに取り組んで

　　いた。児童の何人かは手鏡を持参し，みが

　　き残しがないようにみがき方を工夫してい

　　た。

　　給食を食べ終わった人から川頁に自分の席

　　でみがき，みがき終わった人から流し場の

　方にいって口をゆすぐ方法をとった。この

　方法の利点は，流し場の混雑の解消にっな

　がるということと，自主的な歯みがき態度

　　を育てる実践の場となるということがあげ

　　られる。

　　学年全体を通してみると，児童には給食



後の歯みがきはすっかり定着し，自主的に

歯みがきに取り組む態度は確実に育ってい

　る。しかし，一部には，毎日の事なのでし

だいに歯みがきに慣れ，形だけ実施して済

　ませてしまう児童が見られた。

　　そこで，定期的にビデオを見せる指導を

取り入れたり，染め出しテストの結果や学

　級活動との関連を図ったりした。また，時

　には・斉みがきを取り入れるなどいろいろ

　な活動と関連させながら，その都度正し

　く，自主的に歯みがきが実践できるような

　態度の育成に努めた。

（2）染め出しテストによるみがき方の再確認

　　最低学期1回を目標に，カラーテスター

　による染め出しテストを実施し，自分のみ

　がき方を振り返らせた。

　　毎日の指導の中で，児童自身はかなり意

　識的に歯みがきに取り組み，きれいにみが

　けているように思っている。しかし，改め

　て染め出しテストを実施してみると，ほと

　んどの児童がみがき残しがあることに気づ

　き，改めてしっかりみがこうという意識を

　持って取り組むようになった。

③　歯みがきカレンダーの活用

　　歯みがきカレンダーについては学級保管

　とし，朝自習の始まる前の時間に記入させ

　ている。保管方法としては，全員がカレン

　ダーをファイルにとじ，記入前に保健委員

　が配布している。

　　ファイルは昨年からのものをそのまま引

　き続いて使用している。少し占くなってい

　るが，継続してつけているという意識を高

　めるためという意味で使用している。

　　今年度は，表紙に絵をつけたり，子ども

　自身がみがいた回数を自覚できるように一

　覧表を裏表紙にっけたりして工夫してい

　る。

研究報告■

（4）歯の博士コーナーの充実と活用

　　2階と3階の間の踊り場にある，歯の

　博士コーナー一の内容の充実と活用の工夫

　に努あた。場所的に朝・帰りはもちろん，

　休み時間にも頻繁に児童はその場所を通

　り，目にする場所なので，日常的な啓発に

　は大変有効な場所である。

　　その掲示を通して，知識理解を深めた

　り，学級指導の資料として利用したりして

　活用を図った。

（5）むし歯予防ポスター・標語による啓発

　　6月4日のむし歯予防デーにあわせて，

　むし歯予防ポスターに取り組ませた。よい

　作品は学年・学校で表彰し，校内に掲示し

　啓発を図った。

　　また，児童会募集によるむし歯予防標語

　にも積極的に応募し，児竜自身が募集から

　応募表彰まで取り組めるよう支援し，進

　んでむし歯予防に取り組む態度の育成を目

　指し工夫した。

（61家庭科での学習と連携

　　5年生では家庭科が初あての教科として

　登場する。学習内容も身近な題材や実習が

　多いことから，児童は大変学習意欲を持っ

　て取り組んでいる。

　　5年生の1学期の題材に一なぜ食べるの

　か考えよう一という題材がある。その中で

　毎日の食生活を振り返らせたり，一食物と

　栄養の関係．や1栄養素のはたらき」につ

　いて学習したりする。

　　これらの学習の中で「食生活とむし歯P

　防一について，関連づけて指導した。例え

　ば毎日の食生活をふりかえる時に，おやつ

　にも関心を向けさせたり，’おやっと砂

　糖」についても調べさせたりした。また，

　栄養素のところでは，　カルシウムの摂

　取一など歯を形成する栄養素について触

　れ，むし歯と歯質や食事の関係についても
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　学習した。

（7）　「ピカピカくんだより」の活用

　　月2回配布される一ピカピカくんだよ

　り一を児童に配布する際に，児童にも読ん

　で聞かせたり，親からのアンケートの回答

　で家庭での歯みがき実践で参考になるもの

　は児童に紹介したりして，実践への意欲化

　を図った。

◎・保護者への啓発

　（1）　「ピカピカくんだより」の回収状況から

　　　昨年度に引き続き　ピカピカくんだよ

　　り　を発行し，保護者に同じ項目でアン

　　ケートをとった。結果は以下の通りであ

　　る。

函査項目 回収率 回　　答

昨年
おrさんのむし歯の数
を知っていますか，

55Qo 知っている

　　7900
知らない

　　21％

2号
お∫さんのむし歯の数
を知っていますか。 88％

知っている

　　73％
知らない
　　　18％

昨年
おfさんの日の中を点
検していますか、

6600 している

　　6000
していない

　　40％

2号
おrさんの口の中を点
検していますか。 72％

している

　　73％
していない

　　27％

①　各号とも昨年に比べ回収率が高まって

　いることから，「ピカピカくんだより．

　に対する保護者の関心は高まっていると

　思われる。

②子どものむし歯の数を知らない人や口

　の中の点検をしていない人が減ってきて

　いることから，子どもの口の中の健康に

　注意を払っている保護者が増えてきてい

　ると思われる。

③子どものむし歯の数を忘れてしまって

　いる保護者がわずかに増えていることか

　ら，保護者の意識の継続を図ることが今

　後の課題である。

　　また，ピカピカくんだよりにたくさん

　の保護者の意見や感想が寄せられた。主

　な意見や感想は，以Fの通りである。
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　　　　・ブラシのいろいろな部分を使ってみが

　　　　くよう子供から教えられ，親の方がみ

　　　　がき方に注意するようになった。（2

　　　　号）

　　　・家族5人なのに，学校用，自宅用など

　　　　で14本の歯ブラシがあり，何時でもみ

　　　　がけるようにしている。（4号）

　　　・歯ブラシをおふろと洗面所においてあ

　　　　り，いっでもみがけるようにしてい

　　　　るQ（6号）

　　　・みがき残しがあるかどうか確認するた

　　　　め，みがき終わったあと，人差指で歯

　　　　のヒ下・左右・裏側の上ド・左右・奥

　　　　の方とこすり・キュキュと音がしない

　　　　ときはそこをみがく。（6号）

　　　・以前にTVのCMの時間に歯をみがく

　　　　とき一だるまさんが転んだ　と唱えて

　　　　いました。それで，1か所につき10回

　　　　ブラシが動くわけです。家ではこの言

　　　　葉を言いながらみがいています。　（6

　　　　号）

　　　　以上のことから，　ピカピカくんだよ

　　　り1を通して保護者の健康な歯づくりに

　　　対する関心が深まってきたことがうかが

　　　える。

（2）学年だよりの利用

　　学年だよりを利用して，むし歯治療のお願

　いや一歯の健康．講演会を紹介した。

（3）家庭との連携を通して

　　学年だよりやピカピカくんだよりを通し

　て，口の中の健康にっいて情報を伝えたとこ

　ろ，家庭独自に考え，工夫した歯のみがき方

　や食事のとり方を試みる保護者が増えてき

　た。



研究報告■

4．まとめと今後の課題

（1＞まとめ

　①　学級活動の指導を通して

　　・調べ学習や体験的な学習などを取り入

　　　れ，指導方法を工夫したことにより，児

　　　童の興味・関心を引き出せ，授業が活性

　　　化し深まった。

　　・家庭科の学習と関連させ，授業に取り組

　　　んだことで，児童の理解がより一層深

　　　まった。

　　・自分の健康づくりのたあには，どんなこ

　　　とが必要であるかなどが分かり，進んで

　　　健康づくりに取り組む態度が育ってき

　　　た。

　②　日常の実践を通して

　　・毎日の歯みがき実践によって，子供たち

　　　の歯みがき習慣は向ヒし高まりが見られ

　　　た。

　　・さまざまな，啓発活動によって歯や歯み

　　　がきに対する知識・理解が高まり，進ん

　　　で歯を大切にしていこうとする実践意欲

　　　の高まりが見られた。

⑥　家庭との連携を通して

　・学年だよりやピカピカくんだよりを通し

　　て，口の中の健康について情報を伝えた

　　ところ，家庭独自に考え，工夫した歯の

　　みがき方や食事のとり方を試みる保護者

　　が増えてきた。

（2）今後の課題

　・家庭での昼の歯みがき習慣定着が朝・夜に

　　比べてよくない。啓発部との連携を図りな

　　がら，家庭の協力を得て昼の歯みがき習慣

　　の定着を図る。

　・学年が変わる年度末・年度始あの時期は，

　　学校を離れ担任を離れるので歯みがきカレ

　　ンダーの活用意識が薄れる傾向がある。進

　　級によって実践が途切れることなく，ス

　　ムーズに次学年へ実践が継続されるように

　　意識を高める。

　・学校での毎日の歯みがき実践では，より自

　　主的にそしてIEしく，汚れた部分や歯みが

　　きのポイントを意識しながら実践できるよ

　　うに，今後も啓発や指導をIl夫し習慣化を

　　図る。
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◇＞6年の取り組みく◇

1．学年の児童の実態，重点目標

児 童 の 実 態

日常の観察から 1
アンケート結果から

◆基本的な生活習慣 i（工 歯の健康づくり（保護者の取り組み

　・素直で元気。

　・忘れ物が多い。

　・指示されたことができない児童がいる。

　・自主的に行動できない。

　・自分には甘く，人に対して厳しい。

◆学習面

　・遅れている児童の面倒はよくみる。

　・大半の児竜はすべきことはするがまだできない児童

　　もいる。

　・作業的学習を好む，

　・とりかかりは良いが根気よく取り組めない。

　・難しい課題に対して，あきらめが早い。

◆健康・安全面

　・危険度の高いことはしない。

　・IEしい姿勢ができない。

　・欠席が少なく健康的である。

・ 口の中のようすや歯みがきの状態に対する関心は高

まっているが，食物に気をつけるまでにはいたって

いない。

②　健康な歯づくり（児竜の取り組み）

　・歯に対する関心が高まり，歯みがきの時間や回数も

　　増えている。

　・おやつ後に歯みがきをするチがいない。

冨　生活のようす（児童）

　・朝の起床時間等に多少自立の傾向が見られるが，ま

　　だ完全ではない。

　・おやっにスナック菓子，ジュースが多い。

畢

重 点 目 標

・ 自分の口の中のようすを詳しく確認するとともに，12歳臼歯の特徴を理解し，歯肉炎予防のための正しい歯みが

きの仕方を身に付ける。

・栄養のバランスや歯の健康を考えた食事の大切さを知り，正しい食生活の実践への意欲を持っ。

J

歯の健康っくりに関する実態 めさす児童像 指導の手立て

　・歯みがきをする心構えはできている。

1・むし歯は病気だと思っている児童が多く

　なっている。　　　　　　　　　　　　1

　・数人決まった児童がむし歯があってもなか

1　なか歯医者に行かない。　　　　　　　　，

1轡灘鎧鰹蟹るが歯肉H
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「・歯みがきをする児童が多くなっている。

rl・自分のむし歯や欠けている歯を歯列図に言己

自分の歯の様r・

が分かる子

　　入し，確認させる。

　　・歯垢染め出しテストにより，みがき残しが

　「　あることを確認させる。

　1・歯にはいろいろな種類やはたらきがあるこ
Hとを確認させる・

　1・12歳臼歯（第二大臼歯）の特徴を理解させ

　　る。

　1・歯は3っの役割（咀囎，発音，容姿）があ
　1

　　ることを理解させる。

　　・むし歯の進み方や症状を理解させる。

148／日本学校歯科医会会誌　75号　1996年3月



2

月

4

5

6

い。

研究報告■

1 ・むし歯の進行を防ぐには，早期発見，早期1

自分の歯の様子
一

治療が大切なことを理解させる。

・ 歯周病の原因や症状を理解させる。
が分かる子

・ブラッシング時の体験を生かし，自分の歯

肉の状態を理解させる。

みがきの時間は3分くらいの児童が大半 ・ 歯垢染め出しテストにより，みがき残しが1

ある。 あることを確認させる。

分の歯にあったみがき方にまで至ってい 自分から歯をき ・自分の歯の形や歯並びに合わせたみがきの

い児童が多い。 れいにみがける 一一 仕方を身に付けさせる。

ブラシの状態には気を配っている児童が 子 ・ 歯肉炎を予防するためのIEしい歯みがき方

い。 を身に付けさせる。

やっの後で歯をみがく児竜はいない。 1 1 1

，時間にゆとりのない児童が多い。
1
し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

ナック菓子やジュース等のおやっが多 大切であることを理解させ，実践への意欲

O 健康を考えた食
L

を持たせる。

き嫌いのある児童が多い。 生活ができる子 ・ よく噛んで食べることが顎の発育を促し， 1

1

雛齢とを理靴実践へのi

研究の経過

研究の内容 児童への取り組み

こ学年会 ● 歯科検診
一一

・ 研修組織（学習・実践・啓発）編成 ● 4月歯みがきカレンダー

・給食後の歯みがきの仕方について ● 歯の博士コーナー展示

・ 歯の博士コーナーについて

一一一一　一一｝一一一一一一一一一一一一　一一 一一 一一一一

　　　一一一一一一　　一
一

二校内研修 ・ むし歯のないr・保護者への賞状配布

・ 仮説について ● むし歯治療の勧告書配布

・ 研究内容について ● 5月歯みがきカレンダー

・研修計画について ・ 健康な歯づくりアンケート（児竜・保護者対象）

こ校内研修

・各部会の研修内容について

二学年会

　・歯科検診の集計・分析・考察

　・むし歯予防デーの取り組みについて

　・6・7月「歯の博士コーナー一について

　・むし歯予防デーの取り組みについて

：校内研修

　・計画訪問について

　・紀要について

［学年会

　・指導案について

F

I・ むし歯予防ポスター作成

　・6月歯みがきカレンダー

・ 試行授業
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6　　・教材開発

　　二学年会

　　　・計画訪問反省
二7－　－5右交両磁崖1　　　　－一一　一　　“一一一一一　一一一一一一一

　　　・歯みがきカレンダーによる指導について

　　こ学年会

　　　・紀要原稿作成

　　二要請訪問

・ 試行授業

・研究授業

・むし歯治療勧告2回目

・ 歯みがきカレンダー集計と反省

・むし歯治療勧告3回目

3．実践例

◇授業
（1）指導案

　　　　学級活動（保健指導）指導案

授業の視点

　歯周病の恐ろしさや原因がわかり，自分たちの日

常の取り組みで予防や治療が可能なことを知れば，

歯周病予防への関心が高まり，実践的意欲が向上す

るであろう。

　　歯肉の病気を予防する歯みがき方

①題材にかかわる価値

　　　本題材は，学級活動の活動内容（2）日常

　　生活や学習への適応及び健康や安全に関

　　することの中の一健康で安全な生活態度

　　の形成一にあたるものである。

　　　歯周病は，むし歯と並んで口腔の二大

　疾患といわれ，私たちが歯を失う主な原

　　因となっている。歯周病は，その進行状

　況によって歯肉炎と歯周炎とに分けられ

　　る。歯肉炎は，プラークの中の細菌など

　の刺激や歯石によって，歯に接する歯肉

　　に炎症が起こって赤く腫れている状態を

　　いう。特に痛みは感じられないが，歯み

　がきなどによって容易に出血する。歯肉

　炎を長く放置すると，炎症は広がり次第

　に深部に及び，歯をささえている骨（歯

槽骨）にまで達する。これが歯周炎であ

る。歯周炎は，末期になると歯槽骨が壊

れ歯がぐらぐらする。歯と歯肉の間から

は血や膿が出て，最後には歯が抜け落ち

てしまう。このような状態を歯槽膿漏と

いう。（現在では歯槽膿漏という言葉は

使用しないが，歯肉炎の程度を表す言葉

としてあえて使用する。）歯槽膿漏にま

でなると病巣が深く完治しにくくなるの

で，日頃から予防することや，歯肉炎程

度で発見し，治してしまうことが大切で

ある。予防法としては，規則正しい生活

を心がけること，歯肉をマッサージする

ことが良いとされているが，もっとも重

要なのが，ブラッシングによって口の中

をいっも清潔に保っことである。

　児童はこれまで，むし歯予防のための

歯みがきの仕方，むし歯の原因，むし歯

の進み方，おやっの取り方などについて

学習してきている。歯肉に関しては，歯

肉炎の原因と症状をすでに学習してきて

いる。しかし児童にとって歯肉炎はむし

歯ほど気にならないらしく，歯みがきタ

イムの時間などを見ていても歯肉にまで

注意してブラッシングしている児童は少

ない。これは児童が歯肉炎の延長にある

歯周病の恐ろしさを知らないためと考え

られる。しかし，実際には4月の検診で

歯周炎と診断された児竜が1名，ブラッ

シング時に歯から出血したことのある児
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童が14名もおり，歯周病の始まりが感じ

られる。

　軽度の歯肉炎が始まるこの時期に歯周

病の学習をすることは意義があると考え

られる。また，小学校高学年のこの時期

に歯周病の学習をすることは次のような

点で意義があると考える。第・に，「歯

肉の健康状態を自分自身でとらえること

ができる。」歯肉に炎症が起きると，歯

肉が腫れる，弾力がなく引き締まりがな

くなる，歯肉の色が赤みを帯びてくる，

少しの刺激で出血する等の症状が現れて

くる。これらは鏡による歯肉の健康観察

や日常の歯みがき時の出血の有無などで

小学生でも容易に自分の歯肉の健康状態

を把握することができる。第1に，一歯

肉炎は，みがき残しのない歯みがきで改

善され，比較的短期間に実践の結果や

1成果を確かめやすい。」歯肉炎の原因

はプラークである。プラークを取り除く

ことによって歯肉炎は比較的短期間で治

る。歯と歯ぐきの間の部分をJ‘寧にみが

くことによって，児童自身で歯肉の問題

を解決し，それを自分自身の目で確かめ

ることができる。第Eに，「歯肉の健康

状態を観察することにより，日頃の歯み

がきの状態を自己評価できる。1歯肉炎

の原因はみがき残したプラークである。

歯肉に炎症があるということは，歯ブラ

シの毛さきが歯や歯肉に十分届いていな

いなどみがき方に問題があるということ

になる。歯肉の健康状態の観察は，日頃

の歯みがき状況を自己評価することにな

る。

　歯肉は直接目で見えるところにあるの

で，適切な指導により，自分の歯肉の健

康状態を把握することが可能である。毎

朝髪形を気にするように，日頃から自分

　　　　　　　　　　　　　　研究報告■

　の歯肉の状態に関心を持ち，適切な歯み

　がきを実行できれば，成人後の歯周病が

　減少することは確実であり，一生自分の

　歯で過ごすことも可能である。

　　また，この授業全体を通して身に付け

　させたい資質や能力として，劇の導入や

　身近な教材を取り入れることにより児童

　の健康に対する興味・関心を高めたり，

　歯周病の原因を考えさせることや正しい

　歯みがきの方法を考えることを通して思

　考力・判断力を養ったり，歯肉炎を予防

　する歯みがきを継続的に身に付けさせる

　ことで技能を身に付けさせたりしていき

　たい。そして，その学習過程を通して歯

　周病にっいてのtEしい知識を学ばせてい

　きたいと考える。

　　以ヒのように自分の努力で歯肉炎を予

　防・改善し，健康が取り戻せることを，

　小学校高学年の今，学習させて生涯にわ

　たる健康の基礎づくりをしておきたいと

　考え，本題材を決定した。

②　系統　略

③　児童の実態

　　男子17名，女r・18名合計35名のクラス

　である。明るく活発な児童が多いが，精

　神的にまだ幼く基本的な生活習慣がよく

　身に付いていない児童も数名見られる。

　本授業に先立ちアンケートと歯垢染め出

　しテストを行ったところ次のような結果

　であった。

〈アンケートから〉

　⑦　1日に何回歯をみがきますか。

　　　みがかない……………0人

　　　1回…・……………・・…1人（3％）

　　　2回・………………・…・0人

　　　3回……・…………・・…31人（91％）

　　　4回…………・…・…・…2人（6％）

　　　ほとんど全員の児童が一日3回歯み
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　　　　　がきをしている。

　　　　⑦　いっ歯をみがきますか。

　　　　　　起きてすぐ……………2人（6％）

　　　　　　朝食後…・……・…・・…・・31人（91％）

　　　　　　給食後……………・…・・33人（97％）

　　　　　　おやっ後………………0人

　　　　　　夕食後・…・………・……10人（29％）

　　　　　　寝る前……………・…・・27人（79％）

　　　　　　おやっの後歯みがきをする児童や夕

　　　　　食後歯みがきをする児童が少ない。ま

　　　　　だ歯みがきの理由が理解できていない

　　　　　と考えられる。

　　　　◎　歯みがきに何分ぐらいかけますか。

　　　　　　1分ぐらい……………2人（6％）

　　　　　　3分ぐらい……………20人（59％）

　　　　　　5分ぐらい……………10人（29％）

　　　　　　7分ぐらい・…・………・2人（6％）

　　　　　　給食後の歯みがきタイムの習慣が身

　　　　　に付いているためか3分以上みがく児

　　　　　童が多い。

　　　　㊤　人に言われなくても歯みがきをして

　　　　　いますか。

　　　　　　は　い・………………・・26人（76％）

　　　　　　いいえ……………・…・・8人（24％）

　　　　　　まだ24％の児童が人に言われないと

　　　　　歯みがきができない状態である。

　　　　⑳　自分の歯はきれいにみがけています

　　　　　か。

　　　　　　はい…………・・……・9人（26％）

　　　　　　ふっう…………………24人（71％）

　　　　　　いいえ…・……………・・1人（3％）

　　　　　　大部分の児童がまあまあみがけてい

　　　　　ると考えている。歯垢染め出しテスト

　　　　　の結果と比べると確認の甘さが見られ

　　　　　る。

　　　　㊧なぜ歯みがきをするのですか。（複

　　　　　数回答。％は全体35人に対する割合）

　　　　　　むし歯にならないたあ
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　　　　　　　　　　……29人（85％）

　　歯肉炎にならないたあ

　　　　　　　　　　……3人（9％）

　　病気にならないため

　　　　　　　　　　……7人（21％）

　　年をとっても自分の歯でいたいため

　　　　　　　　　　……6人（18％）

　　大部分の児童は歯みがきイコールむ

　し歯予防と考えているが，f・∫名かの児

　童は更に進んで健康のためと考えてい

　る。

㊥歯ぐきが赤く腫れたりブラッシング

　の時血が出たりしたことがあります

　か。

　　（複数回答，％は全体35人に対する割

　合）

　　赤く腫れたことがある

　　　　　　　　　　……6人（18％）

　　血が出たことがある

　　　　　　　　　　……14人（41％）

　　どちらもない……・…・・14人（41％）

　　約半数の児童がブラッシングの時出

　血した経験を持っており，軽い歯肉炎

　にかかったことがあると考えられる。

　②歯肉炎を知っていますか。

　　言葉もどんな病気かも知っている

　　　　　　　　　　……18人（53％）

　　言葉は知っているがどんな病気かは

　　知らない………………15人（44％）

　　知らない………………1人（3％）

㊧　歯周病を知っていますか。

　　言葉もどんな病気かも知っている

　　　　　　　　　　……0人

　　言葉は知っているがどんな病気かは

　　知らない………………14人（42％）

　　知らない………………20人（58％）

＠　歯槽膿漏を知っていますか。

　　言葉もどんな病気かも知っている



　　　　　　　　　　……7人（21％）

　　　言葉は知っているがどんな病気かは

　　　知らない・…・………・…26人（76％）

　　　知らない………………1人（3％）

　　　歯肉炎は知っているが歯周炎，歯槽

　　膿漏になると知らない児童が増える。

　　歯肉炎が進行するとどのようになるか

　　理解されていない。

　〈歯垢染め出しテストから＞

　　　A（きれいにみがけている）

　　　　　　　　　　……13人（38％）

　　　B（少し汚れている）

　　　　　　　　　　……15人（44％）

　　　C（だいぶ汚れている）

　　　　　　　　　　……6人（18％）

　　　意識ではきれいにみがけていると考

　　えている児童が大部分であるが，実際

　　にきれいにみがけている児童は13人

　　（38％）であり，まだまだみがき残し

　　をしている児童が多く，意識と実際の

　　ズレが見られる。

　　　全体として，人の言われないとまだ

　　歯みがきができないこと，歯周病を予

　　防するような正しい歯みがきの仕方が

　　身に付いていないこと，歯周病にっい

　　ての正しい知識を知らないことが問題

　　としてあげられる。

　　　具体的には，まだ正しい歯みがきの

　　仕方が身に付いていないK．Hやa．　k

　　に正しい知識を持たせ，みがき残しの

　　ないみがき方を身に付けさせていきた

　　い。

④指導方針

〈事前の活動〉

　⑦歯垢染め出しテストを行い，日常の

　　ブラッシングにおけるみがき残しの位

　　置を明らかにすることにより，一人一

　　人の児童に自分の問題点を把握させて

　　　　　　　　　　　　　研究報告■

　おく。

④　家族の一歯肉調べ　を行うことに

　よって，自分たちがこれから歯肉炎に

　なる可能性が高いことを身近に感じさ

　せ，自分の問題としてとらえ歯周病予

　防の意欲を高められるようにしたい。

◎　家族の一歯肉調べ　を行うことに

　よって，児童一人一人に授業に参加し

　ているという意識を持たせたい。

㊤綿棒iで一っんっん1みがきすること

　により，みがき残しの多いところの歯

　肉が赤く腫れていたり，ブヨブヨして

　いることに気づかせたい。

〈本時の活動〉

㊥家族の歯肉調べ一．の結果をまとめ

　てグラフにして指示することにより，

　自分の活動がクラスの役に肱っている

　という気持ちを持たせ，個人と集団の

　関わりの意識を高めていきたい。

⑳　　一歯肉調べ　のグラフや　っんっ

　ん一みがきの結果から歯みがきと歯周

　病との関係を考えさせることにより，

　思考力を養っていきたい。その時，グ

　ループやクラスでの話し合いを行い，

　協力や助け合いの気持ちを育てていき

　たい。

㊥授業の導入の段階で，児童の劇を取

　り入れることにより，題材に対する興

　味・関心を高めたい。

②写真，VTRを利用することによ

　り，歯周病の恐ろしさを視覚に訴え，

　歯周病予防の意欲を高めたい。また，

　歯周病の原因もしっかり押さえたい。

㊧　染め出しテストにより自分のブラッ

　シングのめあてをはっきりさせ，歯周

　病を｝防する歯みがきの仕方を気づか

　せたい。

◎　ブラッシングの時には2人で向き合
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　い，みがき残しがないかお互いに確認

　することにより，協力して問題を解決

　　していく態度を養いたい。

⑥　自分にあった歯みがきの仕方を発表

　することにより，児童一人一人の考え

　を深あるとともに表現力を身に付けさ

　せたい。

②　話し合い活動を取り入れ，保健委員

　を活躍させることにより，児童に自信

　を持たせ，自主的に課題を追求しよう

　とする態度を育てたい。

〈事後の活動〉

⑭　給食後の歯みがきタイムのあと継続

　　して一みがき方確認カードーをつける

　ことにより，常に自分にあったみがき

　方でみがけるよう行動の習慣化を図り

　たい。

㊨　自分にあったみがき方が家庭でもで

　きるよう学級通信などにより，家庭と

　の連携を図りながら指導を進めたい。

〈同和教育上の配慮〉

⑦友達の意見や発表は常によく聞き，

　ともに考えさせるようにしたい。

＠　歯肉の状態には個人差があるので，

　歯肉炎になっている児童に対する態度

　に留意したい。

⑦　友達の口の中なども自由に観察し合

　える雰囲気づくりに努めたい。

⑫　友達…人一人の言動や様子，態度な

　どに十分注意を払い，多面的な指導理

　解に努める。

θ常に児童の良さを認め励ます指導を

　行う。

㊦個人や集団を暖かく包み込む受容的

　で支持的な学級の雰囲気づくりに努め

　る。
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　　〈学校教育目標と関連〉

学校教育目標　　　　学級教育目標 指導力針との関連

きまりを守り

　仲良くするf
相手の気持ちを
　考えて

　行動できるf

雀⑤⑧⑫⑬
⑭⑮⑯⑰

じょうぶな体で

　がんばりぬく∫
自ら進んで体を

　鍛えるf ⑩⑪

すすんで学び
　　よく考える∫

目標をもって
粘り強く

　学習する了

①②③④⑤
⑥ユ⑨

3　活動の経過

①事前の活動

月　日 時間 対象者 活勤内容

6月4日 裁　屋 全　員 歯垢染め出しテストを行い，自
分のみがき残しをしやすい部分

はどこか・人・人が明らかにし

ておく。「つんつん一みがきを

行い，歯肉が赤く腫れたりブヨ

ブヨしているところを歯列図に
記録しておく。

6月4日 家　族 全　員 家族の一歯肉調べ一を行い，歯
～ 周病の経験の有無と歯みがきの

6月8日 状況を調べておく。

6月10日 放課後 保　健 家族の　歯肉調べ一の結果を集
委　員 計して，グラフにしておく。

②本時の活動

　⑦　ねらい

　　　歯周病の原因と症状を知り，その予

　　防の仕方について考え，歯肉炎を予防

　　する歯のみがき方を実践しようとする

　　意欲を持っことができる。

　⑦　準　備

　　　教師　健康な歯肉の写真

　　　　　　歯肉炎の写真

　　　　　　歯槽膿漏の写真

　　　　　　アンケート集計結果グラフ

　　　　　　VTR　（歯周病の原因）

　　　　　　ポイントカード

　　　　　　歯の模型セット

　　　　　　染め出し用具

　　　　　　ワークシート

　　　児童　手鏡，歯ブラシ，コップ，吐

　　　　　　き出し用パック，タオル，歯

　　　　　　の学習ファイル



過程

つ

か

む

10

分

つ

き

つ

め

る

25
分

◎展　開

　　　　学習活動

今日の学習内容について知
る。

歯肉炎，歯周炎とはどのよう

な病気なのかを考える。

家族の歯肉調べの結果につい

て話し合う。

歯周病の原因について考え
る。

VTRを見て歯周病の原因に
ついてまとめる。

歯周病の予防のしかたにっい

て考える

染め出しをし，自分にあった

みがき方を考える。

る。

ていく。

る。

く，

研究報告■

教師の支援および留意点 資料・用臭

シング時の出血の体験を劇にし，教

示の工夫をすることにより児童の興

心を高めたい。

歯肉の写真と歯肉炎の写真，歯周炎 健康な歯肉の写真

を見せ，歯肉炎，歯周炎の特徴に気 歯周炎の写真

う支援する。 歯周炎の写真

員に発表やまとあをさせ活躍の場を 家族の歯肉調べの結果のグラ

たい。活動に対しては労をねぎら フ

賛し自信を持たせる。

は身近な病気であり，将来自分もな

性が高いことに気づかせたい。

分の人が歯周病を経験したことがあ

が高くなるほど歯周病を経験した割

高くなる。

考えさせたりグループで考えさせた

形態を工夫することにより，協力し

を解決する態度が養えるよう支援し

〇

一　一一一一一一一一　一一一一一一 　　ニー一一一一 一一一一一一一 一　一一一一一一一一一一一一
歯肉調べの結果のグラフや　っんっ 家族の歯肉調べの結果のグラ

がきの記録をもとにみがき残しの多 フ

うが歯周病になっていることに気づ

支援していく。

がきの時間や回数の少ない人ほど歯

になっている。

き残しのところが歯肉炎になってい

に歯周病の原因を教えるのではな

ラフや記録から歯周病の原因を読み

ることにより思考力を養いたい。

や歯の模型を使い，視覚にうったえ VTR（歯周病の原因）

により児童の理解を援助する。 歯の模型

の原因から原因を取りのぞけば歯周

らないことに気づくよう支援する。

がきでプラークを落とす。

　・歯と歯肉の境目に気をつけてみがく。

　・食べたらすぐみがく。

　・手鏡を見てみがき残しがないように丁寧

　　にみがく。

☆個人で考えさせたりグループで考えさせた

　り学習形態の工夫をし，協力して問題を解

決する態度が養えるよう支援していく。

こ1本の歯を3つの面（外側，内側，噛み合　染め出しセット

わせ面）に分けてみがき方を工夫させた

　い。
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2
5
分

活
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10

分

自分にあったみがき方をワー

クシートに書く。

みがき方のめあてを発表す
る。

歯ブラシのあて方や毛先の使い方などにっ1

いて援助する。

tt 二人で向き合ってみがき残しを調べるな

ど，協力しあって問題を解決できるよう働1

きかけていく。

1：夫したみがき方を考えることにより思考

力を養っていきたい。

みが詠蛎そ藷力1せ概1諭，帖ニラシ＝ドー

実践の見通しが持てるよう支援していく。

めあてを発表しあい，工夫している点を賞

賛していくことにより実践に向けての意欲

づけを図る。　　　　　　　　　　　　1

☆全体の前で自分の意見を発表することによ

　り表現力を身に付けさせたい。

　ワークシートを記録していくことにより，

　意欲の継続が図れるよう援助していく。

　歯みがきタイムにおいても，手鏡を使いみ

　がき残しのないようなみがき方ができるよ

　うに助言していく。

　家庭でも丁寧な歯みがきができるように声

　掛けをする。

　㊤　評価の観点

　　・歯周病について関心を持ち，歯周病

　　　予防に努めようとする意欲が持てた

　　　か。

　　・歯周病の原因や予防法が考えられた

　　　か。

　　・歯周病を予防するみがき方を考える

　　　ことができたか。

　　・自分の考えをみんなにわかりやすく

　　　発表できたか。

③　事後の活動

月日隔間 対象者｝　　　　活動内容
6月15日
　～

6月22日1

歯みがき

タイム
全　員 給食後の歯みがきタイムで，め

あてにそったみがきカを続け，

ワークシートに記録していく、

6月22目濠庭 全　員
　＆

保護者

家庭で親デ揃って染め出しテス

トを行い，歯肉炎についての意

識の高揚を図る。

（2）事前の活動での児童の様子

　①給食後の歯みがきの後や登校後など条

　　件をいろいろ変えながら月に一度歯垢染

　め出しテストを行っている。綿棒に染め

　出し液をっけ，鏡を見ながら・本一本て

　いねいに染め出しをしていく。初めは染

　め出し液を服に付けたり時間がかかった

　が，次第になれ朝の短学活でもできるよ

　うになった。記録を調べてみると，同じ

　箇所をいつもみがき残している児童が多

　く，ただ漫然と歯みがきをしている様子

　がうかがえる。

②家族の’歯肉調べ．を行った。祖父や

　祖母になるほど，歯肉炎になった経験が

　多いことがわかり，友達と見せ合いなが

　ら家族のことを話し合う様子が見られ，

　歯肉炎に対する関心が高まってきてい

　た。

③綿棒で歯肉を』っんつん一し，歯肉が

　赤く腫れているところ，ブヨブヨしてい

　るところ，歯と歯の間の歯肉が丸くなっ

　ているところを調べ歯列図に記録した。

　歯垢染め出しテストの結果と比べさせた
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　　ところみがき残しの多いところが歯肉炎

　　になりかけていることに気づいた児童が

　　6名いた。

（3）授業研究会で話し合われた内容

　①一っかむ．の段階では

　　・導入に児童の劇を取り入れたことによ

　　　り，本題材に対する興味・関心が大変

　　　高まり効果的であった。

　　・家族の「歯肉調べ」の結果を保健委員

　　　が発表したが，結果の発表だけでなく

　　　そのまま保健委員に司会をさせ児童の

　　　感想をまとめさせるとさらに良かった

　　　のではないか。

　②　「っきっある一の段階では

　　・家族の「歯肉調べ　の結果だけから歯

　　　肉炎と歯みがきの関係を導きだすのに

　　　は少し無理があったのではないか。

　　・VTRの後，大型の歯模型を使って歯

　　　肉炎の原因を確認したのはわかりやす

　　　かった。

　　・歯肉炎の予防の仕方を考える段階で

　　　は，もう少しじっくり考える時間を

　　　取ったらどうか。

　③　　「活かす．段階では

　　・自分なりの課題を持ちながらワーク

　　　シートを記録していく方法は，意識の

　　　定着化を測る方法としては良いのでは

　　　ないか。

　　・ワークシートの最後に自己評価をさせ

　　　る欄を設けたほうが良い。

（4＞事後の活動での児童の変容と考察

　　授業実践の後6日間，給食後の歯みがき

　でめあてにそったみがき方を続けみがき方

　確認カードに記録した。その結果，記録を

　とった6日間は約94％の児童が，各自の目

　当てにそって丁寧にみがけたと答えてい

　る。また，歯周病の恐さがよく理解できた

　ためか，歯肉に対する関心が高まり鏡で自

　　　　　　　　　　　　　　研究報告■

分の歯肉の色や形などに気をつけている様

子が見られるようにナッタ。また給食後の

歯みがきでは言われなくても手鏡を持ち，

－i本一・本丁寧にみがく児童が大半になっ

た。特に，今まであまり歯みがきに関心の

なかったa．kなども熱心にみがくように

なり，みがいた後「これくらい丁寧にみが

ければ歯肉炎にならない。一と自分の口の

中を点検してもらいにくるようになった。

　これらの児童の変容からも，歯周病につ

いて具体的に理解することにより自分の歯

を丁寧にみがこうとする意欲は高められ，

仮説は検証されたと考えられる。

◇毎日の実践

　（1＞給食後の歯みがきの工夫

　　　今年度は，手鏡を見ながら一自分の歯に

　　合ったみがき方1ができるように，毎日の

　　歯みがき指導を行ってきた。昨年度，使用

　　していた歯みがきのビデオは，みがき方や

　　みがく順番を確認するために，週に一度だ

　　け使用した。その他は，約3分の音楽テー

　　プを用意して，その音楽に合わせて手鏡を

　　見ながら歯みがきを行わせた。染あ出しテ

　　ストで自分の歯のみがき方の癖を知り，み

　　がき残しの多い部分に気をつけてみがくよ

　　うになったり，また歯の保健指導の中で，

　　12歳E噛の萌出状況に応じたみがき方や歯

　　肉炎を予防するみがき方の学習を通して，

　　歯ブラシのあて方や毛先の使い方にも工夫

　　が見られるようになってきた。

②歯みがきカレンダーの取り組みの工夫

　　　歯みがきカレンダーのファイルを用意

　　し，学級で保管するようにした。前日の夜

　　と朝の歯みがきも，給食時の歯みがき後に

　　色ぬりをさせた。また，月末の集計は，朝

　　の会や帰りの会を利用して行った。その結

　　果，カレンダーのっけ忘れや紛失をする児
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　竜が減った。

（3）定期的な歯垢染め出しテストの取り組み

　　一自分の歯に合ったみがき方、ができる

　ように，月一度の歯垢染め出しテストを実

　施した。みがき残しがどこにあるか一人一

　人に自分の目で確認させ，自分に合った正

　しいみがき方が身に付けられるようにさせ

　た。テストの判定は担任が行い，その結果

　と反省をみがき残し発見カードに記入させ

　た。染あ出しテストを行うのに従って，A

　判定の児童の割合がかなり増えてきたが，

　ほんの僅かではあるが，いまだにC判定の

　児童も見られる。

（4）資料・展示室の活用

　　各学年の保健指導で使用した資料を系統

　的に一室に展示してある。各クラスごとに

　展示室へ行き，学習を進めた。児童は，い

　ろいろな展示物に目を輝かせていた。展示

　室を利用する利点としては，その場で動か

　ずに他学年の内容も含めて系統的な指導が

　できること，指導時間の短縮ができること

　等があげられる。

（5）歯の博士コーナーの活用

　　児童のむし歯予防に対する興味・関心を

　高めるために，階段おどり場の掲示板に

　　歯の博士コーナー一を設置した。掲示内

　容は，歯の保健指導年間計画に基づいて，

　計画的に設定した。その掲示板の横には鏡

　もあり，掲示板を見ては，鏡で自分の口の

　中をのぞき込んで確認している児重をよく

　見かけるようになった。

4・5月

6・7月

9・10月

11・12月

1・2・3月

歯列図と歯の名称，永久歯の

むし歯の罹患状況一

正しい歯みがきと歯肉炎f

防

一

そしゃくとあごの発達一

112歳臼歯の特徴とみがき方1

　　3っの食品群とバランス
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　　　　　　　のよい食事一

（6）むし歯予防ポスター・標語への取り組み

　　むし歯予防ポスター，むし歯予防標語を

　全員の児童に取り組ませた。作品には，日

　頃の歯みがきの習慣の大切さを訴えるもの

　が多く，保健指導の成果がうかがえた。

◇　保護者への啓発

　（1）ピカピカくんだよりの回収状況から

　　　一ピカピカくんだより一を発行し，保護

　　者への啓発を行った。一ピカピカくんだよ

　　り」の下の欄では，保護者の意見・感想や

　　アンケートをとった。6年生のアンケート

　　回収率と結果は次のグラフの通りである。

％
o
o

（
－

　回収率を見ると4号，5号では95％を越

えており一ピカピカくんだより一を読んで

いる保護者が増え，家庭の歯に対する関心

が高くなったといえる。

　また，毎回保護者から下記のような意

見，感想を寄せてもらった。

一 歯のみがき方のきめこまかい指導におい

　て，ていねいにみがく大切さを感じまし

　た。（2号）

　・年齢，LIに合った歯ブラシを使ってい

　　ます。

　・1か月に1回，毛先が開いてきたら取

　　り替えています。　（3号）

　歯ブラシはついっい長い間使用してし



　　まっていたので，今回の替える時期がと

　　ても参考になりました。（4号）

　　・お風呂に入っているとき，浴槽にっか

　　　りながら歯みがきをすると長くみがけ

　　　てよい。

　　・一食べたらみがく！一の掛け声をかけ

　　　ている。（5号）

　　このような意見，感想から保護者への啓

　発によって親のむし歯予防に対する正しい

　知識が身に付いてきていることがわかっ

　た。また，各家庭で工夫した歯みがきをす

　るようにまでなり，むし歯予防に対する関

　心が高まってきたことがうかがえる。

②　相馬歯科衛生士による親子ブラッシング

　講座（平成6年6月22日）において

　　講座には6年生の保護者も多数参加し

　た。参加した親からr相馬先生のお話を楽

　しくうかがいました。歯ブラシに関して

　も，テレビコマーシャルなどにだまされな

　いように口の大きさに合ったものを選ぼう

　と思いました。gという感想が出され，講

　座が家庭生活での実践に役立っものと考え

　られる。これからも保護者への啓発に努

　め，学校と家庭が一体となった歯の保健指

　導を継続していきたい。

4．まとめと今後の課題

（1＞まとめ

　　本学年では，研究主題を受け，児童一人ひ

　とりが主体的に健康づくりに取り組むことを

　日指し，研究を進めてきた。その結果得られ

　た成果と課題は次のとおりである。

　①学級活動の指導を通して

　　　歯肉炎や歯周病の写真を提示したり家族

　　の歯周病調査を行うことにより，児童は従

　　来の一歯を研く．という感覚から，一歯と

　　歯ぐきをみがく一ことの大切さに気づき，

　　健康は口の中からを意識する姿勢へと変

　　　　　　　　　　　　　　　　研究報告■

　　わってきた。併わせて，歯肉に関する関心

　　が高まり，歯肉炎を予防しようとする態度

　　や正しい歯みがきの仕方が身にっいてき

　　た。

　　　授業の中に児童の主体的な活動を取り入

　　れたり，児童を活躍させる場面を設けたり

　　したことにより，歯みがきの時だけでなく

　　清潔検査などの他の場面でも児童が自信を

　　持って生き生きと活動できるようになって

　　きた。

　②日常の実践を通して

　　　本研究以前から取り組んできた給食後の

　　歯みがきでは，ただ時間内にみがき終える

　　みがき方にとどまっていたが，自分にあっ

　　たみがき方のめあて等を持たせることによ

　　り，給食後も手鏡を持ち自分の口の中を観

　　察しながら自分の歯の萌出状況や歯並びに

　　あったみがき方ができるようになるなど，

　　歯みがきに対する姿勢が前向きで意欲的に

　　なってきた。

　　　歯みがきカレンダーの習慣化により，歯

　　みがきの回数は増え，学校でも家庭でもむ

　　し歯予防に対して自主的に取り組もうとす

　　る姿勢が伺えるようになった。

　③　家庭との連携を通して

　　　ピカピカくんだよりの配布や日常生活に

　　関するアンケートの回収等を通し，児童の

　　歯みがきに関する実態や各家庭における意

　　識を的確に把握することができ，家庭に対

　　する啓発に役立てることができた。その結

　　果，むし歯予防に対する児童と親との一体

　　化や家庭での意識の向上が図られるように

　　なった。

（2）今後の課題

　　本研究を通して得られた成果を今後継承，

　発展させるため次のような取り組みが更に必

　要であると考えられる。

　・指導方法（T・Tや児童の主体的な活動を
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取り入れた授業）の研究と改善

・ 個別指導を必要とする児童に対しての支

援の仕方の工夫

・ 健康づくりに対する意識を向上させるた

めの児童会活動の活性化

・ 学年集会等を利用した児童の主体性を生

かす場の設定

・ 家庭との連携の拡充と強化

研究の成果と

今後の課題

1．研究の成果

（1）研究主題，研究のねらいについて

　　児童一人一人が，学級活動の授業を通し，

　自分の健康状態を正しく理解し，すすんで解

　決しようとする意欲を身にっけた児童が多く

　なった。

　　日常の歯みがき指導や啓発活動を通し，児

　童が自らの判断と意志決定により進んで健康

　づくりに取り組む姿勢が見られ，健康に適し

　た生活をおくるようになり，定着化に結びっ

　き始めた。

（2）研究の実践について

　①仮説1に関して

　　・歯の保護指導の要素表や年間指導計画

　　　指導系統図等を作成し，授業研究をすす
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　　あながら，その改善点を見いだし修正を

　　してきた。その結果，各学年の系統や，

　　児童の発達段階に即した科学的な学習内

　　容が明らかになってきた。

　・歯の保健指導において，問題をrっか

　　む」，rっきっめる」，「活かす」という一

　　連の学習過程を工夫したり，児童の実態

　　を的確にとらえ一人一人に応じた支援を

　　重視して指導したりしたことは，児童が

　　自分の歯や口の健康状態を正しくとら

　　え，すすんで課題を解決しようとする意

　　欲を高あるのに有効であった。

②仮説2に関して

　・歯みがき指導や歯みがきカレンダーを継

　　続したことで，一日三回，歯みがきを行

　　う児童が増加してきた。また，染め出し



は順序をおさえ，ていねいにみがくようになった

ことや，自分のめあてをもって歯みがきに取り組

めるようになってきたことから有効であったと考

える。

　　　・保健委員会や代表委員会で，活動の計画

　　　　から運営，反省まで教師が支援しながら

　　　　児竜に考えさせ，工夫させたことで，児

　　　　童の意欲と実践力向ヒを図るうえで有効

　　　　であった。

　　③仮説3に関して

　　　・啓発資料　ピカピカくんだより一を計画

　　　　的に発行したことは，家庭のむし歯・歯

　　　　肉炎予防についての対話の場を生み，食

　　　　生活の改善を図ったり，家庭での歯みが

　　　　きを充実させたりすることに有効であっ

　　　　た。また，親子ブラッシングや講習会は

　　　　専pe家の協力で保護者も学校職員もILし

　　　　い知識を得ることができた。

　　　・資料展示室や，歯のコーナー等の掲示物

　　　　の整備活用により，児童は歯の健康づく

　　　　りの系統や，内容について知ることがで

　　　　　　　　　　　　　研究報告■

きた。また，自分たちの活動をふり返っ

たり，見直したりすることができ，健康

づくりの定着化に有効であった。

2．今後の課題

d）仮説1に関して

　　噺麦指導のあり方と他教科にも生かせる問

　題解決学習の指導法を探っていきたい。

②　仮説2に関して

　　教科，学校行事・児童会活動との関連をさ

　らに密接なものにし，歯の保健指導で培われ

　た力を健康づくりにまで広げ，自らの健康を

　保持，増進できるよう，日常の歯みがき指導

　をさらに研究継続していきたい。

（3）仮説3に関して

　　むし歯予防に対する個別指導の充実を図る

　と同時に，家庭の教育力を一一一層高めるため，

　連携の方法や学校と家庭の意見の相互交流の

　場を工夫する研究を継続していきたい。

』』』，』．・

KILiL篭
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お わ り に

　本校では，平成5年度より，一自分の体を知り，す

すんで健康づくりに取り組む子どもの育成」を研究主

題に，①学級活動の授業実践，②日常の歯みがき指

導，⑧保護者との協力を3っの柱として研究を推進し

てまいりました。

　①については，自分の歯や口の状況を正しくとら

え，そこから生まれた自分の課題を進んで解決しよう

とする意欲と歯や口の健康に関する科学的理解を大切

にして指導にあたりました。それには，健康教育に関

わる各種の計画が必要です。本校で作成した諸計画は

むし歯・歯肉炎予防の範囲だけですが，ご利用いただ

ければと思います。②については，給食後のブラッシ

ング指導を中心として，①から生まれた自分の課題解

決のために実践する力を身につける場として設定しま

した。自分で判断し，自分で処理できる力は今後，ま

すます必要になるものです。そのため，歯みがきカレ

ンダーと染め出しを活用しながら，児童の態度化を

図ってきました。しかし，むし歯・歯肉炎予防は，学

校だけで定着するものではありません。保護者との協

力が不可欠です。ものを食べる機会は家庭の方が断然

多いので，家庭での予防が大変重要になります。そこ

で，③については，啓発資料の発行，親子ブラッシン

グ教室，講習会等を通して，学校での取り組みを理解

してもらったり，正しい知識を実践に移してもらった

りすることで，家庭での予防の徹底と習慣化を図るこ

とにしました。

　このような取り組みを通して，少しずつではありま

すが，着実に児童・保護者・教師の意識の変容と定着

化が図られてきたことは，本日の発表からも伺えるこ

とと存じます。本研究も2年が経過しようとしていま

すが，残された課題も幾っかあります。

　今後も，本校児童の健康づくりに全職員が一丸と

なって取り組んでいく所存でございます。本日の諸発

表，諸資料から，お気付きになられた点がございまし

たら，御指摘いただけるようお願いし，おわりにあ

たっての御挨拶と致します。
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研究主題■

むし歯予防推進指定校

　　研　究　主　題

福島県田島町立荒海小学校

健康に関心を待ち，主体的に健康づくりに取り組む子どもの育成

　　　一＝みがく　’かむ一一あける一で健康な口腔っくり一一一

千葉県成田市立本城小学校

自分の健康に関心を待ち，たくましい心と体づくりに取り組む子の育成

　　　　一地域連携を基にしたよい歯の健康づくりを通して一一

滋賀県びわ町立びわ北小学校

子供たちが，主体的に取り組む健康づくり

　一一すこやかな歯と口づくりを通して一

愛媛県城川町立魚成小学校

　　主体的に健康づくりに取り組む児童の育成

一

一
自ら進んでよい歯をっくろうとする魚成っ子をめざして一

宮城県都農町立都農小学校
一一人一人が健康に関心を持ち，進んで取り組む健康つくり

　　　　　一一歯や口の中の病気予防を通して一一
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第45回全国学校保健研究大会

“生涯にわたり心豊かでたくましく生きぬく

　　　　　　子どもの育成”をめざして

平成7年11月16～17日於徳島県

　全国学校保健1肝究大会は　生涯にわたり心豊か

でたくましく生きぬくrどもの育成　を主題に平

成7年11月16日から17日の2日間にわたって徳島

市アスティとくしま及び同市内12会場にわかれて

開催された。主催は，文部省，徳島県教育委員

会，徳島市教育委員会，日本学校保健会，日本体

育・学校健康センター，徳島県学校保健連合会。

△第1日
　全体会：開会式及び学校保健・学校安全の功労

　者に対する文部大臣表彰が行われた。

　特別講演「愛死について」　瀬戸内　寂聴

　　日学保評議員会，課題別研究協議会事前打合

せ会，全国学校保健協議会事前打合せ会開催。

△第2日
　　課題別研究協議会が午前10時より午後3時30

　分まで開催され，4時からは全国学校保健協議

　大会が開かれた。

　　課題別研究協議会はそれぞれ12の研究協議題

　に分けて討議された。そのなかで，第9課題は

　　歯・口の健康つくりをめざす学校歯科保健活

　動一をテーマに討議されているので，この部分

　についてご報告する。

　　研究協議題設定の趣旨としては，自らすすん

　で歯・口に関心をもち，問題を自分で考え処理

　　　　　できる態度や習慣を育てることが必要

　　　　　である。

　　　　　　　　　　　　　　　L　㌃T－…　＝’・・s3e嘆：

文部大臣賞を受けられた学校歯科医の先生方
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　また，歯や口への健康つくりには家

庭や地域との連携が必要である。この

ための指導方法や連携のあり方につい

て研究協議する，というもので，研究

協議の内容としてはこ学校歯科健診の

進め方と事後措置にっいて②発達段階

に応じた歯科保健指導の指導内容と指

導方法の工夫について③指導内容の定

着を図る家庭や地域との連携の進め方

について，の3項目にわけられてい

る。



第45回全国学校保健研究大会■

　まず，徳島大学歯学部中村　亮教授よりテー

マに添って研究協議の内容の3項目についてそ

れぞれ総括的な講義が行われた。⑦学校におけ

る歯科健診の改d：．内容と改正の趣旨にっいて12

8020運動達成のためにも，生涯を通じた関心と

活動が必須のものであることを指導者自ら再認

識する必要性を強調，教職員に対する積極的な

働きかけを訴えている豆COを例にとってみて

も家庭や地域との連携が如何に大切であるかが

解る，としている。

「学校歯科保健」新時代を迎えて

　　　　　　　東京都世田谷区池之上小学校

　　　　　　　　　　　校長　高　田　公　子

　指導助言者の立場から，学校歯科保健一新時代

を迎えて，と題して学校現場からの報告がなされ

た。生涯を通じて健康で安全な生活を営む能力と

態度を育てること，そのため実践するかどうかは

子ども自身主体的に考え，判断し，意志決定がで

きること，これが一保健の学カーということにっな

がる。この新しい学力観をこれからの歯と口の健

康つくりに生かしていくことが「学校歯科保健一

新時代二を迎えた私たちの課題であるが主な内容。

歯科健診の進め方と事後措置

　　　　　　　徳島県鴨島町立飯尾敷地小学校

　　　　　　　　　学校歯科医　川　井　晃　二

徳島県児竜生徒等歯・口の健康つくり推進事業

に関しての報告，これは特に鴨島町内における幼

稚園，小学校の1園3校を対象とした過去3年間

のCO，　G検診結果にもとずくものである。

1

2

3

検診内容：CO一平成5年8月に小学校低学

年314名の第一・大E］歯のみを対象とし1年間

でどう変化するかを調べた。

G＝小学校高学年346名を対象に発赤，炎症

の程度，歯垢付着状態の数値化，変化を調べ

た。

検査結果について：’F成5年の時点ではCO

歯は337歯あった。これが1年後には113歯

（33．5％）が未処置う歯に，68歯（20．2％）

が処置歯に移行していた。1年間で53．7％が

う蝕に移行したと考えられる。CO歯と健全

歯の変化を比較して未処置う歯に移行する部

分がいかに多いかがわかる。（G関係略）

今後の課題二特に萌出後問もない第一大臼歯

の小窩裂溝部のCOには，積極的にシーラン

トやフッ化物局所塗布を勧めるべきである。

このためには地域の医療機関との連携及び保

護者の理解が必要不可欠であり，種々の啓発

活動を通して地域ぐるみのコンセンサスが必

要となってくる。

　他に，高知県、乞宿｛主市、乞平田小学季交II」川速美教

諭，広島県東広島市、’f一小谷ノ」・学校陶山都教頭から

それぞれ提案がなされた。
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新しい健診の考え方

疾病指向（検診）から予防指向（振るい分け）へ

日本学校歯科医会

　　　副会長櫻井善忠

　昨年4月の学校健診に向けて4ヵ月前に急

遽文部省の通知が出されたことで，我々学校

歯科医は言うに及ばず，養護教諭はじめ学校

保健関係者も戸惑いがありました。

　そもそもは，数年前から日本学校保健会の

センター的事業の中の学校健診検討委員会で

内科歯科全体の見直しの検討がなされてお

り，一足先に眼科と耳鼻科の一部見直しが施

行されていました。

　要は，時代の要請にマッチした健診体制，

特にでき得る限りの簡素化をテーマとして取

り組んでいた委員会でした。昨年になって歯

科健診の改訂に進んだわけですが，主旨は前

述の通りでありました。

　現代の健診は病気捜しではなく，いかに

児童生徒が，学業に支障なく，しかも生涯を

通して自分の健康は自分で守る知識と習慣を

身に付けさせることができるかを実現させる

たあのものでなくてはならなくなっていま

す。

　したがって学校健診の場では，0・1・2

と三つに振い分け（分類）するだけで良いの

です。即ち，0は健全な状態です。1は学校

内での保健管理の対象者です。2はより詳し

く専門医の診査を要します。とこれだけのこ

とです。

　そして歯列・咬合・顎関節・歯垢の状態，

歯肉の状態についても，0・1・2に分類し

ておいて下さいと言うものです。

　振るい分けについて歯科学的に解説される

と実に長文となり，それにもとついて検査す

るかと思うと長時間要するように感じ，この

たびの改訂は大変手間暇がかかるものだと気

が重くなりそうですが，そうではなく，学校

歯科医の専門的見識をもってすれば，ほとん

ど瞬時に0・1・2の振るい分けができるは

ずで，従来の健診時間と大差ないはずと，推

進者もみているようです。

　堀り下げ指向でなく，振るい分け指向で取

り組みましょう。

166／日本学校歯科医会会誌　75号　1996年3月



新しい健診の考え方／加盟団体長会開催される■

加盟団体長会開催される

平成8年2月16日新歯科医師会館において

　平成8年2月16日（金）午後1時から，新歯科医師会館において，平成7年度加盟団体

長会が開催された。小林専務の司会進行のもと，桜井副会長の開会の辞に続き，西連寺会

長より，昨年4月1日から学校保健法の施行規則の一部改正が行われ，これに対応するた

あの準備が着々と進んでいる旨報告，また，第60回全国学校歯科保健研究大会の東京開催

と大会席上行われる文部大臣表彰の件にっいて触れられた挨拶が行われた。

　来賓として，文部省学校健康教育企画官鬼沢佳弘氏，日本歯科医師会副会長西野恭正氏

よりそれぞれご挨拶をいただいた。小林専務より新執行部の紹介が行われた後，庶務報告

会計報告があり，協議に入る。

　協議1　平成8年度事業計画案の大綱と，それに伴う収支予算案の大綱について，小林

専務浦島常務からその内容にっいて説明があり，熱心な協議が行われ，要望も出された。

　その主なものは次の通りであった。

　C何故正式な事業計画案・予算案が出されないのか

　¢学校歯科医の配置基準について

　C不正咬合の診断と診療体制について

　○私立学校に対する認識及びその対応について

　○県立高等学校の学校歯科医の配置について

　○学校歯科医報酬アンケート調査について

　C全国大会にっいて日学歯の考え方は

　C終身会員制度の導入の件

など，千葉県，島根県，奈良県，滋賀県，鹿児島県，福岡市，横浜市，札幌市の各加盟団

体代表者より活発なご意見やご要望などをいただいた。

　最後に第60回全国学校歯科保健研究大会準備状況にっいて開催地区の東京都学校歯科医

会田中専務から報告が行われ，松島副会長の閉会の辞で終了した。
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平成7年度学校保健統計調査速報
（％）

（男女合計） （男） （女）

歯　・　口　腔 歯　・　口腔 歯　・　口腔

歯 歯 歯

区分 むし歯（う歯） むし歯（う歯） むし歯（う歯）

計
完処
了置
　者

る歯未
者の処
　あ置

歯そ
疾の
患他　の

疾口
病
腔
゜
婁
　
常 計

完処
了置
　者

る歯未
者の処
　あ置

歯そ
疾の
患他　の

疾口
病
腔
゜
舅
　
常 計

完処
了置
　者

る歯未
者の処
　あ置

歯そ
疾の
患他　の

疾口
病
腔
’
舅
　
常

幼稚園5歳 74．66 27．77 46．88 1．69 0．48 74．73 27．43 47．26 1．55 0．44 74．58 28．08 46．50 1．84 0．53

87．33 40．59 46．74 12．77 0．79 87．35 39．68 47．67 12．75 0．77 87．32 41．55 45．76 12．80 0．81

82．82 31．34 51．48 8．65 0．57 82．94 31．19 51．75 8．10 0．54 82．70 31．51 51．19 9．23 0．59

86．96 35．52 51．44 11．01 0．73 86．90 34．94 51．96 10．61 0．68 87．03 36．14 50．90 11．43 0．79

　　　計

　　6歳

小　　7歳

学　8歳

　　9歳校　　10歳

　　11歳

90．19 39．92 50．27 12．88 0．74 90．15 38．98 51．17 12．70 0．71 90．24 40．91 49．33 13．06 0．76

90．73 43．06 47．67 14．70 0．77 90．71 41．37 49．33 14．31 0．73 90．76 44．83 45．93 15．12 0．82

88．19 45．65 42．54 14．92 0．92 88．74 44．75 43．99 15．47 0．93 87．61 46．59 41．02 14．33 0．90

84．93 46．42 38．51 13．89 0．97 84．49 45．30 39．19 14．59 0．98 85．38 47．58 37．80 13．17 0．96

86．62 46．23 40．39 12．35 0．79 85．08 44．47 40．61 13．26 0．85 88．23 48．07 40．16 11．39 0．73

85．12 46．86 38．26 13．92 0．76 83．83 45．58 38．25 15．14 0．88 86．48 48．21 38．27 12．63 0．63

　　　計

中　　12歳

学
　
　
1
3
歳
校
　
　
1
4
歳

86．22 45．73 40．49 11．97 0．80 84．37 43．91 40．46 12．85 0．85 88．16 47．65 40．51 11．06 0．76

88．47 46．09 42．38 11．19 0．81 87．00 43．95 43．05 11．83 0．83 90．00 48．34 41．66 10．51 0．79

90．63 48．70 41．92 8．90 0．92 89．61 45．72 43．89 9．29 1．02 91．66 51．71 39．95 8．51 0．82

89．44 48．37 41．07 8．85 0．91 88．29 45．65 42．63 9．56 0．98 90．62 51．16 39．46 8．12 0．84

　　　計
高
　
　
1
5
歳
等
学
　
　
1
6
歳
校
　
　
1
7
歳

90．77 49．09 41．69 9．00 0．88 89．71 46．15 43．56 9．25 0．92 91．84 52．03 39．81 8．74 0．85

91．68 48．66 43．02 8．85 0．97 90．85 45．36 45．49 9．05 1．15 92．50 51．94 40．56 8．66 0．78

永久歯の一人当たり平均う歯数 永久歯の一人当たり平均う歯数 永久歯の一人当たり平均う歯数

う　　歯 う　　歯 う　　歯

区　分 計
（
本
）

喪
失
歯
数
（
本
）

計
（
本
）

歯処

数置

（本）

歯未
数処
　置

（本）

計
（
本
）

喪
失
歯
数
（
本
）

計
（
本
）

歯処

数置

（本）

歯未
数処
　置

（本）

計
（
本
）

喪
失
歯
数
（
本
）

計

（本）

歯処

数置

（本）

歯未
数処
　置

（本）

3．72 0．05 3．67 2．69 0．98 3．41 0．04 3．37 2．44 0．93 4．04 0．05 3．99 2．97 1．02計

12歳 3．72 0．05 3．67 2．69 0．98 3．41 0．04 3．37 2．44 0．93 4．04 0．05 3．99 2．97 1．02
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平成7年度学校保健統計調査速報／全国学校歯科保健研究大会開催予告■

㊥⑱㊦㊨

第60回

全国学校歯科保健研究大会
▲主題

▲主催

▲期日

▲会場

21世紀の学校歯科保健

一確かな健康観の育成一

日本学校歯科医会，日本学校保健会，

東京都学校歯科医会，東京都歯科医師会，

東京都教育委員会

平成8年11月21日（木）～22日（金）

第1日（11月2旧）

・ 開会式　東京文化会館（大ホール）

・ 表彰式

・ シンポジウム

・記念講演

・ 懇親会　上野精養軒

第2日（11月22日）

・ 領域別研究協議　東京文化会館（小

ホール）・上野精養軒

・ 全体協議会

・ 閉会式　東京文化会館（小ホール）

▲日程

10：00　　　　　　12　：00　　　　13　：00　　　　14　：30　　　　　　16：30　　17　：00

21
日
（
木
）

受　付
開　会　式
表　彰　式

昼　　食
アトラク
シ　ョ　ン

特別講演 シンポジウム 移
動
懇親会

22
日
（
金
）

受　付
領　域　別

研究協議
昼　　食 全体協議会

閉
会
式

平成8年度

むし歯予防推進指定校協議会

　学校歯科保健研究協議会

▲趣旨

▲主催

▲共催

▲期日

▲会場

歯及び口腔に関する保健活動について研

究協議を行い，学校保健における歯科保

健活動の充実を図る。

文部省，東京都教育委員会，日本学校歯

科医会，東京都学校歯科医会

東京都歯科医師会，東京都学校保健会

平成8年11月20日（水）

東京文化会館（小ホール）

日
程

10：00　　　　12　：00　　13　：00　　　　　　　17　：00

20
日
（
水
）

受
　
　
付

嬰
育
事

実研
践究
報協
告議

昼
食

研
究
協
議

閉
会
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編　集　後　記

◆群馬県藤岡市立藤岡第一小学校の平成7年度むし歯予防推進指定校協議会公開授業を参観して，学校

歯科医が非常勤の学校保健専門職員として，もっと積極的に学校歯科保健に取り組むことへの反省をこ

めて，学校教育の一端を担っているということを再認識させられた。児童生徒の心理的な面にっいて

も，歯科保健が係わっていると考えると，学校歯科医も安閑としていられないのではないだろうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐藤貞彦）

◆地区の学校保健大会で，”子どもの虐待について」と題する講演を聞く機会があった。虐待されて

育った子供が親になった時，再び自分の子供を虐待する習性があるという非常に恐ろしい話の内容で

あった。欧米諸国では，すでに1970年代より保健医療福祉の領域で，系統的な体制作りがなされ注目さ

れていた。そして日本でもここ10年来，この問題に一般的関心が高まりっっある。虐待は子供に死の危

険があるだけでなく，子供の人権侵害に関わる大きな問題である。また，演者は“親は暖かい家庭に

あって，良き教育者であれ”と，結んでおられた。心に残る叫びであった。　　　　　　（出口和邦）

◆平成7年11月1日朝，前橋市民文化会館に到着した。静かな街である。この県では始めての表記協議

会のため会場は殆ど満員の盛況であった。期待していた紅葉の素晴らしいさも暖冬のせいか鮮やかさが

みられないのが残念だった。

　講義1の戸田芳雄先生・講義Rの森本　基先生・講義m赤坂守人先生そして講義IVの平山宗宏先生そ

れぞれの立場での熱のこもった講義に席を立っ者もいなかった。

　この1年オウム教騒動で明け暮れの日が続いた。目先の事ばかりに気をとられないで21世紀を担う児

童生徒の口の健康を真摯に考えるべきである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（菅谷和夫）

◆学校歯科保健研究協議会に参加した。前橋市民文化会館は駅からも近く広い敷地に多くの樹々で囲ま

れた立派な会場で，受付では暖かいもてなしを感じた。　　　　　　　　　　　　　　　（松谷眞一）

◆最近の小学校児童の健診の現場では予期せぬことが起こっている。それは児童数の減少とそれに伴う

学級数の減少である。ところが，さらに驚かされるのは，外国人児童数が年々増加していることであ

る。都心周辺の地区では2～3ヶ国語の就学案内が作られ，就学困難な場合は，言語指導士が学校へ派

遣されるそうだ。このような国際化の現場状況からみて，今後の学校歯科保健活動には，数ヶ国語の使

用が必要となり，ひいては日学歯広報ならびに会誌でもその必要性がないとは云いきれない時代がきそ

うだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（古川　正）

◆阪神淡路大震災，地下鉄サリン事件，二信組，銀行の経営破綻などの暗い世相の平成7年とも別れを

つげ，戦後51年目の新たな年，平成8年を迎えました。

　21世紀まであと4年，相変わらずの長期低迷下の経済環境と少子化・高齢化という人口構成をもっ

た，社会環境の中で，次代の担い手である児童・生徒への学校歯科保健活動を通じ，学校・家庭・地域

社会の連携の下，r心豊かで，たくましく生きる人間の育成』を再度確認し21世紀を迎える準備とした

いものであります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（塚本　亨）
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◆1995年を振りかえってみますと，1月に兵庫県大震災がおこり，1，2月には山口敏夫元労相の逮

捕，スポーツにおいては，イチローの大活躍，野茂のアメリカ野球日本人はじめての新人王等があり，

日本学校歯科医会においては，新会長西連寺会長になって早や1年がすぎようとしております。

　会誌・広報編集委員会の先生方のご協力で年2回発行の会誌を会員の先生方にお届けすることが出来

ました。会誌の表紙は，平成7年度図画ポスターコンクール入選作品より載せ，グラビアの方も図画ボ

スターコンクール入選作品を載せてあります。日学歯の会誌は，記録保存という立場ですので会員の先

生方の歯科保健活動にお役立て頂ければ幸甚です。　　　　　　　　　　　　　　　　　（中田郁平）

◆前々号から会誌の表紙を図画ポスターコンクール入選作品の中から選んで飾ることになりました。次

号からも優秀な作品も多いので楽しみにしていて下さい。聞くところによれば，広報費の方は会員との

大切なパイプ役ということで，来年度若干増額になる由，これからも会員とのコミュニケーションを大

切に頑張って行く積もりです。どうぞ宜しくお願いいたします。　　　　　　　　　（片山公平）
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